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はじめに

このドキュメントでは、SPARCおよび x86アーキテクチャーベースの、ネット
ワークに接続されたシステムとネットワークに接続されていないシステムの両方
で、Oracle Solarisオペレーティングシステム (OS)をインストールおよびアップグ
レードする方法を説明します。このドキュメントでは、カスタム JumpStartインス
トールの方法と、インストール時にRAID-1ボリュームを作成する方法についても説
明します。

このドキュメントには、システムハードウェアや周辺装置を設定する方法は記載さ
れていません。

注 –このOracle Solarisのリリースでは、SPARCおよび x86系列のプロセッサアーキテ
クチャーを使用するシステムをサポートしています。サポートされるシステム
は、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsに記載されています。本書では、プ
ラットフォームにより実装が異なる場合は、それを特記します。

本書の x86に関連する用語については、次を参照してください。

■ x86は、64ビットおよび 32ビットの x86互換製品系列を指します。
■ x64は特に 64ビット x86互換CPUを指します。
■ 「32ビット x86」は、x86をベースとするシステムに関する 32ビット特有の情報
を指します。

サポートされるシステムについては、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsを
参照してください。

対象読者
このドキュメントは、Oracle Solaris OSのインストールを担当するシステム管理者を
対象としています。このドキュメントには、次の 2種類の情報が含まれています。

■ ネットワーク環境で複数の Solarisマシンを管理するエンタープライズシステム管
理者向けの上級 Solarisインストール情報

■ Solarisのインストールやアップグレードをときどき行うシステム管理者向けの基
本 Solarisインストール情報
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関連情報
表 P–1に、システム管理者向けのマニュアルの一覧を示します。

表 P–1 Solarisをインストールするシステム管理者向けのマニュアル

説明 情報

システム要件または計画の概要に関する情報が必要ですか。あ
るいは、Solaris ZFSのインストール、ブート、Solarisゾーン区
分技術、またはRAID-1ボリュームの作成に関する概要が必要
ですか。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (インス
トールとアップグレードの計画)』

DVDまたはCDメディアから 1つのシステムをインストールす
る必要がありますか。Solarisインストールプログラムは、手順
を追ってインストールを案内します。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (基本編)』

停止時間をほとんど設けないで、システムをアップグレードし
たり、パッチを適用したりする必要がありますか。Solaris Live
Upgradeを使うことにより、アップグレード時のシステム停止
時間を短縮します。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (Solaris
Live Upgradeとアップグレードの計画)』

ネットワークやインターネットを介してセキュリティー保護さ
れたインストールを行う必要がありますか。WANブートを使
用して、リモートクライアントをインストールします。あるい
は、ネットワークインストールイメージからネットワークを介
してインストールする必要がありますか。Solarisインストール
プログラムは、手順を追ってインストールを案内します。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (ネット
ワークインストール)』

複数のシステムをすばやくインストールしたり、パッチを適用
したりする必要がありますか。Solarisフラッシュソフトウェア
を使用して Solarisフラッシュアーカイブを作成し、クローンシ
ステム上にOSのコピーをインストールします。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (Solarisフ
ラッシュアーカイブの作成とインストール)』

システムのバックアップが必要ですか。 『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイルシステ
ム)』の第 22章「UFSファイルシステムのバック
アップと復元 (概要)」

トラブルシューティングに関する情報、既知の問題の一覧、ま
たはこのリリース用のパッチの一覧が必要ですか。

『Oracle Solaris Release Notes』

使用しているシステムが Solaris上で動作することを確認する必
要がありますか。

SPARC:『Solaris Sunハードウェアマニュアル』

このリリースで追加されたパッケージ、削除された
パッケージ、または変更されたパッケージを確認する必要があ
りますか。

『Solarisパッケージリスト』

使用しているシステムやデバイスが Solaris SPARCベースのシス
テム、x86ベースのシステム、およびその他のサード
パーティーベンダーで動作するかどうかを確認する必要があり
ますか。

Solaris Hardware Compatibility List for x86 Platforms

はじめに
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Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通じて電子的なサポートを利用することがで
きます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照
してください。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–2 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイルを
表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm filename
と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメ
ニュー名、強調する単語を示しま
す。

第 5章「衝突の回避」を参照してくだ
さい。

この操作ができるの
は、「スーパーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのデフォルトのシステムプロン
プトとスーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンド例に示されるデ
フォルトのシステムプロンプトは、Oracle Solarisのリリースによって異なります。

■ Cシェル

はじめに
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machine_name% command y|n [filename]
■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]
■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェル

$ command y|n [filename]
■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

はじめに
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カスタム JumpStartの使用
このパートでは、カスタム JumpStartインストールのための準備や実行手順につ
いて説明します。

パ ー ト I
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Solarisインストールの計画についての参
照先

このドキュメントでは、自動化された JumpStartインストールプログラムを使って
Oracle Solarisオペレーティングシステムをインストールする方法について説明しま
す。このドキュメントでは、JumpStartプログラムを使用したインストールに関して
理解しておく必要のある情報をすべて提供しますが、JumpStartインストールの準備
を始める前に、インストールマニュアルコレクション内の計画マニュアルを参照し
ておくことも役立ちます。次に示す参照先には、システムをインストールする前に
役立つ情報が記載されています。

計画とシステム要件についての参照先
『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (インストールとアップグレードの計
画)』には、システム要件と、ファイルシステムを計画する上でのガイドラインや
アップグレードの計画などの計画の概要が記載されています。この節では、このド
キュメントの各章の概要を説明します。

計画マニュアルの章の説明 参照

この章では、Solarisインストールプログラムの新機能について説明しま
す。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド
(インストールとアップグレードの計画)』の
第 2章「Solarisインストールの新機能」

この章では、Oracle Solaris OSのインストールやアップグレードを行う前
に決定しておく必要のある内容について説明します。たとえば、ネット
ワークインストールイメージやDVDメディアをどのようなときに使用
するかを判断するために必要な情報や、すべての Solarisインストールプ
ログラムについての説明を記載しています。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド
(インストールとアップグレードの計画)』の
第 3章「Solarisのインストールおよびアップ
グレード (ロードマップ)」

この章では、Oracle Solaris OSのインストールやアップグレードに伴うシ
ステム要件について説明します。また、ディスク容量の計画に関しての
一般的な指針や、スワップ空間のデフォルトの割り当てについても説明
します。アップグレードの制限についても説明します。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド
(インストールとアップグレードの計画)』の
第 4章「システム要件、ガイドライン、およ
びアップグレード (計画)」

1第 1 章
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計画マニュアルの章の説明 参照

この章には、システムのインストールやアップグレードに必要な情報の
収集に役立つチェックリストが含まれています。ここで提供される情報
は、対話式インストールの実行時などに役立ちます。このチェックリス
トでは、対話式インストールを行うために必要なすべての情報が得られ
ます。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド
(インストールとアップグレードの計画)』の
第 5章「インストールやアップグレードの前
に収集すべき情報 (計画)」

これらの章では、Oracle Solaris OSのインストールやアップグレードに関
連するいくつかの技術の概要を説明します。これらの技術に関連するガ
イドラインと要件も含まれています。これらの章には、ZFSインス
トール、ブート、Solarisゾーン区分技術、およびインストール時に作成
できるRAID-1ボリュームについての情報が含まれています。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド
(インストールとアップグレードの計画)』の
パート II「ZFS、ブート、Solarisゾーン、お
よびRAID-1ボリュームに関連するインス
トールについて」

計画とシステム要件についての参照先
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カスタム JumpStart (概要)

この章では、カスタム JumpStartのインストール処理について紹介し、全体の概要を
示します。

注 – Solaris ZFSルートプールをインストールする場合は、第 9章「JumpStartによる
ZFSルートプールのインストール」の制限事項とプロファイルの例を参照してくださ
い。

■ 17ページの「カスタム JumpStartとは」
■ 19ページの「JumpStartプログラムが Solarisソフトウェアをインストールする際
の流れ」

カスタム JumpStartとは
カスタム JumpStartでは、あらかじめ作成したプロファイルを使って、複数のシステ
ムのインストールやアップグレードを自動的にかつ同時に行うことができます。プ
ロファイルには、どのようにソフトウェアをインストールするかを定義します。さ
らに、インストール前とインストール後に実行する作業を、シェルスクリプトを使
用して指定することができます。システムのインストールまたはアップグレードに
どのプロファイルとスクリプトを使用するかを選択できます。カスタム JumpStartで
は、選択したプロファイルとスクリプトに基づいて、システムのインストールまた
はアップグレードが行われます。また、sysidcfgファイルを使用して構成情報を指
定することにより、カスタム JumpStartインストールを完全に自動化することも可能
です。

2第 2 章
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注 –クライアントシステムのルートパスワードは、root_passwordキーワードを
sysidcfgに含めることによって、インストール前に事前に設定できま
す。sysidcfg(4)のマニュアルページを参照してください。

また、Oracle Solaris自動登録は、Oracle Solaris 10 9/10リリースの新機能です。システ
ムをインストールまたはアップグレードすると、システムの構成データは、既存の
サービスタグ技術によってリブート時に自動的にオラクル製品登録システムに伝達
されます。システムに関するこのサービスタグデータは、オラクルの顧客向けサ
ポートとサービスの向上などに役立てられます。

インストールまたはアップグレードの前に、auto_regキーワードを sysidcfgファイ
ルに含めた場合は、インストールを完全に自動のままにできます。ただ
し、auto_regキーワードを含めない場合は、インストール時またはアップグレード
時に、自動登録のサポート資格情報とプロキシ情報を指定するように求められま
す。

登録を無効にする方法に関する手順を含め、自動登録については、『Oracle
Solaris 10 8/11インストールガイド (インストールとアップグレードの計
画)』の「Oracle Solaris自動登録」を参照してください。

カスタム JumpStartの使用例
次に、1例を挙げてカスタム JumpStartの処理を説明します。この事例では、次の条
件に従ってシステムを設定するものとします。

■ 100台の新しいシステムに Solarisをインストールします。
■ システムの 70台は SPARCベースのシステムで、エンジニアリング部が所有
し、開発者用のOracle Solaris OSソフトウェアグループを備えたスタンドアロンシ
ステムとしてインストールする必要があります。

■ 残りの 30台は x86ベースのシステムで、マーケティング部が所有し、エンド
ユーザー用のOracle Solaris OSソフトウェアグループを備えたスタンドアロンシス
テムとしてインストールする必要があります。

まず、システム管理者はシステムグループごとに rulesファイルとプロファイルを作
成する必要があります。rulesファイルは、Solarisソフトウェアをインストールする
システムグループごと (または 1つのシステム)のルールが入ったテキストファイル
です。各ルールは 1つ以上のシステム属性に基づいたシステムグループを識別しま
す。また、各ルールは各グループをプロファイルにリンクします。

プロファイルは、グループ内の各システムに Solarisソフトウェアがどのようにイン
ストールされるかを定義するテキストファイルです。rulesファイルとプロファイル
は、JumpStartディレクトリに置かれている必要があります。

カスタム JumpStartとは
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この例の場合、システム管理者は 2つの異なるルールで rulesファイルを作成しま
す。1つはエンジニアリング部用のルールで、もう 1つはマーケティング部用の
ルールです。ルールごとに、エンジニアリング部とマーケティング部を区別するた
めに、システムのネットワーク番号が使用されます。

各ルールには、適切なプロファイルへのリンクも含まれています。たとえば、エン
ジニアリング部用のルールでは、エンジニアリング部用に作成した eng_profileとい
うプロファイルへのリンクを追加します。マーケティング部用のルールで
は、マーケティング部用に作成した market_profileというプロファイルへのリンク
を追加します。

rulesファイルとプロファイルは、フロッピーディスクまたはサーバー上に保存でき
ます。

■ プロファイルフロッピーディスクは、カスタム JumpStartインストール
を、ネットワークに接続されていないスタンドアロンシステムで実行するときに
必要です。

■ プロファイルサーバーは、カスタム JumpStartインストールを、サーバーにアク
セスできるネットワークに接続されたシステムで実行するときに使用します。

rulesファイルとプロファイルを作成した後、checkスクリプトを使用して、これら
のファイルの妥当性を検査する必要があります。checkスクリプトが正常に動作する
場合、rules.okファイルが作成されます。rules.okは rulesファイルの生成
バージョンであり、JumpStartプログラムによって Solarisソフトウェアのインス
トールに使用されます。

JumpStartプログラムが Solarisソフトウェアをインス
トールする際の流れ

rulesファイルとプロファイルの検証が終わったら、カスタム JumpStartインス
トールを開始します。JumpStartプログラムは、rules.okファイルを読み取りま
す。続いて、Solarisソフトウェアがインストールされるシステムに一致するシステ
ム属性を持つ最初のルールを検索します。一致するルールが見つかると、JumpStart
プログラムはそのルール内に指定されているプロファイルを使用してシステムに
Solarisソフトウェアをインストールします。

図 2–1に、ネットワークに接続されていないスタンドアロンシステムでのカスタム
JumpStartインストールの流れを示します。この例では、システム管理者は Peteのシ
ステムでカスタム JumpStartインストールを開始しています。JumpStartプログラム
は、システムのフロッピーディスクドライブに挿入されているフロッピーディスク
上の rulesファイルにアクセスします。JumpStartプログラムは、ルール 2をシステム
に対応付けます。ルール 2には、JumpStartプログラムがPeteのプロファイルを使用
して Solarisソフトウェアをインストールするように指定されています。JumpStartプ
ログラムは、Peteのプロファイルを読み取り、システム管理者がPeteのプロファイ
ルに指定した指示に基づいて Solarisソフトウェアをインストールします。

JumpStartプログラムが Solarisソフトウェアをインストールする際の流れ

第 2章 • カスタム JumpStart (概要) 19



図 2–2に、ネットワーク上の複数のシステムでのカスタム JumpStartインストールの
流れを示します。事前に個別のプロファイルが設定され、1台のサーバーにまとめて
保存されています。システム管理者は、エンジニアリング部のシステムの中の 1台
でカスタム JumpStartインストールを開始します。JumpStartプログラム
は、サーバー上の JumpStart/ディレクトリに存在する rulesファイルにアクセスしま

図 2–1 カスタム JumpStartインストールの流れ:ネットワークに接続されていない場合の例

JumpStartプログラムが Solarisソフトウェアをインストールする際の流れ
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す。JumpStartプログラムは、エンジニアリング部のシステムをルール 1に対応付け
ます。ルール 1には、JumpStartプログラムがエンジニアリング部のプロファイルを
使用してSolarisソフトウェアをインストールするように指定されていま
す。JumpStartプログラムは、エンジニアリング部のプロファイルを読み取り、シス
テム管理者がこのプロファイルに指定した指示に基づいて Solarisソフトウェアをイ
ンストールします。

図 2–3に、JumpStartプログラムがカスタム JumpStartファイルを検索する順序を示し
ます。

図 2–2 カスタム JumpStartインストールの流れ:ネットワークに接続されている場合の例

JumpStartプログラムが Solarisソフトウェアをインストールする際の流れ
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図 2–3 カスタム JumpStartインストール実行時の流れ

JumpStartプログラムが Solarisソフトウェアをインストールする際の流れ

Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編) • 2011年 8月22



カスタム JumpStartインストールの準備
(作業)

この章では、カスタム JumpStartインストールを使用して、各サイトのシステムに
Solarisソフトウェアをインストールするために必要な準備の手順について説明しま
す。

注 – Solaris ZFSルートプールをインストールする場合は、第 9章「JumpStartによる
ZFSルートプールのインストール」の制限事項とプロファイルの例を参照してくださ
い。

■ 24ページの「作業マップ:カスタム JumpStartインストールの準備」
■ 25ページの「ネットワーク上のシステム用のプロファイルサーバーの作成」
■ 31ページの「スタンドアロンシステム用のプロファイルフロッピーディスクの
作成」

■ 36ページの「rulesファイルの作成」
■ 40ページの「プロファイルの作成」
■ 54ページの「プロファイルのテスト」
■ 59ページの「rulesファイルの妥当性を検査する」

3第 3 章
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作業マップ:カスタム JumpStartインストールの準備
表 3–1 作業マップ:カスタム JumpStartインストールの準備

作業 説明 参照先

旧バージョンの Solarisソフトウェアが
システム上にインストールされている
場合は、システムをアップグレードす
る方法を決定します。

システムに以前の Solarisリリースがイ
ンストールされている場合は、システ
ムをどのようにアップグレードするか
を決める必要があります。システム
アップグレードの前と後に実施すべき
作業を明確にしておいてください。計
画を立てることによって、プロファイ
ル、開始スクリプト、終了スクリプト
などの作成が容易になります。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガ
イド (インストールとアップグレード
の計画)』の「アップグレード計画」

JumpStartディレクトリを作成しま
す。

サーバーの場合

ネットワーク接続されたシステムに対
してカスタム JumpStartインストール
を実行する場合は、プロファイル
サーバーを作成する必要がありま
す。プロファイルサーバーには、カス
タム JumpStartファイル用の JumpStart
ディレクトリが入っています。

25ページの「ネットワーク上のシス
テム用のプロファイルサーバーの作
成」

フロッピーディスクの場合

ネットワークに接続されていないシス
テムに対してカスタム JumpStartイン
ストールを実行する場合は、プロ
ファイルフロッピーディスクを作成す
る必要があります。プロファイルフ
ロッピーディスクには、カスタム
JumpStartファイルが入っています。

31ページの「スタンドアロンシステ
ム用のプロファイルフロッピーディス
クの作成」

ルールを rulesファイルに追加しま
す。

各システムグループまたは単一のシス
テムをどのようにインストールするか
決定したあとで、インストールする各
グループに対してルールを作成しま
す。各ルールは、1つ以上のシステム
属性に基づいてグループを識別し、そ
れぞれのグループを 1つのプロファイ
ルにリンクします。

36ページの「rulesファイルの作成」

作業マップ:カスタム JumpStartインストールの準備

Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編) • 2011年 8月24

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTPIemyaq
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTPIemyaq
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTPIemyaq


表 3–1 作業マップ:カスタム JumpStartインストールの準備 (続き)
作業 説明 参照先

ルールごとにプロファイルを作成しま
す。

プロファイルは、どのように Solarisソ
フトウェアをシステムにインストール
するか (たとえば、どのソフトウェア
グループをインストールするか)を定
義するテキストファイルです。すべて
のルールはプロファイルを指定し
て、ルールが一致したときにシステム
がどのようにインストールされるかを
定義します。通常は、ルールごとに異
なるプロファイルを作成します。しか
し、複数のルールで同じプロファイル
を使用することも可能です。

40ページの「プロファイルの作成」

(省略可能)プロファイルをテストしま
す。

プロファイルの作成
後、pfinstall(1M)コマンドを使用す
れば、プロファイルを使用してシステ
ムをインストールまたはアップグ
レードする前に、プロファイルをテス
トできます。

54ページの「プロファイルのテス
ト」

rulesファイルの妥当性を検査しま
す。

rules.okファイルは、rulesファイル
から生成されたファイルで、JumpStart
プログラムはこれを使用して、インス
トールするシステムとプロファイルと
を一致させます。rulesファイルの妥
当性を検査するには、checkスクリプ
トを使用する必要があります。

59ページの「rulesファイルの妥当性
を検査する」

ネットワーク上のシステム用のプロファイルサーバーの
作成

ネットワーク上のシステム用にカスタム JumpStartインストールを設定する際に
は、サーバー上に JumpStartディレクトリと呼ばれるディレクトリを作成する必要が
あります。JumpStartディレクトリには、重要なカスタム JumpStartファイル (rules
ファイル、rules.okファイル、プロファイルなど)がすべて置かれます。JumpStart
ディレクトリは、プロファイルサーバーのルート (/)ディレクトリに作成する必要が
あります。

JumpStartディレクトリがあるサーバーを「プロファイルサーバー」と呼びます。プ
ロファイルサーバーは、インストールサーバーまたはブートサーバーと同じにする
ことも、あるいはまったく異なるサーバーとすることもできます。プロファイル
サーバーは、異なったプラットフォームのシステムにカスタム JumpStartファイルを
提供できます。たとえば、x86サーバーは、SPARCベースのシステムと x86ベースの
システムの両方に、カスタム JumpStartファイルを提供できます。
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注 –プロファイルサーバーの作成後、システムがそのサーバーにアクセスできるよう
に設定する必要があります。詳しい手順については、29ページの「すべてのシステ
ムがプロファイルサーバーにアクセスできるようにする方法」を参照してくださ
い。

▼ JumpStartディレクトリをサーバー上に作成する
方法

注 –この手順では、システムでボリュームマネージャーを実行していると仮定してい
ます。ディスク管理にボリュームマネージャーを使用しない場合は、『Solarisのシ
ステム管理 (デバイスとファイルシステム)』で、ボリュームマネージャーを使用し
ないでリムーバブルメディアを管理する方法を確認してください。

JumpStartディレクトリを作成するサーバーを見つけます。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

サーバーに JumpStartディレクトリを作成します。
# mkdir -m 755 jumpstart_dir_path

jumpstart_dir_pathは、JumpStartディレクトリの絶対パスです。

たとえば、次のコマンドは、ルート (/)ディレクトリに jumpstartというディレクト
リを作成し、アクセス権を 755に設定します。

# mkdir -m 755 /jumpstart

次のエントリを追加して、/etc/dfs/dfstabファイルを編集します。
share -F nfs -o ro,anon=0 jumpstart_dir_path

たとえば、次のエントリは /jumpstartディレクトリを共有します。

share -F nfs -o ro,anon=0 /jumpstart

shareallと入力し、Enterキーを押します。

サンプルのカスタム JumpStartファイルを JumpStartディレクトリにコピーするかど
うかを決定します。
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■ コピーしない場合は、手順 9に進みます。
■ コピーする場合は、次の表を利用して次に行う作業を決定します。

サンプルのコピー元 説明

プラットフォームに対応した
Oracle Solaris Operating System
DVDまたは Solaris SOFTWARE -
1 CD

サーバーのCD-ROMドライブに、Oracle Solaris Operating System
DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDを挿入します。

ボリュームマネージャーが自動的にCDまたはDVDをマウント
します。

ローカルディスク上にある、プ
ラットフォームに対応した
Oracle Solaris Operating System
DVDまたは Solaris SOFTWARE -
1のイメージ

Oracle Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1
イメージが置かれたディレクトリに移動します。コマンド例を
示します。

cd /export/install

サンプルのカスタム JumpStartファイルをプロファイルサーバー上の JumpStart
ディレクトリにコピーします。
# cp -r media_path/Solaris_10/Misc/jumpstart_sample/* jumpstart_dir_path

media_path CD、DVD、またはローカルディスク上のイメージのパス

jumpstart_dir_path カスタム JumpStartファイルの例を配置する、プロファイル
サーバー上のパス

たとえば、次のコマンドは、jumpstart_sampleディレクトリをプロファイル
サーバー上の /jumpstartディレクトリにコピーします。

cp -r /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Misc/jumpstart_sample/* /jumpstart

サンプル JumpStartファイルを更新し、それらのファイルがサイトの環境内で動作す
るようにします。

rootが JumpStartディレクトリを所有していて、そのアクセス権が 755に設定されて
いることを確認します。

ネットワーク上のシステムがプロファイルサーバーにアクセスできるように設定し
ます。

詳しい手順については、29ページの「すべてのシステムがプロファイルサーバーに
アクセスできるようにする方法」を参照してください。
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すべてのシステムがプロファイルサーバーにアク
セスできるようにする
プロファイルサーバーを作成する際に、システムがカスタム JumpStartインストール
中にプロファイルサーバーにアクセスできるようにする必要があります。このため
には、次の方法があります。

コマンドまたはファイル アクセスの提供 説明

add_install_clientコマ
ンド

ネットワークインストールでシステムを追加す
るたびに、add_install_clientコマンドに -cオ
プションを使用してプロファイルサーバーを指
定します。

注 – NFSを使用していない場合は、別の方法を使
用してアクセスを提供する必要があります。
■ SPARCシステムでは bootコマンドを使用し
ます

■ x86システムではGRUBメニューを編集しま
す

■ DVDメディアの場合は、『Oracle
Solaris 10 8/11インストールガイド
(ネットワークインス
トール)』の「DVDイメージを使用
してネットワークからインストール
するシステムの追加」を参照してく
ださい。

■ CDメディアの場合は、『Oracle
Solaris 10 8/11インストールガイド
(ネットワークインス
トール)』の「CDイメージを使用し
てネットワークからインストールす
るシステムの追加」を参照してくだ
さい。
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コマンドまたはファイル アクセスの提供 説明

システムのブート時に
JumpStartディレクトリの
場所を指定します

■ SPARCシステムでは、 bootコマンドを使用
してシステムをブートします。システムの
ブート時にプロファイルサーバー上の
JumpStartディレクトリの場所を指定しま
す。カスタム JumpStart構成ファイルは、圧
縮して 1つのファイルにする必要がありま
す。続いて、圧縮されたその構成ファイルを
HTTPサーバーまたはHTTPSサーバーに保存
します。

■ 69ページの「圧縮された構成ファイ
ルの作成」

■ 89ページの「SPARC:カスタム
JumpStartプログラムを使用してイン
ストールまたはアップグレードする
方法」の手順 5

■ x86システムでは、システムをブートすると
きにGRUBメニューのブートエントリを編集
して、プロファイルサーバーの JumpStart
ディレクトリの場所を指定します。カスタム
JumpStart構成ファイルは、圧縮して 1つの
ファイルにする必要があります。続いて、圧
縮されたその構成ファイルをHTTP
サーバーまたはHTTPSサーバーに保存しま
す。
GRUBメニューのエントリを編集する場合
は、圧縮ファイルの場所を指定します。

■ 69ページの「圧縮された構成ファイ
ルの作成」

■ 96ページの「x86: GRUBブートコマ
ンドの編集によるカスタム JumpStart
インストールの実行」

/etc/bootparamsファイル /etc/bootparamsファイルにワイルドカードを追
加します。

29ページの「すべてのシステムがプロ
ファイルサーバーにアクセスできるよう
にする方法」

▼ すべてのシステムがプロファイルサーバーにアクセスできるよう
にする方法
次に示す手順は、ネットワークインストールの情報を次の場所に格納している場合
にのみ実行してください。

■ /etc/bootparamsファイル内。
■ ネームサービス bootparamsデータベース内。bootparamsデータベースを更新する
には、手順 3に示されているエントリを追加してください。

次に示す手順は、同じタイプのシステム (たとえばすべて SPARCシステム)で実行す
る必要があります。

次のような場合には、この手順を実行しないでください。

■ フロッピーディスクに JumpStartディレクトリを保存する場合。
■ システムをブートするときにプロファイルサーバーの場所を指定する場合。異な
るアーキテクチャーのシステムがある場合、システムをブートするときにプロ
ファイルサーバーの場所を指定する必要があります
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前述の場合には、SPARCシステムでは bootコマンドを使用し、x86システムでは
GRUBメニューを使用してください。

注 – DHCPサーバーにネットワークインストールの情報を格納することもできます。

■ SPARCシステムの場合は、add_install_clientコマンドに dオプションを指定し
て、カスタム JumpStartプログラムがDHCPサーバーを使用するように指定しま
す。-または bootコマンドに dhcpオプションを指定して、カスタム JumpStartプ
ログラムがDHCPサーバーを使用するように指定します。このオプションを使用
する手順については、90ページの「SPARC: bootコマンドのコマンドリファレン
ス」を参照してください。

■ x86システムでは、次のいずれかの方法で dhcpを使用します。
■ インストールサーバーを使用する場合は、add_install_clientコマンドに -d

オプションを指定して、カスタム JumpStartプログラムがDHCPサーバーおよ
び PXEを使用するように指定します。

■ GRUBメニューのGRUBエントリを編集して dhcpオプションを追加しま
す。GRUBエントリを編集する手順については、96ページの「x86: GRUB
ブートコマンドの編集によるカスタム JumpStartインストールの実行」を参照
してください

インストールサーバーまたはブートサーバーにスーパーユーザーとしてログインし
ます。

テキストエディタを使用して /etc/bootparamsを開きます。

このエントリを追加します。
* install_config=server:jumpstart_dir_path

* すべてのシステムにアクセスできるように指定するワイルド
カード文字

server JumpStartディレクトリがあるプロファイルサーバーのホスト
名

jumpstart_dir_path JumpStartディレクトリの絶対パス

たとえば、次のエントリはすべてのシステムが、sherlockというプロファイル
サーバーにある /jumpstartディレクトリにアクセスできるようにします。

* install_config=sherlock:/jumpstart
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注意 –この手順を使用した場合、インストールクライアントを起動したときに次のエ
ラーメッセージが表示されることがあります。

WARNING: getfile: RPC failed: error 5: (RPC Timed out).

このエラーメッセージの詳細は、191ページの「ネットワークからのブート時のエ
ラーメッセージ」を参照してください。

これで、すべてのシステムはプロファイルサーバーにアクセスできるようになりま
した。

スタンドアロンシステム用のプロファイルフ
ロッピーディスクの作成

JumpStartディレクトリが収められているフロッピーディスクを「プロファイルフ
ロッピーディスク」と呼びます。ネットワークに接続されていないシステムに
は、プロファイルサーバーへのアクセス権はありません。このため、システムが
ネットワークに接続されていない場合はフロッピーディスク上に JumpStartディレク
トリを作成する必要があります。プロファイルフロッピーディスクを作成するシス
テムには、フロッピーディスクドライブが必要です。

JumpStartディレクトリには、rulesファイル、rules.okファイル、プロファイルな
どの基本的なカスタム JumpStartファイルがすべて収められています。JumpStart
ディレクトリは、プロファイルフロッピーディスクのルート (/)ディレクトリに作成
する必要があります。

次のいずれかの手順を参照してください。

■ 32ページの「SPARC:プロファイルフロッピーディスクを作成する方法」
■ 34ページの「x86: GRUBを使用してプロファイルフロッピーディスクを作成する
方法」
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▼ SPARC:プロファイルフロッピーディスクを作成す
る方法

注 –この手順では、システムでボリュームマネージャーを実行していると仮定してい
ます。フロッピーディスク、CD、およびDVDの管理にボリュームマネージャーを
使用しない場合は、『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイルシステム)』で、ボ
リュームマネージャーを使用しないでリムーバブルメディアを管理する方法を確認
してください。

フロッピーディスクドライブを持つ SPARCシステムを見つけます。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

空のフロッピーディスクまたは上書き可能なディスクをフロッピーディスクドライ
ブに挿入します。

フロッピーディスクをマウントします。
# volcheck

フロッピーディスクにUNIXファイルシステム (UFS)が含まれているかどうかを確認し
ます。

システム上の /etc/mnttabファイルに、次のようなエントリがあるかどうかを調べま
す。
/vol/dev/diskette0/scrap /floppy/scrap ufs suid,rw,largefiles,dev=1740008 927147040

■ エントリが存在する場合は、手順 7へ進みます。
■ エントリが存在しない場合は、次の手順へ進みます。

フロッピーディスク上にUFSを作成します。
# newfs /vol/dev/aliases/floppy0

サンプルのカスタム JumpStartファイルを JumpStartディレクトリにコピーするかど
うかを決定します。

■ コピーしない場合は、手順 10へ進みます。
■ コピーする場合は、次の表を利用して次に行う作業を決定します。

1

2

3

4

5

6

7

スタンドアロンシステム用のプロファイルフロッピーディスクの作成

Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編) • 2011年 8月32

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=SAGDFS
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=SYSADV6rbactask-15
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=SYSADV6rbactask-15


サンプルのコピー元 説明

Oracle Solaris Operating System
DVD (SPARC版)または Solaris
SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)

サーバーのCD-ROMドライブにOracle Solaris Operating System
DVD (SPARC版)または Solaris SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)を挿
入します。

ボリュームマネージャーが自動的にCDまたはDVDをマウント
します。

ローカルディスク上のOracle
Solaris Operating System DVD
(SPARC版)または Solaris
SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)イ
メージ

Oracle Solaris Operating System DVD (SPARC版)または Solaris
SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)イメージが置かれたディレクトリ
に移動します。コマンド例を示します。

cd /export/install

サンプルのカスタム JumpStartファイルをプロファイルフロッピーディスクの
JumpStartディレクトリにコピーします。
# cp -r media_path/Solaris_10/Misc/jumpstart_sample/* jumpstart_dir_path

media_path CD、DVD、またはローカルディスク上のイメージのパス

jumpstart_dir_path カスタム JumpStartのサンプルファイルを置くプロファイルフ
ロッピーディスクのパス

注 –すべてのカスタム JumpStartインストールファイルは、フロッピーディスクの
ルート (/)ディレクトリに置かれている必要があります。

たとえば、次のコマンドは、Solaris SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)の
jumpstart_sampleの内容を、プロファイルフロッピーディスク scrapのルート (/)
ディレクトリにコピーします。

cp -r /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Misc/jumpstart_sample/* /floppy/scrap

プロファイルフロッピーディスク上の JumpStartファイルの例を更新して、サイトの
環境内で動作するようにします。

rootが JumpStartディレクトリを所有していて、そのアクセス権が 755に設定されて
いることを確認します。

フロッピーディスクを取り出します。
# eject floppy

これで、プロファイルフロッピーディスクの作成が完了しました。rulesファイルを
更新して、プロファイルフロッピーディスクにプロファイルを作成して、カスタム
JumpStartインストールを実行できます。続行するには、36ページの「rulesファイ
ルの作成」へ進みます。
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▼ x86: GRUBを使用してプロファイルフ
ロッピーディスクを作成する方法
GRUBを使用してプロファイルフロッピーディスクを作成するには、この手順を使
用します。GRUBメニューを使用すればインストール手順の実行中にブート処理を
実行できます。以前のリリースではシステムのブートに Solaris Device Configuration
Assistant (デバイス構成用補助)が必要となる場合がありましたが、GRUBメニューは
それに代わるものです。

注 –この手順では、システムでボリュームマネージャーを実行していると仮定してい
ます。フロッピーディスク、CD、およびDVDの管理にボリュームマネージャーを
使用しない場合は、『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイルシステム)』で、ボ
リュームマネージャーを使用しないでリムーバブルメディアを管理する方法を確認
してください。

フロッピーディスクドライブを持つ x86システムを見つけます。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

空のフロッピーディスクまたは上書き可能なディスクをフロッピーディスクドライ
ブに挿入します。

フロッピーディスクをマウントします。
# volcheck

サンプルのカスタム JumpStartファイルを JumpStartディレクトリにコピーするかど
うかを決定します。

■ コピーしない場合は、手順 8へ進みます。
■ コピーする場合は、次の表を利用して次に行う作業を決定します。

サンプルのコピー元 説明

Oracle Solaris Operating System
DVD (x86版)または Solaris
SOFTWARE - 1 CD (x86版)

サーバーのCD-ROMドライブに、Oracle Solaris Operating System
DVD (x86版)または Solaris SOFTWARE - 1 CD (x86版)を挿入しま
す。

ボリュームマネージャーが自動的にCDまたはDVDをマウント
します。
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サンプルのコピー元 説明

ローカルディスク上のOracle
Solaris Operating System DVD (x86
版)または Solaris SOFTWARE - 1
CD (x86版)イメージ

Oracle Solaris Operating System DVD (x86版)または Solaris
SOFTWARE - 1 CD (x86版)イメージが置かれたディレクトリに移
動します。たとえば、次のように入力します。

cd /export/install

サンプルのカスタム JumpStartファイルをプロファイルフロッピーディスクの
JumpStartディレクトリにコピーします。
# cp -r media_path/Solaris_10/Misc/jumpstart_sample/* jumpstart_dir_path

media_path CD、DVD、またはローカルディスク上のイメージのパス

jumpstart_dir_path カスタム JumpStartのサンプルファイルを置くプロファイルフ
ロッピーディスクのパス

注 –すべてのカスタム JumpStartインストールファイルは、プロファイルフ
ロッピーディスクのルート (/)ディレクトリに置かれている必要があります。

たとえば、次のコマンドは、Solaris SOFTWARE - 1 CD (x86版)の jumpstart_sampleの
内容を、プロファイルフロッピーディスク scrapのルート (/)ディレクトリにコ
ピーします。

cp -r /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Misc/jumpstart_sample/* /floppy/scrap

プロファイルフロッピーディスク上の JumpStartファイルの例を更新して、サイトの
環境内で動作するようにします。

rootが JumpStartディレクトリを所有していて、そのアクセス権が 755に設定されて
いることを確認します。

「ファイル・マネージャ (File Manager)」ウィンドウの「取り出し (Eject Disk)」をク
リックするか、コマンド行に eject floppyと入力して、フロッピーディスクを取り
出します。

「リムーバブルメディア・マネージャ (Removable Media Manager)」画面で「了解
(OK)」をクリックします。

フロッピーディスクを手動で取り出します。
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これで、プロファイルフロッピーディスクの作成が完了しました。rulesファイルを
更新して、プロファイルフロッピーディスクにプロファイルを作成して、カスタム
JumpStartインストールを実行できます。続行するには、36ページの「rulesファイ
ルの作成」へ進みます。

rulesファイルの作成
rulesファイルは、Oracle Solaris OSをインストールする各システムグループのルール
が含まれているテキストファイルです。各ルールは 1つ以上のシステム属性に基づ
いたシステムグループを識別します。また、各ルールは各グループをプロファイル
にリンクします。プロファイルは、グループ内の各システムに Solarisソフトウェア
がどのようにインストールされるかを定義するテキストファイルです。たとえ
ば、次のルールは JumpStartプログラムが basic_profプロファイル内の情報を使用
し、sun4uプラットフォームグループを持つすべてのシステムに対してインストール
を実行することを示します。

karch sun4u - basic_prof -

rulesファイルを使用して、カスタム JumpStartインストールに必要な rules.ok

ファイルを作成します。

注 – 31ページの「スタンドアロンシステム用のプロファイルフロッピーディスクの作
成」または 25ページの「ネットワーク上のシステム用のプロファイルサーバーの作
成」の手順に従って JumpStartディレクトリを設定した場合は、rulesファイルのサ
ンプルがすでに JumpStartディレクトリに置かれています。rulesファイルのサンプ
ルには、説明といくつかのルール例があります。サンプルの rulesファイルを利用す
る場合は、使用しないルール例は必ずコメントにしておいてください。

rulesファイルの構文
rulesファイルには、次の属性が必要です。

■ ファイルに rulesという名前が付けられています。
■ ファイルに 1つ以上のルールが含まれています。

rulesファイルには、次の要素を任意に含めることができます。

■ コメント

行中の #記号の後ろのテキストは、JumpStartによってコメントとして扱われま
す。行が #記号で始まる場合は、行全体がコメントとして扱われます。

■ 1行以上の空白行

参照
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■ 1つまたは複数の複数行ルール
1つのルールを新しい行に折り返すには、Returnキーを押す直前にバックス
ラッシュ文字 (\)を入力します。

▼ rulesファイルを作成する方法
テキストエディタを使って、rulesという名前のテキストファイルを作成します。ま
たは、作成済みの JumpStartディレクトリからサンプル rulesファイルを開きます。

Solarisソフトウェアをインストールする各システムグループの rulesファイルに
ルールを追加します。

rulesファイルのキーワードと値については、113ページの「ルールキーワードと値
の説明」を参照してください。

rulesファイル内のルールは、次の構文に従って記述します。
!rule_keyword rule_value && !rule_keyword rule_value ... begin profile finish

! ルールキーワードの前で使用し、否定を示す記号。

rule_keyword ホスト名 (hostname)やメモリーサイズ (memsize)などの一般的なシス
テム属性を記述する、事前定義された字句単位または
語。rule_keywordは、同じ属性を持つシステムを 1つのプロファイル
に対応させるためにルール値と共に使用されます。ルール
キーワードの一覧は、113ページの「ルールキーワードと値の説
明」を参照してください。

rule_value 対応するルールキーワードに特定のシステム属性を付与する
値。ルール値については、113ページの「ルールキーワードと値の説
明」を参照してください。

&& ルールキーワードとルール値の複数のペアを 1つのルールに結合す
るために使用する記号 (論理演算子AND)。カスタム JumpStartイン
ストール時に、システムがルール内のすべてのペアに一致しなけれ
ば、ルールの一致は成立しません。

begin インストール開始前に実行される Bourneシェルスクリプト名。開始
スクリプトがない場合、このフィールドにマイナス記号 (-)を指定す
る必要があります。開始スクリプトはすべて、JumpStartディレクト
リになければなりません。

開始スクリプトの詳しい作成方法については、61ページの「開始ス
クリプトの作成」を参照してください。

profile テキストファイル名。システムがルールに一致したとき Solarisソフ
トウェアがシステムにどのようにインストールされるかを定義して
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います。プロファイル内の情報は、プロファイルキーワードと、そ
れらに対応するプロファイル値から構成されます。すべてのプロ
ファイルは JumpStartディレクトリになければなりません。

注 –プロファイルフィールドの別の使用方法については、76ページ
の「サイト固有のインストールプログラムの使用」と 62ページ
の「開始スクリプトによる派生プロファイルの作成」を参照してく
ださい。

finish インストール終了後に実行される Bourneシェルスクリプト名。終了
スクリプトがない場合、このフィールドにマイナス記号 (-)を指定す
る必要があります。終了スクリプトはすべて、JumpStartディレクト
リになければなりません。

終了スクリプトの詳しい作成方法については、64ページの「終了ス
クリプトの作成」を参照してください。

各ルールには、少なくとも次の要素を含める必要があります。

■ キーワード、値、および対応するプロファイル
■ beginおよび finishフィールド内のマイナス記号 (-) (開始および終了スクリプトが
指定されない場合)

rulesファイルを JumpStartディレクトリに保存します。

rootが rulesファイルを所有していて、そのアクセス権が 644に設定されていること
を確認します。

rulesファイルの例
次のサンプルファイルは、rulesファイル内のルールをいくつか示しています。各行
には、ルールキーワードとそのキーワードに有効な値があります。JumpStartプログ
ラムは、rulesファイルを上から下へ走査します。

ルールキーワードと値を既知のシステムに一致させることができた場合、JumpStart
プログラムはプロファイルフィールドに示されているプロファイルによって指定さ
れた Solarisソフトウェアをインストールします。

rulesファイルの制限に関する詳細なリストについては、36ページの「rulesファイ
ルの構文」を参照してください。
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例 3–1 ruleファイル

# rule keywords and rule values begin script profile finish script

# ----------------------------- ------------ -------- -------------

hostname eng-1 - basic_prof -

network 192.168.255.255 && !model \

’SUNW,Sun-Blade-100’ - net_prof -

model SUNW,SPARCstation-LX - lx_prof complete

network 192.168.2.0 && karch i86pc setup x86_prof done

memsize 64-128 && arch i386 - prog_prof -

any - - generic_prof -

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明しま
す。

hostname このルールは、システムのホスト名が eng-1の場合に一致しま
す。basic_profプロファイルは、ルールに一致するシステムに Solarisソ
フトウェアをインストールするために使用されます。

network このルールは、システムがサブネット 192.168.255.255上にあり、Sun
Blade 100 (SUNW,Sun-Blade-100)でない場合に一致します。net_profプロ
ファイルは、このルールに一致するシステムに Solarisソフトウェアをイ
ンストールするために使用されます。このルールでは、バックス
ラッシュ文字 (\)を使って、1つのルールを新規行に継続する例も示され
ます。

model このルールは、システムが SPARCstation LXである場合に一致しま
す。lx_profプロファイルと complete終了スクリプトは、このルールに
一致するシステムに Solarisソフトウェアをインストールするために使用
されます。

network このルールは、システムがサブネット 192.168.2.0上にあって、x86
ベースのシステムである場合に一致します。setup開始スクリプ
ト、x864u_profプロファイル、および done終了スクリプトは、この
ルールに一致するシステムに Solarisソフトウェアをインストールするた
めに使用されます。

memsize このルールは、システムが 64 ~ 128Mバイトのメモリーを持つ x86シス
テムである場合に一致します。prog_profプロファイルは、このルール
に一致するシステムに Solarisソフトウェアをインストールするために使
用されます。

any このルールは、前述のルールに一致しなかったすべてのシステムに一致
します。generic_profプロファイルは、このルールに一致するシステム
に Solarisソフトウェアをインストールするために使用されます。anyを
使用する場合は、この値を常に rulesファイルの最後のファイルとして
使用する必要があります。
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プロファイルの作成
プロファイルは、システムに Solarisソフトウェアをインストールする方法を定義す
るテキストファイルです。プロファイルには、インストール要素 (インストールする
ソフトウェアグループなど)を指定します。各ルールには、システムのインストール
方法を示すプロファイルを指定します。プロファイルは、ルールごとに異なるもの
を作成しても、複数のルールに同じものを使用しても構いません。

プロファイルは、1つ以上のプロファイルキーワードとその値から成ります。各プロ
ファイルキーワードは、JumpStartプログラムがどのようにしてシステムに Solarisソ
フトウェアをインストールするかを制御するコマンドです。たとえば、次のプロ
ファイルキーワードと値は、JumpStartプログラムがシステムをサーバーとしてイン
クルードすることを指定しています。

system_type server

注 –次のいずれかの手順に従って JumpStartディレクトリを作成した場合は、サンプ
ルのプロファイルがすでに JumpStartディレクトリに入っています。

■ 25ページの「ネットワーク上のシステム用のプロファイルサーバーの作成」
■ 31ページの「スタンドアロンシステム用のプロファイルフロッピーディスクの作
成」

プロファイルの構文
プロファイルには、次の要素を含めます。

■ 最初のエントリが install_typeプロファイルキーワードであること
■ キーワードは 1行に 1つだけであること
■ アップグレードされるシステムが、アップグレードできるルート (/)ファイルシ
ステムを複数持っている場合は、root_deviceキーワード

プロファイルには次の要素を含めることができます。

■ コメント

行中の #記号の後ろのテキストは、JumpStartプログラムによってコメントとして
扱われます。行が #記号で始まる場合は、行全体がコメントとして扱われます。

■ 1行以上の空白行

プロファイルの作成
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▼ プロファイルを作成する方法
テキストエディタを使用してテキストファイルを作成します。ファイルにわかりや
すい名前を付けます。または、作成した JumpStartディレクトリ内のプロファイル例
を開きます。

注 –プロファイルには、システムに Solarisソフトウェアをインストールする際の使用
目的を表すような名前を付けてください。たとえ
ば、basic_install、eng_profile、user_profileなどの名前を付けます。

プロファイルにプロファイルキーワードと値を追加します。

プロファイルキーワードと値の一覧は、118ページの「プロファイルキーワードと
値」を参照してください。

注 –プロファイルキーワードとプロファイル値には、大文字と小文字の区別がありま
す。

JumpStartディレクトリにプロファイルを保存します。

プロファイルの所有者が rootで、そのアクセス権が 644に設定されていることを確
認します。

(省略可能)プロファイルをテストします。
プロファイルのテスト方法については、54ページの「プロファイルのテスト」を参
照してください。

プロファイルの例
次のプロファイル例は、さまざまなプロファイルキーワードとプロファイル値を使
用して、Solarisソフトウェアをシステムにどのようにインストールするかを指定す
る方法を示しています。118ページの「プロファイルキーワードと値」では、プロ
ファイルキーワードと値を説明しています。

注 – Solaris ZFSルートプールをインストールする場合は、第 9章「JumpStartによる
ZFSルートプールのインストール」の制限事項とプロファイルの例を参照してくださ
い。
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例 3–2 リモートファイルシステムのマウントとパッケージの追加および削除

# profile keywords profile values

# ----------------- -----------------

install_type initial_install

system_type standalone

partitioning default

filesys any 512 swap # specify size of /swap

cluster SUNWCprog

package SUNWman delete

cluster SUNWCacc

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明しま
す。

install_type install_typeキーワードは、すべてのプロファイルに必要です。

system_type system_typeキーワードは、システムをスタンドアロンシステムと
してインストールするように定義します。

partitioning ファイルシステムスライスは、インストールするソフトウェアごと
に default値を使用して決定されます。swapのサイズは 512Mバイ
トに設定され、値 anyに基づいてすべてのディスクにインストール
されます。

cluster 「開発者システムサポートソフトウェアグループ」(SUNWCprog)がシ
ステムにインストールされます。

package 標準のマニュアルページがネットワークのファイルサーバー
(s_ref)からマウントされる場合は、マニュアルページパッケージ
はシステムにインストールされません。System Accounting
ユーティリティーが入ったパッケージはシステムにインストールさ
れます。

例 3–3 リモートファイルシステムのマウントと Sun以外のパッケージの追加

# profile keywords profile values

# ----------------- -----------------

install_type initial_install

system_type standalone

partitioning default

filesys any 512 swap # specify size of /swap

cluster SUNWCprog

cluster SUNWCacc

package apache_server \

http://package.central/packages/apache timeout 5

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明しま
す。

install_type install_typeキーワードは、すべてのプロファイルに必要です。
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例 3–3 リモートファイルシステムのマウントと Sun以外のパッケージの追加 (続き)

system_type system_typeキーワードは、システムをスタンドアロンシステムと
してインストールするように定義します。

partitioning ファイルシステムスライスは、インストールするソフトウェアごと
に default値を使用して決定されます。swapのサイズは 512Mバイ
トに設定され、値 anyに基づいてすべてのディスクにインストール
されます。

cluster 「開発者システムサポートソフトウェアグループ」(SUNWCprog)がシ
ステムにインストールされます。

package HTTPサーバー上に置かれた Sun以外のパッケージがシステムにイ
ンストールされます。

例 3–4 ファイルシステムのインストール場所の指定

# profile keywords profile values

# ---------------- -------------------

install_type initial_install

system_type standalone

partitioning explicit

filesys c0t0d0s0 auto /

filesys c0t3d0s1 auto swap

filesys any auto usr

cluster SUNWCall

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明しま
す。

partitioning 値が explicitであるため、ファイルシステムスライスは filesys

キーワードによって指定します。ルート (/)のサイズは、値 autoに
より選択したソフトウェアに基づいて自動的に設定されて c0t0d0s0

にインストールされます。swapも同様に、必要なサイズに設定され
た上で c0t3d0s1上にインストールされます。usrは、値 anyにより
選択したソフトウェアに基づきインストールプログラムによってイ
ンストール先が決定されます。

cluster 全体ディストリビューションソフトウェアグループ (SUNWCall)がシ
ステムにインストールされます。

例 3–5 パッチのアップグレードとインストール

# profile keywords profile values

# ---------------- -------------------

install_type upgrade

root_device c0t3d0s2

backup_media remote_filesystem timber:/export/scratch

package SUNWbcp delete

package SUNWxwman add

cluster SUNWCacc add
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例 3–5 パッチのアップグレードとインストール (続き)

patch patch_list nfs://patch_master/Solaris_10/patches \

retry 5

locale de

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明しま
す。

install_type このプロファイルは、ディスク容量を再配置することによってシス
テムをアップグレードします。この例では、システム上のファイル
システムのいくつかにアップグレード用の容量が十分にないた
め、ディスク領域を再配置する必要があります。

root_device c0t3d0s2のルートファイルシステムがアップグレードされます。

backup_media リモートシステム timberが、ディスク容量の再配置中のデータの
バックアップに使用されます。バックアップメディアのキーワード
値については、126ページの「backup_mediaプロファイル
キーワード」を参照してください。

package バイナリ互換パッケージ (SUNWbcp)は、アップグレード後、システ
ムにインストールされません。

package このコードは、X Window Systemのマニュアルページと、System
Accountingユーティリティーがまだシステムにインストールされて
いない場合に、インストールされるようにするものです。すでにシ
ステム上にあるすべてのパッケージが自動的にアップグレードされ
ます。

patch アップグレードでインストールされるパッチのリストです。パッチ
リストは、patch_masterという名前のNFSサーバーの
Solaris_10/patchesディレクトリに格納されています。マウントに
失敗した場合、NFSマウントが 5回試行されます。

locale ドイツ語対応パッケージがシステムにインストールされます。

例 3–6 アップグレード用ディスク容量の再配置

# profile keywords profile values

# ---------------- -------------------

install_type upgrade

root_device c0t3d0s2

backup_media remote_filesystem timber:/export/scratch

layout_constraint c0t3d0s2 changeable 100

layout_constraint c0t3d0s4 changeable

layout_constraint c0t3d0s5 movable

package SUNWbcp delete

package SUNWxwman add

cluster SUNWCacc add

locale de
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例 3–6 アップグレード用ディスク容量の再配置 (続き)

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明しま
す。

install_type このプロファイルは、ディスク容量を再配置することに
よってシステムをアップグレードします。この例では、シス
テム上のファイルシステムのいくつかにアップグレード用の
容量が十分にないため、ディスク領域を再配置する必要があ
ります。

root_device c0t3d0s2のルートファイルシステムがアップグレードされま
す。

backup_media リモートシステム timberが、ディスク容量の再配置中の
データのバックアップに使用されます。バックアップメ
ディアのキーワード値については、126ページ
の「backup_mediaプロファイルキーワード」を参照してくだ
さい。

layout_constraint layout_constraintキーワードは、アップグレードのために
ディスク領域の再配置を行う時に自動レイアウトが次のこと
を実施できることを示します。
■ スライス 2と 4を変更する。これらのスライスはほかの場
所へ移動が可能であり、サイズも変更できます。

■ スライス 5を移動する。スライスをほかの場所へ移動する
ことはできますが、そのサイズを変更することはできませ
ん。

package バイナリ互換パッケージ (SUNWbcp)は、アップグレード後、シ
ステムにインストールされません。

package このコードは、X Window Systemのマニュアルページ
と、System Accountingユーティリティーがまだシステムにイ
ンストールされていない場合に、インストールされるように
するものです。すでにシステム上にあるすべてのパッケージ
が自動的にアップグレードされます。

locale ドイツ語対応パッケージがシステムにインストールされま
す。

例 3–7 HTTPサーバーから Solarisフラッシュアーカイブを取得する

次の例のプロファイルは、カスタム JumpStartプログラムがHTTPサーバーから
Solarisフラッシュアーカイブを取得するように指定しています。

プロファイルの作成
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例 3–7 HTTPサーバーから Solarisフラッシュアーカイブを取得する (続き)

# profile keywords profile values

# ---------------- -------------------

install_type flash_install

archive_location http://192.168.255.255/flasharchive/solarisarchive

partitioning explicit

filesys c0t1d0s0 4000 /

filesys c0t1d0s1 512 swap

filesys c0t1d0s7 free /export/home

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明しま
す。

install_type このプロファイルにより、Solarisフラッシュアーカイブがク
ローンシステムにインストールされます。すべてのファイル
は、初期インストールにより上書きされます。

archive_location Solarisフラッシュアーカイブは、HTTPサーバーから取得され
ます。

partitioning 値が explicitであるため、ファイルシステムスライスは
filesysキーワードによって指定します。ルート (/)のサイズは
Solarisフラッシュアーカイブのサイズに基づいて割り当ててい
ます。ルートファイルシステムは c0t1d0s0にインストールされ
ます。swapは、必要なサイズを割り当てた上で、c0t1d0s1上に
インストールされるように設定しています。/export/homeのサ
イズは残りのディスク容量に基づいて決定されま
す。/export/homeは c0t1d0s7上にインストールされます。

例 3–8 HTTPSサーバーから Solarisフラッシュアーカイブを取得する

次の例のプロファイルは、カスタム JumpStartプログラムがセキュリティー保護され
たHTTPサーバーから Solarisフラッシュアーカイブを取得するように指定していま
す。

# profile keywords profile values

# ---------------- -------------------

install_type flash_install

archive_location https://192.168.255.255/solarisupdate.flar

partitioning explicit

filesys c0t1d0s0 4000 /

filesys c0t1d0s1 512 swap

filesys c0t1d0s7 free /export/home

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明しま
す。

install_type このプロファイルにより、Solarisフラッシュアーカイブがク
ローンシステムにインストールされます。すべてのファイル
は、初期インストールにより上書きされます。
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例 3–8 HTTPSサーバーから Solarisフラッシュアーカイブを取得する (続き)

archive_location 圧縮された SolarisフラッシュアーカイブがHTTPSサーバーか
ら取得されます。

partitioning 値が explicitであるため、ファイルシステムスライスは
filesysキーワードによって指定します。ルート (/)のサイズは
Solarisフラッシュアーカイブのサイズに基づいて割り当ててい
ます。swapは、必要なサイズを割り当てた上で、c0t1d0s1上に
インストールされるように設定しています。/export/homeのサ
イズは残りのディスク容量に基づいて決定されま
す。/export/homeは c0t1d0s7上にインストールされます。

例 3–9 Solarisフラッシュアーカイブの取得と Sun以外のパッケージのインストール

次の例のプロファイルは、カスタム JumpStartプログラムがHTTPサーバーから
Solarisフラッシュアーカイブを取得するように指定しています。

# profile keywords profile values

# ---------------- -------------------

install_type flash_install

archive_location http://192.168.255.255/flasharchive/solarisarchive

partitioning explicit

filesys c0t1d0s0 4000 /

filesys c0t1d0s1 512 swap

filesys c0t1d0s7 free /export/home

package SUNWnew http://192.168.254.255/Solaris_10 timeout 5

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明しま
す。

install_type このプロファイルにより、Solarisフラッシュアーカイブがク
ローンシステムにインストールされます。すべてのファイル
は、初期インストールにより上書きされます。

archive_location Solarisフラッシュアーカイブは、HTTPサーバーから取得され
ます。

partitioning 値が explicitであるため、ファイルシステムスライスは
filesysキーワードによって指定します。ルート (/)のサイズは
Solarisフラッシュアーカイブのサイズに基づいて割り当ててい
ます。ルートファイルシステムは c0t1d0s0にインストールされ
ます。swapは、必要なサイズを割り当てた上で、c0t1d0s1上に
インストールされるように設定しています。/export/homeのサ
イズは残りのディスク容量に基づいて決定されま
す。/export/homeは c0t1d0s7上にインストールされます。

package SUNWnewパッケージはHTTPサーバー 192.168.254.255の
Solaris_10ディレクトリから追加されます。
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例 3–10 NFSサーバーから Solarisフラッシュ差分アーカイブを取得する

次の例のプロファイルは、カスタム JumpStartプログラムがNFSサーバーから Solaris
フラッシュアーカイブを取得するように指定しています。flash_updateキーワード
は、これが差分アーカイブであることを示しています。差分アーカイブでは、2つの
システムイメージの相違部分のみがインストールされます。

# profile keywords profile values

# ---------------- -------------------

install_type flash_update

archive_location nfs installserver:/export/solaris/flasharchive \

/solarisdiffarchive

no_master_check

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明しま
す。

install_type このプロファイルは、Solarisフラッシュ差分アーカイブをク
ローンシステムにインストールします。アーカイブで指定され
たファイルだけがインストールされます。

archive_location Solarisフラッシュアーカイブは、NFSサーバーから取得されま
す。

no_master_check クローンシステムは、有効なシステムイメージであるかどうか
チェックされません。有効なシステムイメージが、元のマス
ターシステムを使用して構築されているはずです。

例 3–11 空のブート環境の作成

次の例のプロファイルは、カスタム JumpStartプログラムが空のブート環境を作成す
るように指定しています。空のブート環境には、ファイルシステムは含まれませ
ん。また、現在のブート環境からコピーされることもありません。あとで Solarisフ
ラッシュアーカイブをこのブート環境に格納し、アクティブにすることができま
す。

# profile keywords profile values

# ---------------- -------------------

install_type initial_install

system_type standalone

partitioning explicit

filesys c0t0d0s0 auto /

filesys c0t3d0s1 auto swap

filesys any auto usr

cluster SUNWCall

bootenv createbe bename second_BE \

filesystem /:/dev/dsk/c0t1d0s0:ufs \

filesystem -:/dev/dsk/c0t1d0s0:swap \

filesystem /export:shared:ufs

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明しま
す。
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例 3–11 空のブート環境の作成 (続き)

partitioning 値が explicitであるため、ファイルシステムスライスは
filesysキーワードによって指定します。ルート (/)のサイズ
は、値 autoにより選択したソフトウェアに基づいて自動的に設
定されて c0t0d0s0にインストールされます。swapも同様に、必
要なサイズに設定された上で c0t3d0s1上にインストールされま
す。usrは、値 anyにより選択したソフトウェアに基づきイン
ストールプログラムによってインストール先が決定されます。

cluster 全体ディストリビューションソフトウェアグループ (SUNWCall)
がシステムにインストールされます。

bootenv createbe 空の非アクティブブート環境がディスク c0t1d0上に設定されま
す。ルート (/)、スワップ、および /exportのファイルシステム
がそれぞれ作成されますが、空のままです。この 2番目の
ブート環境には、あとで Solarisフラッシュアーカイブをインス
トールできます。その後、この新しいブート環境をアクティブ
にして、現在のブート環境と交代させることができます。

キーワード値とその基本的な使用方法については、次の関連情
報を参照してください。
■ キーワード値については、118ページの「プロファイル
キーワードと値」を参照してください。

■ Solaris Live Upgradeを使用した非アクティブなブート環境の
作成、アップグレード、およびアクティブ化に関する背景情
報については、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド
(Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画)』の第 2
章「Solaris Live Upgrade (概要)」を参照してください。

■ Solarisフラッシュアーカイブの使用に関する背景情報につい
ては、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (Solarisフ
ラッシュアーカイブの作成とインストール)』の第 1
章「Solarisフラッシュ (概要)」を参照してください。

例 3–12 Solarisフラッシュアーカイブインストール時のRAID-1ボリュームの作成

次の例のプロファイルには、カスタム JumpStartプログラムが Solarisボリュームマ
ネージャーテクノロジを使用してルート (/)、swap、/usr、および /export/home

ファイルシステムのRAID-1ボリューム (ミラー)を作成することが示されていま
す。Solarisフラッシュアーカイブはブート環境にインストールされます。

# profile keywords profile values

# ---------------- -------------------

install_type flash_install

arhcive_location nfs server:/export/home/export/flash.s10.SUNWCall
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例 3–12 Solarisフラッシュアーカイブインストール時のRAID-1ボリュームの作成 (続き)

partitioning explicit

filesys mirror:d10 c0t0d0s0 c0t1d0s0 4096 /

filesys mirror c0t0d0s1 2048 swap

filesys mirror:d30 c0t0d0s3 c0t1d0s3 4096 /usr

filesys mirror:d40 c0t0d0s4 c0t1d0s4 4096 /usr

filesys mirror:d50 c0t0d0s5 c0t1d0s5 free /export/home

metadb c0t1d0s7 size 8192 count 3

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明しま
す。

install_type このプロファイルにより、Solarisフラッシュアーカイブがク
ローンシステムにインストールされます。すべてのファイル
は、初期インストールにより上書きされます。

archive_location Solarisフラッシュアーカイブは、NFSサーバーから取得されま
す。

partitioning 値が explicitであるため、ファイルシステムスライスは
filesysキーワードによって指定します。

filesys ルート (/)ファイルシステムが作成され、スライス c0t0d0s0お
よび c0t1d0s0にミラー化されます。ルート (/)ファイルシステ
ムのサイズは 4096Mバイトに設定されます。c0t0d0s0および
c0t1d0s0をミラー化するRAID-1ボリュームに d10という名前
が付けられます。

filesys swapファイルシステムが作成され、スライス c0t0d0s1にミ
ラー化されます。サイズは 2048Mバイトです。カスタム
JumpStartプログラムにより、ミラーに名前が割り当てられま
す。

filesys /usrファイルシステムが作成され、スライス c0t1d0s3および
c0t0d0s3にミラー化されます。/usrファイルシステムのサイズ
は 4096Mバイトに設定されます。RAID-1ボリュームに d30と
いう名前が付けられます。

filesys /usrファイルシステムが作成され、スライス c0t1d0s4および
c0t0d0s4にミラー化されます。/usrファイルシステムのサイズ
は 4096Mバイトに設定されます。RAID-1ボリュームに d40と
いう名前が付けられます。

metadb 3つの状態データベースの複製 (metadb)がスライス c0t1d0s7に
インストールされます。サイズは 8192ブロック (4Mバイト)で
す。
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例 3–12 Solarisフラッシュアーカイブインストール時のRAID-1ボリュームの作成 (続き)

■ インストール中にミラー化されたファイルシステムを作成する方法の概要につい
ては、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (インストールとアップグレード
の計画)』の第 9章「インストール時のRAID-1ボリューム (ミラー)の作成 (概
要)」を参照してください。

■ ミラー化されたファイルシステムの作成のガイドラインと要件について
は、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (インストールとアップグレードの
計画)』の第 10章「インストール時のRAID-1ボリューム (ミラー)の作成 (計
画)」を参照してください。

■ キーワード値については、142ページの「filesysプロファイルキーワード
(RAID-1ボリュームの作成)」と 150ページの「metadbプロファイルキーワード (状
態データベースの複製の作成)」を参照してください。

例 3–13 ルートファイルシステムをミラー化するためのRAID-1ボリュームの作成

次の例のプロファイルには、カスタム JumpStartプログラムが Solarisボリュームマ
ネージャーテクノロジを使用してルート (/)ファイルシステムのRAID-1ボリューム
(ミラー)を作成することが示されています。

# profile keywords profile values

# ---------------- -------------------

install_type initial_install

cluster SUNWCXall

filesys mirror:d30 c0t1d0s0 c0t0d0s0 /

filesys c0t0d0s3 512 swap

metadb c0t0d0s4 size 8192 count 4

metadb c0t1d0s4 size 8192 count 4

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明しま
す。

cluster 「全体ディストリビューション + OEM」ソフトウェアグループ
(SUNWCXall)がシステムにインストールされます。

filesys ルート (/)ファイルシステムが作成され、スライス c0t1d0s0および
c0t0d0s0にミラー化されます。c0t1d0s0および c0t0d0s0をミラー化する
RAID-1ボリュームに d30という名前が付けられます。カスタム JumpStart
プログラムにより、2つのサブミラーに名前が割り当てられます。

filesys swapファイルシステムが作成され、スライス c0t0d0s3にミラー化されま
す。サイズは 512Mバイトです。

metadb 4つの状態データベースの複製 (metadb)がスライス c0t0d0s4にインス
トールされます。サイズは 8192ブロック (4Mバイト)です。
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例 3–13 ルートファイルシステムをミラー化するためのRAID-1ボリュームの作成 (続き)

metadb 4つの状態データベースの複製 (metadb)がスライス c0t1d0s4にインス
トールされます。サイズは 8192ブロック (4Mバイト)です。

■ インストール中にRAID-1ボリュームを作成する方法の概要については、『Oracle
Solaris 10 8/11インストールガイド (インストールとアップグレードの計画)』の第
9章「インストール時のRAID-1ボリューム (ミラー)の作成 (概要)」を参照してく
ださい。

■ RAID-1ボリュームの作成のガイドラインと要件については、『Oracle Solaris 10 8/
11インストールガイド (インストールとアップグレードの計画)』の第 10章「イン
ストール時のRAID-1ボリューム (ミラー)の作成 (計画)」を参照してください。

■ キーワード値については、142ページの「filesysプロファイルキーワード
(RAID-1ボリュームの作成)」と 150ページの「metadbプロファイルキーワード (状
態データベースの複製の作成)」を参照してください。

例 3–14 複数のファイルシステムをミラー化するためのRAID-1ボリュームの作成

次の例のプロファイルには、カスタム JumpStartプログラムが Solarisボリュームマ
ネージャーテクノロジを使用して、ルート (/)、swap、および /usrファイルシステム
のRAID-1ボリューム (ミラー)を作成することが示されています。

# profile keywords profile values

# ---------------- -------------------

install_type initial_install

cluster SUNWCXall

filesys mirror:d100 c0t1d0s0 c0t0d0s0 200 /

filesys c0t1d0s5 500 /var

filesys c0t0d0s5 500

filesys mirror c0t0d0s1 512 swap

metadb c0t0d0s3 size 8192 count 5

filesys mirror c0t1d0s4 c0t0d0s4 2000 /usr

filesys c0t1d0s7 free /export/home

filesys c0t0d0s7 free

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明しま
す。

cluster 「全体ディストリビューション + OEM」ソフトウェアグループ
(SUNWCXall)がシステムにインストールされます。

filesys ルート (/)ファイルシステムが作成され、スライス c0t1d0s0および
c0t0d0s0にミラー化されます。ルート (/)ファイルシステムのサイズは
200Mバイトに設定されます。c0t1d0s0および c0t0d0s0をミラー化する
RAID-1ボリュームに d100という名前が付けられます。

filesys /varファイルシステムがスライス c0t1d0s5にインストールされます。サ
イズは 500Mバイトです。ルート (/)ファイルシステムが作成され、スラ
イス c0t1d0s0および c0t0d0s0にミラー化されます。ルート (/)ファイル
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例 3–14 複数のファイルシステムをミラー化するためのRAID-1ボリュームの作成 (続き)

システムのサイズは 200Mバイトに設定されます。c0t1d0s0および
c0t0d0s0をミラー化するRAID-1ボリュームに d100という名前が付けら
れます。

filesys swapファイルシステムが作成され、スライス c0t0d0s1にミラー化されま
す。サイズは 512Mバイトです。カスタム JumpStartプログラムによ
り、ミラーに名前が割り当てられます。

metadb 5つの状態データベースの複製 (metadb)がスライス c0t0d0s3にインス
トールされます。サイズは 8192ブロック (4Mバイト)です。

filesys /usrファイルシステムが作成され、スライス c0t1d0s4および c0t0d0s4に
ミラー化されます。/usrファイルシステムのサイズは 2000Mバイトに設
定されます。カスタム JumpStartプログラムにより、ミラーに名前が割り
当てられます。

■ インストール中にミラー化されたファイルシステムを作成する方法の概要につい
ては、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (インストールとアップグレード
の計画)』の第 9章「インストール時のRAID-1ボリューム (ミラー)の作成 (概
要)」を参照してください。

■ ミラー化されたファイルシステムの作成のガイドラインと要件について
は、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (インストールとアップグレードの
計画)』の第 10章「インストール時のRAID-1ボリューム (ミラー)の作成 (計
画)」を参照してください。

■ キーワード値については、142ページの「filesysプロファイルキーワード
(RAID-1ボリュームの作成)」と 150ページの「metadbプロファイルキーワード (状
態データベースの複製の作成)」を参照してください。

例 3–15 x86: fdiskキーワードの使用方法

# profile keywords profile values

# ---------------- -------------------

install_type initial_install

system_type standalone

fdisk c0t0d0 0x04 delete

fdisk c0t0d0 solaris maxfree

cluster SUNWCall

cluster SUNWCacc delete

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明しま
す。

fdisk タイプDOSOS16 (04 16進)の fdiskパーティションはすべて、c0t0d0

ディスクから削除されます。

プロファイルの作成
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例 3–15 x86: fdiskキーワードの使用方法 (続き)

fdisk Solaris fdiskパーティションが、c0t0d0ディスク上の最大の連続空き領域
に作成されます。

cluster 全体ディストリビューションソフトウェアグループ (SUNWCall)がシステ
ムにインストールされます。

cluster システムアカウントユーティリティー (SUNWCacc)は、システムにインス
トールされません。

プロファイルのテスト
プロファイルの作成後、pfinstall(1M)コマンドを使ってプロファイルをテストしま
す。プロファイルのテストは、実際にプロファイルを使用してシステムのインス
トールまたはアップグレードを行う前に行なってください。プロファイルのテスト
は、ディスク容量を再配置するアップグレードプロファイルを作成する場合、特に
有用です。

pfinstallから生成されるインストール出力を調べることによって、意図どおりにプ
ロファイルが動作するかを簡単にチェックできます。たとえば、実際にシステムで
アップグレードを行う前に、そのシステムが Solarisの新しいリリースにアップグ
レードするための十分なディスク容量を持っているかどうかをプロファイルで調べ
ることができます。

pfinstallを利用すると、次の要素に対してプロファイルをテストできます。

■ pfinstallを実行しているシステムのディスク構成。
■ その他のディスク構成。ディスクの構造 (ディスクのバイト/セクタ、フラグ、ス
ライスなど)を示すディスク構成ファイルを使用します。ディスク構成ファイル
の作成方法については、70ページの「ディスク構成ファイルの作成」と73
ページの「x86:ディスク構成ファイルを作成する方法」を参照してください。

注 –ディスク構成ファイルを使用して、システムのアップグレードに使用するプ
ロファイルをテストすることはできません。代わりに、システムの実際のディス
ク構成およびシステムに現在インストールされているソフトウェアに対して、プ
ロファイルをテストする必要があります。

プロファイルのテスト
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▼ プロファイルをテストするために、一時的な
Solaris環境を作成する方法
特定の Solarisリリース用のプロファイルを正常かつ正確にテストするには、同じリ
リースの Solaris環境内でテストする必要があります。たとえば、Solaris初期インス
トールプロファイルをテストする場合は、Oracle Solaris OSを実行しているシステム
上で pfinstallコマンドを実行します。

次のどちらかの状況でプロファイルをテストする場合は、一時的なインストール環
境を作成する必要があります。

■ 以前のバージョンの Solarisソフトウェアを使用しているシステム上でOracle
Solaris 10 8/11のアップグレードプロファイルをテストする場合。

■ Oracle Solaris 10 8/11の初期インストールプロファイルをテストするためのOracle
Solaris 10 8/11システムをまだインストールしていない場合。

次に示すメディアのいずれか 1つのイメージからシステムをブートします。
SPARCシステムの場合:

■ Oracle Solaris Operating System DVD (SPARC版)
■ Solaris SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)

x86システムの場合:

■ Oracle Solaris Operating System DVD (x86版)
■ Solaris SOFTWARE - 1 CD (x86版)

注 –アップグレードプロファイルをテストする場合は、アップグレードするシステム
をブートしてください。

システムを識別するための質問に答えます。

インストールプログラムを終了するには、!を入力します。次のプロンプトに続いて
入力します。
The Solaris installation program will assist you in installing software for Solaris.

<Press ENTER to continue> {"!" exits}

このシェルから pfinstallコマンドを実行します。pfinstallコマンドの詳しい使用
方法については、56ページの「プロファイルをテストする方法」の手順 7を参照し
てください。
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▼ プロファイルをテストする方法

x86のみ – localeキーワードを使用している場合は、pfinstall -Dコマンドでプロ
ファイルをテストすると失敗します。回避方法については、197ページの「Oracle
Solaris OSのアップグレード」節のエラーメッセージ「could not select locale」を参照
してください。

プロファイルをテストするためのシステムを決定します。プロファイルの作成時に
意図したシステムと同じプラットフォームタイプ (SPARCまたは x86)のシステムを選
んでください。

アップグレードプロファイルをテストする場合は、実際にアップグレードするシス
テム上でテストしてください。

次の表に基づいて、次に行うことを決定します。

状態 説明

初期インストールプロファイルをテストします (
Oracle Solaris 10 8/11ソフトウェアが動作してい
るシステムがあります)。

システムのスーパーユーザーになり、手順 5へ
進みます。

アップグレードプロファイルをテストします (ま
たは、初期インストールプロファイルをテスト
するためのOracle Solaris 10 8/11が動作している
システムがありません)。

一時的なOracle Solaris 10 8/11環境を作成し、プ
ロファイルをテストします。詳細については、
55ページの「プロファイルをテストするため
に、一時的な Solaris環境を作成する方法」を参
照してください。続いて、手順 3へ進みます。

一時的なマウントポイントを作成します。
# mkdir /tmp/mnt

テストするプロファイル (1つ以上)が入ったディレクトリをマウントします。

マウントするメディア コマンド

リモートNFSファイルシステムをマウントし
ます (ネットワーク上のシステムの場合)。

mount -F nfs server_name:path /tmp/mnt

SPARC: UFSフォーマットのフロッピーディス
クをマウントします。

mount -F ufs /dev/diskette /tmp/mnt

PCFSフォーマットのフロッピーディスクをマ
ウントします。

mount -F pcfs /dev/diskette /tmp/mnt

1
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特定のシステムメモリーサイズでプロファイルをテストするには、SYS_MEMSIZEをそ
の特定のメモリーサイズ(Mバイト単位)に設定します。
# SYS_MEMSIZE=memory_size
# export SYS_MEMSIZE

手順 4でディレクトリをマウントしましたか。

■ マウントした場合は、/tmp/mntにディレクトリを変更します。

# cd /tmp/mnt

■ マウントしなかった場合は、プロファイルのある場所にディレクトリを変更しま
す。通常は、JumpStartディレクトリです。

# cd jumpstart_dir_path

pfinstall(1M)コマンドによってプロファイルをテストします。
# /usr/sbin/install.d/pfinstall -D:-d disk_config_file -c path profile

注意 – -dまたは -Dオプションを指定してください。いずれかを指定しないと
pfinstallは指定されたプロファイルを使用して Solarisソフトウェアをインストール
します。その結果、システム上のデータがすべて上書きされます。

-D pfinstallは、現在のシステムのディスク構成を使用してプロ
ファイルをテストします。アップグレードプロファイルをテス
トする場合は、-Dオプションを使用する必要があります。

-d disk_config_file pfinstallは、ディスク構成ファイル disk_config_fileを使用して
プロファイルをテストします。pfinstallが動作しているディレ
クトリに disk_config_fileが置かれていない場合は、パスを指定す
る必要があります。

ディスク構成ファイルの作成方法については、70ページ
の「ディスク構成ファイルの作成」を参照してください。

注 –アップグレードプロファイル -install_type upgradeには、d
disk_config_fileオプションを使用できません。常に、システ
ムのディスク構成に対してアップグレードプロファイルをテス
トする必要があります (つまり、-Dオプションを使用する必要が
あります)。

-c path Solarisソフトウェアイメージのパス。このオプションは、たと
えば、システムでボリュームマネージャーを使用して Solaris
SOFTWARE - 1 CDを各自のプラットフォームにマウントする場
合に使用します。
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注 –使用しているプラットフォームのOracle Solaris Operating
System DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDイメージからブート
した場合は、-cオプションは不要です。DVDまたはCDイ
メージは、ブート処理の一環として /cdrom上にマウントされま
す。

profile テストするプロファイル名。profileが pfinstallが実行されてい
るディレクトリにない場合は、パスを指定する必要がありま
す。

プロファイルテストの例
次の例は、pfinstallを使用して basic_profというプロファイルをテストする方法を
示しています。プロファイルは、Oracle Solaris 10 8/11ソフトウェアがインストール
されているシステム上のディスク構成に基づいてテストされます。basic_profプロ
ファイルは、/jumpstartディレクトリにあります。ボリュームマネージャーを使用
しているので、Oracle Solaris Operating System DVDイメージへのパスが指定されてい
ます。

例 3–16 Oracle Solaris 10 8/11システムを使用したプロファイルテスト

# cd /jumpstart

# /usr/sbin/install.d/pfinstall -D -c /cdrom/pathname basic_prof

次の例は、pfinstallを使用してOracle Solaris 10 8/11システム上で basic_profという
プロファイルをテストする方法を示しています。このテストは、535_testディスク
構成ファイルに対して行われます。このテストでは、システムメモリーが 64Mバイ
トあることを確認します。この例では、/export/installディレクトリにある Solaris
SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)または Solaris SOFTWARE - 1 CD (x86版)のイメージを
使用しています。

例 3–17 ディスク構成ファイルによるプロファイルテスト

# SYS_MEMSIZE=64

# export SYS_MEMSIZE

# /usr/sbin/install.d/pfinstall -d 535_test -c /export/install basic_prof

プロファイルのテスト
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rulesファイルの妥当性を検査する
rulesファイルとプロファイルは、checkスクリプトを実行して、これらのファイル
が正しく設定されていることを確認してからでないと使用できません。すべての
ルールとプロファイルが正しく設定されている場合は、rules.okファイルが作成さ
れます。このファイルは、カスタム JumpStartインストールソフトウェアがシステム
をプロファイルと照合するために必要です。

表 3–2に、checkスクリプトの実行内容を示します。

表 3–2 checkスクリプトの動作

手順 説明

1 rulesファイルの構文検査を行います。

checkは、ルールキーワードが正当かどうか、および各ルールに対して beginフィール
ド、classフィールド、および finishフィールドが指定されているかどうかを確認しま
す。beginフィールドおよび finishフィールドには、ファイル名でなくマイナス記号 (-)
も指定可能です。

2 rulesファイルにエラーがなければ、ルールに指定された各プロファイルの構文検査
が行われます。

3 エラーが見つからなければ、checkは、rulesファイルから rules.okファイルを生成
します。コメントと空行をすべて削除し、すべてのルールを保持し、さらに、末尾に
次のコメント行を追加します。

# version=2 checksum=num

▼ rulesファイルの妥当性を検査する方法
checkスクリプトが JumpStartディレクトリにあることを確認します。

注 – checkスクリプトは、Oracle Solaris Operating System DVDまたは Solaris
SOFTWARE - 1 CDの Solaris_10/Misc/jumpstart_sampleディレクトリにあります。

JumpStartディレクトリに移動します。

checkスクリプトを実行して、rulesファイルの妥当性検査を行います。
$ ./check -p path -r file_name

-p path 使用しているシステムの checkスクリプトではなく Solarisソフト
ウェアイメージの checkスクリプトを使用して、rulesを検証しま
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す。pathは、ローカルディスク、マウントされたOracle Solaris
Operating System DVD、または Solaris SOFTWARE - 1 CD上のイメージ
です。

以前のバージョンの Solarisを実行しているシステムでは、このオプ
ションを使って、checkの最新バージョンを実行します。

-r file_name 名前が rules以外の rulesファイル名を指定します。このオプション
を使用すると、rulesファイルに組み込む前にルールの妥当性を検査
できます。

checkスクリプトを実行すると、rulesファイルと各プロファイルの妥当性検査の結
果が報告されます。エラーが発生しなかった場合、次の情報が報告されます。

The custom JumpStart configuration is ok

rules.okファイルの所有者が rootになっていて、アクセス権が 644に設定されてい
ることを確認します。

rulesファイルの妥当性を検査したあとの、カスタム JumpStartオプション機能につ
いては、第 4章「カスタム JumpStartオプション機能の使用 (作業)」を参照してくだ
さい。カスタム JumpStartインストールの詳しい実行方法については、第 6章「カス
タム JumpStartインストールの実行 (作業)」を参照してください。

4

参照
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カスタム JumpStartオプション機能の使
用 (作業)

この章では、カスタム JumpStartインストールのオプション機能について説明しま
す。

注 – Solaris ZFSルートプールをインストールする場合は、第 9章「JumpStartによる
ZFSルートプールのインストール」の制限事項とプロファイルの例を参照してくださ
い。

■ 61ページの「開始スクリプトの作成」
■ 64ページの「終了スクリプトの作成」
■ 69ページの「圧縮された構成ファイルの作成」
■ 70ページの「ディスク構成ファイルの作成」
■ 76ページの「サイト固有のインストールプログラムの使用」

注 –この章の手順は、カスタム JumpStartファイルの提供に使用される SPARC
サーバーと x86サーバーの両方 (「プロファイルサーバー」と呼ばれる)に利用でき
ます。プロファイルサーバーは、異なる種類のプラットフォームのシステムにカス
タム JumpStartファイルを提供できます。たとえば、SPARCサーバーは、SPARC
ベースのシステムと x86ベースのシステムの両方に、カスタム JumpStartファイルを
提供できます。

開始スクリプトの作成
開始スクリプトは、rulesファイル内に指定する、ユーザー定義の Bourneシェルス
クリプトです。開始スクリプトは、Solarisソフトウェアがシステムにインストール
される前に作業を実行します。開始スクリプトは、カスタム JumpStartインストール
で Solarisをインストールするときのみ使用できます。

開始スクリプトは、次のような場合に使用してください。

■ 派生プロファイルを作成する

4第 4 章
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■ アップグレード前にファイルのバックアップをとる
■ インストールの継続期間を記録する

開始スクリプトに関する注意事項
■ スクリプト内には、初期インストール時やアップグレードインストール時に /aに
対して行われるファイルシステムのマウントを妨げるような記述をしないでくだ
さい。JumpStartプロファイルが /aにファイルシステムをマウントできない場合
は、エラーが発生してインストールは失敗します。

■ インストール中の開始スクリプトの出力は、/tmp/begin.logへ書き込まれま
す。インストール完了後に、このログファイルの出力先が
/var/sadm/system/logs/begin.logへ変更されます。

■ 開始スクリプトの所有者が rootになっていて、アクセス権が 644に設定されてい
ることを確認します。

■ 開始スクリプト内では、カスタム JumpStart環境変数を使用できます。環境変数
のリストについては、167ページの「カスタム JumpStartの環境変数」を参照して
ください。

■ 開始スクリプトは、JumpStartディレクトリに保存してください。

注 – Solaris 10リリースでは、JumpStartインストール時にプロンプトが表示されない
ようにするための、サンプルの JumpStartスクリプト set_nfs4_domainが、メディア
で提供されていました。このスクリプトは、インストール時にNFSv4プロンプトが
表示されないようにしていました。このスクリプトはもう必要ありません。Solaris
10 5/09リリース以降では、sysidcfgのキーワード nfs4_domainを使ってプロンプト
が表示されないようにします。set_nfs4_domainスクリプトには、プロンプトを抑制
する機能がなくなりました。

非大域ゾーンがインストールされている場合に新しい nfs4_domainキーワードが
sysidcfgファイルに含まれていると、非大域ゾーンを最初にブートしたときにドメ
インが設定されます。それ以外の場合は、Solaris対話式インストールプログラムが
起動して、ブートプロセスが完了する前にドメイン名を入力するように促すプロン
プトが表示されます。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (ネットワークインス
トール)』の「nfs4_domainキーワード」を参照してください。

開始スクリプトによる派生プロファイルの作成
カスタム JumpStartインストール時に開始スクリプトが動的に作成するプロファイル
を「派生プロファイル」と呼びます。派生プロファイルは、特定のシステムを 1つ
のプロファイルに対応させる rulesファイルを設定できない場合に必要となりま
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す。たとえば、異なるハードウェア構成要素を持つ同一のシステムモジュール (異な
るフレームバッファーを持つシステムなど)には、派生プロファイルを使用する必要
があります。

派生プロファイルを使用するルールの設定手順は次のとおりです。

■ プロファイルフィールドに、プロファイルの代わりに等号 (=)を指定します。
■ インストール対象のシステムに依存する派生プロファイルを作成する開始スクリ
プトを beginフィールドに指定します。

システムが、プロファイルフィールドに等号 (=)があるルールと一致すると、開始ス
クリプトは、システムに Solarisソフトウェアをインストールするのに使用する派生
プロファイルを作成します。

次に、毎回同じ派生プロファイルを作成する開始スクリプトの例を示します。もち
ろん、ルールの評価に応じて異なる派生プロファイルを生成する開始スクリプトも
作成できます。

例 4–1 派生プロファイルを作成する開始スクリプト

#!/bin/sh

echo "install_type initial_install" > ${SI_PROFILE}

echo "system_type standalone" >> ${SI_PROFILE}

echo "partitioning default" >> ${SI_PROFILE}

echo "cluster SUNWCprog" >> ${SI_PROFILE}

echo "package SUNWman delete" >> ${SI_PROFILE}

echo "package SUNWolman delete" >> ${SI_PROFILE}

echo "package SUNWxwman delete" >> ${SI_PROFILE}

この例の開始スクリプトは、派生プロファイル名に環境変数 SI_PROFILEを使用する
必要があります。この派生プロファイル名は、デフォルトでは /tmp/install.input

に設定されています。

注 –開始スクリプトを使って派生プロファイルを作成する場合は、スクリプトにエ
ラーがないことを確認してください。派生プロファイルは、開始スクリプトが実行
されてから作成されます。このため、checkスクリプトで派生プロファイルの妥当性
は検査されません。

開始スクリプトと終了スクリプトを使ったインス
トール継続期間の追跡
開始スクリプトと終了スクリプトを含めて、インストールの開始時刻と終了時刻を
追跡することができます。次に例を示します。

開始スクリプトの作成
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例 4–2 開始時刻を追跡する開始スクリプト

# more begin-with-date

#!/bin/sh

#

echo

echo "Noting time that installation began in /tmp/install-begin-time"
echo "Install begin time: ‘date‘" > /tmp/install-begin-time

echo

cat /tmp/install-begin-time

echo

#

例 4–3 終了時刻を追跡する終了スクリプト

# more finish*with*date

#!/bin/sh

#

cp /tmp/install-begin-time /a/var/tmp

echo

echo "Noting time that installation finished in /a/var/tmp/install-finish-time"
echo "Install finish time: ‘date‘" > /a/var/tmp/install-finish-time

echo

cat /a/var/tmp/install-finish-time

#

開始時刻と終了時刻は、finish.log ファイルに記録されます。

終了スクリプトの作成
終了スクリプトは、rulesファイル内に指定する、ユーザー定義の Bourneシェルス
クリプトです。終了スクリプトは、Solarisソフトウェアがシステムにインストール
されたあと、システムがリブートする前に作業を実行します。終了スクリプト
は、カスタム JumpStartインストールで Solarisをインストールするときのみ使用でき
ます。

終了スクリプトは、次のような作業に利用できます。

■ ファイルの追加
■ パッケージまたはパッチの追加
■ ルート環境のカスタマイズ
■ 追加ソフトウェアのインストール

終了スクリプトの作成
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終了スクリプトに関する注意事項
■ Solarisインストールプログラムは、システムのファイルシステムを /aにマウント
します。ファイルシステムは、システムがリブートするまで /aにマウントされて
います。終了スクリプトを使用して、新しくインストールされたファイルシステ
ムの階層 (/a)を変更し、ファイルの追加、変更、または削除ができます。

■ インストール中の終了スクリプトの出力は、/tmp/finish.logへ書き込まれま
す。インストール完了後に、このログファイルの出力先が
/var/sadm/system/logs/finish.logへ変更されます。

■ 終了スクリプトの所有者が rootで、アクセス権が 644に設定されていることを確
認します。

■ 終了スクリプト内では、カスタム JumpStart環境変数を使用できます。環境変数
のリストについては、167ページの「カスタム JumpStartの環境変数」を参照して
ください。

■ 終了スクリプトは、JumpStartディレクトリに保存してください。

▼ 終了スクリプトでファイルを追加する方法
終了スクリプトにより、JumpStartディレクトリにあるファイルをインストールされ
たシステムへ追加できます。ファイルを追加できるのは、SI_CONFIG_DIR変数で指定
されるディレクトリに JumpStartディレクトリがマウントされるためです。この
ディレクトリは、デフォルトで /tmp/install_configに設定されます。

注 –インストールされたシステムにすでに存在するファイルに、JumpStartディレク
トリからファイルをコピーして、ファイルを置換することもできます。

インストール済みシステムに追加するすべてのファイルを JumpStartディレクトリに
コピーします。

新しくインストールされたファイルシステムの階層にコピーするファイルごと
に、次の行を終了スクリプトに挿入します。
cp ${SI_CONFIG_DIR}/file_name /a/path_name

終了スクリプトでファイルを追加する

たとえば、自分のサイトのすべてのユーザーを対象に開発された特別なアプリ
ケーション site_progがあると仮定します。site_progのコピーを JumpStartディレク
トリに置いた場合、終了スクリプト内の次の行は JumpStartディレクトリからシステ
ムの /usr/binディレクトリに site_progをコピーします。

cp ${SI_CONFIG_DIR}/site_prog /a/usr/bin

1

2

例4–4
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終了スクリプトによるパッケージとパッチの追加
終了スクリプトを作成すると、Solarisソフトウェアをシステムにインストールした
後に、パッケージやパッチを自動的に追加できます。終了スクリプトを使用して
パッケージを追加すると時間を節約できるだけでなく、サイトのさまざまなシステ
ムにパッケージおよびパッチをインストールする上での整合性を維持できます。

終了スクリプト内で pkgadd(1M)コマンドや patchadd(1M)コマンドを使用するとき
は、-Rオプションを使って、/aをルートパスとして指定します。

■ 例 4–5に、パッケージを追加する終了スクリプトの例を示します。
■ 例 4–6に、パッチを追加する終了スクリプトの例を示します。

例 4–5 終了スクリプトでパッケージを追加する

#!/bin/sh

BASE=/a

MNT=/a/mnt

ADMIN_FILE=/a/tmp/admin

mkdir ${MNT}

mount -f nfs sherlock:/export/package ${MNT}

cat >${ADMIN_FILE} <<DONT_ASK

mail=root

instance=overwrite

partial=nocheck

runlevel=nocheck

idepend=nocheck

rdepend=nocheck

space=ask

setuid=nocheck

conflict=nocheck

action=nocheck

basedir=default

DONT_ASK

/usr/sbin/pkgadd -a ${ADMIN_FILE} -d ${MNT} -R ${BASE} SUNWxyz

umount ${MNT}

rmdir ${MNT}

次に、この例のいくつかのコマンドの説明を示します。

■ 次のコマンドは、インストールするパッケージを含むサーバー上にディレクトリ
をマウントします。

mount -f nfs sherlock:/export/package ${MNT}

■ 次のコマンドは、一時的なパッケージ管理ファイル adminを作成し、パッケージ
のインストール時に pkgadd(1M)コマンドがチェックも質問の表示も行わないよう
にします。この一時的なパッケージ管理ファイルは、パッケージの追加時に自動
インストールを実施するために使用してください。

cat >${ADMIN_FILE} <<DONT_ASK

終了スクリプトの作成
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例 4–5 終了スクリプトでパッケージを追加する (続き)

■ 次の pkgaddコマンドは、-aオプション (パッケージ管理ファイルを指定)と -Rオ
プション (ルートパスを指定)を使用してパッケージを追加します。

/usr/sbin/pkgadd -a ${ADMIN_FILE} -d ${MNT} -R ${BASE} SUNWxyz

例 4–6 終了スクリプトでパッチを追加する

#!/bin/sh

########

#

# USER-CONFIGURABLE OPTIONS

#

########

# The location of the patches to add to the system after it’s installed.

# The OS rev (5.x) and the architecture (‘mach‘) will be added to the

# root. For example, /foo on a 8 SPARC would turn into /foo/5.8/sparc

LUPATCHHOST=ins3525-svr

LUPATCHPATHROOT=/export/solaris/patchdb

#########

#

# NO USER-SERVICEABLE PARTS PAST THIS POINT

#

#########

BASEDIR=/a

# Figure out the source and target OS versions

echo Determining OS revisions...

SRCREV=‘uname -r‘
echo Source $SRCREV

LUPATCHPATH=$LUPATCHPATHROOT/$SRCREV/‘mach‘

#

# Add the patches needed

#

echo Adding OS patches

mount $LUPATCHHOST:$LUPATCHPATH /mnt >/dev/null 2>&1

if [ $? = 0 ] ; then

for patch in ‘cat /mnt/*Recommended/patch_order‘ ; do

(cd /mnt/*Recommended/$patch ; echo yes | patchadd -u -d -R $BASEDIR .)

done

cd /tmp

umount /mnt

else

echo "No patches found"
if

終了スクリプトの作成
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注 –以前は終了スクリプト環境では、pkgaddコマンドや patchaddコマンドとともに
chroot(1M)コマンドが使用されていました。まれに、一部のパッケージやパッチで
-Rオプションが正しく動作しないことがあります。chrootコマンドを実行する前に
は、/aルートパスにダミーの /etc/mnttabファイルを作成する必要があります。

ダミーの /etc/mnttabファイルを作成するには、終了スクリプトに次の行を追加しま
す。

cp /etc/mnttab /a/etc/mnttab

終了スクリプトによるルート環境のカスタマイズ
終了スクリプトでは、すでにシステムにインストールされたファイルをカスタマイ
ズすることもできます。たとえば、例 4–7の終了スクリプトは、ルート (/)ディレク
トリの .cshrcファイルに情報を追加することによってルート環境をカスタマイズし
ます。

例 4–7 終了スクリプトによるルート環境のカスタマイズ

#!/bin/sh

#

# Customize root’s environment

#

echo "***adding customizations in /.cshrc"
test -f a/.cshrc || {

cat >> a/.cshrc <<EOF

set history=100 savehist=200 filec ignoreeof prompt="\$user@‘uname -n‘> "
alias cp cp -i

alias mv mv -i

alias rm rm -i

alias ls ls -FC

alias h history

alias c clear

unset autologout

EOF

}

終了スクリプトによる非対話式インストール
終了スクリプトを使用して、Oracle Solaris OSのインストール後に追加のソフト
ウェアをインストールできます。Solarisインストールプログラムは、インストール
中に情報を入力するプロンプトを表示します。自動インストールを行うに
は、-nodisplayオプションまたは -noconsoleオプションを指定して Solarisインス
トールプログラムを実行します。

終了スクリプトの作成
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表 4–1 Solarisインストールオプション

オプション 説明

-nodisplay GUIを使用せずにインストーラを実行します。-localesオプ
ションを用いてインストール条件を変更した場合を除き、デ
フォルトの設定に従って製品がインストールされます。

-noconsole 対話形式のテキストコンソールデバイスを介さずにインス
トールを実行します。UNIXスクリプトで -nodisplayと共に使
用すると便利です。

詳細については、installer(1M)のマニュアルページを参照してください。

圧縮された構成ファイルの作成
add_install_clientコマンドを使用してカスタム JumpStart構成ファイルの場所を指
定する代わりに、システムのブート時に構成ファイルの場所を指定することができ
ます。ただし、指定できるファイル名は 1つだけです。したがって、すべてのカス
タム JumpStart構成ファイルを 1つのファイルに圧縮する必要があります。

■ SPARCシステムの場合、bootコマンドにファイルの場所を指定します

■ x86システムの場合、GRUBメニューのGRUBエントリを編集してファイルの場
所を指定します

圧縮された構成ファイルの形式は、次のいずれかにしてください。

■ tar

■ compressで圧縮された tar

■ zip

■ bzipで圧縮された tar

▼ 圧縮された構成ファイルを作成する方法

プロファイルサーバー上の JumpStartディレクトリに移動します。
# cd jumpstart_dir_path

圧縮ツールを使って、すべてのカスタム JumpStart構成ファイルを 1つのファイルに
圧縮します。

1

2
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注 –圧縮構成ファイルに相対パスを含めないでください。カスタム JumpStart構成
ファイルは、圧縮されたファイルと同じディレクトリに置かれている必要がありま
す。

圧縮された構成ファイルには、次のファイルが含まれている必要があります。

■ プロファイル
■ rules

■ rules.ok

圧縮された構成ファイルに、さらに sysidcfgファイルを入れることもできます。

圧縮された構成ファイルをNFSサーバー、HTTPサーバー、またはローカルハード
ディスク上に保存します。

圧縮された構成ファイルの例
次の例は、tarコマンドを使って、圧縮された構成ファイルを config.tarという名前
で作成します。カスタム JumpStart構成ファイルはすべて /jumpstartディレクトリに
あります。

例 4–8 圧縮された構成ファイルの作成

# cd /jumpstart

# tar -cvf config.tar *

a profile 1K

a rules 1K

a rules.ok 1K

a sysidcfg 1K

ディスク構成ファイルの作成
この節では、describes how to create単一ディスク構成ファイルおよび複数ディスク構
成ファイルの作成方法を説明します。ディスク構成ファイルを作成すると、単一の
システムから pfinstall(1M)を使用して、異なるディスク構成に対してプロファイル
をテストできます。

3

ディスク構成ファイルの作成
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▼ SPARC:ディスク構成ファイルを作成する方法
テストするディスクのある SPARCベースのシステムを探します。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

prtvtoc(1M)コマンドの出力をファイルにリダイレクトして、単一ディスク構成
ファイルを作成します。
# prtvtoc /dev/rdsk/device_name >disk_config_file

/dev/rdsk/device_name システムのディスクのデバイス名。device_name
は、cwtxdys2または cxdys2の形式で指定します。

disk_config_file ディスク構成ファイルの名前。

Solarisソフトウェアのインストールのテストを、複数ディスク上で実行するかどう
か決定します。

■ 実行しない場合は、ここで作業は終了です。
■ 実行する場合は、各ディスク構成ファイルを結合し、その出力を新しいファイル
に保存します。

# cat disk_file1 disk_file2 >multi_disk_config

新しいファイルは、次に示すように複数ディスク構成ファイルになります。

# cat 104_disk2 104_disk3 104_disk5 >multi_disk_test

前の手順で作成した複数ディスク構成ファイル内で、ディスクデバイス名の
ターゲット番号がそれぞれ固有であるかどうか調べます。

■ 固有である場合は、ここで作業は終了です。
■ 固有でない場合は、テキストエディタでファイルを開き、ターゲット番号を固有
のものにします。

たとえば、次に示すように、異なるディスクデバイス名について同じターゲット
番号 (t0)がファイルに含まれているとします。

* /dev/rdsk/c0t0d0s2 partition map

...

* /dev/rdsk/c0t0d0s2 partition map

この場合は次のように、2番目のターゲット番号を t2に設定します。

1

2

3

4

5
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* /dev/rdsk/c0t0d0s2 partition map

...

* /dev/rdsk/c0t2d0s2 partition map

SPARC:ディスク構成ファイルの例
次の例は、104Mバイトのディスクを持つ SPARCベースのシステムで、単一ディス
ク構成ファイル 104_testを作成する方法を示しています。

例 4–9 SPARC:ディスク構成ファイルの作成

prtvtocコマンドの出力を 104_testという単一ディスク構成ファイルに保存します。

# prtvtoc /dev/rdsk/c0t3d0s2 >104_test

104_testファイルは、次のようになります。

* /dev/rdsk/c0t3d0s2 partition map

*

* Dimensions:

* 512 bytes/sector

* 72 sectors/track

* 14 tracks/cylinder

* 1008 sectors/cylinder

* 2038 cylinders* 2036 accessible cylinders

* Flags:

* 1: unmountable

* 10: read-only

*

* First Sector Last

* Partition Tag Flags Sector Count Sector Mount Directory

1 2 00 0 164304 164303 /

2 5 00 0 2052288 2052287

3 0 00 164304 823536 987839 /disk2/b298

5 0 00 987840 614880 1602719 /install/298/sparc/work

7 0 00 1602720 449568 2052287 /space

これで SPARCシステム用のディスク構成ファイルの作成が終了しました。ディスク
構成ファイルを使ってプロファイルをテストする方法については、54ページの「プ
ロファイルのテスト」を参照してください。

ディスク構成ファイルの作成
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▼ x86:ディスク構成ファイルを作成する方法
テストするディスクがある x86ベースのシステムを探します。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

fdisk(1M)コマンドの出力をファイルに保存して、単一ディスク構成ファイルを部分
的に作成します。
# fdisk -R -W disk_config_file -h /dev/rdsk/device_name

disk_config_file ディスク構成ファイルの名前。

/dev/rdsk/device_name ディスク全体の fdiskレイアウトのデバイス
名。device_nameは、cwtxdys0または cxdys0の形式で指定
します。

prtvtoc(1M)コマンドの出力をディスク構成ファイルの末尾に書き込みます。
# prtvtoc /dev/rdsk/device_name >>disk_config

/dev/rdsk/device_name システムのディスクのデバイス名。device_name
は、cwtxdys2または cxdys2の形式で指定します。

disk_config ディスク構成ファイルの名前。

Solarisソフトウェアのインストールのテストを、複数ディスク上で実行するかどう
か決定します。

■ 実行しない場合は、ここで作業は終了です。
■ 実行する場合は、各単一ディスク構成ファイルを結合し、その出力を新しい
ファイルに保存します。

# cat disk_file1 disk_file2 >multi_disk_config

新しいファイルは、次に示すように複数ディスク構成ファイルになります。

# cat 104_disk2 104_disk3 104_disk5 >multi_disk_test

前の手順で作成した複数ディスク構成ファイル内で、ディスクデバイス名の
ターゲット番号がそれぞれ固有であるかどうか調べます。

■ 固有である場合は、ここで作業は終了です。
■ 固有でない場合は、テキストエディタでファイルを開き、ターゲット番号を固有
のものにします。

1

2

3

4

5

6
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たとえば、次に示すように、異なるディスクデバイス名について同じターゲット
番号 (t0)がファイルに含まれているとします。

* /dev/rdsk/c0t0d0s2 partition map

...

* /dev/rdsk/c0t0d0s2 partition map

この場合は次のように、2番目のターゲット番号を t2に設定します。

* /dev/rdsk/c0t0d0s2 partition map

...

* /dev/rdsk/c0t2d0s2 partition map

x86:ディスク構成ファイルの例
次の例は、500Mバイトのディスクを含む x86ベースのシステムで、単一ディスク構
成ファイル 500_testを作成する方法を示しています。

例 4–10 x86:ディスク構成ファイルの作成

最初に、fdiskコマンドの出力を 500_testという名前のファイルに保存します。

# fdisk -R -W 500_test -h /dev/rdsk/c0t0d0p0

この 500_testファイルの内容は次のとおりです。

* /dev/rdsk/c0t0d0p0 default fdisk table

* Dimensions:

* 512 bytes/sector

* 94 sectors/track

* 15 tracks/cylinder

* 1455 cylinders

*

* HBA Dimensions:

* 512 bytes/sector

* 94 sectors/track

* 15 tracks/cylinder

* 1455 cylinders

*

* systid:

* 1: DOSOS12

* 2: PCIXOS

* 4: DOSOS16

* 5: EXTDOS

* 6: DOSBIG

* 86: DOSDATA

* 98: OTHEROS

* 99: UNIXOS

* 130: SUNIXOS

*

* Id Act Bhead Bsect Bcyl Ehead Esect Ecyl Rsect Numsect

130 128 44 3 0 46 30 1001 1410 2050140

ディスク構成ファイルの作成
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例 4–10 x86:ディスク構成ファイルの作成 (続き)

次に、prtvtocコマンドの出力を 500_testファイルに追加します。

# prtvtoc /dev/rdsk/c0t0d0s2 >>500_test

これで 500_testファイルは、完全なディスク構成ファイルになりました。

* /dev/rdsk/c0t0d0p0 default fdisk table

* Dimensions:

* 512 bytes/sector

* 94 sectors/track

* 15 tracks/cylinder

* 1455 cylinders

*

* HBA Dimensions:

* 512 bytes/sector

* 94 sectors/track

* 15 tracks/cylinder

* 1455 cylinders

*

* systid:

* 1: DOSOS12

* 2: PCIXOS

* 4: DOSOS16

* 5: EXTDOS

* 6: DOSBIG

* 86: DOSDATA

* 98: OTHEROS

* 99: UNIXOS

* 130: SUNIXOS

*

* Id Act Bhead Bsect Bcyl Ehead Esec Ecyl Rsect Numsect

130 128 44 3 0 46 30 1001 1410 2050140

* /dev/rdsk/c0t0d0s2 partition map

*

* Dimensions:

* 512 bytes/sector

* 94 sectors/track

* 15 tracks/cylinder

* 1110 sectors/cylinder

* 1454 cylinders

* 1452 accessible cylinders

*

* Flags:

* 1: unmountable

* 10: read-only

* First Sector Last

* Partition Tag Flags Sector Count Sector Mount Directory

2 5 01 1410 2045910 2047319

7 6 00 4230 2043090 2047319 /space

8 1 01 0 1410 1409

9 9 01 1410 2820 422987

ディスク構成ファイルの作成
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例 4–10 x86:ディスク構成ファイルの作成 (続き)

これで x86システム用のディスク構成ファイルの作成が終了しました。ディスク構成
ファイルを使ってプロファイルをテストする方法については、54ページの「プロ
ファイルのテスト」を参照してください。

サイト固有のインストールプログラムの使用
開始スクリプトと終了スクリプトを使用すると、独自のインストールプログラムに
より Solarisソフトウェアをインストールできます。

プロファイルフィールドにマイナス記号 (-)を指定すると、プロファイルと Solarisイ
ンストールプログラムの代わりに、開始スクリプトと終了スクリプトが、Solarisソ
フトウェアのインストール方法を制御するようになります。

たとえば次のルールに一致した場合は、開始スクリプト x_install.begと終了スクリ
プト x_install.finが、cloverという名前のシステムに Solarisソフトウェアをインス
トールします。

hostname clover x_install.beg - x_install.fin

サイト固有のインストールプログラムの使用
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カスタムルールおよびプローブ
キーワードの作成 (作業)

この章では、独自のカスタムルールとプローブキーワードを作成するための情報と
手順を示します。

注 – Solaris ZFSルートプールをインストールする場合は、第 9章「JumpStartによる
ZFSルートプールのインストール」の制限事項とプロファイルの例を参照してくださ
い。

■ 77ページの「プローブキーワード」
■ 78ページの「custom_probesファイルの作成」
■ 80ページの「custom_probesファイルの妥当性検査」

プローブキーワード
プローブキーワードを理解するには、まずルールキーワードが何であるかを思い出
してください。ルールキーワードは、ホスト名 (hostname)やメモリーサイズ
(memsize)などの一般的なシステム属性を記述する事前定義された字句単位または語
です。ルールキーワードとそれに関連する値を使用すると、同じ属性を持つシステ
ムをプロファイルに対応付けることができます。システム属性を対応させるこの方
法では、グループ内の各システムに Solarisソフトウェアをどのようにインストール
するかが定義されます。

カスタム JumpStartの環境変数は、開始スクリプトおよび終了スクリプトで使用しま
すが、必要に応じて設定します。たとえば、すでにシステムにインストールされて
いるオペレーティングシステムに関する情報は、installedルールキーワードを使用
した後にのみ、SI_INSTALLEDから入手できます。

場合によっては、システムの照合とプロファイルの実行以外の目的で、この同じ情
報を開始スクリプトまたは終了スクリプトで抽出する必要があります。プローブ
キーワードは、この解決方法となります。プローブキーワードは属性情報を抽出す
るので、照合条件を設定してプロファイルを実行する必要がなくなります。
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プローブキーワードと値については、169ページの「プローブキーワードと値」を参
照してください。

custom_probesファイルの作成
113ページの「ルールキーワードと値の説明」と 169ページの「プローブキーワード
と値」で説明されているルールキーワードとプローブキーワードでは、ニーズに合
わない場合もあります。custom_probesファイルを作成して、独自のカスタムルール
またはプローブキーワードを定義できます。

custom_probesファイルは、2種類のタイプの関数を含む Bourneシェルスクリプトで
す。custom_probesファイルは、rulesファイルを保存したのと同じ JumpStartディレ
クトリに保存する必要があります。次に、custom_probesファイルに定義できる 2種
類の関数を示します。

■ プローブ –必要な情報を収集するかあるいは実際の作業を実行し、定義された対
応する SI_環境変数を設定します。プローブ関数は、プローブキーワードになり
ます。

■ 比較 –対応するプローブ関数を呼び出してプローブ関数の出力を比較
し、キーワードが一致する場合は 0、キーワードが一致しない場合は 1を返しま
す。比較関数はルールキーワードになります。

custom_probesファイルの構文
custom_probesファイルには、任意の有効な Bourneシェルコマンド、変数、またはア
ルゴリズムを含めることができます。

注 – custom_probesファイルで単一の引数を必要とするプローブおよび比較関数を定
義できます。rulesファイル内で対応するカスタムプローブキーワードを使用する場
合、このキーワードの後に続く引数が ($1として)解釈されます。

rulesファイル内で対応するカスタムルールキーワードを使用する場合、引数は順番
に解釈されます。この順番は、キーワードの直後から開始し、次に &&または開始ス
クリプトが現れる直前で終了します。

custom_probesファイルは、次の要件を満たしている必要があります。

■ 名前が custom_probesである
■ 所有者が rootである
■ 実行可能であり、アクセス権が 755に設定されている
■ 少なくとも 1つのプローブ関数と対応する比較関数を含む

より明確で効果的な構成にするために、最初にすべてのプローブ関数をファイルの
一番上に定義してから、比較関数を続けて定義してください。

custom_probesファイルの作成
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custom_probes内の関数名の構文
プローブ関数名は、probe_で始める必要があります。比較関数名は、cmp_で始める
必要があります。

probe_で始まる関数は、新しいプローブキーワードを定義します。たとえば、関数
probe_tcxは、新しいプローブキーワード tcxを定義します。cmp_で始まる関数
は、新しいルールキーワードを定義します。たとえば、cmp_tcxは、新しいルール
キーワード tcxを定義します。

▼ custom_probesファイルを作成する方法
テキストエディタを使用してBourneシェルスクリプトのテキストファイルを作成し
ます。このファイルに custom_probesという名前を付けます。

custom_probesテキストファイルで、プローブ関数と比較関数を定義します。

注 – custom_probesファイルには、引数を必要とするプローブおよび比較関数を定義
できます。rulesファイル内で対応するカスタムプローブキーワードを使用する場
合、このキーワードの後に続く引数は順番に ($1、$2などとして)解釈されます。

rulesファイル内で対応するカスタムルールキーワードを使用する場合、引数は順番
に解釈されます。この順番は、キーワードの直後から開始し、次に &&または開始ス
クリプトが現れる直前で終了します。

custom_probesファイルを JumpStartディレクトリに保存します (rulesファイルと同
じ)。

rootが rulesファイルを所有していて、そのアクセス権が 644に設定されていること
を確認します。

custom_probesファイルとキーワードの例
プローブ関数と比較関数の例は次のディレクトリにも入っています。

■ Solarisソフトウェアがインストールされたシステムの
/usr/sbin/install.d/chkprobe

■ Oracle Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1 CD上の
/Solaris_10/Tools/Boot/usr/sbin/install.d/chkprobe

次の custom_probesファイルには、TCXグラフィックスカードがあるかどうかをテス
トするプローブおよび比較関数が含まれます。

1
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4
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例 5–1 custom_probesファイル

#!/bin/sh

#

# custom_probe script to test for the presence of a TCX graphics card.

#

#

# PROBE FUNCTIONS

#

probe_tcx() {

SI_TCX=‘modinfo | grep tcx | nawk ’{print $6}’‘
export SI_TCX

}

#

# COMPARISON FUNCTIONS

#

cmp_tcx() {

probe_tcx

if [ "X${SI_TCX}" = "X${1}" ]; then

return 0

else

return 1

if

}

次のサンプル rulesファイルは、前の例で定義されているプローブキーワード (tcx)
の使用方法を示しています。TCXグラフィックスカードがシステムにインストール
されていて検出されると、profile_tcxが実行されます。そうでない場合
は、profileが実行されます。

注 –プローブキーワードは、rulesファイルの最初、またはその近くに指定してくだ
さい。これは、そのプローブキーワードに依存する可能性のあるほかのルール
キーワードよりも先に読み取られて実行されるようにするためです。

例 5–2 rulesファイルで使用されるカスタムプローブキーワード

probe tcx

tcx tcx - profile_tcx -

any any - profile -

custom_probesファイルの妥当性検査
プロファイル、rulesファイル、および custom_probesファイルを使用する前
に、checkスクリプトを実行して、ファイルが正常に設定されていることを検証する
必要があります。すべてのプロファイル、ルール、およびプローブ関数と比較関数
が正しく設定されている場合は、rules.okファイルと custom_probes.okファイルが
作成されます。表 5–1に、checkスクリプトの実行内容を示します。

custom_probesファイルの妥当性検査
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表 5–1 checkスクリプトの動作

手順 説明

1 checkは、custom_probesファイルを検索します。

2 ファイルが存在する場合、checkは custom_probesファイルから custom_probes.ok

ファイルを作成し、すべてのコメントと空行を削除して Bourneシェルコマンド、変
数、およびアルゴリズムだけを保持します。次に checkは次のコメント行をファイル
の最後に追加します。

# version=2 checksum=num

▼ custom_probesファイルを妥当性検査する方法
checkスクリプトが JumpStartディレクトリにあることを確認します。

注 – checkスクリプトは、Oracle Solaris Operating System DVDまたは Solaris
SOFTWARE - 1 CDの Solaris_10/Misc/jumpstart_sampleディレクトリにあります。

JumpStartディレクトリに移動します。

checkスクリプトを実行して、rulesファイルと custom_probesファイルの妥当性を検
査します。
$ ./check -p path -r file_name

-p path 使用しているシステムの checkスクリプトではなく、プラット
フォームに対応した Solarisソフトウェアイメージの checkスクリプト
を使用して、custom_probesファイルの妥当性を検査します。path
は、ローカルディスク上のイメージか、マウントされたOracle Solaris
Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1 CD上のイメージで
す。

以前のバージョンの Solarisを稼動中のシステムでは、このオプ
ションを指定することにより、checkの最新バージョンを実行しま
す。

-r file_name custom_probes以外のファイル名を指定します。-rオプションを使用
することで、一連の関数を custom_probesファイル内にまとめる前に
それらの妥当性検査を実施できます。

checkスクリプトを実行すると、rulesファイル、custom_probesファイル、および各
プロファイルの妥当性が報告されます。エラーが検出されなければ、スクリプトは
次のメッセージを表示します。「The custom JumpStart configuration is ok」と表示さ
れ、JumpStartディレクトリ内に rules.okファイルと custom_probes.okファイルが作
成されます。

1
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custom_probes.okファイルが実行可能かどうか調べます。

■ 実行可能な場合、手順 5へ進みます。
■ 実行可能でない場合は、次のコマンドを入力します。

# chmod +x custom_probes

rootが custom_probes.okファイルを所有し、そのアクセス権が 755に設定されてい
ることを確認してください。

4

5
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カスタム JumpStartインストールの実行
(作業)

この章では、SPARCシステムまたは x86システムでカスタム JumpStartインストール
を実行する手順を説明します。これらの手順は、Solarisソフトウェアをインス
トールしようとするシステム上で実行する必要があります。

注 – Solaris ZFSルートプールをインストールする場合は、第 9章「JumpStartによる
ZFSルートプールのインストール」の制限事項とプロファイルの例を参照してくださ
い。

■ 89ページの「SPARC:カスタム JumpStartプログラムを使用してインストールまた
はアップグレードする方法」

■ 94ページの「x86:カスタム JumpStartプログラムおよびGRUBを使用してインス
トールまたはアップグレードを実行する方法」

JumpStartインストールの制限事項
JumpStartインストールの実行時に、いくつかの問題が発生する可能性がありま
す。それぞれの情報については、次の表を確認してください。

注 – Solaris 10 10/09リリース以降では、JumpStartプロファイルを設定して、ZFS
ルートプールのフラッシュアーカイブを特定できます。173ページの「Solaris 10 10/09
リリースの新機能」を参照してください。173ページの「Solaris 10 10/09リリースの
新機能」を参照してください。
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表 6–1 JumpStartインストールの制限事項

問題 説明 詳細

サンプルの JumpStartスク
リプトを使ってNFSv4プ
ロンプトを抑制する必要
がなくなりました

Solaris 10リリースでは、JumpStartインストール時に
プロンプトが表示されないようにするための、サン
プルの JumpStartスクリプト set_nfs4_domainが、メ
ディアで提供されていました。このスクリプト
は、インストール時にNFSv4プロンプトが表示され
ないようにしていました。このスクリプトはもう必
要ありません。Solaris 10 8/07リリース以降で
は、sysidcfgのキーワード nfs4_domainを使ってプ
ロンプトが表示されないようにしま
す。set_nfs4_domainスクリプトには、プロンプトを
抑制する機能がなくなりました。

非大域ゾーンがインストールされている場合に新し
い nfs4_domainキーワードが sysidcfgファイルに含
まれていると、非大域ゾーンを最初にブートしたと
きにドメインが設定されます。それ以外の場合
は、Solaris対話式インストールプログラムが起動し
て、ブートプロセスが完了する前にドメイン名を入
力するように促すプロンプトが表示されます。

『Oracle Solaris 10 8/11インストール
ガイド (ネットワークインス
トール)』の「nfs4_domain
キーワード」

sysidcfgファイルに自動
登録の情報を指定する
と、JumpStartインス
トールは自動の状態に維
持されます

Oracle Solaris自動登録は、Oracle Solaris 10 9/10リ
リースの新機能です。システムをインストールまた
はアップグレードすると、システムの構成データ
は、既存のサービスタグ技術によってリブート時に
自動的にオラクル製品登録システムに伝達されま
す。システムに関するこのサービスタグデータ
は、オラクルの顧客向けサポートとサービスの向上
などに役立てられます。

インストールまたはアップグレードの前
に、auto_regキーワードを sysidcfgファイルに含め
た場合は、インストールを完全に自動のままにでき
ます。ただし、auto_regキーワードを含めない場合
は、インストール時またはアップグレード時に、自
動登録のサポート資格情報とプロキシ情報を指定す
るように求められます。

『Oracle Solaris 10 8/11インストール
ガイド (インストールとアップグ
レードの計画)』の「Oracle Solaris自
動登録」

sysidcfgファイルで
キーボード言語を選択す
ると、プロンプトが表示
されなくなります

キーボードが自己識別型でない場合に、JumpStartイ
ンストール時にプロンプトが表示されないようにす
るには、sysidcfgファイルでキーボードの言語を選
択します。JumpStartインストールの場合、デフォル
トは米国英語 (U.S. English)用です。別の言語とそれ
に対応するキー配列を選択するには、sysidcfg

ファイルでキーボードのキーワードを設定します。

■ 『Oracle Solaris 10 8/11インス
トールガイド (ネットワークイン
ストール)』の「sysidcfgファイ
ルキーワード」

■ 次のマニュアルページを参照し
てください。

■ sysidtool(1M)
■ sysidcfg(4)
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表 6–1 JumpStartインストールの制限事項 (続き)
問題 説明 詳細

非大域ゾーンが含まれて
いる場合は、Solaris Live
Upgradeを使ってアップ
グレードを行います

JumpStartを使っても、非大域ゾーンがインストール
されているシステムをアップグレードできます
が、アップグレードには Solaris Live Upgradeが推奨さ
れています。JumpStartでは、膨大なアップグレード
時間が必要となる場合があります。これは、アップ
グレードの実行に要する時間が、インストールされ
ている非大域ゾーンの数に比例して増加するからで
す。

『Oracle Solaris 10 8/11インストール
ガイド (Solaris Live Upgradeとアップ
グレードの計画)』

Solarisフラッシュアーカ
イブには非大域ゾーンを
含めることはできません

Solarisフラッシュアーカイブを使ってインストール
を行う場合は、非大域ゾーンが含まれているアーカ
イブがシステムに正しくインストールされません。

非大域ゾーンの作成の概要について
は、『Oracle Solarisのシステム管理
(Oracle Solarisコンテナ :資源管理と
Oracle Solarisゾーン)』を参照してく
ださい。

SPARC:その他のハード
ウェア要件

使用中のプラットフォームで JumpStartインストール
を実行するためのその他の要件については、ハード
ウェアのマニュアルを参照してください。

SPARC:作業マップ:カスタム JumpStartインストールのた
めのシステムの設定

表 6–2 作業マップ:カスタム JumpStartインストールのためのシステムの設定

作業 説明 参照先

システムがサポートされている
かを確認します。

ハードウェアのマニュアル
で、Solaris環境におけるシステ
ムサポートを確認します。

『Solaris Sunハードウェアマ
ニュアル』(http://
www.oracle.com/

technetwork/indexes/

documentation/index.html)

Solarisソフトウェアをインス
トールするための十分なディス
ク容量がシステムにあるかを確
認します。

Solarisソフトウェアのインス
トールに求められる十分な容量
があるかを確認します。

『Oracle Solaris 10 8/11インス
トールガイド (インストールと
アップグレードの計画)』の第 4
章「システム要件、ガイドライ
ン、およびアップグレード (計
画)」

(省略可能)システムパラメータ
を設定します。

インストールやアップグレード
の際に情報を入力する手間を省
くために、システム構成情報を
事前に設定しておくことができ
ます。

『Oracle Solaris 10 8/11インス
トールガイド (ネットワークイ
ンストール)』の第 2章「シス
テム構成情報の事前設定 (作
業)」
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表 6–2 作業マップ:カスタム JumpStartインストールのためのシステムの設定 (続き)
作業 説明 参照先

カスタム JumpStartインス
トールを実行するようにシステ
ムを準備します。

rulesファイルとプロファイル
ファイルを作成して検証しま
す。

第 3章「カスタム JumpStartイ
ンストールの準備 (作業)」

(省略可能)カスタム JumpStart
のオプション機能を準備しま
す。

開始スクリプト、終了スクリプ
トなどのオプション機能を使用
する場合は、それらのスクリプ
トまたはファイルを用意しま
す。

第 4章「カスタム JumpStartオ
プション機能の使用 (作業)」お
よび第 5章「カスタムルールお
よびプローブキーワードの作成
(作業)」

(省略可能) Solarisソフトウェア
をネットワークからインス
トールする準備を行います。

リモートのOracle Solaris
Operating System DVD (SPARC
版)または Solaris SOFTWARE
(SPARC版)イメージをインス
トールする場合は、インス
トールサーバーまたはブート
サーバーからシステムをブート
してインストールするよう
に、システムを設定する必要が
あります。

『Oracle Solaris 10 8/11インス
トールガイド (ネットワークイ
ンストール)』の第 5章「DVD
メディアを使用したネット
ワークインストール (作業)」

『Oracle Solaris 10 8/11インス
トールガイド (ネットワークイ
ンストール)』の第 6章「CDメ
ディアを使用したネットワーク
インストール (作業)」

(省略可能) Solarisフ
ラッシュアーカイブのインス
トール準備をします。

Solarisフラッシュアーカイブの
インストールに固有の設定を行
います。

87ページの「カスタム
JumpStartインストールを使用
して Solarisフラッシュアーカイ
ブをインストールする方法」

インストールまたはアップグ
レードを行います。

システムをブートしてインス
トールまたはアップグレードを
開始します。

89ページの「SPARC:カスタム
JumpStartプログラムを使用し
てインストールまたはアップグ
レードする方法」

SPARC:カスタム JumpStartインストールの実行
カスタム JumpStartインストールの際、JumpStartプログラムは、インストール対象の
システムと rules.okファイル内のルールを照合します。JumpStartプログラムは、最
初から順にルールが読み取ります。インストール中のシステムがルールに定義され
たすべてのシステム属性に一致するかどうか検査されます。システムがルールと一
致すると、JumpStartプログラムによる rules.okファイルの読み取りが停止して、一
致したルールのプロファイルに基づいてシステムのインストールが開始されます。
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▼ カスタム JumpStartインストールを使用して
Solarisフラッシュアーカイブをインストールする
方法
初期インストールの場合は完全アーカイブを、アップグレードの場合 (過去にアーカ
イブをインストールしたことがある場合)は差分アーカイブを、それぞれインス
トールできます。カスタム JumpStartインストールまたは Solaris Live Upgradeを使用
して、非アクティブブート環境にアーカイブをインストールできます。ここで
は、カスタム JumpStartを使ってアーカイブをインストールする手順を紹介します。

■ 完全アーカイブと差分アーカイブの概要については、『Oracle Solaris 10 8/11イン
ストールガイド (Solarisフラッシュアーカイブの作成とインストール)』の第 1
章「Solarisフラッシュ (概要)」を参照してください。

■ Solaris Live Upgradeを使って、非アクティブなブート環境にアーカイブをインス
トールする手順については、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (Solaris
Live Upgradeとアップグレードの計画)』の「プロファイルを使用して Solarisフ
ラッシュアーカイブをインストールする」を参照してください。

次の制限事項を確認します。

説明 例

注意: archive_locationキーワードを使用して
Solarisフラッシュアーカイブをインストールす
る場合は、アーカイブおよびインストールメ
ディアに同一のオペレーティングシステムの
バージョンが格納されている必要があります。

たとえば、アーカイブがOracle Solaris 10 8/11オ
ペレーティングシステムで、DVDメディアを使
用している場合は、Oracle Solaris 10 8/11 DVDメ
ディアを使用してアーカイブをインストールす
る必要があります。オペレーティングシステム
のバージョンが一致しないと、クローンシステ
ムでのインストールに失敗します。

注意 –非大域ゾーンがインストールされている
と、Solarisフラッシュアーカイブは正常に作成
されません。Solarisフラッシュ機能には Solaris
ゾーン区分技術との互換性はありませ
ん。Solarisフラッシュアーカイブを作成する場
合、そのアーカイブの配備条件が次のいずれか
の場合は、作成されたアーカイブは正しくイン
ストールされません。
■ アーカイブが非大域ゾーンに作成された場
合

■ アーカイブが、非大域ゾーンがインス
トールされている大域ゾーンに作成された
場合

1
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インストールサーバーで、カスタム JumpStartの rulesファイルを作成します。

カスタム JumpStartファイルの詳しい作成方法については、第 3章「カスタム
JumpStartインストールの準備 (作業)」を参照してください。

インストールサーバーで、カスタム JumpStartのプロファイルを作成します。
Solarisフラッシュアーカイブプロファイルの例については、41ページの「プロ
ファイルの例」を参照してください。

表 8–2に示された既存のカスタム JumpStartキーワードのうち、Solarisフ
ラッシュアーカイブのインストール時に有効なものは次のキーワードだけです。

キーワード 初期インストール 差分アーカイブ

(必須)archive_location X X

fdisk (x86のみ) X X

filesys

注 – filesysキーワードに値
autoは設定できません。

X

forced_deployment X

(必須) Install_type X X

local_customization X X

no_content_check X

no_master_check X

パッケージ X

root_device X X

a. キーワード install_typeの値を次のいずれかに設定します。

■ 完全アーカイブインストールの場合、値を flash_installに設定します。
■ 差分アーカイブインストールの場合、値を flash_updateに設定します。

b. archive_locationプロファイルキーワードを使用して、Solarisフラッシュアーカ
イブへのパスを追加します。

archive_locationキーワードの詳細については、120ページの「archive_location

プロファイルキーワード」を参照してください。

c. ファイルシステム構成を指定します。
Solarisフラッシュアーカイブの抽出プロセスでは、パーティションの自動配置は
サポートされません。

2
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d. (省略可能)アーカイブのインストール時に追加パッケージもインストールする場
合は、packageキーワードを使用してください。詳細については、152ページ
の「packageプロファイルキーワード (UFSと ZFS)」を参照してください。

e. (省略可能)クローンシステムに Solarisフラッシュアーカイブを追加インストール
する場合は、インストールするアーカイブごとに archive_location行を指定して
ください。

インストールサーバーで、Solarisフラッシュアーカイブを使ってインストールする
クライアントを追加します。

詳細については、次を参照してください。

■ 『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (ネットワークインス
トール)』の「DVDイメージを使用してネットワークからインストールするシス
テムの追加」

■ 『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (ネットワークインストール)』の「CD
イメージを使用してネットワークからインストールするシステムの追加」

クローンシステムへのカスタム JumpStartインストールを実行します。

詳細については、89ページの「SPARC:カスタム JumpStartプログラムを使用してイ
ンストールまたはアップグレードする方法」を参照してください。

▼ SPARC:カスタム JumpStartプログラムを使用して
インストールまたはアップグレードする方法

システムがネットワークに接続されている場合は、Ethernetコネクタまたはそれに類
似したネットワークアダプタがシステムに装着されていることを確認します。

tip(1)ラインで接続されているシステムをインストールする場合は、ウィンドウ表示
が横 80桁、縦 24行以上あることを確認します。

tipウィンドウの現在の大きさを調べるには、stty(1)コマンドを使用します。

システムのDVD-ROMまたはCD-ROMドライブを使用して Solarisソフトウェアをイン
ストールする場合は、ドライブにOracle Solaris Operating System DVD (SPARC版)または
Solaris SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)を挿入します。

プロファイルフロッピーディスクを使用する場合は、システムのフロッピーディス
クドライブにそのフロッピーディスクを挿入します。

システムをブートします。

4

5
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■ 新しく購入したばかり (未使用)のシステムの場合は、システムの電源を入れま
す。

■ 既存システムのインストールまたはアップグレードを行う場合は、システムを
シャットダウンします。okプロンプトで、bootコマンドに適切なオプションを入
力します。bootコマンドの構文は次のとおりです。

ok boot [cd–dvd|net] - install [url|ask] options

たとえば、次のコマンドを入力すると、JumpStartプロファイルを使用してネット
ワーク経由でOSがインストールされます。

ok boot net - install http://131.141.2.32/jumpstart/config.tar

bootコマンドのオプションの詳細は、次の表を参照してください。

SPARCのみ –ハードウェアおよびシステムコンポーネントがシステムによって検査さ
れて、SPARCシステムがブートします。ブートには数分間かかります。

sysidcfgでシステム情報の事前構成を行わなかった場合は、プロンプトが表示され
た時点でシステム構成についての質問に答えます。

注 – Oracle Solaris 10 9/10リリース以降では、auto_regキーワードを sysidcfgファイル
に含めない場合は、自動登録のサポート資格情報とプロキシ情報を指定するように
求められます。

自動登録については、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (インストールと
アップグレードの計画)』の「Oracle Solaris自動登録」を参照してください。

画面の指示に従って、ソフトウェアをインストールします。
JumpStartプログラムが Solarisソフトウェアのインストールを終了すると、システム
が自動的にリブートします。

インストールが終了すると、インストールログがファイルに保存されます。インス
トールログは、次のディレクトリに作成されます。

■ /var/sadm/system/logs

■ /var/sadm/install/logs

SPARC: bootコマンドのコマンドリファレンス
bootコマンドの構文は次のとおりです。

ok boot [cd–dvd|net] - install [url|ask] options

次の表に、JumpStartインストールに適した bootコマンドのコマンド行オプションを
示します。

6
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オプション 説明

[cd–dvd|net] CDまたはDVDからブートするか、ネットワーク上のインストールサーバーからブートするか
を指定します。
■ cd-dvd - cdromを使用してCDまたはDVDからブートします。
■ net -ネットワーク上のインストールサーバーからブートすることを指定します。

[url| ask] カスタム JumpStartファイルの場所を指定するか、場所の入力を求めるプロンプトを表示しま
す。
■ url –ファイルのパスを指定します。HTTPまたはHTTPSサーバーに存在するファイルの

URLを指定できます。
HTTPサーバー

http://server_name:IP_address/jumpstart_dir_path/
compressed_config_file&proxy_info

■ sysidcfgファイルを圧縮構成ファイルに含めた場合は、次の例に示すようにそのファイ
ルを含むサーバーの IPアドレスを指定する必要があります。

http://131.141.2.32/jumpstart/config.tar

■ 圧縮構成ファイルをファイアウォールで防御されたHTTPサーバー上の圧縮構成ファイ
ルに保存した場合は、ブート時に proxy指示子を使用する必要があります(ファイルが配
置されたサーバーの IPアドレスを指定する必要はない)。プロキシサーバーの IPアドレ
スは次のように指定します。

http://www.shadow.com/jumpstart/

config.tar&proxy=131.141.6.151

■ ask –圧縮構成ファイルの場所の入力を求めるプロンプトを表示するように、インストール
プログラムを指定します。プロンプトは、システムがブートしてネットワークに接続すると
表示されます。このオプションを使用すると、完全に自動化された JumpStartインストール
を行うことはできません。
Returnキーを押してこのプロンプトへの入力を省略すると、Solarisインストールプログラム
はネットワークパラメータを対話的に構成します。インストールプログラムは次に、圧縮構
成ファイルの場所を尋ねるプロンプトを表示します。

options ■ dhcp –システムのブートに必要なネットワークインストール情報の取得にDHCPサーバーを
使用することを指定します。このオプションは JumpStartインストールには必要ありませ
ん。dhcpでDHCPサーバーの使用を指定しないと、/etc/bootparamsファイル、または
ネームサービスの bootparamsデータベースが使用されます。たとえば、静的 IPアドレスを
保持する場合には、dhcpを指定しません。

■ nowinオプションおよび textオプションは、JumpStartインストールには適用されませ
ん。これらのオプションは、対話式インストールで役立ちます。詳細は、『Oracle
Solaris 10 8/11インストールガイド (基本編)』の「Solarisインストールプログラムを使用して
インストールまたはアップグレードを行う方法」を参照してください。
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x86:作業マップ:カスタム JumpStartインストールのため
のシステムの設定

表 6–3 x86:作業マップ:カスタム JumpStartインストールのためのシステムの設定

作業 説明 参照先

既存のオペレーティングシステ
ムとユーザーデータを保存する
必要があるかを決定します。

システム上の既存のオペ
レーティングシステムがディス
ク全体を使用している場合、そ
の既存のオペレーティングシス
テムを保存して、Oracle Solaris
10 8/11ソフトウェアと共存で
きるようにする必要がありま
す。この決定により、システム
のプロファイル内の fdisk(1M)
キーワードをどのように指定す
るかが決まります。

135ページの「x86: fdiskプロ
ファイルキーワード (UFSと
ZFS)」

システムがサポートされている
かを確認します。

ハードウェアのマニュアル
で、Solaris環境におけるシステ
ムサポートを確認します。

ハードウェアのマニュアル

Solarisソフトウェアをインス
トールするための十分なディス
ク容量がシステムにあるかを確
認します。

Solarisソフトウェアのインス
トールに求められる十分な容量
があるかを確認します。

『Oracle Solaris 10 8/11インス
トールガイド (インストールと
アップグレードの計画)』の第 4
章「システム要件、ガイドライ
ン、およびアップグレード (計
画)」

(省略可能)システムパラメータ
を設定します。

インストールやアップグレード
の際に情報を入力する手間を省
くために、システム構成情報を
事前に設定しておくことができ
ます。

『Oracle Solaris 10 8/11インス
トールガイド (ネットワークイ
ンストール)』の第 2章「シス
テム構成情報の事前設定 (作
業)」

カスタム JumpStartインス
トールを実行するようにシステ
ムを準備します。

rulesファイルとプロファイル
ファイルを作成して検証しま
す。

第 3章「カスタム JumpStartイ
ンストールの準備 (作業)」

(省略可能)カスタム JumpStart
のオプション機能を準備しま
す。

開始スクリプト、終了スクリプ
トなどのオプション機能を使用
する場合は、それらのスクリプ
トまたはファイルを用意しま
す。

第 4章「カスタム JumpStartオ
プション機能の使用 (作業)」お
よび第 5章「カスタムルールお
よびプローブキーワードの作成
(作業)」
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表 6–3 x86:作業マップ:カスタム JumpStartインストールのためのシステムの設定 (続き)
作業 説明 参照先

(省略可能) Solarisソフトウェア
をネットワークからインス
トールする準備を行います。

リモートのOracle Solaris
Operating System DVD (x86版)
または Solaris SOFTWARE (x86
版)イメージをインストールす
る場合は、インストール
サーバーまたはブート
サーバーからシステムをブート
してインストールするよう
に、システムを設定する必要が
あります。

『Oracle Solaris 10 8/11インス
トールガイド (ネットワークイ
ンストール)』の第 6章「CDメ
ディアを使用したネットワーク
インストール (作業)」

(省略可能) Solarisフ
ラッシュアーカイブのインス
トール準備をします。

Solarisフラッシュアーカイブの
インストールに固有の設定を行
います。

87ページの「カスタム
JumpStartインストールを使用
して Solarisフラッシュアーカイ
ブをインストールする方法」

インストールまたはアップグ
レードを行います。

システムをブートしてインス
トールまたはアップグレードを
開始します。

94ページの「x86:カスタム
JumpStartプログラムおよび
GRUBを使用してインストール
またはアップグレードを実行す
る方法」

x86:カスタム JumpStartインストールの実行
カスタム JumpStartインストールの際、JumpStartプログラムは、インストール対象の
システムと rules.okファイル内のルールを照合します。この際、最初から順に
ルールが読み取られ、インストール中のシステムがルールに定義されたすべてのシ
ステム属性に一致するかどうか検査されます。システムがルールと一致すると同時
に、JumpStartプログラムによる rules.okファイルの読み取りが停止して、一致した
ルールのプロファイルに基づいてシステムのインストールが開始されます。

カスタム JumpStartを使って、Solarisフラッシュアーカイブをインストールできま
す。手順については、87ページの「カスタム JumpStartインストールを使用して
Solarisフラッシュアーカイブをインストールする方法」を参照してください。

次のいずれかの手順を選択してください。

■ 標準的なカスタム JumpStartの手順については、94ページの「x86:カスタム
JumpStartプログラムおよびGRUBを使用してインストールまたはアップグレード
を実行する方法」を参照してください。

■ GRUBコマンドを編集してカスタム JumpStartを実行する方法については、96
ページの「x86: GRUBブートコマンドの編集によるカスタム JumpStartインス
トールの実行」を参照してください。
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▼ x86:カスタム JumpStartプログラムおよびGRUBを
使用してインストールまたはアップグレードを実
行する方法
GRUBメニューを使用して x86ベースのシステムにOracle Solaris OSをインストール
するには、この手順を使用します。

システムがネットワークに接続されている場合は、Ethernetコネクタまたはそれに類
似したネットワークアダプタがシステムに装着されていることを確認します。

tip(1)ラインで接続されているシステムをインストールする場合は、ウィンドウ表示
が横 80桁、縦 24行以上あることを確認します。

tipウィンドウの現在の大きさを調べるには、stty(1)コマンドを使用します。

プロファイルフロッピーディスクを使用するかどうかを決定します。

システムのブートにプロファイルフロッピーディスクは使用されなくなりました
が、JumpStartディレクトリのみを収録したフロッピーディスクを用意することはで
きます。このフロッピーディスクは、JumpStartインストールを実行するときや
CD-ROMをブートオフするときなどに使用できます。

■ プロファイルフロッピーディスクを使用する場合は、システムのフ
ロッピーディスクドライブにそのフロッピーディスクを挿入します。

■ プロファイルフロッピーディスクを使用しない場合は、手順 4に進みます。

システムのブート方法を決定します。

■ Oracle Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDからブートす
る場合は、そのディスクを挿入します。この場合、システムの BIOSがDVDまた
はCDからのブートをサポートしている必要があります。

■ ネットワークからブートする場合は、PXE (Preboot Execution Environment)ネット
ワークブートを使用してください。システムは PXEをサポートするものでなけれ
ばなりません。システムの BIOS設定ツールまたはネットワークアダプタの構成
設定ツールを使用して、PXEを使用するようにシステムを設定します。

(省略可能) DVDまたはCDからブートする場合は、システムのBIOSのブート設定を変
更し、DVDまたはCDメディアからブートするように設定します。手順について
は、ハードウェアのマニュアルを参照してください。
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システムの電源が入っていない場合は、電源を入れます。システムの電源が入って
いる場合は、システムをリブートします。

GRUBメニューが表示されます。このメニューにはブートエントリの一覧が表示さ
れます。

GNU GRUB version 0.95 (631K lower / 2095488K upper memory)

+-------------------------------------------------------------------+

|Oracle Solaris 10 8/11 image_directory |

|Solaris Serial Console ttya |

|Solaris Serial Console ttyb (for lx50, v60x and v65x |

+-------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted. Press

enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands before

booting, or ’c’ for a command-line.

image_directoryは、インストールイメージが置かれているディレクトリの名前で
す。JumpStartファイルのパスは、add_install_clientコマンドと -cオプションに
よって定義されています。

注 –ここでGRUBエントリからブートせずに、ブートエントリを編集することもでき
ます。GRUBエントリを編集してから、JumpStartインストールを実行します。GRUB
エントリとインストールオプションの一覧の編集方法については、96ページ
の「x86: GRUBブートコマンドの編集によるカスタム JumpStartインストールの実
行」を参照してください。

プロンプトが表示されたら、次の操作のいずれかを実行します。
Select the type of installation you want to perform:

1 Solaris Interactive

2 Custom JumpStart

3 Solaris Interactive Text (Desktop session)

4 Solaris Interactive Text (Console session)

5. Apply driver updates

6. Single User Shell

Enter the number of your choice.

Please make a selection (1-6).

カスタム JumpStart方式を選択するには、2を入力し、Enterキーを押します。

JumpStartインストールが開始されます。

6
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注 –

■ 30秒以内に選択しないと、Solarisの対話式インストールプログラムが起動しま
す。コマンド行に任意のキーを入力することによって、このタイマーを止めるこ
とができます。

■ 1、3、または 4を選択すると、対話式インストールになります。対話式インス
トールについては、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (基本編)』を参照
してください。

■ 5を選択すると、ドライバの更新がインストールされます。
■ 6を選択すると、保守作業を実行できます。

sysidcfgでシステム情報の事前構成を行わなかった場合は、プロンプトが表示され
た時点でシステム構成についての質問に答えます。

注 – Oracle Solaris 10 9/10リリース以降では、auto_regキーワードを sysidcfgファイル
に含めない場合は、自動登録のサポート資格情報とプロキシ情報を指定するように
求められます。

自動登録については、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (インストールと
アップグレードの計画)』の「Oracle Solaris自動登録」を参照してください。

画面の指示に従って、ソフトウェアをインストールします。

JumpStartプログラムが Solarisソフトウェアのインストールを終了すると、システム
が自動的にリブートします。また、GRUB menu.lstファイルも自動的に更新されま
す。インストールした Solarisのインスタンスは、GRUBメニューを次に使用すると
きに表示されます

インストールが終了すると、インストールログがファイルに保存されます。インス
トールログは、次のディレクトリに作成されます。

■ /var/sadm/system/logs

■ /var/sadm/install/logs

x86: GRUBブートコマンドの編集によるカスタム
JumpStartインストールの実行
デバッグのためなど、必要に応じてGRUBブートコマンドを変更できます。次
に、カスタム JumpStartインストールを実行する前にGURBブートコマンドを編集す
る手順を示します。
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▼ x86: GRUBブートコマンドを変更する方法

インストールを開始するには、94ページの「x86:カスタム JumpStartプログラムおよ
びGRUBを使用してインストールまたはアップグレードを実行する方法」に示した手
順の、手順 1 -手順 5を実行します。

システムの電源が入っていない場合は、電源を入れます。システムの電源が入って
いる場合は、システムをリブートします。

GRUBメニューが表示されます。このメニューにはブートエントリの一覧が表示さ
れます。表示されるエントリはインストールする Solarisインスタンスです。
GNU GRUB version 0.95 (631K lower / 2095488K upper memory)

+-------------------------------------------------------------------+

|Oracle Solaris 10 8/11 image_directory |

|Solaris Serial Console ttya |

|Solaris Serial Console ttyb (lx50, v60x and v68) |

+-------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted. Press

enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands before

booting, or ’c’ for a command-line.

image_directoryは、インストールイメージが置かれているディレクトリの名前です。

注 –

■ NFSを使用して、add_install_clientコマンドと -cオプションで JumpStart
ディレクトリへのパスを設定した場合は、ブートエントリにそのパスを含める必
要はありません。

■ NFSを使用していない場合は、JumpStartディレクトリを含んでいる圧縮構成
ファイルへのパスを書き留めておく必要があります。

ブートプロセスを停止してメニューエントリエディタを使用するには、eを入力しま
す。

GRUB編集メニューが表示されます。
kernel /I86PC.Solaris_11-8/multiboot kernel/unix -B console=ttyb,\

install_media=131.141.2.32:/export/mary/v11 \

module /I86PC.Solaris_11-8/x86.new

矢印キーを使用してブートエントリを選択します。

選択したコマンドを編集するには、eを入力します。

次の例のようなコマンドが表示されます。

grub edit>kernel /I86PC.Solaris_11-8/multiboot kernel/unix -B \

console=ttyb,install_media=131.141.2.32:/export/mary/_\

module /I86PC.Solaris_11-8/x86.new
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必要なオプションを入力してコマンドを編集します。

JumpStartインストールの構文は次のとおりです。
grub edit>kernel /I86PC.Solaris_11-image_directory/multiboot kernel/unix/ \

- install [url|ask] options -B install_media=media_type

JumpStartオプションの説明については、98ページの「x86:システムのブートのため
のコマンドリファレンス」を参照してください。

次の例では、カスタム JumpStartプロファイルを使用して、ネットワーク経由でOS
をインストールします。

kernel /I86PC.Solaris_11-8/multiboot kernel/unix/ - install \

-B install_media=131.141.2.32:/export/mary/v11 \

module /I86PC.Solaris_11-8/x86.new

編集内容を適用するには、Enterキーを押します。

変更が保存され、GRUBメインメニューが表示されます。

注 –変更を保存せずにGRUBメインメニューに戻るには、Escapeキーを押します。

インストールを開始するには、bを入力します。

x86:システムのブートのためのコマンドリファレ
ンス
次の表では、GRUBメニューのブートコマンドに使用するコマンド行オプションに
ついて説明します。この表に示されているオプションは、JumpStartインストールに
適したオプションです。

ブートコマンドの構文は次のとおりです。

kernel /I86PC.Solaris_11-image_directory/multiboot kernel/unix/ - install \

[url|ask] options -B install_media=media_type
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表 6–4 GRUBメニューのブートコマンドリファレンス

オプション 説明

- install カスタム JumpStartインストールを実行します。

次の例では、システムはDVDメディアからブートして、次のようなオプションが使用されてい
ます。
■ installはカスタム JumpStartを実行する

■ file://jumpstart/config.tarは、ローカルディスクで JumpStartプロファイルを検出する

kernel /I86pc.Solaris_11.8/multiboot - install file://jumpstart/config.tar \

-B install_media=dvdrom module /I86Solaris_11.8/x86.new
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表 6–4 GRUBメニューのブートコマンドリファレンス (続き)
オプション 説明

[url| ask] カスタム JumpStartファイルの場所を指定するか、場所の入力を求めるプロンプトを表示しま
す。
■ url –ファイルのパスを指定します。HTTPまたはHTTPSサーバーに存在するファイルの

URLを指定できます。
HTTPサーバーの場合、構文は次のとおりです。

http://server_name:IP_address/jumpstart_dir_path/
compressed_config_file&proxy_info

■ sysidcfgファイルを圧縮構成ファイルに含めた場合は、次の例に示すようにそのファイ
ルを含むサーバーの IPアドレスを指定する必要があります。

kernel /I86pc.Solaris_11.8/multiboot install \

http://192.168.2.1/jumpstart/config.tar \

-B install_media=192.168.2.1/export/Solaris_11.8/boot \

module /I86PC.Solaris_11.8/x86.new

■ 圧縮構成ファイルをファイアウォールで防御されたHTTPサーバー上の圧縮構成ファイ
ルに保存した場合は、ブート時に proxy指示子を使用する必要があります(ファイルが配
置されたサーバーの IPアドレスを指定する必要はない)。プロキシサーバーの IPアドレ
スは次のように指定します。

kernel /I86pc.Solaris_11.8/multiboot install \

http://www.shadow.com/jumpstart/config.tar&proxy=131.141.6.151 \

-B install_media=192.168.2.1/export/Solaris_11.8/boot \

module /I86PC.Solaris_11.8/x86.new

■ ask –圧縮構成ファイルの場所の入力を求めるプロンプトを表示するように、インストール
プログラムを指定します。システムがブートしてネットワークに接続されると、入力を求め
るプロンプトが表示されます。このオプションを使用すると、完全に自動化された
JumpStartインストールを行うことはできません。
Returnキーを押してこのプロンプトへの入力を省略すると、Solarisインストールプログラム
はネットワークパラメータを対話的に構成します。インストールプログラムは次に、圧縮構
成ファイルの場所を尋ねるプロンプトを表示します。
次の例では、カスタム JumpStartを実行し、DVDメディアからブートします。システムが
ネットワークに接続されると、構成ファイルの場所の入力を求めるプロンプトが表示されま
す。

kernal /boot/multiboot kernel/unix install ask -B \

install_media=192.168.2.1:export/sol_11_x86/boot module \

/I86PC.Solaris_11.8_

x86:カスタム JumpStartインストールの実行
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表 6–4 GRUBメニューのブートコマンドリファレンス (続き)
オプション 説明

options ■ dhcp –システムのブートに必要なネットワークインストール情報の取得にDHCPサーバーを
使用することを指定します。このオプションは JumpStartインストールには必要ありませ
ん。dhcpでDHCPサーバーの使用を指定しないと、/etc/bootparamsファイル、または
ネームサービスの bootparamsデータベースが使用されます。たとえば、静的 IPアドレスを
保持する場合には、dhcpを指定しません。次に例を示します。

kernel /I86pc.Solaris_11.8/multiboot install \

dhcp -B install_media=192.168.2.1:/export/Solaris_11.8/ \

boot module /I86PC.Solaris_11.8/x86.new

■ nowinオプションおよび textオプションは、JumpStartインストールには適用されませ
ん。これらのオプションは、対話式インストールで役立ちます。詳細は、『Oracle
Solaris 10 8/11インストールガイド (基本編)』の「GRUB付き Solarisインストールプログラム
を使用してインストールまたはアップグレードを行う方法」を参照してください。

x86:カスタム JumpStartインストールの実行
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カスタム JumpStartによるインストール
(例)

この章では、カスタム JumpStartインストールを使用して SPARCシステムと x86シス
テムに Solarisソフトウェアを設定しインストールする例を示します。

注 – Solaris ZFSルートプールをインストールする場合は、第 9章「JumpStartによる
ZFSルートプールのインストール」の制限事項とプロファイルの例を参照してくださ
い。

■ 104ページの「サイトの設定例」
■ 105ページの「インストールサーバーの作成」
■ 106ページの「x86:マーケティングシステム用のブートサーバーの作成」
■ 107ページの「JumpStartディレクトリの作成」
■ 107ページの「JumpStartディレクトリの共有」
■ 108ページの「SPARC:エンジニアリング部のプロファイルの作成」
■ 108ページの「x86:マーケティング部のプロファイルの作成」
■ 109ページの「rulesファイルの更新」
■ 110ページの「rulesファイルの妥当性を検査する」
■ 110ページの「SPARC:ネットワーク上でインストールするためのエンジニアリン
グシステムの設定」

■ 111ページの「x86:ネットワーク上でインストールするためのマーケティングシス
テムの設定」

■ 112ページの「SPARC:エンジニアリングシステムのブートと Solarisソフトウェア
のインストール」

■ 112ページの「x86:マーケティングシステムのブートと Solarisソフトウェアのイン
ストール」

7第 7 章
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サイトの設定例
図 7–1は、この例で使用するサイトの設定を示しています。

この例におけるサイトの状況は次のとおりです。

■ SPARC:エンジニアリング部は、グループ固有のサブネット上にあります。このグ
ループでは、ソフトウェアを開発するために SPARCstationシステムを使用してい
ます。

■ x86:マーケティング部も、グループ固有のサブネット上にあります。このグ
ループでは、文書処理、表計算、およびその他のオフィスツールを実行するため
に x86システムを使用しています。

■ このサイトではNISを使用しています。システムの Ethernetアドレス、IPアドレ
ス、およびホスト名はNISマップに事前設定されています。サイトのサブネット
マスク、日付と時刻、および地域の情報もNISマップに事前設定されています。

注 –マーケティングシステムの周辺装置は、sysidcfgファイルに事前設定されて
います。

■ エンジニアリングシステムとマーケティングシステムの両方とも、Oracle Solaris
10 8/11ソフトウェアをネットワーク経由でインストールします。

図 7–1 サイトの設定例

サイトの設定例
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インストールサーバーの作成
両方のグループともOracle Solaris 10 8/11ソフトウェアをネットワーク経由でインス
トールする必要があるため、server-1を両方のグループのインストールサーバーに
します。server-1ローカルディスク (/export/installディレクトリ内)にイメージを
コピーするには、setup_install_server(1M)コマンドを使用します。次のいずれか
のメディアからイメージをコピーします。

■ Solaris SOFTWARE CDと Solaris LANGUAGES CD

注 – Oracle Solaris 10 9/10リリース以降では、DVDのみ入手できます。Solaris
SOFTWARE CDは入手できなくなりました。

■ Oracle Solaris Operating System DVD

イメージは、ディスクから空のディレクトリにコピーする必要があります。次の例
では、それぞれのディレクトリ名を sparc_10および x86_10としています。

例 7–1 SPARC: Oracle Solaris 10 8/11 CDのコピー

server-1のCD-ROMドライブに Solaris SOFTWARE - 1 CD (SPARC版)を挿入し、次の
コマンドを入力します。

server-1# mkdir -p /export/install/sparc_10

server-1# cd /CD_mount_point/Solaris_10/Tools
server-1# ./setup_install_server /export/install/sparc_10

server-1のCD-ROMドライブに Solaris SOFTWARE - 2 CD (SPARC版)を挿入し、次の
コマンドを入力します。

server-1# cd /CD_mount_point/Solaris_10/Tools
server-1# ./add_to_install_server /export/install/sparc_10

インストールする Solaris SOFTWAREごとに、前記のコマンドを実行します。

server-1のCD-ROMドライブに最初の Solaris LANGUAGES CD (SPARC版)を挿入
し、次のコマンドを入力します。

server-1# cd /CD_mount_point/Solaris_10/Tools
server-1# ./add_to_install_server /export/install/sparc_10

Solaris LANGUAGES CD (SPARC版)ごとに、前記のコマンドを実行します。

例 7–2 x86: Oracle Solaris 10 8/11 CDのコピー

server-1のCD-ROMドライブに Solaris SOFTWARE - 1 CD (x86版)を挿入し、次のコ
マンドを入力します。

インストールサーバーの作成
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例 7–2 x86: Oracle Solaris 10 8/11 CDのコピー (続き)

server-1# mkdir -p /export/install/x86_10

server-1# cd /CD_mount_point/Solaris_10/Tools
server-1# ./setup_install_server /export/install/x86_10

server-1のCD-ROMドライブに Solaris SOFTWARE - 2 CD (x86版)を挿入し、次のコ
マンドを入力します。

server-1# cd /CD_mount_point/Solaris_10/Tools
server-1# ./add_to_install_server /export/install/x86_10

インストールする Solaris SOFTWAREごとに、前記のコマンドを実行します。

server-1のCD-ROMドライブに最初の Solaris LANGUAGES CD (x86版)を挿入し、次
のコマンドを入力します。

server-1# cd /CD_mount_point/Solaris_10/Tools
server-1# ./add_to_install_server /export/install/x86_10

Solaris LANGUAGES CD (x86版)ごとに、前記のコマンドを実行します。

例 7–3 SPARC: Oracle Solaris 10 8/11 DVDのコピー

server-1のDVD-ROMドライブにOracle Solaris Operating System DVD (SPARC版)を挿
入し、次のコマンドを入力します。

server-1# mkdir -p /export/install/sparc_10

server-1# cd /DVD_mount_point/Solaris_10/Tools
server-1# ./setup_install_server /export/install/sparc_10

例 7–4 x86: Oracle Solaris Operating System DVD (x86版)のコピー

server-1のDVD-ROMドライブにOracle Solaris Operating System DVD (x86版)を挿入
し、次のコマンドを入力します。

server-1# mkdir -p /export/install/x86_10

server-1# cd /DVD_mount_point/Solaris_10/Tools
server-1# ./setup_install_server /export/install/x86_10

x86:マーケティングシステム用のブートサーバーの作成
異なるサブネット上のインストールサーバーからシステムをブートすることはでき
ません。そこで、server-2をマーケティング部のサブネット上のブートサーバーに
します。setup_install_server(1M)コマンドを使って、Oracle Solaris Operating System
DVD (x86版)または Solaris SOFTWARE - 1 CD (x86版)からブートソフトウェアをコ
ピーします。ブートソフトウェアは、server-2ローカルディスクの /export/boot

ディレクトリにコピーされます。

x86:マーケティングシステム用のブートサーバーの作成
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メディアを選択し、ローカルディスクにブートソフトウェアをインストールしま
す。

■ server-2のCD-ROMドライブに Solaris SOFTWARE - 1 CD (x86版)を挿入する場合
は、次のコマンドを入力してください。

server-2# cd /CD_mount_point/Solaris_10/Tools
server-2# ./setup_install_server -b /export/boot

■ server-2のDVD-ROMドライブにOracle Solaris Operating System DVD (x86版)を挿
入する場合は、次のコマンドを入力してください。

server-2# cd /DVD_mount_point/Solaris_10/Tools
server-2# ./setup_install_server -b /export/boot

setup_install_serverコマンドの -bオプションは、setup_install_serverが
/export/bootというディレクトリにブート情報をコピーするように指定します。

JumpStartディレクトリの作成
インストールサーバーとブートサーバーの設定が完了したら、server-1上に
JumpStartディレクトリを作成します。ネットワーク上のほかの任意のシステム上に
作成することもできます。このディレクトリには、Solarisソフトウェアのカスタム
JumpStartインストールに必要なファイルが入っています。このディレクトリを設定
するには、/export/installにコピーされているOracle Solaris Operating System DVD
イメージまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDイメージからサンプルディレクトリをコ
ピーします。

server-1# mkdir /jumpstart

server-1# cp -r /export/install/sparc_10/Solaris_10/Misc/jumpstart_sample /jumpstart

JumpStartディレクトリの共有
ネットワーク上のシステムから rulesファイルとプロファイルにアクセスできるよう
にするには、/jumpstartディレクトリを共有にします。ディレクトリを共有するた
めには、/etc/dfs/dfstabファイルに次の行を追加します。

share -F nfs -o ro,anon=0 /jumpstart

次に、コマンド行に shareallコマンドを入力します。

server-1# shareall

JumpStartディレクトリの共有
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SPARC:エンジニアリング部のプロファイルの作成
エンジニアリングシステム用として、/jumpstartディレクトリに eng_profという名
前のファイルを作成します。eng_profファイルには次のエントリが含まれてお
り、エンジニアリング部のシステムにインストールされるOracle Solaris 10 8/11ソフ
トウェアを定義しています。

install_type initial_install

system_type standalone

partitioning default

cluster SUNWCprog

filesys any 512 swap

この例のプロファイルは、次のインストール情報を指定しています。

install_type アップグレードではなく、初期インストールを行います。

system_type エンジニアリングシステムはスタンドアロンシステムです。

partitioning JumpStartソフトウェアは、デフォルトのディスクパーティション
を使用して、エンジニアリングシステムに Solarisソフトウェアをイ
ンストールします。

cluster 開発者システムサポートソフトウェアグループをインストールしま
す。

filesys エンジニアリング部の各システムには、512Mバイトのスワップ空
間が用意されます。

x86:マーケティング部のプロファイルの作成
マーケティングシステム用として、/jumpstartディレクトリに marketing_profとい
う名前のファイルを作成します。marketing_profファイルには次のエントリが含ま
れており、マーケティング部のシステムにインストールされるOracle Solaris 10 8/11
ソフトウェアを定義しています。

install_type initial_install

system_type standalone

partitioning default

cluster SUNWCuser

package SUNWaudio

この例のプロファイルは、次のインストール情報を指定しています。

install_type アップグレードではなく、初期インストールを行います。

system_type マーケティングシステムはスタンドアロンシステムです。

SPARC:エンジニアリング部のプロファイルの作成
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partitioning JumpStartソフトウェアが、デフォルトのディスクパーティション
を使用して、マーケティングシステムに Solarisをインストールしま
す。

cluster エンドユーザーシステムサポートソフトウェアグループをインス
トールします。

package オーディオツールのデモソフトウェアパッケージを各システムに追
加します。

rulesファイルの更新
次に、rulesファイルにルールを追加する必要があります。Solarisインストールプロ
グラムは、カスタム JumpStartインストール中に、これらのルールを使用して、各シ
ステムに正しいインストール (プロファイル)を選択します。

このサイトでは、各部署は独自のサブネットとネットワークアドレスを持っていま
す。エンジニアリング部はサブネット 255.222.43.0にあります。マーケティング部は
サブネット 255.222.44.0にあります。この情報を使用して、エンジニアリングシステ
ムとマーケティングシステムにOracle Solaris 10 8/11ソフトウェアがインストールさ
れる方法を制御できます。/jumpstartディレクトリ内の rulesファイルを編集し
て、サンプルのルールをすべて削除し、次の行をファイルに追加します。

network 255.222.43.0 - eng_prof -

network 255.222.44.0 - marketing_prof -

基本的に、これらのルールは 255.222.43.0ネットワーク上のシステムにOracle Solaris
10 8/11ソフトウェアが eng_profプロファイルを使用してインストールされることを
示しています。255.222.44.0ネットワーク上のシステムには、Oracle Solaris 10 8/11ソ
フトウェアが marketing_profプロファイルを使用してインストールされます。

注 –この例のルールを使用すると、eng_profと marketing_profを使ってOracle Solaris
10 8/11ソフトウェアをインストールするシステムを、ネットワークアドレスで識別
できます。このほかにも、ホスト名、メモリーサイズ、またはモデルタイプを
ルールのキーワードとして使用できます。rulesファイルで使用できるキーワードの
完全な一覧については、表 8–1を参照してください。

rulesファイルの更新
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rulesファイルの妥当性を検査する
rulesファイルとプロファイルの設定が完了したら、checkスクリプトを実行し
て、これらのファイルが正常に設定されていることを検証します。

server-1# cd /jumpstart

server-1# ./check

checkスクリプトによってエラーが検出されない場合は、rules.okファイルが作成さ
れます。

SPARC:ネットワーク上でインストールするためのエンジ
ニアリングシステムの設定

/jumpstartディレクトリとファイルの設定が完了したら、インストールサーバー
server-1上で add_install_clientコマンドを実行して、インストールサーバーから
Solarisソフトウェアをインストールするように、エンジニアリングシステムを設定
します。server-1は、エンジニアリング部のサブネットにとってはブート
サーバーにも相当します。

server-1# cd /export/install/sparc_10/Solaris_10/Tools

server-1# ./add_install_client -c server-1:/jumpstart host-eng1 sun4u

server-1# ./add_install_client -c server-1:/jumpstart host-eng2 sun4u

この add_install_clientコマンドで使用しているオプションの意味は次のとおりで
す。

-c サーバー (server-1)と JumpStartディレクトリへのパス (/jumpstart)を
指定します。NFSを使用している場合はこのオプションを使用します。

注 – NFSを使用していない場合は、次のコマンドを使用して JumpStart
ディレクトリへのパスを指定します。

■ SPARCシステムの場合は、bootコマンドにパスを指定します
■ x86システムの場合は、GRUBメニューエントリを編集することに
よってパスを指定します

host-eng1 エンジニアリング部のシステム名です。

host-eng2 エンジニアリング部の別のシステム名です。

sun4u server-1をインストールサーバーとして使用するシステムのプラット
フォームグループを指定します。これは、Ultra 5システム用のプラット

rulesファイルの妥当性を検査する
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フォームグループです。

x86:ネットワーク上でインストールするためのマーケ
ティングシステムの設定

次に、ブートサーバー (server-2)で add_install_clientコマンドを使用します。こ
のコマンドはマーケティングシステムに対して、ブートサーバーからブートし、イ
ンストールサーバー (server-1)から Solarisソフトウェアをインストールするように
設定します。

server-2# cd /marketing/boot-dir/Solaris_10/Tools

server-2# ./add_install_client -s server-1:/export/install/x86_10 \

-c server-1:/jumpstart host-mkt1 i86pc

server-2# ./add_install_client -s server-1:/export/install/x86_10 \

-c server-1:/jumpstart host-mkt2 i86pc

server-2# ./add_install_client -d -s server-1:/export/install/x86_10 \

-c server-1:/jumpstart SUNW.i86pc i86pc

server-2# ./add_install_client -c server-1:/jumpstart host-mkt1 sun4u

server-2# ./add_install_client -c server-1:/jumpstart host-mkt2 sun4u

add_install_clientコマンドで使用されるオプションの意味は次のとおりです。

-d クライアントがDHCPを使ってネットワークインストールパラ
メータを取得するように指定します。このオプションは PXEネット
ワークブートを使用してネットワークからブートするクライアント
には必ず指定します。PXEネットワークブートを使用しないネット
ワークブートクライアントには、-dは省略できます。

-s インストールサーバー (server-1)と Solarisソフトウェアへのパス
(/export/install/x86_10)を指定します。

-c サーバー (server-1)と JumpStartディレクトリへのパス (/jumpstart)
を指定します。NFSを使用している場合はこのオプションを使用し
ます。

注 – NFSを使用していない場合は、次のコマンドを使用して
JumpStartディレクトリへのパスを指定します。

■ SPARCシステムの場合は、bootコマンドにパスを指定します
■ x86システムの場合は、GRUBメニューエントリを編集すること
によってパスを指定します

host-mkt1 マーケティング部のシステム名です。

host-mkt2 マーケティング部の別のシステム名です。

x86:ネットワーク上でインストールするためのマーケティングシステムの設定
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sun4u server-1をインストールサーバーとして使用するシステムのプ
ラットフォームグループを指定します。これは、Ultra 5システム用
のプラットフォームグループです。

SUNW.i86pc すべての Solaris x86クライアントのDHCPクラス名です。1回のコマ
ンド実行ですべての Solaris x86 DHCPクライアントを構成する場合
は、このクラス名を使用してください。

i86pc このブートサーバーを使用するシステムのプラットフォームグ
ループを指定します。このプラットフォーム名は x86システムを意
味します。

SPARC:エンジニアリングシステムのブートと Solarisソフ
トウェアのインストール

サーバーとファイルの設定が完了したら、エンジニアリングシステムをブートしま
す。各システムの ok (PROM)プロンプトに、次の bootコマンドを入力してくださ
い。

ok boot net - install

Oracle Solaris OSがエンジニアリング部のシステムに自動的にインストールされま
す。

x86:マーケティングシステムのブートと Solarisソフト
ウェアのインストール

次のいずれかを使って、システムをブートできます。

■ Solaris SOFTWARE - 1 CD (x86版)
■ Oracle Solaris Operating System DVD (x86版)
■ ネットワーク (PXEネットワークブートを使用)

Solarisソフトウェアがマーケティング部のシステムに自動的にインストールされま
す。

SPARC:エンジニアリングシステムのブートと Solarisソフトウェアのインストール
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カスタム JumpStart (リファレンス)

この章では、rulesファイル、プロファイル、および開始/終了スクリプトで使用で
きるキーワードと値のリストを示します。

注 – Solaris ZFSルートプールをインストールする場合は、第 9章「JumpStartによる
ZFSルートプールのインストール」の制限事項とプロファイルの例を参照してくださ
い。また、ZFS固有のキーワード、およびプロファイル内で使用できるキーワードの
一覧については、表 8–2を参照してください。

■ 113ページの「ルールキーワードと値の説明」
■ 118ページの「プロファイルキーワードと値」
■ 167ページの「カスタム JumpStartの環境変数」
■ 169ページの「プローブキーワードと値」

ルールキーワードと値の説明
表 8–1に、rulesファイルで使用できるキーワードと値を記載します。rulesファイ
ルの詳しい作成方法については、36ページの「rulesファイルの作成」を参照してく
ださい。

表 8–1 ルールキーワードとルール値の説明

キーワード 値 次と一致します

any マイナス記号 (-) あらゆるもの。anyキーワードは常に成功し
ます。

arch processor_type

processor_typeに有効な値:
■ SPARC: sparc
■ x86: i386

システムのプロセッサタイプ。

システムのプロセッサタイプは、uname -pコ
マンドで調べることができます。

8第 8 章
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表 8–1 ルールキーワードとルール値の説明 (続き)
キーワード 値 次と一致します

disksize actual_disk_name size_range

actual_disk_name - cxtydzの形式のディスク名
(c0t3d0、c0d0など)、または特別なワード
rootdisk。rootdiskを使用する場合、照合する
ディスクは次の順番で決定されます。
■ SPARC:事前にインストールされているブートイ
メージ (つまり、ファクトリ JumpStartがインス
トールされた新しい SPARCシステム)を持つ
ディスク

■ c0t3d0s0ディスク (存在する場合)

■ 最初に利用可能なディスク (カーネルのプローブ
順で検索される)

size_range -ディスクのサイズ。Mバイト単位の範囲
(x-x)で指定する必要があります。

注 – size_rangeを計算するときは、1Mバイトが
1,048,576バイトであることに注意してくださ
い。「535Mバイト」ディスクと明記されている
ディスクでも、ディスク容量が 510,000,000バイトし
かない場合があります。535,000,000 / 1,048,576 = 510
であるため、JumpStartプログラムは「535Mバイ
ト」ディスクを 510Mバイトのディスクとみなしま
す。「535Mバイト」ディスクは、530–550の
size_rangeには一致しません。

システムのディスクの名前とサイズ (Mバイ
ト単位)。

例:

disksize c0t3d0 250-300

この例では、JumpStartプログラムは c0t3d0

というシステムディスクの照合を試みま
す。このディスクには 250Mから 300Mバイ
トの情報を格納できます。

例:

disksize rootdisk 750-1000

この例では、JumpStartプログラムは次の順
でディスクを照合します。
1. 事前にインストールされているブートイ
メージが格納されたシステムディスク

2. c0t3d0s0ディスク (存在する場合)
3. 750Mから 1Gバイトの情報を格納でき
る、最初に利用可能なディスク

domainname actual_domain_name システムのドメイン名 -ネームサービスが情
報を判別する方法を制御します。

システムがインストール済みの場
合、domainnameコマンドによりシステムの
ドメイン名を表示できます。

hostaddress actual_IP_address システムの IPアドレス。

hostname actual_host_name システムのホスト名。

システムがインストール済みの場合、uname

-nコマンドによりシステムのホスト名を表
示できます。

ルールキーワードと値の説明
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表 8–1 ルールキーワードとルール値の説明 (続き)
キーワード 値 次と一致します

installed slice version

slice - cwtx dyszの形式のディスクスライス名
(c0t3d0s5など)、あるいは特別なワード anyまたは
rootdisk。anyを使用すると、システムに接続された
どのディスクも照合します (カーネルのプローブ
順)。rootdiskを使用する場合、照合するディスクは
次の順番で決定されます。
■ SPARC:事前にインストールされているブートイ
メージ (つまり、ファクトリ JumpStartがインス
トールされた新しい SPARCシステム)を持つ
ディスク

■ c0t3d0s0ディスク (存在する場合)

■ 最初に利用可能なディスク (カーネルのプローブ
順で検索される)

version -バージョン名、あるいは特別なワード anyま
たは upgrade。anyを使用すると、Solarisまたは
SunOSリリースのどれとでも一致します。upgradeを
使用すると、サポートされていてアップグレード可
能なすべての Solarisリリースと一致します。

Solarisリリースは検出されたが、バージョンを判断
できないという場合は、返されるバージョンは
SystemVになります。

Solarisソフトウェアの特定バージョンに対応
するルート (/)ファイルシステムが存在する
ディスク。

例:

installed c0t3d0s1 Solaris 10

この例では、c0t3d0s1に Solarisのルート (/)
ファイルシステムを持つシステムを照合し
ています。

karch actual_platform_group

有効な値は、sun4u、i86pc、および prep。システム
とそれに対応するプラットフォームグループのリス
トは、『Solaris Sunハードウェアマニュア
ル』(http://www.oracle.com/
technetwork/indexes/documentation/index.html)に
記載されています。

システムのプラットフォームグループ。

システムがインストール済みの場合は、arch

-kコマンドまたは uname -mコマンドによ
り、システムのプラットフォームグループ
を表示できます。

memsize physical_mem

値はMバイト単位の範囲 (x-x)または 1つのMバイ
ト値で指定します。

システムの物理メモリーサイズ (Mバイト単
位)。

例:

memsize 64-128

この例では、物理メモリーサイズが 64Mか
ら 128Mバイトのシステムとの照合を試みま
す。

システムがインストール済みの場合
は、prtconfコマンド (2行目)によりシステ
ムの物理メモリーサイズを表示できます。

ルールキーワードと値の説明
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表 8–1 ルールキーワードとルール値の説明 (続き)
キーワード 値 次と一致します

model actual_platform_name システムのプラットフォーム名。有効なプ
ラットフォーム名のリストについて
は、『Solaris Sunハードウェアマニュア
ル』(http://www.oracle.com/
technetwork/indexes/documentation/

index.html)を参照してください。

インストール済みのシステムのプラット
フォーム名を見つけるには、uname -iコマン
ドか prtconfコマンド (5行目)の出力を使用
します。

注 – actual_platform_nameにスペースが含まれ
ている場合は、スペースを下線 (_)で置き換
える必要があります。

例:

SUNW,Sun_4_50

network network_num システムのネットワーク番号 -これ
は、JumpStartプログラムが、システムの IP
アドレスとサブネットマスクの論理積を
とって決定します。

例:

network 192.168.2.0

この例では、IPアドレスが 192.168.2.8のシス
テムを照合します (サブネットマスクが
255.255.255.0の場合)。

osname Solaris_x システムにすでにインストールされている
Solarisのバージョン。

例:

osname Solaris 10

この例では、JumpStartプログラムはOracle
Solaris 10 8/11 OSがすでにインストールされ
ているシステムとの照合を試みます。

ルールキーワードと値の説明
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表 8–1 ルールキーワードとルール値の説明 (続き)
キーワード 値 次と一致します

probe probe_keyword 有効なプローブキーワードまたは有効なカ
スタムプローブキーワード。

例:

probe disks

この例では、システムのディスクサイズ (M
バイト)をカーネルプローブ順に返します
(例: SPARCベースのシステムでは
c0t3d0s1、c0t4d0s0)。JumpStartプログラム
は環境変数 SI_DISKLIST、 SI_DISKSIZES、
SI_NUMDISKS、および SI_TOTALDISKを設定し
ます。

注 – probeキーワードには、属性を照合せ
ず、プロファイルを実行しないという特徴
があります。probeキーワードは、値を返す
だけです。したがって、probeルール
キーワードで、開始スクリプト、プロ
ファイル、および終了スクリプトは指定で
きません。

プローブキーワードについては、第 5章「カ
スタムルールおよびプローブキーワードの
作成 (作業)」を参照してください。

totaldisk size_range

値はMバイト単位の範囲 (x-x)で指定する必要があり
ます。

注 – size_rangeを計算するときは、1Mバイトが
1,048,576バイトであることに注意してくださ
い。「535Mバイト」ディスクと明記されている
ディスクでも、ディスク容量が 510,000,000バイトし
かない場合があります。535,000,000 / 1,048,576 = 510
であるため、JumpStartプログラムは「535Mバイ
ト」ディスクを 510Mバイトのディスクとみなしま
す。「535Mバイト」ディスクは、530–550の
size_rangeには一致しません。

システムのディスク容量の合計 (Mバイ
ト)。ディスク容量の全体量には、システム
に接続されている使用可能なディスクがす
べて含まれます。

例:

totaldisk 300-500

この例では、JumpStartプログラムは合計
300Mから 500Mバイトのディスク容量を持
つシステムの照合を試みます。

ルールキーワードと値の説明
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プロファイルキーワードと値
次の節では、プロファイルで使用できるプロファイルキーワードとプロファイル値
を説明します。プロファイルの詳しい作成方法については、40ページの「プロ
ファイルの作成」を参照してください。これらのキーワードは、UFSおよび ZFS
ファイルシステムのインストールで使用します。ZFSプロファイルで使用できる
キーワードには、「ZFS」と示されています。

プロファイルキーワードのクイックリファレンス
表 8–2では、インストール方法に基づいて、どのキーワードを使用できるかをすば
やく確認できます。プロファイルキーワードの説明で特に注記されていないかぎ
り、プロファイルキーワードは初期インストールオプションだけで使用できま
す。また、ZFSルートプールプロファイルで使用できることが示されていないかぎ
り、そのキーワードはUFSファイルシステム用です。

表 8–2 プロファイルキーワードの概要

インストール方法

プロファイルキーワード

スタンドアロンシ
ステム (ネット
ワークに接続され
ていない)

スタンドアロン
システム
(ネットワークに
接続されている)
またはサーバー OSサーバー

アップグ
レード

ディスク容量の
再配置を使用す
るアップグ
レード

ZFSルートプール
で使用可能

archive_location (Solaris
フラッシュアーカイブをイ
ンストールする場合)

X X X

backup_media X

boot_device (UFSと ZFS) X X X X

bootenv (UFSと ZFS) X X X X

client_arch X

client_root X

client_swap X

cluster (ソフトウェアグ
ループを追加する場合)
(UFSと ZFS)

X X X X

cluster (クラスタを追加ま
たは削除する場合) (UFSと
ZFS)

X X X X X X

dontuse (UFSと ZFS) X X X X

プロファイルキーワードと値
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表 8–2 プロファイルキーワードの概要 (続き)
インストール方法

プロファイルキーワード

スタンドアロンシ
ステム (ネット
ワークに接続され
ていない)

スタンドアロン
システム
(ネットワークに
接続されている)
またはサーバー OSサーバー

アップグ
レード

ディスク容量の
再配置を使用す
るアップグ
レード

ZFSルートプール
で使用可能

fdisk (x86のみ) (UFSと
ZFS)

X X X X

filesys (リモートファイル
システムをマウントする場
合) (UFSと ZFS)

X X X

filesys (ローカルファイル
システムを作成する場合)

X X X

filesys (ミラー化された
ファイルシステムを作成す
る場合)

X X X

forced_deployment (Solaris
フラッシュ差分アーカイブ
をインストールする場合)

X X

geo (UFSと ZFS) X X X X X X

install_type (UFSと ZFS) X X X X X X

layout_constraint X

local_customization

(Solarisフラッシュアーカ
イブをインストールする場
合)

X X

locale (UFSと ZFS) X X X X X X

metadb (状態データベース
の複製を作成する場合)

X X X

no_master_check (Solarisフ
ラッシュ差分アーカイブを
インストールする場合)

X X

no_content_check (Solaris
フラッシュ差分アーカイブ
をインストールする場合)

X X

num_clients X

package (UFSと ZFS) X X X X X X

partitioning X X X

プロファイルキーワードと値
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表 8–2 プロファイルキーワードの概要 (続き)
インストール方法

プロファイルキーワード

スタンドアロンシ
ステム (ネット
ワークに接続され
ていない)

スタンドアロン
システム
(ネットワークに
接続されている)
またはサーバー OSサーバー

アップグ
レード

ディスク容量の
再配置を使用す
るアップグ
レード

ZFSルートプール
で使用可能

patch X X X X X

pool (ZFSルートプールの
み)

X X X X

root_device (UFSと ZFS) X X X X X X

system_type X X X

usedisk (UFSと ZFS) X X X X

プロファイルキーワードの説明と例

archive_locationプロファイルキーワード
archive_location retrieval_type location

retrieval_type retrieval_typeと locationの値は、Solarisフラッシュアーカイブの格納
場所によって異なります。retrieval_typeと locationに使用できる値
や、archive_locationキーワードの使用例については、次の各項を
参照してください。
■ 121ページの「NFSサーバーに格納されたアーカイブ」
■ 121ページの「HTTPまたはHTTPSサーバーに格納されたアーカ
イブ」

■ 123ページの「FTPサーバーに格納されたアーカイブ」
■ 124ページの「ローカルテープに格納されたアーカイブ」
■ 125ページの「ローカルデバイスに格納されたアーカイブ」
■ 126ページの「ローカルファイルに格納されたアーカイブ」

location 場所の詳細については、次の各節を参照してください。

プロファイルキーワードと値
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注意 –非大域ゾーンがインストールされていると、Solarisフラッシュアーカイブは正
常に作成できません。Solarisフラッシュ機能には Solarisゾーン区分技術との互換性
はありません。Solarisフラッシュアーカイブを作成する場合、そのアーカイブの配
備条件が次のいずれかの場合は、作成されたアーカイブは正しくインストールされ
ません。

■ アーカイブが非大域ゾーンに作成された場合
■ アーカイブが、非大域ゾーンがインストールされている大域ゾーンに作成された
場合

NFSサーバーに格納されたアーカイブ

アーカイブがネットワークファイルシステム (NFS)サーバーに格納されている場合
は、archive_locationプロファイルキーワードに次の構文を使用します。

archive_location nfs server_name:/path/filename retry n

server_name アーカイブを格納するサーバーの名前です。

path 指定したサーバーから取得するアーカイブの場所です。このパスに
$HOSTを含めると、Solarisフラッシュインストールユーティリ
ティーは $HOSTをインストール先のクローンシステムの名前に置き
換えます。

filename Solarisフラッシュアーカイブファイルの名前です。

retry n 省略可能なキーワードです。nは、Solarisフラッシュユーティリ
ティーがアーカイブのマウントを試みる最大回数です。

例 8–1 NFSサーバーに格納されたアーカイブ

archive_location nfs golden:/archives/usrarchive

archive_location nfs://golden/archives/usrarchive

HTTPまたはHTTPSサーバーに格納されたアーカイブ

アーカイブがHTTPサーバーに格納されている場合は、archive_locationプロファイ
ルキーワードに次の構文を使用します。

archive_location http://server_name:port/path/filename optional_keywords

アーカイブがHTTPSサーバーに格納されている場合は、archive_locationプロ
ファイルキーワードに次の構文を使用します。

archive_location https://server_name:port/path/filename optional_keywords

プロファイルキーワードと値
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server_name アーカイブを格納するサーバーの名前です。

port オプションのポートです。portは、ポート番号でも、実行時に
決定されるポート番号を持つTCPサービスの名前でもかまいま
せん。

ポートを指定しない場合、Solarisフラッシュインストール
ユーティリティーはデフォルトのHTTPポート番号、80を使用
します。

path 指定したサーバーから取得するアーカイブの場所です。このパ
スに $HOSTを含めると、Solarisフラッシュインストール
ユーティリティーは $HOSTをインストール先のクローンシステ
ムの名前に置き換えます。

filename Solarisフラッシュアーカイブファイルの名前です。

optional_keywords SolarisフラッシュアーカイブをHTTPサーバーから取得すると
きに指定できるオプションのキーワードです。

表 8–3 archive_location HTTPで使用可能なオプションのキーワード

キーワード 値の定義

auth basic user_name password アーカイブがパスワード保護されたHTTPサーバーに格納されている場合は、その
HTTPサーバーへのアクセスに必要なユーザー名とパスワードをプロファイルに含
める必要があります。

注 –カスタム JumpStartで使用しようとするプロファイルにおいてこの認証方法を
使用することは、リスクを伴います。これは、承認されていないユーザーが、パ
スワードが入ったプロファイルにアクセスできる可能性があるためです。

timeout min timeoutキーワードには、HTTPサーバーからのデータ受信を待機する最長の時間
を分単位で指定できます。この時間に達すると、接続が切断され、再接続のあ
と、再開されます。timeout値として0 (ゼロ)を指定すると、再接続は行われませ
ん。
■ タイムアウトによる再接続が発生すると、Solarisフラッシュインストール
ユーティリティーはアーカイブを取得した最後の位置からインストールの再開
を試みます。この位置での Solarisフラッシュインストールの再開が不可能な場
合、アーカイブの初めから再度データの取得が行われ、タイムアウト前に取得
されたデータは破棄されます。

■ パッケージのインストール中にタイムアウトによる再接続が発生する
と、パッケージの先頭からインストールし直されます。タイムアウト以前に取
得されたデータは破棄されます。

proxy host:port proxyキーワードを使用して、プロキシホストとプロキシポートを指定できま
す。プロキシホストを使用すると、ファイアウォール越しに Solarisフ
ラッシュアーカイブを取得できます。proxyキーワードを指定する場合は、プロキ
シポートを指定する必要があります。

プロファイルキーワードと値
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例 8–2 HTTPまたはHTTPSサーバーに格納されたアーカイブ

archive_location http://silver/archives/usrarchive.flar timeout 5

auth basic user_name passwordキーワードの例:

archive_location http://silver/archives/usrarchive.flar timeout 5 user1 secret

FTPサーバーに格納されたアーカイブ

アーカイブが FTPサーバーに格納されている場合は、archive_locationプロファイ
ルキーワードに次の構文を使用します。

archive_location ftp://user_name:password@server_name:port/path/filename optional_keywords

user_name:password プロファイルファイルにおいて、FTPサーバーにアクセスす
るために必要なユーザー名とパスワードです。

server_name アーカイブを格納するサーバーの名前です。

port オプションのポートです。portは、ポート番号でも、実行時
に決定されるポート番号を持つTCPサービスの名前でもかま
いません。

ポートを指定しない場合、Solarisフラッシュインストール
ユーティリティーはデフォルトの FTPポート番号 21を使用し
ます。

path 指定したサーバーから取得するアーカイブの場所です。この
パスに $HOSTを含めると、Solarisフラッシュインストール
ユーティリティーは $HOSTをインストール先のクローンシス
テムの名前に置き換えます。

filename Solarisフラッシュアーカイブファイルの名前です。

optional_keywords Solarisフラッシュアーカイブを FTPサーバーから取得すると
きに指定できるオプションのキーワードです。
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表 8–4 archive_location FTPで使用可能なオプションのキーワード

キーワード 値の定義

timeout min timeoutキーワードには、HTTPサーバーからのデータ受信を待機する最長の時間
を分単位で指定できます。この時間に達すると、接続が切断され、再接続のあ
と、再開されます。timeout値として0 (ゼロ)を指定すると、再接続は行われませ
ん。
■ タイムアウトによる再接続が発生すると、Solarisフラッシュインストール
ユーティリティーはアーカイブを取得した最後の位置からインストールの再開
を試みます。この位置での Solarisフラッシュインストールの再開が不可能な場
合、アーカイブの初めから再度データの取得が行われ、タイムアウト前に取得
されたデータは破棄されます。

■ パッケージのインストール中にタイムアウトによる再接続が発生する
と、パッケージの先頭からインストールし直されます。タイムアウト以前に取
得されたデータは破棄されます。

proxy host:port proxyキーワードを使用して、プロキシホストとプロキシポートを指定できま
す。プロキシホストを使用すると、ファイアウォール越しに Solarisフ
ラッシュアーカイブを取得できます。proxyキーワードを指定する場合は、プロキ
シポートを指定する必要があります。

例 8–3 FTPサーバーに格納されたアーカイブ

archive_location ftp://user1:secret@silver/archives/usrarchive.flar timeout 5

ローカルテープに格納されたアーカイブ

アーカイブがテープに格納されている場合は、archive_locationプロファイル
キーワードに次の構文を使用します。

archive_location local_tape device position

device Solarisフラッシュアーカイブを格納したテープドライブの名前です。デ
バイス名が正規のパスである場合は、Solarisフラッシュインストール
ユーティリティーはデバイスノードへのパスからアーカイブを取得しま
す。正規のパスでないデバイス名を指定した場合は、Solarisフ
ラッシュインストールユーティリティーはパスに /dev/rmt/を加えます。

position アーカイブを保存したテープドライブ上の位置を示します。位置が指定
されないと、Solarisフラッシュインストールユーティリティーはテープ
ドライブの現在の位置からアーカイブを取得します。positionを指定する
ことにより、テープドライブ上でアーカイブの前に開始スクリプトまた
は sysidcfgファイルを配置できます。
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例 8–4 ローカルテープに格納されたアーカイブ

archive_location local_tape /dev/rmt/0n 5

archive_location local_tape 0n 5

ローカルデバイスに格納されたアーカイブ

ファイルシステム指向のランダムアクセスデバイス (フロッピーディスクやDVDな
ど)に Solarisフラッシュアーカイブを格納した場合は、ローカルデバイスから Solaris
フラッシュアーカイブを取得できます。archive_locationプロファイルキーワード
には次の構文を使用します。

注 –ローカルテープ用の構文を使用すると、ストリーム指向のデバイス (テープなど)
からアーカイブを取得できます。

archive_location local_device device path/filename file_system_type

device Solarisフラッシュアーカイブを格納したドライブの名前です。デ
バイス名が正規のパスである場合は、デバイスは直接マウントさ
れます。正規のパスでないデバイス名を指定すると、Solarisフ
ラッシュインストールユーティリティーはパスに /dev/dsk/を加
えます。

path Solarisフラッシュアーカイブへのパスです (指定したデバイス上の
ファイルシステムのルートからの相対的なパス)。このパスに
$HOSTを含めると、Solarisフラッシュインストールユーティリ
ティーは $HOSTをインストール先のクローンシステムの名前に置
き換えます。

filename Solarisフラッシュアーカイブファイルの名前です。

file_system_type デバイス上のファイルシステムのタイプを指定します。ファイル
システムのタイプを指定しない場合、Solarisフラッシュインス
トールユーティリティーは、UFSファイルシステムのマウントを
試みます。UFSのマウントに失敗すると、Solarisフラッシュイン
ストールユーティリティーはHSFSファイルシステムのマウント
を試みます。

例 8–5 ローカルデバイスに格納されたアーカイブ

UFSファイルシステムとしてフォーマットされているローカルハードディスクから
アーカイブを取得するには、次のコマンドを使用します。

archive_location local_device c0t0d0s0 /archives/$HOST
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例 8–5 ローカルデバイスに格納されたアーカイブ (続き)

HSFSファイルシステムを持つローカルCD-ROMからアーカイブを取得するには、次
のコマンドを使用します。

archive_location local_device c0t0d0s0 /archives/usrarchive

ローカルファイルに格納されたアーカイブ

クローンシステムをブートしたミニルートに格納したローカルファイルのアーカイ
ブを取得できます。カスタム JumpStartインストールを実施する時に、DVD、CDま
たはNFSベースのミニルートからシステムをブートします。このミニルートからイ
ンストールソフトウェアがロードされ、実行されます。したがって、DVD、CDまた
はNFSベースのミニルートに格納した Solarisフラッシュアーカイブは、ローカル
ファイルとしてアクセスできます。archive_locationプロファイルキーワードには
次の構文を使用します。

archive_location local_file path/filename

path アーカイブの位置です。このパスは、システムを Solaris SOFTWARE - 1
CDまたはOracle Solaris Operating System DVDからブートしている間、シ
ステムにローカルファイルとしてアクセスできるものでなければなりま
せん。Solaris SOFTWARE - 1 CDまたはOracle Solaris Operating System DVD
からブートしている間、システムは、/netなどの自動マウントされた
ディレクトリへアクセスできません。

filename Solarisフラッシュアーカイブファイルの名前です。

例 8–6 ローカルファイルに格納されたアーカイブ

archive_location local_file /archives/usrarchive

backup_mediaプロファイルキーワード
backup_media type path

backup_mediaは、ディスク容量の再配置が必要なアップグレードオプションだけで
使用できます。

backup_mediaは、ディスク容量不足のためにアップグレード中にディスク容量の再
配置が必要なファイルシステムのバックアップをとるために使用するメディアを定
義します。バックアップ用に複数のテープまたはフロッピーディスクが必要な場合
は、アップグレード中にテープまたはフロッピーディスクの挿入を求めるプロンプ
トが表示されます。
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有効な type値 有効な path値 仕様

local_tape /dev/rmt/n アップグレードされるシステムのローカルテープ
ドライブを指定します。pathは、テープドライブ
のキャラクタ型 (raw)デバイスパスである必要が
あります。nはテープドライブの番号です。

local_diskette /dev/rdisketten アップグレードされるシステムのローカルフ
ロッピーディスクドライブを指定します。path
は、フロッピーディスクドライブのキャラクタ型
(raw)デバイスパスである必要があります。nはフ
ロッピーディスクドライブの番号です。

バックアップに使用するフロッピーディスクは
フォーマットされていなければなりません。

local_filesystem /dev/dsk/cwtxdysz

/file_system

アップグレードされるシステムのローカルファイ
ルシステムを指定します。アップグレードで変更
されるローカルファイルシステムは指定できませ
ん。pathは、ディスクスライスのブロックデバイ
スパスでもかまいません。たとえば、/dev/dsk/c

wtxd ysz内の txは必須ではありません。あるい
は、pathは /etc/vfstabファイルによってマウン
トされたファイルシステムへの絶対パスでもかま
いません。

remote_filesystem host:/file_system リモートシステムのNFSファイルシステムを指定
します。pathは、リモートシステム (host)の名前
または IPアドレスと、NFSファイルシステム
(file_system)への絶対パスを含まなければなりませ
ん。NFSファイルシステムは、読み取り権と書き
込み権を持っている必要があります。

remote_system user@host :/directory リモートシェル (rsh)で到達できるリモートシス
テム上のディレクトリを指定します。アップグ
レードされるシステムは、リモートシステムの
.rhostsファイル経由で、リモートシステムにア
クセスできなければなりません。pathは、リ
モートシステム (host)の名前と、そのディレクト
リ (directory)への絶対パスを含まなければなりま
せん。ユーザーログイン ID (user)を指定しない
と、デフォルトで rootが使用されます。

例 8–7 backup_mediaプロファイルキーワード

backup_media local_tape /dev/rmt/0

backup_media local_diskette /dev/rdiskette1

backup_media local_filesystem /dev/dsk/c0t3d0s4

backup_media local_filesystem /export
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例 8–7 backup_mediaプロファイルキーワード (続き)

backup_media remote_filesystem system1:/export/temp

backup_media remote_system user1@system1:/export/temp

boot_deviceプロファイルキーワード (UFSとZFS)

注 – boot_deviceキーワードは、UFSファイルシステム、ZFSルートプールのどちら
のインストールにも使用できます。このキーワードの使用方法は、UFSのインス
トールと ZFSのインストールで同じです。
■ UFSまたは ZFSのインストールで使用できるキーワードの詳細な一覧について
は、表 8–2を参照してください。

■ ZFSインストールの実行の詳細については、第 9章「JumpStartによる ZFSルート
プールのインストール」を参照してください。

boot_device device eeprom

boot_deviceには、JumpStartがルート (/)ファイルシステムをインストールするデバ
イスと、システムのブートデバイスを指定します。boot_deviceは、ルート (/)
ファイルシステムを指定する filesysキーワードと root_deviceキーワードに一致す
る必要があります。

プロファイルに boot_deviceキーワードを指定しなかった場合、インストール時にデ
フォルトで次の boot_deviceキーワードが指定されます。

boot_device any update

device 次のいずれかの値を使用します。

SPARC: cw txdy szまたは cx dysz JumpStartプログラムによってルート
(/)ファイルシステムが配置される
ディスクスライス (たとえば c0t0d0s0)
です。

x86: cw txdyまたは cxdy JumpStartプログラムによってルート
(/)ファイルシステムが配置される
ディスク (たとえば c0d0)です。

existing JumpStartプログラムは、システムの
既存のブートデバイスにルート (/)
ファイルシステムを格納します。

any JumpStartプログラムは、ルート (/)
ファイルシステムを配置する場所を選
択します。システムの既存のブートデ
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バイスを使用する場合もあります
が、必要であれば異なるブートデバイ
スを選択します。

eeprom システムの EEPROMを変更または保存する場合に選択します。

システムの現在のブートデバイスを変更する場合、eepromの値でもシステ
ムの EEPROMを変更できます。これにより、システムは新しいブートデバ
イスから自動的にブートできます。

注 – x86: preserve値を指定する必要があります。

update JumpStartプログラムは、インストールされるシステムが指定
のブートデバイスから自動的にブートするように、システム
の EEPROMをそのブートデバイスに変更します。

preserve システムの EEPROM中のブートデバイス値は変更されませ
ん。システムの EEPROMを変更しないで新しいブートデバイ
スを指定した場合は、システムが新しいブートデバイスから
自動的にブートするように、システムの EEPROMを手作業で
変更する必要があります。

例 8–8 boot_deviceプロファイルキーワード

boot_device c0t0d0s2 update

bootenvプロファイルキーワード (UFSとZFS)

注 – bootenvキーワードは、UFSファイルシステム、ZFSルートプールのどちらのイ
ンストールにも使用できます。ZFSインストールでの使用方法は異なります。

■ UFSまたは ZFSのインストールで使用できるキーワードの詳細な一覧について
は、表 8–2を参照してください。

■ ZFSルートプールのインストールでの bootenvキーワードの使用方法について
は、180ページの「ZFSルート (/)ファイルシステムの JumpStartキーワード (リ
ファレンス)」を参照してください。

bootenv createbe bename new_BE_name filesystem mountpoint:device:fs_options
[filesystem...]

bootenv createbeキーワードを使用すると、Oracle Solaris OSのインストール時
に、空の非アクティブブート環境をすばやく作成できます。少なくとも、ルート (/)
ファイルシステムを作成する必要があります。スライスは、指定のファイルシステ
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ム用に予約されていますが、ファイルシステムはコピーされません。このブート環
境は、名前が付けられてはいますが、実際には、Solarisフラッシュアーカイブがイ
ンストールされる時にはじめて作成されることになります。空のブート環境に
アーカイブがインストールされると、ファイルシステムは予約されたスライスにイ
ンストールされます。benameおよび filesystemの値を次に示します。

bename new_BE_name
benameは、新しく作成するブート環境の名前を指定します。new_BE_nameは、30
文字以内の英数字で指定してください。複数バイト文字は使用できません。名前
は、システム上で一意となるように指定する必要があります。

filesystem mountpoint: device:fs_options
filesystemは、新しいブート環境に作成するファイルシステムの種類と数を決定
します。少なくとも、ルート (/)ファイルシステムを置くスライスを指定する必要
があります。複数のファイルシステムを同一のディスクに置くことも、複数の
ディスクに分散することもできます。
■ mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップスライスを
示す - (ハイフン)を指定できます。

■ deviceには、インストール対象であるオペレーティングシステムが最初に起動
したときに利用可能なデバイスを指定してください。このデバイス
は、「free」などの JumpStartの特殊な記憶装置とは無関係です。デバイスとし
て SolarisボリュームマネージャーのボリュームやVeritas Volume Managerのボ
リュームを指定することはできません。deviceはディスクデバイスの名前で
す。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます。

■ fs_optionsには、次のいずれかを指定できます。
■ ufs: UFSファイルシステムを示します。
■ swap:スワップファイルシステムを示します。スワップマウントポイントは
ハイフン (–)で表します。

プロファイルの例とこのキーワードの基本的な使用方法については、次の関連情報
を参照してください。

プロファイルの例 例 3–11

非アクティブブート環境の作成、アップグ
レード、およびアクティブ化を行うための
Solaris Live Upgradeの基本的な使用方法

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド
(Solaris Live Upgradeとアップグレードの計
画)』の第 2章「Solaris Live Upgrade (概要)」

Solarisフラッシュアーカイブの基本的な使用方
法

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド
(Solarisフラッシュアーカイブの作成とインス
トール)』の第 1章「Solarisフラッシュ (概要)」

client_archプロファイルキーワード
client_arch karch_value ...
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client_archは、OSサーバーが、それ自体が使用するものとは異なるプラット
フォームグループをサポートすることを定義します。プロファイルに client_archを
指定しない場合、OSサーバーを使用するどのディスクレスクライアント
も、サーバーと同じプラットフォームグループでなくてはなりません。OS
サーバーにサポートさせたいプラットフォームグループをすべて指定する必要があ
ります。

karch_valueの有効な値は、sun4uと i86pcです。プラットフォーム名と各種システム
の詳細なリストについては、『Solaris Sunハードウェアマニュアル』(http://
www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.html)を参照してくださ
い。

注 – client_archは、system_typeに serverを指定したときだけ使用できます。

client_rootプロファイルキーワード
client_root root_size

client_rootは、各クライアントに割り当てるルート領域の大きさ (root_size)をMバ
イト単位で定義します。サーバーのプロファイルに client_rootを指定しない場
合、インストールソフトウェアは 1つのクライアント当たり 15Mバイトのルート領
域を割り当てます。このクライアント用のルート領域の大きさは、num_clients

キーワードを組み合わせて、/export/rootファイルシステム用に確保する領域の大
きさを決定するときに使用されます。

注 – client_rootは、system_typeに serverを指定したときだけ使用できます。

client_swapプロファイルキーワード
client_swap swap_size

client_swapは、各ディスクレスクライアントに割り当てるスワップ空間の大きさ
(swap_size)をMバイト単位で定義します。プロファイルに client_swapを指定しない
場合、32Mバイトのスワップ空間がデフォルトで割り当てられます。

注 – client_swapは、system_typeに serverを指定したときだけ使用できます。

例 8–9 client_swapプロファイルキーワード

次の例は、各ディスクレスクライアントに 64Mバイトのスワップ空間が割り当てら
れることを指定しています。

client_swap 64
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スワップサイズを決定する方法

プロファイルが swapのサイズを指定していない場合、JumpStartプログラムはシステ
ムの物理メモリーに基づいてスワップ空間のサイズを決定します。表 8–5に、カス
タム JumpStartインストール中に swapのサイズがどのように決定されるかを示しま
す。

表 8–5 swapのサイズの決定

物理メモリー (Mバイト単位) スワップ空間 (Mバイト単位)

16–64 32

64–128 64

128–512 128

512を超える場合 256

JumpStartプログラムは swapのサイズが swapが作成されるディスクの 20%を超えな
いようにします。ただし、ほかのファイルシステムを配置したあとにディスクに空
き領域が残っている場合を除きます。空き領域が残っている場合、JumpStartプログ
ラムは空き領域を swapに割り当てて、可能であれば、表 8–5に示されている量を割
り当てます。

注 –物理メモリーとスワップ空間は合計で 32Mバイト以上必要です。

clusterプロファイルキーワード (ソフトウェアグループの追加)
(UFSとZFS)

注 – clusterキーワードは、UFSファイルシステム、ZFSルートプールのどちらのイ
ンストールにも使用できます。このキーワードの使用方法は、UFSのインストール
と ZFSのインストールで同じです。

■ UFSまたは ZFSのインストールで使用できるキーワードの詳細な一覧について
は、表 8–2を参照してください。

■ ZFSルートプールのインストール時にプロファイルで clusterキーワードを使用
する方法については、176ページの「ZFSルートプール用の JumpStartプロファイ
ルの例」を参照してください。

cluster group_name

clusterは、どのソフトウェアグループをシステムに追加するかを指定します。
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ソフトウェアグループは、クラスタおよびパッケージの集まりを含むメタクラスタ
です。ソフトウェアグループは、clusterキーワードおよび group_name変数を
使ってインストールされます。この clusterキーワードは、初期インストールのとき
にのみインストールできます。この clusterキーワードは、clustertoc(4)ファイル
内のメタクラスタを表します。

クラスタは SUNWnameという名前のパッケージの集まりです。クラスタ
は、clusterキーワードおよび cluster_name変数を使ってインストールされます。ク
ラスタは初期インストールまたはアップグレードのときに、ソフトウェアグループ
(メタクラスタ)から追加または削除できます。

各ソフトウェアグループの group_name名は次のとおりです。

ソフトウェアグループ group_name

限定ネットワークシステムサポート SUNWCrnet

コアシステムサポート SUNWCreq

エンドユーザーシステムサポート SUNWCuser

開発者システムサポート SUNWCprog

全体ディストリビューション SUNWCall

全体ディストリビューションとOEM
サポート

SUNWCXall

次の制限が適用されます。

■ 1つのプロファイルに指定できるソフトウェアグループの数は 1つだけです。
■ ソフトウェアグループは、ほかの clusterエントリおよび packageエントリより
も前に指定する必要があります。

■ プロファイル内の clusterでソフトウェアグループを指定しない場合、デフォル
トによりエンドユーザーシステムサポートソフトウェアグループ (SUNWCuser)がシ
ステムにインストールされます。

ソフトウェアグループの詳細は、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (インス
トールとアップグレードの計画)』の「ソフトウェアグループごとの推奨ディスク容
量」を参照してください。

clusterプロファイルキーワード (クラスタの追加または削除) (UFS
とZFS)
cluster cluster_name add_delete_switch
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注 – clusterキーワードは、UFSファイルシステム、ZFSルートプールのどちらのイ
ンストールにも使用できます。このキーワードの使用方法は、UFSのインストール
と ZFSのインストールで同じです。

■ UFSまたは ZFSのインストールで使用できるキーワードの詳細な一覧について
は、表 8–2を参照してください。

■ ZFSルートプールのインストール時にプロファイルで clusterキーワードを使用
する方法については、176ページの「ZFSルートプール用の JumpStartプロファイ
ルの例」を参照してください。

clusterは、システムにインストールされるソフトウェアグループにクラスタを追加
するか、削除するかを指定します。

cluster_name クラスタ名は SUNWCnameの形式で指定します。

add_delete_switch 指定のクラスタを追加するか削除するかを表すオプションの
キーワードです。値 addまたは deleteを使用します。値 addも
deleteも指定しなかった場合、デフォルトで addが適用されま
す。

アップグレード時に clusterを使用すると、次の条件が適用されます。

■ すでにシステムにあるすべてのクラスタが自動的にアップグレードされます。
■ cluster_name addを指定したが、cluster_nameがシステムにインストールされてい
なかった場合、そのクラスタがインストールされます。

■ cluster_name deleteを指定したが、cluster_nameがシステムにインストールされて
いた場合、アップグレードが開始される前にそのパッケージは削除されます。

注 –ソフトウェアグループは、クラスタおよびパッケージの集まりを含むメタクラス
タです。ソフトウェアグループは、clusterキーワードおよび group_name変数を
使ってインストールされます。この clusterキーワードは、初期インストールのとき
にのみインストールできます。この clusterキーワードは、clustertoc(4)ファイル
内のメタクラスタを表します。

クラスタはパッケージの集まりです。クラスタはグループ化され、ソフトウェアグ
ループ (メタクラスタ)を形成できます。クラスタ名は常に SUNW<name>の形式とな
ります。クラスタは、clusterキーワードおよび cluster_name変数を使ってインス
トールされます。クラスタは初期インストールまたはアップグレードのときに、ソ
フトウェアグループ (メタクラスタ)から追加または削除できます。
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dontuseプロファイルキーワード (UFSとZFS)

注 – dontuseキーワードは、UFSファイルシステム、ZFSルートプールのどちらのイ
ンストールにも使用できます。このキーワードの使用方法は、UFSのインストール
と ZFSのインストールで同じです。

■ UFSまたは ZFSのインストールで使用できるキーワードの詳細な一覧について
は、表 8–2を参照してください。

■ ZFSインストールの実行の詳細については、第 9章「JumpStartによる ZFSルート
プールのインストール」を参照してください。

dontuse disk_name ...

partitioning defaultが指定されると、デフォルトではシステム上のすべての使用可
能ディスクが使用されます。dontuseは、JumpStartプログラムに使用させないディス
ク (1つ以上)を指定するために使用します。disk_nameは、cxtydzまたは cydzの形式
(たとえば、c0t0d0)で指定する必要があります。

注 – 1つのプロファイルで、dontuseキーワードと usediskキーワードを同時に指定す
ることはできません。

x86: fdiskプロファイルキーワード (UFSとZFS)

注 – fdiskキーワードは、UFSファイルシステム、ZFSルートプールのどちらのイン
ストールにも使用できます。このキーワードの使用方法は、UFSのインストールと
ZFSのインストールで同じです。

■ UFSまたは ZFSのインストールで使用できるキーワードの詳細な一覧について
は、表 8–2を参照してください。

■ ZFSインストールの実行の詳細については、第 9章「JumpStartによる ZFSルート
プールのインストール」を参照してください。

fdisk disk_name type size

fdiskは、x86システムで fdiskパーティションを設定する方法を定義します。fdisk

は 2回以上指定できます。次に、fdiskによって x86システムのパーティション設定
を行う際の動作を示します。

■ fdiskキーワードを使って (sizeに deleteか 0を指定して)削除しないかぎ
り、ディスク上のすべての fdiskパーティションが保存されます。また、sizeに
allを指定した場合は、既存のすべての fdiskパーティションが削除されます。
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■ ルート (/)ファイルシステムを含む Solaris fdiskパーティションは、そのディスク
上でアクティブパーティションとして常に指定されます。

注 –システムは、デフォルトでアクティブパーティションから起動します。

■ プロファイルで fdiskキーワードを指定しないと、インストール時にデフォルト
で次の fdiskキーワードが指定されます。

fdisk all solaris maxfree

■ fdiskエントリは、プロファイルに指定されている順序で処理されます。

disk_name 次の値を使用して、fdiskパーティションを作成または削除する場所を
指定します。
■ cxtydzまたは cydz -特定のディスク。たとえば、c0t3d0。
■ rootdisk –システムのルートディスク (インストールが行われる場
所)の値を含む変数。ルートディスクは、165ページの「システムの
ルートディスクを決定する方法」に説明されているよう
に、JumpStartプログラムによって決定されます。

■ all -選択されたすべてのディスク。

type 次の値を使用し、指定したディスク上で作成または削除する fdisk

パーティションのタイプを指定します。
■ solaris - Solaris fdiskパーティション (SUNIXOS fdiskタイプ)。
■ dosprimary -一次DOSの fdiskパーティション (データDOS用に拡
張または予約された fdiskパーティションではない)の別名。sizeに
値 deleteを指定して fdiskパーティションを削除する場
合、dosprimaryはDOSHUGE、DOSOS12、およびDOSOS16 fdiskタ
イプの別名になります。fdiskパーティションを作成する場
合、dosprimaryはDOSHUGE fdiskパーティションの別名になりま
す。

■ DDD -整数で表す fdiskパーティション。DDDは 1から 255までの
整数です。

注 –この値は sizeに deleteを指定した場合のみ指定できます。

■ 0xHH - 16進数で表す fdiskパーティション。HHは 01から FFまで
の 16進数です。

注 –この値は sizeに deleteを指定した場合のみ指定できます。
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いくつかの fdiskタイプの整数と 16進数での表し方を次の表に示しま
す。

fdiskタイプ DDD HH

DOSOS12 1 01

PCIXOS 2 02

DOSOS16 4 04

EXTDOS 5 05

DOSHUGE 6 06

DOSDATA 86 56

OTHEROS 98 62

UNIXOS 99 63

size 次のいずれかの値を使用します。
■ DDD -サイズが DDD (Mバイト単位)の fdiskパーティションを、指定
したディスク上に作成します。DDDは整数で指定する必要がありま
す。JumpStartプログラムは、この数値を一番近いシリンダの境界に
自動的に繰り上げます。値 0を指定すると、deleteを指定するのと
同じになります。

■ all – fdiskディスク全体に 1つのパーティションを作成します(既存
の fdiskパーティションはすべて削除される)。

x86のみ –値 allを指定できるのは、typeが solarisの場合だけで
す。

■ maxfree -指定したディスク上の最も大きい連続する空き領域に
fdiskパーティションを作成します。指定した typeの fdisk

パーティションがディスク上にすでに存在する場合、その既存の
fdiskパーティションが使用されます。新しい fdisk

パーティションはディスク上に作成されません。

x86のみ –ディスクには、空き領域と未使用の fdiskパーティション
が 1つ以上存在しなければなりません。領域が確保されないとイン
ストールは失敗します。値 maxfreeを指定できるのは、typeが
solarisまたは dosprimaryの場合だけです。
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■ delete -指定した typeのすべての fdiskパーティションを指定した
ディスク上で削除します。

filesysプロファイルキーワード (リモートファイルシステムのマ
ウント) (UFSとZFS)

注 – filesysキーワードは、UFSファイルシステム、ZFSルートプールのどちらのイ
ンストールにも使用できます。このキーワードの使用方法は、UFSのインストール
と ZFSのインストールで同じです。

■ UFSまたは ZFSのインストールで使用できるキーワードの詳細な一覧について
は、表 8–2を参照してください。

■ ZFSインストールの実行の詳細については、第 9章「JumpStartによる ZFSルート
プールのインストール」を参照してください。

filesys server:path server_address mount_pt_name mount_options

これらの値を指定して filesysを使用すると、JumpStartプログラムはインストール
されているシステムがそのブート時に自動的にリモートファイルシステムをマウン
トするように設定します。filesysは 2回以上指定できます。

server リモートファイルシステムが存在するサーバー名 (後ろにコロンを
付ける)。

path リモートファイルシステムのマウントポイント名。 (例:
/usr、/export/homeなど)

server_address サーバーの IPアドレス。server: pathで指定します。ネームサービス
がネットワーク上で実行されていない場合、この値 server_addressを
使用して、サーバーのホスト名と IPアドレスを /etc/hostsファイ
ルに反映できます。サーバーの IPアドレスを指定しない場合
は、マイナス記号 (-)を指定する必要があります。たとえ
ば、ネットワーク上で実行中のネームサービスがある場
合、サーバーの IPアドレスを指定する必要はありません。

mount_pt_name リモートファイルシステムをマウントするマウントポイント名。

mount_options 1つ以上のマウントオプション。mount(1M)コマンドの -oオプ
ションと同じです。これらのマウントオプションは、指定された
mount_pt_nameの /etc/vfstabエントリに追加されます。
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注 –複数のマウントオプションを指定する場合は、マウントオプ
ションはスペースではなくコンマで区切ってください。例:
ro,quota

例 8–10 filesysプロファイルキーワード

filesys sherlock:/export/home/user2 - /home

filesysプロファイルキーワード (ローカルファイルシステムの作
成)
filesys slice size file_system optional_parameters

これらの値を指定して filesysを使用すると、JumpStartプログラムによりインス
トール時にローカルファイルシステムが作成されます。filesysは 2回以上指定でき
ます。

slice 次のいずれかの値を使用します。

any JumpStartプロファイルは、ファイ
ルシステムを任意のディスクに配
置します。

注 – sizeが
existing、all、free、start:
size、または ignoreの場合は、anyは
指定できません。

cwtxdyszまたは cxdysz JumpStartプログラムがファイルシ
ステムを配置するディスクスライ
ス。たとえば、c0t0d0s0または
c0d0s0。

rootdisk.sn システムのルートディスクの値を
含む変数。ルートディスクは、165
ページの「システムのルート
ディスクを決定する方法」に説明
されているように、JumpStartプロ
グラムによって決定されます。拡
張子 snは、ディスク上の特定のス
ライスを示します。
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注 –ルートディスクは、JumpStartプ
ログラムによって決定され、OSが
インストールされる場所を指定し
ます。rulesファイルでは、プ
ローブキーワード「rootdisk」を使
用しますが、このキーワードは
JumpStartプロファイルで使用され
る「rootdisk」キーワードとは使い
方が異なります。rulesファイルの
プローブキーワード「rootdisk」を
使って、インストールの場所を設
定することはできません。プ
ローブキーワード rootdiskは、イ
ンストール時のブート元を決定し
ます。表 8–10を参照してくださ
い。

size 次のいずれかの値を使用します。

num ファイルシステムのサイズを num (Mバイト単位)
に設定します。

existing 既存のファイルシステムの現在のサイズを使用し
ます。

注 – existingの値を使用すると、別の
mount_pt_nameとして file_systemを指定することに
よって、既存のスライス名を変更できます。

auto 選択したソフトウェアに応じて、ファイルシステ
ムのサイズを自動的に決定します。

all 指定した sliceは、そのファイルシステム用に
ディスク全体を使用します。この値を指定する
と、指定したディスク上にほかのファイルシステ
ムは存在できません。

free ディスク上の残りの未使用領域をファイルシステ
ム用に使用します。
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注 – filesysの値として freeを使用する場合
は、filesysはプロファイルの最後のエントリに
する必要があります。

start:size ファイルシステムを明示的にパーティションに分
割します。startはスライスが始まるシリンダであ
り、sizeはそのスライスのシリンダ数です。

file_system file_system値はオプションで、sliceに anyまたは cwtxdyszを指
定しているときに使用できます。この値を指定しないと
unnamedがデフォルトで設定されますが、この場合
optional_parameters値を指定できません。次のいずれかの値を
使用します。

mount_pt_name ファイルシステムのマウントポイント名で
す (たとえば、/var)。

swap 指定した sliceが swapとして使用されます。

overlap 指定した sliceが、ディスク領域を表すもの
として定義されます。VTOC値は
V_BACKUPです。デフォルトでは、スライ
ス 2はディスク全体を表すオーバーラップ
スライスです。

注 – sizeに existing、all、または start:size
を指定した場合だけ overlapを指定できま
す。

unnamed 指定した sliceが rawスライスとして定義さ
れるので、sliceにはマウントポイント名が
ありません。file_systemを指定しない
と、デフォルトで unnamedが設定されま
す。

ignore 指定した sliceを使用しないか、JumpStartプ
ログラムで認識しません。このオプション
は、インストール時にディスク上の特定の
ファイルシステムを無視させるために使用
できます。JumpStartプログラムは、同じ
ディスク上に同じ名前で新しいファイルシ
ステムを作成します。ignore

は、partitioning existingを指定したとき
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だけ使用できます。

optional_parameters 次のいずれかの値を使用します。

preserve 指定した slice上のファイルシステムを保存
します。

注 – sizeに existing、sliceに cwtxdyszを指定
した場合だけ preserveを指定できます。

mount_options 1つ以上のマウントオプション。mount(1M)
コマンドの -oオプションと同じです。これ
らのマウントオプションは、指定された
mount_pt_nameの /etc/vfstabエントリに追
加されます。

注 –複数のマウントオプションを指定する場
合は、マウントオプションはスペースでは
なくコンマで区切ってください。例:
ro,quota

filesysプロファイルキーワード (RAID-1ボリュームの作成)
filesys mirror[:name]slice [slice] size file_system optional_parameters

JumpStartプログラムでは、filesys mirrorキーワードと一覧にある値を使用し
て、ミラー化されたファイルシステムの作成に必要なRAID-1およびRAID-0ボ
リュームを作成できます。複数のファイルシステムのRAID-1ボリューム (ミラー)を
作成する場合は、filesys mirrorを繰り返し指定できます。

注 – filesys mirrorキーワードは、初期インストールでのみサポートされます。

name 任意のキーワードです。RAID-1ボリューム (ミラー)に名前を
付けることができます。ミラー名の先頭の文字は必
ず「d」で、その後ろに 0 – 127の数字が続きます (例:
d100)。ミラー名を指定しない場合は、カスタム JumpStartプロ
グラムによって名前が割り当てられます。ミラー名の指定方
法についてのガイドラインは、『Oracle Solaris 10 8/11インス
トールガイド (インストールとアップグレードの計
画)』の「カスタム JumpStartと Solaris Live Upgradeを行うとき
のRAIDボリューム名の要件とガイドライン」を参照してくだ
さい。
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slice ディスクスライスを指定します。カスタム JumpStartプログラ
ムは、このディスクスライスに、複製するファイルシステム
を配置します。スライスの値は、cwtxdyszの形式になります
(例: c0t0d0s0、c0t0d0s5など)。カスタム JumpStartプログラム
は、スライス上にRAID-0ボリューム (単一スライス連結)を作
成し、この連結をミラー化するためのRAID-1ボリュームを作
成します。2つのRAID-0ボリュームに、最大 2つのスライス
を指定できます。

size ファイルシステムのサイズをMバイト単位で指定します。

file_system 複製するファイルシステムを指定します。カスタム JumpStart
プログラムは、指定されたスライスからRAID-1ボリュームを
作成し、このRAID-1ボリュームを指定されたファイルシステ
ムにマウントします。ルート (/)、/usr、/varなどのクリ
ティカルファイルシステムに加えて、swapもファイルシステ
ムとして指定できます。
■ この値を指定しないと unnamedがデフォルトで設定されま
すが、

■ この場合 optional_parameters値を指定できません。次のい
ずれかの値を使用します。

mount_pt_name ファイルシステムのマウントポイント
名を指定します (たとえば、/var)。

swap スワップとして使用するスライスを定
義します。

overlap このスライスをディスク領域の表現と
して定義します。VTOC値は V_BACKUP

です。デフォルトでは、スライス 2は
ディスク全体を表すオーバーラップス
ライスです。overlapは、sizeが次のい
ずれかの値である場合にのみ指定でき
ます。
■ existing

■ all

■ start:size

unnamed このスライスを rawスライスとして定義
します。そのため、このスライスにマ
ウントポイント名はありませ
ん。file_systemを指定しないと、デ
フォルトで unnamedが設定されます。
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ignore このスライスが JumpStartプログラムに
よって使用または認識されないように
指定します。このオプションは、イン
ストール時にディスク上の特定の
ファイルシステムを無視させるために
使用できます。JumpStartプログラム
は、同じディスク上に同じ名前で新し
いファイルシステムを作成しま
す。ignoreは、partitioning

キーワードと existing値が指定されて
いる場合にのみ使用できます。

optional_parameters 1つ以上のマウントオプション。mount(1M)コマンドの -oオプ
ションと同じです。これらのマウントオプションは、指定さ
れた file_systemの /etc/vfstabエントリに追加されます。複数
のマウントオプションを指定する場合は、マウントオプ
ションはスペースを入れずにコンマで区切ってください (例:
ro,quota)。

注 – file_system値に unnamedを設定した場
合、optional_parameters値は指定できません。設定可能な値に
ついては、file_systemを参照してください。

インストール中にミラー化されたファイルシステムを作成する方法の詳細
は、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (インストールとアップグレードの計
画)』の第 9章「インストール時のRAID-1ボリューム (ミラー)の作成 (概要)」を参照
してください。

forced_deploymentプロファイルキーワード (Solarisフラッシュ差
分アーカイブのインストール)
forced_deployment

forced_deploymentは、ソフトウェアで想定されているものとは異なるクローンシス
テムに、Solarisフラッシュ差分アーカイブを強制的にインストールします。

注意 – forced_deploymentを使用すると、クローンシステムを期待される状態にする
ために、新規ファイルがすべて削除されます。ファイルを削除して良いかどうか判
断できない場合には、デフォルトを使用してください。デフォルトでは、新規
ファイルが削除されそうになると、インストールが停止します。
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geoプロファイルキーワード (UFSとZFS)

注 – geoキーワードは、UFSファイルシステム、ZFSルートプールのどちらのインス
トールにも使用できます。このキーワードの使用方法は、UFSのインストールと ZFS
のインストールで同じです。

■ UFSまたは ZFSのインストールで使用できるキーワードの詳細な一覧について
は、表 8–2を参照してください。

■ ZFSインストールの実行の詳細については、第 9章「JumpStartによる ZFSルート
プールのインストール」を参照してください。

geo region

geoは、システムにインストールする地域ロケールか、あるいはシステムのアップグ
レード時に追加する地域ロケールを指定します。regionは、インストールするロ
ケールを含んだ地理的地域を指定します。regionに指定できる値を、次の表に一覧表
示します。

値 説明

N_Africa 北アフリカ。エジプトを含みます

C_America 中央アメリカ。コスタリカ、エルサルバドル、グァテマラ、メキシ
コ、ニカラグア、パナマを含みます

N_America 北アメリカ。カナダ、アメリカ合衆国を含みます

S_America 南アメリカ。アルゼンチン、ボリビア、ブラジル、チリ、コロンビ
ア、エクアドル、パラグアイ、ペルー、ウルグアイ、ベネズエラを含み
ます

Asia アジア。日本、韓国、中華人民共和国、台湾、タイを含みます

Ausi オーストラリア。オーストラリア、ニュージーランドを含みます

C_Europe 中央ヨーロッパ。オーストリア、チェコ、ドイツ、ハンガリー、ポーラ
ンド、スロヴァキア、スイスを含みます

E_Europe 東ヨーロッパ。アルバニア、ボスニア、ブルガリア、クロアチア、エス
トニア、ラトビア、リトアニア、マケドニア、ルーマニア、ロシア、セ
ルビア、スロヴェニア、トルコを含みます

N_Europe 北ヨーロッパ。デンマーク、フィンランド、アイスランド、ノル
ウェー、スウェーデンを含みます

S_Europe 南ヨーロッパ。ギリシャ、イタリア、ポルトガル、スペインを含みます
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値 説明

W_Europe 西ヨーロッパ。ベルギー、フランス、イギリス、アイルランド、オラン
ダを含みます

M_East 中近東。イスラエルを含みます

前記の各地域ロケールを構成するコンポーネントロケール値の完全なリスト
は、『国際化対応言語環境の利用ガイド』に記載されています。

注 –システムに追加する必要がある各ロケールごとに、geoキーワードを指定しま
す。

install_typeプロファイルキーワード (UFSとZFS)

注 – install_typeキーワードは、UFSファイルシステム、ZFSルートプールのどちら
のインストールにも使用できます。ZFSインストールでの使用には制限がありま
す。ZFSインストールでは、intial_installオプションしか使用できません。

■ お使いのUFSファイルシステムを ZFSルートプールに移行する、または ZFS
ルートプールをアップグレードする場合は、Solaris Live Upgradeを使用しま
す。『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグ
レードの計画)』の第 11章「Solaris Live Upgradeと ZFS (概要)」を参照してくださ
い。

■ UFSまたは ZFSのインストールで使用できるキーワードの詳細な一覧について
は、表 8–2を参照してください。

■ ZFSルートプールのインストールでの install_typeキーワードの使用方法につい
ては、180ページの「ZFSルート (/)ファイルシステムの JumpStartキーワード (リ
ファレンス)」を参照してください。

install_type initial_upgrade_flash_switch

install_typeは、システムに対し、新しいOracle Solaris OSを上書きインストールす
るか、既存のOracle Solaris OSをアップグレードするか、あるいは Solarisフ
ラッシュアーカイブをインストールするかを定義します。

注 – install_typeは必須であり、各プロファイル内で最初のプロファイルキーワード
として指定する必要があります。

initial_upgrade_flash_switchには、次のオプションのうちの 1つを使用する必要があり
ます。
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initial_install Oracle Solaris OSの初期インストールの実行を指定します。

upgrade Oracle Solaris OSのアップグレードの実行を指定します。

flash_install すべてのファイルを上書きする Solarisフラッシュアーカイブを
インストールすることを指定します。

flash_update 指定したファイルだけを上書きする Solarisフラッシュ差分
アーカイブをインストールすることを指定します。

注 –プロファイルキーワードの中には、initial_installオプションでしか使用でき
ないものがあります。upgradeオプションでしか使用できないものもあります。ま
た、flash_installオプションでしか使用できないものがあります。

layout_constraintプロファイルキーワード
layout_constraint slice constraint minimum_size

layout_constraintは、ファイルシステムがディスク容量不足のためにアップグ
レード中にディスク容量を再配置する必要がある場合に、制約付き自動配置が
ファイルシステムで行われることを示します。

制約 説明

このキーワードはアップグ
レードオプションとの併用での
み使用されます。

layout_constraintは、ディスク容量の再配置が必要なアップグ
レードオプションだけで使用できます。

layout_constraintキーワード
を指定しない場合

JumpStartプログラムはディスクを次のように配置します。
■ アップグレード用により多くの容量を必要とするファイルシ
ステムは、changeableとマークされます。

■ より多くの容量を必要とするファイルシステムと同じディス
ク上にあるファイルシステム (/etc/vfstabファイルでマウ
ントされる)も changeableとマークされます。

■ 残りのファイルシステムは fixedとマークされます。これ
は、自動配置がこれらのファイルシステムを変更できないた
めです。

1つ以上の layout_constraint

キーワードを指定する場合
JumpStartプログラムはディスクを次のように配置します。
■ アップグレード用により多くの容量を必要とするファイルシ
ステムは、changeableとマークされます。

■ layout_constraintキーワードを指定したファイルシステム
は、指定した制約がマークされます。

■ 残りのファイルシステムは、fixedとマークされます。
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制約 説明

ファイルシステムが changeable
とマークされていない場合

アップグレードにより多くの容量を必要とするファイルシステ
ムの制約は変更できませんが (changeableとマークされなければ
ならない)、このようなファイルシステムに layout_constraint

キーワードを使用すれば、そのminimum_size値を変更できま
す。

ファイルシステムがアップグ
レード用により多くの容量を必
要とする場合

自動配置機能がディスク容量の再配置を行う際には、より多く
のファイルシステム、特にアップグレード用により多くの容量
を必要とするファイルシステムと同じディスク上にあるファイ
ルシステムを、changeableまたはmovableであると選択します。

slice 制約を指定するファイルシステムのディスクスライスを指定しま
す。システムのディスクスライスは、cwtxdyszまたは cxdyszの形
式で指定する必要があります。

constraint 指定したファイルシステムに対して、次のいずれか 1つの制約を選
択します。

changeable 自動配置機能はファイルシステムをほかの場所に移
動して、そのサイズを変更できます。changeable制
約は、/etc/vfstabファイルによってマウントされた
ファイルシステムにしか指定できませ
ん。minimum_size値を指定すれば、ファイルシステ
ムのサイズを変更できます。

ファイルシステムを changeableとマークし
て、minimum_size値を指定しないと、そのファイル
システムの最小サイズは、必要な最小サイズより
10%大きな値に設定されます。たとえば、ファイル
システムの最小サイズが 100Mバイトの場合、変更
されるサイズは 110Mバイトになりま
す。minimum_sizeを指定した場合、残りの空き領域
(元のサイズから最小サイズを引いたもの)はほかの
ファイルシステム用に使用されます。

movable 自動配置機能はファイルシステムを (同じディスク
または異なるディスク上の)ほかのスライスに移動
できますが、サイズは変更しません。

available 自動配置機能は、ファイルシステムのすべての領域
を使用して領域を割り当て直します。ファイルシス
テムのすべてのデータは失われます。available制
約は、/etc/vfstabファイルでマウントされない
ファイルシステムだけに指定できます。
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collapse 自動配置機能は、指定したファイルシステムをその
親ファイルシステムに移動して閉じこめます。この
オプションは、アップグレードの一部としてシステ
ム上のファイルシステム数を減らすために使用でき
ます。たとえば、システムにファイルシステム /usr

と /usr/shareが存在する場合、/usr/shareファイル
システムを閉じ込めると、このファイルシステムは
/usr (その親)に移動します。collapse制約
は、/etc/vfstabファイルでマウントされるファイル
システムにしか指定できません。

minimum_size この値は、自動配置機能がディスク容量を再配置するとき
に、ファイルシステムに割り当てる最小サイズを指定します (基本
的にファイルシステムのサイズを変更する)。まだ割り当てられて
いない領域が追加される場合、ファイルシステムのサイズは最終的
にこの指定した値より大きくなる可能性があります。しかし、指定
される値よりサイズが小さくなることはありません。minimum_size
値は省略可能です。このオプション値を使用できるのは、ファイル
システムを changeableとマークした場合だけです。最小サイズ
は、ファイルシステムの既存の内容に必要なサイズより小さい値に
は設定できません。

例 8–11 layout_constraintプロファイルキーワード

layout_constraint c0t3d0s1 changeable 200

layout_constraint c0t3d0s4 movable

layout_constraint c0t3d1s3 available

layout_constraint c0t2d0s1 collapse

local_customizationプロファイルキーワード (Solarisフ
ラッシュアーカイブのインストール)
local_customization local_directory

クローンシステムに Solarisフラッシュアーカイブをインストールする前に、カスタ
ムスクリプトを作成して、クローンシステム上のローカル構成を保存できま
す。local_customizationキーワードは、これらのスクリプトの格納先ディレクトリ
を示します。local_directoryは、クローンシステム上のスクリプトのパスです。

配置前および配置後スクリプトについては、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイ
ド (Solarisフラッシュアーカイブの作成とインストール)』の「カスタムスクリプトの
作成」を参照してください。
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localeプロファイルキーワード (UFSとZFS)

注 – localeキーワードは、UFSファイルシステム、ZFSルートプールのどちらのイン
ストールにも使用できます。このキーワードの使用方法は、UFSのインストールと
ZFSのインストールで同じです。

■ UFSまたは ZFSのインストールで使用できるキーワードの詳細な一覧について
は、表 8–2を参照してください。

■ ZFSインストールの実行の詳細については、第 9章「JumpStartによる ZFSルート
プールのインストール」を参照してください。

locale locale_name

注 – localeは、初期インストールとアップグレードオプションの両方で使用できま
す。

localeは、指定した locale_nameに対して、どのロケールパッケージをインストール
(アップグレードの場合は追加)するかを指定します。locale_name値は、$LANG環境変
数で使用されるのと同じです。使用できるロケール値のリストについては、『国際
化対応言語環境の利用ガイド』を参照してください。

localeキーワードを使用する場合は、次の点を考慮してください。

■ デフォルトロケールを事前設定している場合は、そのロケールは自動的にインス
トールされます。English言語パッケージはデフォルトでインストールされます。

■ localeキーワードは、システムに追加するロケールごとに指定できます。

metadbプロファイルキーワード (状態データベースの複製の作
成)
metadb slice [size size-in-blocks] [count number-of-replicas]

metadbキーワードでは、カスタム JumpStartインストール時に、Solarisボリュームマ
ネージャーの状態データベースの複製 (mediates)を作成できます。metadbキーワード
をプロファイルファイル内で複数回使用して、複数のディスクスライス上に状態
データベースの複製を作成することができます。

slice カスタム JumpStartプログラムが状態データベースの複製
を配置するディスクスライスを指定する必要がありま
す。sliceの値の形式は、cwtxdyszです。

size size-in-blocks sizeオプションキーワードでは、作成する状態データ
ベースの複製のサイズをブロック単位で指定できま
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す。sizeを指定しないと、カスタム JumpStartプログラム
は、状態データベースの複製のデフォルトのサイズ、8192
ブロックを使用します。

count number-of-replicas プロファイル内にオプションの countキーワードを設定す
ることにより、作成する状態データベースの複製の数を
指定できます。countを指定しないと、カスタム JumpStart
プログラムは、デフォルトで、状態データベースの複製
を 3つ作成します。

インストール中に Solarisボリュームマネージャーの状態データベースの複製を作成
する方法の詳細は、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (インストールと
アップグレードの計画)』の「状態データベースの複製のガイドラインと要件」を参
照してください。

no_content_checkプロファイルキーワード (Solarisフ
ラッシュアーカイブのインストール)
no_content_check

Solarisフラッシュ差分アーカイブを使用してクローンシステムをインストールする
場合、no_content_checkキーワードを使用してファイルごとの検証を省略できま
す。ファイルごとの検証により、クローンシステムがマスターシステムの複製であ
ることが保証されます。クローンシステムが元のマスターシステムの複製であるこ
とが確実である場合を除き、このキーワードの使用は避けてください。

注意 – no_content_checkを使用すると、クローンシステムを期待される状態にするた
めに、新規ファイルがすべて削除されます。ファイルを削除して良いかどうか判断
できない場合には、デフォルトを使用してください。デフォルトでは、新規ファイ
ルが削除されそうになると、インストールが停止します。

Solarisフラッシュ差分アーカイブのインストール方法については、87ページの「カ
スタム JumpStartインストールを使用して Solarisフラッシュアーカイブをインス
トールする方法」を参照してください。

no_master_checkプロファイルキーワード (Solarisフ
ラッシュアーカイブのインストール)
no_master_check

Solarisフラッシュ差分アーカイブを使用してクローンシステムをインストールする
場合、no_master_checkキーワードを使用して、クローンシステムが元のマスターシ
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ステムから構築されたものかどうかのチェックを省略できます。クローンシステム
が元のマスターシステムの複製であることが確実である場合を除き、この
キーワードの使用は避けてください。

Solarisフラッシュ差分アーカイブのインストール方法については、87ページの「カ
スタム JumpStartインストールを使用して Solarisフラッシュアーカイブをインス
トールする方法」を参照してください。

num_clientsプロファイルキーワード
num_clients client_num

サーバーがインストールされているときには、各ディスクレスクライアントの
ルート (/)とスワップファイルシステムに領域が割り当てられます。num_clients

は、サーバーがサポートするディスクレスクライアント数 (client_num)を定義しま
す。プロファイルで num_clientsを指定しないと、デフォルトで 5つのディスクレス
クライアントが割り当てられます。

注 – num_clientsは、system_typeが serverとして指定されているときだけ使用でき
ます。

packageプロファイルキーワード (UFSとZFS)

注 – packageキーワードは、UFSファイルシステム、ZFSルートプールのどちらのイ
ンストールにも使用できます。このキーワードの使用方法は、UFSのインストール
と ZFSのインストールで同じです。

■ UFSまたは ZFSのインストールで使用できるキーワードの詳細な一覧について
は、表 8–2を参照してください。

■ ZFSインストールの実行の詳細については、第 9章「JumpStartによる ZFSルート
プールのインストール」を参照してください。

package package_name [add [retrieval_type location]| delete]

packageは、初期インストールとアップグレードオプションの両方で使用できま
す。packageキーワードを指定すると、次の処理が可能になります。

■ インストールする Solarisディストリビューションからソフトウェアグループに
パッケージを追加します。

■ インストールするディストリビューション以外からソフトウェアグループに
パッケージを追加します。
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■ インストールまたはアップグレードするソフトウェアグループからパッケージを
除外 (削除)します。

■ Solarisフラッシュアーカイブのインストール時に、インストールするディストリ
ビューション以外からパッケージを追加します。

package_name パッケージ名は SUNWnameの形式で指定します。パッケージ
の詳細とその名前を表示するには、インストール済みシス
テムで pkginfo -lコマンドを使用します。

add | delete 指定されたパッケージを追加または削除します。値 addも
deleteも指定しなかった場合、デフォルトで addが適用さ
れます。

注 –プロファイルに別のパッケージエントリを追加し、場
所を省略することで、複数のパッケージを追加できま
す。場所を指定しない場合、直前のパッケージの場所
が、後続のすべてのパッケージに適用されます。

[retrieval_type location] インストールする Solarisディストリビューションに含まれ
ないパッケージ (複数可)を追加します。retrieval_typeと
locationの値は、パッケージの格納場所によって異なりま
す。以降の節では、retrieval_typeと locationに指定可能な値
と、package_nameキーワードの使用例を示します。

NFSサーバーに格納されたパッケージ

パッケージがNFSサーバーに格納されている場合、次のいずれかの構文で package

キーワードを使用します。

package package_name add nfs server_name:/path [retry n]
package package_name add nfs://server_name:/path [retry n]

package_name パッケージ名は SUNWnameの形式で指定します。パッケージの詳細
とその名前を表示するには、インストール済みシステムで pkginfo

-lコマンドを使用します。

server_name パッケージを格納したサーバーの名前を指定します。

path 指定されたサーバー上のパッケージディレクトリの場所を指定しま
す。パスに $HOSTが含まれる場合、$HOSTはインストールするホ
ストシステムの名前で置き換えられます。

retry n オプションのキーワードです。nは、インストールプロセスが
ディレクトリのマウントを試みる回数の最大値です。
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例 8–12 NFSによるパッケージの追加

この例の packageプロファイルキーワードは、NFSの場所
nfs://golden/packages/Solaris_10/から SUNWnewパッケージを追加します。マウ
ントに失敗した場合、NFSマウントが 5回試行されます。

package SUNWnew add nfs golden:/packages/Solaris_10 retry 5

HTTPサーバーに格納されたパッケージ

パッケージがHTTPサーバーに格納されている場合、次のいずれかの構文で package

キーワードを使用します。

package package_name add http://server_name[:port] path optional_keywords
package package_name add http server_name[:port] path optional_keywords

package_name パッケージ名は SUNWnameの形式で指定します。パッケージの詳
細とその名前を表示するには、インストール済みシステムで
pkginfo -lコマンドを使用します。

server_name パッケージを格納したサーバーの名前を指定します。

port オプションポートを指定します。portは、ポート番号でも、実
行時に決定されるポート番号を持つTCPサービスの名前でもか
まいません。

ポートを指定しなかった場合、デフォルトのHTTPポート番号
80が使用されます。

path 指定されたサーバーから取得するパッケージの場所を指定しま
す。HTTPサーバーを使用する場合、データストリーム形式の
パッケージを使用する必要があります。

optional_keywords HTTPサーバーからパッケージを取得するとき使用するオプ
ションのキーワードを指定します。

表 8–6 HTTPで使用するオプションのpackageキーワード

キーワード 値の定義

timeout min timeoutキーワードには、HTTPサーバーからのデータ受信を待機する最長の時間
を分単位で指定できます。この時間に達すると、接続が切断され、再接続のあ
と、再開されます。timeout値として0 (ゼロ)を指定すると、再接続は行われませ
ん。

タイムアウトによる再接続が発生すると、パッケージの先頭からインストールし
直されます。タイムアウト以前に取得されたデータは破棄されます。
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表 8–6 HTTPで使用するオプションの packageキーワード (続き)
キーワード 値の定義

proxy host:port proxyキーワードを使用して、プロキシホストとプロキシポートを指定できま
す。プロキシホストを使用すると、ファイアウォール越しに Solarisパッケージを
取得できます。proxyキーワードを指定する場合は、プロキシポートを指定する必
要があります。

例 8–13 HTTPによるパッケージの追加

この例の packageプロファイルキーワードは、HTTPの場所
http://package.central/10から、Solaris 10ディレクトリ内のすべてのパッケージ
を追加します。データが取得されないまま 5分以上経過すると、パッケージデータ
が再度取得されます。以前のパッケージデータは破棄されます。次のいずれかの形
式を使用できます。

package SUNWnew add http package.central/Solaris_10 timeout 5

package SUNWnew add http://package.central/Solaris_10 timeout 5

例 8–14 プロキシポートを使ったHTTPによるパッケージの追加

この例の packageプロファイルキーワードは、HTTPの場所
http://package.central/10から、Solaris_10ディレクトリ内のすべてのパッケージ
を追加します。proxyキーワードを使用すると、ファイアウォール越しにパッケージ
を取得できます。

package SUNWnew add http://package.central/Solaris_10 proxy webcache.east:8080

ローカルデバイスに格納されたパッケージ

パッケージをファイルシステム指向のランダムアクセスデバイス (フロッピーディス
ク、DVD-ROMなど)に格納している場合は、ローカルデバイスから Solaris
パッケージを取得できます。packageキーワードでは次の構文を使用します。

package package_name add local_device device path file_system_type

package_name パッケージ名は SUNWnameの形式で指定します。パッケージの詳細
とその名前を表示するには、インストール済みシステムで pkginfo

-lコマンドを使用します。

device Solarisパッケージが格納されているドライブの名前を指定しま
す。デバイス名が正規のパスである場合は、デバイスは直接マウ
ントされます。正規のパスでないデバイス名を指定すると、イン
ストールユーティリティーはパスに /dev/dsk/を加えます。

path Solarisパッケージのパスを指定します。指定したデバイス上の
ルート (/)ファイルシステムからの相対パスで指定する必要があり
ます。
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file_system_type デバイス上のファイルシステムのタイプを指定します。ファイル
システムのタイプを指定しない場合、インストールユーティリ
ティーは、UFSファイルシステムのマウントを試みます。UFSの
マウントに失敗すると、インストールユーティリティーはHSFS
ファイルシステムのマウントを試みます。

例 8–15 UFSファイルシステムのローカルデバイスによるパッケージの追加

この例の packageプロファイルキーワードは、ローカルデバイス c0t6d0s0の
/Solaris_10/Productディレクトリから SUNWnewパッケージを追加します。これは
UFSファイルシステムです。

package SUNWnew add local_device c0t6d0s0 /Solaris_10/Product ufs

例 8–16 HSFSファイルシステムのローカルデバイスによるパッケージの追加

この例の packageプロファイルキーワードは、ローカルデバイス c0t6d0s0の
/Solaris_10/Productディレクトリから SUNWnewパッケージを追加します。これは
HSFSファイルシステムです。

package SUNWnew add local_device c0t6d0s0 /Solaris_10/Product hsfs

ローカルファイルに格納されたパッケージ

システムをブートしたミニルートからパッケージをインストールできます。カスタ
ム JumpStartインストールを実施する時に、DVD、CDまたはNFSベースのミニ
ルートからシステムをブートします。このミニルートからインストールソフト
ウェアがロードされ、実行されます。したがって、DVD、CDまたはNFSベースの
ミニルートに格納したパッケージは、ローカルファイルとしてアクセスできま
す。packageキーワードでは次の構文を使用します。

package package_name add local_file path

package_name パッケージ名は SUNWnameの形式で指定します。パッケージの詳細
とその名前を表示するには、インストール済みシステムで pkginfo

-lコマンドを使用します。

path パッケージの位置を指定します。このパスは、システムを Solaris
SOFTWARE - 1 CDまたはOracle Solaris Operating System DVDから
ブートしている間、システムにローカルファイルとしてアクセスで
きるものでなければなりません。Solaris SOFTWARE - 1 CDまたは
Oracle Solaris Operating System DVDからブートしている間は、シス
テムは /netにアクセスできません。
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例 8–17 ローカルファイルによるパッケージの追加

この例の packageプロファイルキーワードは、/Solaris_10/Productディレクトリか
ら SUNWnewパッケージを追加します。

package SUNWnew add local_file /Solaris_10/Product

packageキーワードを使用する際の制約

packageキーワードを使用する際には、次の制約があります。

■ いくつかのパッケージは必須であり、削除できないものもあります。
■ 各国語対応パッケージを個々に追加または削除するとき、packageプロファイル
キーワードは使用できません。各国語対応パッケージを追加するには、localeプ
ロファイルキーワードを使用します。

■ FTPサーバーやローカルバックアップ (テープなど)からパッケージを取得するこ
とはできません。

■ インストールする Solarisディストリビューション内のパッケージを、別の場所か
ら追加することはできません。Solarisディストリビューション内のパッケージを
指定した場合、これに続けて別の場所を指定することはできません。これは、イ
ンストール後のシステムとの整合性を確保するためです。

■ ユーザーの介入なしでインストールするには、pkgaddコマンドを使ってインス
トール可能なパッケージでなければなりません。ソフトウェアグループの
パッケージと、別の場所にあるパッケージとは、同じ adminファイルを使ってイ
ンストールする必要があります。
■ retrieval_typeがHTTPの場合、パッケージはストリーム形式でなければなりま
せん。

■ retrieval_typeがNFSサーバー、ローカルデバイス、またはローカルファイルの
場合、パッケージは標準パッケージフォーマットに従い、インストールする
パッケージと同じ名前のディレクトリ名を指定する必要があります。

■ 別の場所からパッケージを追加する場合で、パッケージが現在インストールさ
れていない別のパッケージに依存している場合、このパッケージはインス
トールされません。インストールログファイルまたはアップグレードログ
ファイルにエラーメッセージが記録されます。

■ Solarisフラッシュアーカイブを使ってパッケージをインストールする場合は、次
のガイドラインに従います。
■ インストールされたすべてのパッケージとアーカイブに互換性がなければなり
ません。

■ パッケージがアーカイブ内にある場合、JumpStartは既存のパッケージを上書
きします。
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packageキーワードを使用したアップグレード処理

アップグレードに packageを使用すると、JumpStartプログラムが次の処理を行いま
す。

■ すでにシステム上にあるすべてのパッケージが自動的にアップグレードされま
す。

■ package_name addを指定したが、package_nameがシステムにインストールされて
いなかった場合は、そのパッケージがインストールされます。

■ package_name deleteを指定したが、package_nameがシステムにインストールされ
ていた場合、アップグレードが開始される前にそのパッケージは削除されます。

■ package_name deleteを指定したが、package_nameがシステムにインストールされ
ていない場合、インストールするように指定したクラスタの一部にその
パッケージが含まれていても、パッケージはインストールされません。

partitioningプロファイルキーワード
partitioning type

partitioningは、インストール時にファイルシステム用にディスクをスライスに分
割する方法を定義します。

プロファイルで partitioningを指定しないと、デフォルトで defaultタイプの
パーティションが使用されます。

type 次のいずれかの値を使用します。

default JumpStartプログラムはディスクを選択して、指定したソフト
ウェアをインストールするファイルシステムを作成します。た
だし、filesysキーワードで指定したファイルシステムを除きま
す。rootdiskが最初に選択され、指定したソフトウェアが
rootdiskに収まらない場合は、さらに別のディスクが使用され
ます。

existing JumpStartプログラムは、システムのディスク上にある既存の
ファイルシステムを使用しま
す。/、/usr、/usr/openwin、/opt、/varを除く、すべての
ファイルシステムが保存されます。JumpStartプログラム
は、ファイルシステムのスーパーブロックにある最後のマウン
トポイントフィールドを使用して、スライスがどのファイルシ
ステムのマウントポイントを表しているかを判断します。

注 – filesysプロファイルキーワードと partitioning existingを
組み合わせる場合、sizeは existingである必要があります。
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explicit JumpStartプログラムは、ディスクを使用し、filesys

キーワードで指定されるファイルシステムを作成しま
す。filesysキーワードでルート (/)ファイルシステムだけを指
定した場合、すべての Solarisソフトウェアがルートファイルシ
ステムにインストールされます。

注 – explicitプロファイル値を使用するときには、filesysプロ
ファイルキーワードを使用して、使用するディスクと作成する
ファイルシステムを指定してください。

patchプロファイルキーワード
patch patch_id_list | patch_file patch_location optional_keywords]

patch_id_list インストールするパッチ ID番号を指定します。このリストに
は、Solarisパッチ IDをコンマで区切って指定する必要がありま
す。パッチは、リスト内に指定された順にインストールされま
す。コンマのあとに空白文字を入力しないでください。たとえ
ば、 112467-01,112765-02のように指定します。

patch_file patch_location内のパッチのリストが格納されたファイルで
す。パッチは、ファイル内に指定された順にインストールされ
ます。

patch_location パッチのある場所を指定します。次の場所を選択できます。
■ ネットワークファイルシステム (NFS)サーバー
■ HTTPサーバー
■ ローカルデバイス
■ ローカルファイル

optional_keywords オプションのキーワードです。パッチが格納されている場所に
よって異なります。次の節では、指定可能な場所とオプション
のキーワードについて説明します。

NFSサーバーに格納されたパッチ

パッチがNFSサーバーに格納されている場合、次のいずれかの構文で patch

キーワードを使用します。

patch patch_id_list | patch_file nfs server_name:/patch_directory [retry n]
patch patch_id_list | patch_file nfs://server_name/patch_director [retry n]

patch_id_list インストールするパッチ ID番号を指定します。このリストに
は、Solarisパッチ IDをコンマで区切って指定する必要がありま
す。パッチは、リスト内に指定された順にインストールされま
す。
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patch_file patch_location内のパッチのリストが格納されたファイルで
す。パッチは、ファイル内に指定された順にインストールされま
す。

server_name パッチを格納したサーバーの名前を指定します。

patch_directory 指定されたサーバー上のパッチディレクトリの場所を指定しま
す。標準形式のパッチを使用する必要があります。

retry n オプションのキーワードです。nは、インストールユーティリ
ティーがディレクトリのマウントを試みる回数の最大値です。

例 8–18 NFSを使った順序付きリストによるパッチの追加

この例の patchプロファイルキーワードは、patchファイルに記載されたすべての
パッチをNFSパッチディレクトリ nfs://patch_master/Solaris/v10/patchesから追加
します。パッチは、patch内の順番でインストールされます。マウントに失敗した場
合、NFSマウントが 5回試行されます。

patch patch_file nfs://patch_master/Solaris/v10/patches retry 5

例 8–19 NFSによるパッチの追加

この例の patchプロファイルキーワードは、サーバー patch_masterのパッチディレ
クトリ /Solaris/v10/patchesからパッチ 112467–01と 112765–02を追加します。

patch 112467-01,112765-02 nfs patch_master:/Solaris/v10/patches

HTTPサーバーに格納されたパッチ

パッチがHTTPサーバーに格納されている場合、次のいずれかの構文で patch

キーワードを使用します。

patch patch_id_list | patch_file http://server_name [:port] patch_directory optional_http_keywords

patch patch_id_list | patch_file http server_name [:port] patch_directory optional_http_keywords

patch_id_list インストールするパッチ ID番号を指定します。このリストに
は、Solarisパッチ IDをコンマで区切って指定する必要がありま
す。パッチは、リスト内に指定された順にインストールされま
す。コンマのあとに空白文字を入力しないでください。たとえ
ば、 112467-01,112765-02のように指定します。

patch_file patch_location内のパッチのリストが格納されたファイルで
す。パッチは、ファイル内に指定された順にインストールされ
ます。

server_name パッチを格納したサーバーの名前を指定します。
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port オプションポートを指定します。portは、ポート番号でも、実
行時に決定されるポート番号を持つTCPサービスの名前でもか
まいません。

ポートを指定しなかった場合、デフォルトのHTTPポート番号
80が使用されます。

patch_directory 指定されたサーバーから取得するパッチディレクトリの場所を
指定します。HTTPサーバーを使用する場合、パッチは JAR形
式でなければなりません。

optional_keywords HTTPサーバーからパッチを取得するとき使用するオプション
のキーワードを指定します。

表 8–7 HTTPで使用するオプションのpatchキーワード

キーワード 値の定義

timeout min timeoutキーワードには、HTTPサーバーからのデータ受信を待機する最長の時間
を分単位で指定できます。この時間に達すると、接続が切断され、再接続のあ
と、再開されます。timeout値として0 (ゼロ)を指定すると、再接続は行われませ
ん。

タイムアウトによる再接続が発生すると、パッケージの先頭からインストールし
直されます。タイムアウト以前に取得されたデータは破棄されます。

proxy host:port proxyキーワードを使用して、プロキシホストとプロキシポートを指定できま
す。プロキシホストを使用すると、ファイアウォール越しに Solarisパッケージを
取得できます。proxyキーワードを指定する場合は、プロキシポートを指定する必
要があります。

例 8–20 HTTPを使った順序付きリストによるパッチの追加

この例の patchプロファイルキーワードは、patch_fileファイルに記載されたすべて
のパッチをHTTPの場所 http://patch.central/Solaris/v10/patchesから追加しま
す。パッチは、patchファイルに指定された順でインストールされます。データが取
得されないまま 5分以上経過すると、パッチデータが再度取得されます。以前の
パッチデータは破棄されます。

patch patch_file http://patch.central/Solaris/v10/patches timeout 5

例 8–21 HTTPによるパッチの追加

この例の patchプロファイルキーワードエントリは、パッチの場所
http://patch_master/Solaris/v10/patchesからパッチ 112467–01と 112765–02を追加
します。

patch 112467-01,112765-02 http://patch.central/Solaris/v10/patches
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ローカルデバイスに格納されたパッチ

パッケージをファイルシステム指向のランダムアクセスデバイス (フロッピーディス
ク、DVD-ROMなど)に格納している場合は、ローカルデバイスから Solaris
パッケージを取得できます。patchキーワードでは次の構文を使用します。

patch patch_id_list | patch_file local_device \

device path file_system_type

patch_id_list インストールするパッチ ID番号を指定します。このリストに
は、Solarisパッチ IDをコンマで区切って指定する必要がありま
す。パッチは、リスト内に指定された順にインストールされま
す。コンマのあとに空白文字を入力しないでください。たとえ
ば、 112467-01,112765-02のように指定します。

patch_file patch_location内のパッチのリストが格納されたファイルで
す。パッチは、ファイル内に指定された順にインストールされま
す。

device Solarisパッケージが格納されているドライブの名前を指定しま
す。デバイス名が正規のパスである場合は、デバイスは直接マウ
ントされます。正規のパスでないデバイス名を指定すると、イン
ストールユーティリティーはパスに /dev/dsk/を加えます。

path Solarisパッチのパスを指定します。指定したデバイス上のルート
(/)ファイルシステムからの相対パスで指定する必要があります。

file_system_type デバイス上のファイルシステムのタイプを指定します。ファイル
システムのタイプを指定しない場合、インストールユーティリ
ティーは、UFSファイルシステムのマウントを試みます。UFSの
マウントに失敗すると、インストールユーティリティーはHSFS
ファイルシステムのマウントを試みます。

例 8–22 ローカルデバイスを使った順序付きリストによるパッチの追加

この例の patchプロファイルキーワードは、patch_fileファイルに記載されているす
べてのパッチをローカルデバイスc0t6d0s0の /Solaris_10/patchesディレクトリから
追加します。パッチのインストールの順番は、patchファイルによって決定されま
す。

patch patch_file c0t6d0s0 /Solaris_10/patches

例 8–23 ローカルデバイスによるパッチの追加

この例の patchプロファイルキーワードは、ローカルデバイス c0t6d0s0のパッチ
ディレクトリ /Solaris_10/patchesからパッチ 112467–01と 112765–02を追加しま
す。
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例 8–23 ローカルデバイスによるパッチの追加 (続き)

patch 112467-01,112765-02 local_device c0t6d0s0 /Solaris_10/patches

ローカルファイルに格納されたパッチ

システムをブートしたミニルートからパッチをインストールできます。カスタム
JumpStartインストールを実施する時に、DVD、CDまたはNFSベースのミニルート
からシステムをブートします。このミニルートからインストールソフトウェアが
ロードされ、実行されます。したがって、DVD、CDまたはNFSベースのミニ
ルートに格納したパッチは、ローカルファイルとしてアクセスできます。patch

キーワードでは次の構文を使用します。

patch patch_id_list | patch_file local_file patch _directory

patch_id_list インストールするパッチ ID番号を指定します。このリストに
は、Solarisパッチ IDをコンマで区切って指定する必要がありま
す。パッチは、リスト内に指定された順にインストールされま
す。コンマのあとに空白文字を入力しないでください。たとえ
ば、 112467-01,112765-02のように指定します。

patch_file patch_location内のパッチのリストが格納されたファイルで
す。パッチは、ファイル内に指定された順にインストールされま
す。

patch_directory パッチディレクトリの場所を指定します。システムを Solaris
SOFTWARE - 1 CDまたはOracle Solaris Operating System DVDから
ブートしている間、システムからローカルファイルとしてアクセ
スできるパッチディレクトリでなければなりません。Solaris
SOFTWARE - 1 CDまたはOracle Solaris Operating System DVDから
ブートしている間は、システムは /netにアクセスできません。

例 8–24 ローカルファイルを使った順序付きリストによるパッチの追加

この例の patchプロファイルキーワードは、patch_fileファイルに記載されているす
べてのパッチを /Solaris_10/patchesディレクトリから追加します。パッチのインス
トールの順番は、patchファイルによって決定されます。

patch patch_cal_file local_file /Solaris_10/patches

例 8–25 ローカルファイルによるパッチの追加

この例の patchプロファイルキーワードは、パッチディレクトリ
/Solaris_10/patchesからパッチ 112467–01と 112765–02を追加します。

patch 112467-01,112765-02 local_file /Solaris_10/patches
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patchキーワードを使用する際の制約

patchキーワードを使用する際には、次の制約があります。

■ FTPの場所やローカルバックアップ (テープなど)からパッチを取得することはで
きません。

■ 署名付きパッチは追加できません。
■ patchaddコマンドでインストール可能なパッチでなければなりません。
■ 現在インストールされていないパッチに依存しているパッチは、インストールさ
れません。インストールログファイルまたはアップグレードログファイルにエ
ラーメッセージが記録されます。

■ パッチを正常にインストールするためには、正しい順番でインストールする必要
があります。

poolプロファイルキーワード (ZFSのみ)
poolキーワードは、ZFSルートプールのインストールを定義します。プール
は、clusterキーワードで指定したソフトウェアグループと共にインストールされま
す。新規ルートプールの作成には、poolsize、swapsize、dumpsize、および vdevlistオプ
ションが必須です。

ZFSルートプールで使用できる poolキーワードやその他のキーワードの詳細な説明
については、182ページの「poolプロファイルキーワード (ZFSのみ)」を参照してく
ださい。

root_deviceプロファイルキーワード (UFSとZFS)

注 – root_deviceキーワードは、UFSファイルシステム、ZFSルートプールのどちら
のインストールにも使用できます。ZFSインストールの場合、このキーワードの使用
は単一システムに制限されています。

■ UFSまたは ZFSのインストールで使用できるキーワードの詳細な一覧について
は、表 8–2を参照してください。

■ ZFSルートプールのインストールでの root_deviceキーワードの使用方法につい
ては、180ページの「ZFSルート (/)ファイルシステムの JumpStartキーワード (リ
ファレンス)」を参照してください。

root_device slice

root_deviceは、システムのルートディスクを指定します。165ページの「システム
のルートディスクを決定する方法」に追加情報があります。
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注 –ルートディスクは、JumpStartプログラムによって決定され、OSがインストール
される場所を指定します。rulesファイルでは、プローブキーワード「rootdisk」を
使用しますが、このキーワードは JumpStartプロファイルで使用され
る「rootdisk」キーワードとは使い方が異なります。rulesファイルのプローブ
キーワード「rootdisk」を使って、インストールの場所を設定することはできませ
ん。プローブキーワード rootdiskは、インストール時のブート元を決定しま
す。表 8–10を参照してください。

システムをアップグレードする場合、root_deviceは指定されるルート (/)ファイル
システムおよびその /etc/vfstabファイルでマウントされるファイルシステムが
アップグレードされることを示します。システム上で複数のルート (/)ファイルシス
テムがアップグレードできる場合は、root_deviceを指定する必要があります。slice
は、cwtxdyszまたは cxdyszの形式で指定してください。

root_deviceキーワードを使用する場合は、次の点を考慮してください。

■ 1つだけのディスクを持つシステムで root_deviceを指定する場合、root_device

とディスクが一致する必要があります。また、ルート (/)ファイルシステムを指
定する任意の filesysキーワードは、root_deviceと一致する必要があります。

■ RAID-1ボリューム (ミラー)をアップグレードする場合、root_deviceに指定する
値はミラーの一方である必要があります。他方のミラーは自動的にアップグ
レードされます。

例 8–26 root_deviceプロファイルキーワード

root_device c0t0d0s2

システムのルートディスクを決定する方法

システムのルートディスクは、ルート (/)ファイルシステムを含むシステム上の
ディスクです。プロファイル内では、JumpStartプログラムがシステムのルート
ディスクを設定するディスク名の代わりに、この rootdisk変数を使用できま
す。表 8–8では、JumpStartプログラムがインストール用にシステムのルートディス
クを決定する方法を説明します。

注 –システムのルートディスクサイズが確認されるのは、初期インストール時だけで
す。アップグレードの場合、システムのルートディスクは変更できません。
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表 8–8 JumpStartがシステムのルートディスクを決定する方法 (初期インストールのみ)

手順 動作

1 プロファイル内で root_deviceキーワードが指定されている場合、JumpStartプログラム
は rootdiskをルートデバイスに設定します。

2 プロファイル内で、rootdiskが設定されていなくて、boot_deviceキーワードが指定さ
れている場合、JumpStartプログラムは rootdiskをブートデバイスに設定します。

3 プロファイル内で rootdiskが設定されていなくて、filesys cwtxdysz size /エントリが
指定されている場合、JumpStartプログラムは rootdiskをエントリで指定されたディス
クに設定します。

4 プロファイル内で rootdiskが設定されておらず、rootdisk.snエントリが指定されてい
る場合、JumpStartプログラムは、システムのディスクから、カーネルのプローブの順
番で、指定されたスライス上の既存のルートファイルシステムを検索します。ディスク
が見つかった場合、JumpStartプログラムは見つかったディスクに rootdiskを設定しま
す。

5 プロファイル内で、rootdiskが設定されていなくて、partitioning existingが指定さ
れている場合、JumpStartプログラムはシステムのディスクで、(カーネルのプローブ順
で)既存のルートファイルシステムを検索します。ルートファイルシステムが見つから
なかった場合、あるいは複数のルートファイルシステムが見つかった場合は、エラーが
発生します。ルートファイルシステムが見つかった場合、JumpStartプログラムは見つ
かったディスクに rootdiskを設定します。

6 プロファイル内で rootdiskが設定されていない場合、JumpStartプログラムは、ルート
(/)ファイルシステムがインストールされるディスクに rootdiskを設定します。

system_typeプロファイルキーワード
system_type type_switch

system_typeは、Oracle Solaris OSのインストール先のシステムのタイプを定義しま
す。

type_switchは、オプション standaloneまたは serverを表します。このオプション
は、Solarisソフトウェアをインストールするシステムのタイプを指定するために使
用します。system_typeをプロファイルに指定しないと、デフォルトによって
standaloneが使用されます。
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usediskプロファイルキーワード (UFSとZFS)

注 – usediskキーワードは、UFSファイルシステム、ZFSルートプールのどちらのイ
ンストールにも使用できます。このキーワードの使用方法は、UFSのインストール
と ZFSのインストールで同じです。
■ UFSまたは ZFSのインストールで使用できるキーワードの詳細な一覧について
は、表 8–2を参照してください。

■ ZFSインストールの実行の詳細については、第 9章「JumpStartによる ZFSルート
プールのインストール」を参照してください。

usedisk disk_name ...

このキーワードの各ディスクインスタンスには、個別の行項目が必要です。次の例
に示すように、使用する複数のディスクを個別の行で指定します。

usedisk c0t0d0

usedisk c0t1d0

usedisk c0t2d0

partitioning defaultを指定すると、デフォルトではシステム上のすべての使用可能
ディスクが使用されます。usediskプロファイルキーワードには、JumpStartプログラ
ムに使用させる 1つ以上のディスクを指定します。disk_nameは、cxtydzまたは cydz
形式 (たとえば c0t0d0または c0d0s0)で指定する必要があります。

プロファイル内に usediskを指定した場合、JumpStartプログラムは、usedisk

キーワードの後ろに指定されたディスクだけを使用します。

注 –同じプロファイルに usediskキーワードと dontuseキーワードを同時に指定する
ことはできません。

カスタム JumpStartの環境変数
開始および終了スクリプトには、環境変数を使用できます。たとえば、開始スクリ
プトは、ディスクサイズ (SI_DISKSIZES)を抽出し、実際のディスクサイズに基づい
てシステムに特定のパッケージをインストールするかどうかを決定できます。

システムについて収集された情報は、これらの環境変数に格納されます。これらの
変数は、通常、rulesファイルに使用するルールキーワードと値によって設定するか
どうかが決まります。

たとえば、すでにシステムにインストールされているオペレーティングシステムに
関する情報は、installedキーワードを使用した後にのみ、SI_INSTALLEDから入手で
きます。
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表 8–9では、これらの変数とその値について説明します。

表 8–9 インストール環境変数

環境変数 値

SI_ARCH インストールクライアントのハードウェアアーキテクチャー。SI_ARCH変数
は、rulesファイルで archキーワードを使用する場合に設定されます。

SI_BEGIN 開始スクリプトを使用している場合はその名前。

SI_CLASS インストールクライアントをインストールするために使用されるプロファイルの
名前。

SI_DISKLIST コンマで区切られた、インストールクライアント上のディスク名のリス
ト。SI_DISKLIST変数は、rulesファイルで disksizeキーワードを使用して照合す
る場合に設定されます。SI_DISKLISTおよび SI_NUMDISKS変数は、rootdiskに使用
する物理ディスクを決定するために使用します。rootdiskについては、165ページ
の「システムのルートディスクを決定する方法」を参照してください。

SI_DISKSIZES コンマで区切られた、インストールクライアント上のディスクサイズのリス
ト。SI_DISKSIZES変数は、rulesファイルで disksizeキーワードを使用して照合す
る場合に設定されます。

SI_DOMAINNAME ドメイン名。SI_DOMAINNAME変数は、rulesファイルで dommainnameキーワードを使
用して照合する場合に設定されます。

SI_FINISH 終了スクリプトを使用する場合はその名前。

SI_HOSTADDRESS インストールクライアントの IPアドレス。

SI_HOSTNAME インストールクライアントのホスト名。SI_HOSTNAME変数は、rulesファイルで
hostnameキーワードを使用して照合する場合に設定されます。

SI_INSTALLED 特定のオペレーティングシステムが入っているディスクのデバイス名
(Solaris、SunOS、System Vなど)。SI_INSTALLED変数は、rulesファイルで
installedキーワードを使用して照合する場合に設定されます。SI_INST_OSと
SI_INST_VERは、SI_INSTALLEDの値を決定するために使用します。

SI_INST_OS オペレーティングシステムの名前。SI_INST_OSと SI_INST_VERは、SI_INSTALLEDの
値を決定するために使用します。

SI_INST_VER オペレーティングシステムのバージョン。SI_INST_OSと SI_INST_VER

は、SI_INSTALLEDの値を決定するために使用します。

SI_KARCH インストールクライアントのカーネルアーキテクチャー。SI_KARCH変数は、rules

ファイルで karchキーワードを使用して照合する場合に設定されます。

SI_MEMSIZE インストールクライアントの物理メモリーの量。 SI_MEMSIZE変数は、rulesファイ
ルで memsizeキーワードを使用して照合する場合に設定されます。

SI_MODEL インストールクライアントのモデル名。SI_MODEL変数は、rulesファイルで model

キーワードを使用して照合する場合に設定されます。
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表 8–9 インストール環境変数 (続き)
環境変数 値

SI_NETWORK インストールクライアントのネットワーク番号。SI_NETWORK変数は、rulesファイ
ルで networkキーワードを使用して照合する場合に設定されます。

SI_NUMDISKS インストールクライアントのディスク数。SI_NUMDISKS変数は、rulesファイルで
disksizeキーワードを使用して照合する場合に設定されます。SI_NUMDISKSおよび
SI_DISKLIST変数は、rootdiskに使用する物理ディスクを決定するために使用しま
す。rootdiskについては、165ページの「システムのルートディスクを決定する方
法」を参照してください。

SI_OSNAME Solarisソフトウェアイメージのオペレーティングシステムリリース。SI_OSNAME変
数は、たとえば、Oracle Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1
CDイメージ上のオペレーティングシステムのバージョンに基づいたシステムに
Solarisソフトウェアをインストールする場合にスクリプト内で指定できます。

SI_ROOTDISK 論理名 rootdiskによって表されるディスクのデバイス名。SI_ROOTDISK変数
は、rulesファイルで disksizeまたは installedキーワードを rootdiskに設定した
場合に設定されます。SI_ROOTDISK変数は、インストール時のブートデバイスを設
定します。

注 – rulesファイルのプローブキーワード「rootdisk」を使って、インストールの場
所を設定することはできません。JumpStartプロファイルで設定され
る「rootdisk」変数については、165ページの「システムのルートディスクを決定
する方法」を参照してください。

SI_ROOTDISKSIZE 論理名 rootdiskによって表されるディスクのサイズ。SI_ROOTDISKSIZE変数
は、rulesファイルで disksizeまたは installedキーワードを rootdiskに設定した
場合に設定されます。

SI_TOTALDISK インストールクライアント上のディスク容量の合計。SI_TOTALDISK変数は、rules

ファイルで totaldiskキーワードを使用して照合する場合に設定されます。

プローブキーワードと値
表 8–10では、ルールキーワードと対応するプローブキーワードについて説明しま
す。

注 –プローブキーワードは、rulesファイルの最初、またはその近くに指定してくだ
さい。

表 8–10 プローブキーワードの説明

ルールキーワード
対応するプローブ
キーワード プローブキーワードの説明

any なし
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表 8–10 プローブキーワードの説明 (続き)

ルールキーワード
対応するプローブ
キーワード プローブキーワードの説明

arch arch カーネルアーキテクチャー (i386または SPARC)を判断して SI_ARCHを設定しま
す。

disksize disks システムのディスクサイズ (Mバイト)をカーネルプローブ順
(c0t3d0s0、c0t3d0s1、c0t4d0s0)で返します。disksizeは、SI_DISKLIST

、SI_DISKSIZES、SI_NUMDISKS、および SI_TOTALDISKを設定します。

domainname domainname システムのNISまたはNIS+ドメイン名、あるいは空を返して、SI_DOMAINNAME

を設定します。domainnameキーワードは、domainname(1M)の出力を返します。

hostaddress hostaddress システムの IPアドレス (lo0ではない ifconfig(1M) -aの出力にリストされた最初
のアドレス)を返して、SI_HOSTADDRESSを設定します。

hostname hostname システムのホスト名 (uname(1) -nからの出力)を返して、SI_HOSTNAMEを設定しま
す。

installed installed システムにインストールされたOracle Solaris OSのバージョン名を返し
て、SI_ROOTDISKと SI_INSTALLEDを設定します。

Solarisリリースは検出されたが、バージョンを判断できないという場合は、返さ
れるバージョンは SystemVになります。

karch karch システムのプラットフォームグループ (i86pcまたは sun4u)を返し、SI_KARCHを
設定します。プラットフォーム名のリストについては、『Solaris Sunハード
ウェアマニュアル』(http://www.oracle.com/technetwork/indexes/
documentation/index.html)を参照してください。

memsize memsize システム上の物理メモリーのサイズ (Mバイト)を返して、SI_MEMSIZEを設定し
ます。

model model システムのプラットフォーム名を返して、SI_MODELを設定します。プラット
フォーム名のリストについては、『Solaris Sunハードウェアマニュア
ル』(http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.html)を
参照してください。

network network システムのネットワーク番号を返します。これは JumpStartプログラムがシステ
ムの IPアドレスとサブネットマスクの論理和をとって判断します。システムの
IPアドレスとサブネットマスクは、lo0ではない ifconfig(1M) -aの出力にリス
トされた最初のアドレスから抽出されます。networkキーワードは SI_NETWORKも
設定します。

osname osname CDで検出されたOracle Solaris OSのバージョンおよびオペレーティングシステム
名を返して、SI_OSNAMEを設定します。

Solarisリリースは検出されたが、バージョンを判断できないという場合は、返さ
れるバージョンは SystemVになります。

rootdisk システムのルートディスクの名前とサイズ (Mバイト)を返して、SI_ROOTDISKを
設定します。
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表 8–10 プローブキーワードの説明 (続き)

ルールキーワード
対応するプローブ
キーワード プローブキーワードの説明

totaldisk totaldisk システムのディスク容量の合計 (Mバイト)を返して、SI_TOTALDISKを設定しま
す。ディスク容量の合計には、システムに接続された操作可能なディスクすべ
てが含まれます。

プローブキーワードと値
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JumpStartによる ZFSルートプールのイン
ストール

この章では、ZFSルートプール用の JumpStartインストールを実行するために必要な
情報を提供します。次の節では、計画情報、プロファイルの例、およびプロファイ
ルキーワードについて説明しています。

■ 174ページの「ZFSルート (/)ファイルシステムの JumpStartインストール (概要と
計画)」

■ 176ページの「ZFSルートプール用の JumpStartプロファイルの例」
■ 180ページの「ZFSルート (/)ファイルシステムの JumpStartキーワード (リファレ
ンス)」

Solaris 10 10/09リリースの新機能
Solaris 10 10/09リリース以降では、JumpStartプロファイルを設定して、ZFSルート
プールのフラッシュアーカイブを特定できます。

フラッシュアーカイブは、UFSルートファイルシステムまたは ZFSルートファイル
システムを実行しているシステムで作成できます。ZFSルートプールのフ
ラッシュアーカイブには、スワップボリュームとダンプボリュームおよび任意の除
外されたデータセットを除く、プール階層全体が含まれます。スワップボリューム
とダンプボリュームは、フラッシュアーカイブのインストール時に作成されます。

フラッシュアーカイブによるインストール方法は次のとおりです。

■ ZFSルートファイルシステムによるシステムのインストールとブートに使用でき
るフラッシュアーカイブを生成します。

■ ZFSフラッシュアーカイブを使用して、システムの JumpStartインストールを実行
します。

9第 9 章
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注 – ZFSフラッシュアーカイブを作成すると、個別のブート環境ではな
く、ルートプール全体がバックアップされます。flarcreateコマンドと flarコマ
ンドの - Dオプションを使用すると、プール内の個別のデータセットを除外でき
ます。

詳細と制限事項については、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』の「ZFSルートファイ
ルシステムのインストール (Oracle Solarisフラッシュアーカイブインストール)」を参
照してください。

ZFSルート (/)ファイルシステムの JumpStartインス
トール (概要と計画)

この章で提供しているのは、JumpStartプロファイルを作成して ZFSルートプールを
インストールするための情報です。

注 – UFSルート (/)ファイルシステムをインストールすることにより、すべての既存
のプロファイルキーワードは、以前のリリースの Solarisの場合と同様に動作しま
す。UFSプロファイルキーワードの一覧については、第 8章「カスタム JumpStart (リ
ファレンス)」を参照してください。

ZFS固有のプロファイルには、poolキーワードを含めてください。poolキーワード
により、新規ルートプールがインストールされ、新しいブート環境がデフォルトで
作成されます。既存の bootenv installbeキーワードと新しい benameおよび dataset

オプションを使って、ブート環境に名前を付け、/varデータセットをブート環境ご
とに作成することができます。UFSマウントポイントの作成を指定するキーワード
など、UFS固有のプロファイルで使用できるキーワードで ZFS固有のプロファイル
では使用できないものがあります。

ZFS計画全体の情報については、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (インス
トールとアップグレードの計画)』の第 6章「ZFSルートファイルシステムのインス
トール (計画)」を参照してください。

ZFSルートプールの JumpStartインストールの制
限事項
ブート可能な ZFSルートプールの JumpStartインストールを実行する前に、次の事項
を考慮してください。

ZFSルート (/)ファイルシステムの JumpStartインストール (概要と計画)
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表 9–1 ZFSルートプールの JumpStartの制限事項

制約 説明 詳細

JumpStartインス
トールでは、既存の
ZFSストレージプール
を使用してブート可
能な ZFSルート
プールを作成できま
せん。

新規の ZFSストレージプールを次のような構文で作
成してください。

pool rpool 20G 4G 4G c0t0d0s0

既存のプールを使用できないため、完全な pool

キーワード行が必要です。bootenvキーワード行は
省略できます。bootenvを使用しないと、デフォル
トのブート環境が自動的に作成されます。次に例を
示します。

install_type initial_install

cluster SUNWCall

pool rpool 20G 4g 4g any

bootenv installbe bename newBE

182ページの「pool

プロファイル
キーワード (ZFSの
み)」

ディスク全体に対し
てプールを作成でき
ません。

ディスク全体ではなく、ディスクスライスごとに
プールを作成します。

プロファイルで c0t0d0のようにディスク全体に対
してプールを作成すると、インストールが失敗
し、次のようなエラーメッセージが表示されます。

Invalid disk name (c0t0d0)

UFSマウントポイン
トの作成を指定する
キーワードなど、UFS
固有のプロファイル
で使用できる
キーワードで ZFS固
有のプロファイルで
は使用できないもの
があります。

118ページの「プロ
ファイルキーワード
のクイックリファレ
ンス」

JumpStartでアップグ
レードはできませ
ん。Solaris Live
Upgradeを使用してく
ださい。

Solaris Live Upgradeでは、現在稼動しているシステ
ムのコピーを作成できます。このコピーをアップグ
レードしてから、現在稼動中のシステムとしてアク
ティブ化することができます。

『Oracle Solaris 10 8/
11インストールガイ
ド (Solaris Live
Upgradeとアップグ
レードの計画)』の第
11章「Solaris Live
Upgradeと ZFS (概
要)」
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ZFSルートプール用の JumpStartプロファイルの例
この節では、ZFS固有の JumpStartプロファイルの例を示します。

注 – ZFSルートプールをアップグレード可能およびブート可能にするには、ディスク
全体ではなく、ディスクスライスごとにプールを作成します。プロファイルで
c0t0d0のようにディスク全体に対してプールを作成すると、次のようなエ
ラーメッセージが表示されます。

Invalid disk name (c0t0d0)

例 9–1 ミラー化したZFSルートプールのインストール

install_type initial_install

cluster SUNWCall

pool newpool auto auto auto mirror c0t0d0s0 c0t1d0s0

bootenv installbe bename solaris10_6

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明しま
す。

install_type initial_install install_typeキーワードは、すべてのプロファイ
ルに必要です。initial_installキーワードにより
初期インストールが実行され、新規 ZFSルート
プールに新規Oracle Solaris OSがインストールされ
ます。

cluster 全体ディストリビューションソフトウェアグ
ループ (SUNWCall)がシステムにインストールされ
ます。ソフトウェアグループの詳細は、『Oracle
Solaris 10 8/11インストールガイド (インストールと
アップグレードの計画)』の「ソフトウェアグ
ループごとの推奨ディスク容量」を参照してくだ
さい。

pool poolキーワードは、新しい ZFSルートプールの特
性を定義します。

newpool ルートプールの名前を定義します。

auto ディスクのサイズを自動的に設定しま
す。このサイズは、指定したディスク
のサイズによって決まります。

auto スワップ領域のサイズは、auto

キーワードにより自動的に設定されま
す。デフォルトのサイズは物理メモ
リーサイズの 1/2ですが、512Mから 2G

ZFSルートプール用の JumpStartプロファイルの例
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例 9–1 ミラー化したZFSルートプールのインストール (続き)

バイトの範囲を超えることはできませ
ん。sizeオプションを使用すれば、こ
の範囲外のサイズを設定できます。

auto ダンプデバイスのサイズを自動的に設
定します。

mirror ミラー化されたディスク構成に
は、mirrorキーワードおよび c0t0d0s0
と c0t1d0s0のように指定されたディス
クスライスが存在します。

bootenv installbeで、インストール時に作成されるデ
フォルトのブート環境の特性を変更できます。

bename 新しいブート環境に solaris10_6という名
前を付けます。

例 9–2 ZFSルートプールのディスクサイズのカスタマイズ

install_type initial_install

cluster SUNWCall

pool newpool 80g 2g 2g mirror any any

bootenv installbe bename solaris10_6

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明しま
す。

install_type initial_install install_typeキーワードは、すべてのプロファイ
ルに必要です。initial_installキーワードにより
初期インストールが実行され、新規 ZFSルート
プールに新規Oracle Solaris OSがインストールされ
ます。

cluster 全体ディストリビューションソフトウェアグ
ループ (SUNWCall)がシステムにインストールされ
ます。ソフトウェアグループの詳細は、『Oracle
Solaris 10 8/11インストールガイド (インストールと
アップグレードの計画)』の「ソフトウェアグ
ループごとの推奨ディスク容量」を参照してくだ
さい。

pool poolキーワードは、新しい ZFSルートプールの特
性を定義します。

newpool ルートプールの名前を指定します。
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例 9–2 ZFSルートプールのディスクサイズのカスタマイズ (続き)

80g ディスクスライスのサイズを指定しま
す。

2g スワップ領域とダンプボリュームは 2G
バイトです。

mirror ミラー化されたディスク構成に
は、mirrorキーワードおよび c0t0d0s0
と c0t1d0s0のように指定されたディス
クスライスが存在します。

ミラー化構成の anyオプションによ
り、80Gバイトのプールを作成するの
に十分な容量を持つ 2つの利用可能な
デバイスが検索されます。そのような
2つのデバイスがなかった場合、イン
ストールは失敗します。

bootenv installbeで、インストール時に作成されるデ
フォルトのブート環境の特性を変更できます。

bename 新しいブート環境に solaris10_6という名
前を付けます。

例 9–3 OSのインストール場所の指定

install_type initial_install

cluster SUNWCall

root_device c0t0d0s0

pool nrpool auto auto auto rootdisk.s0

bootenv installbe bename bnv dataset /var

この例で使用されているキーワードと値の一部について、次のリストで説明しま
す。

install_type initial_install install_typeキーワードは、すべてのプロファイ
ルに必要です。initial_installキーワードにより
初期インストールが実行され、新規 ZFSルート
プールに新規Oracle Solaris OSがインストールされ
ます。

cluster 全体ディストリビューションソフトウェアグ
ループ (SUNWCall)がシステムにインストールされ
ます。ソフトウェアグループの詳細は、『Oracle
Solaris 10 8/11インストールガイド (インストールと
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例 9–3 OSのインストール場所の指定 (続き)

アップグレードの計画)』の「ソフトウェアグ
ループごとの推奨ディスク容量」を参照してくだ
さい。

root_device OSがインストールされるディスクスライスを指定
します。c0t0d0s0でOS用の特定のディスクとスラ
イスを定義しています。

pool poolキーワードは、新しい ZFSルートプールの特
性を定義します。

nrpool ルートプールの名前を定義しま
す。

auto ディスクのサイズを自動的に設定
します。このサイズは、指定した
ディスクのサイズによって決まり
ます。

auto スワップ領域のサイズは、auto

キーワードにより自動的に設定さ
れます。デフォルトのサイズは物
理メモリーサイズの 1/2です
が、512Mから 2Gバイトの範囲を
超えることはできません。sizeオ
プションを使用すれば、この範囲
外のサイズを設定できます。

auto ダンプデバイスのサイズを自動的
に設定します。

rootdisk.s0 ルートプールの作成に使用するデ
バイスは、スライス 0として指定
します。

bootenv installbeで、インストール時に作成されるデ
フォルトのブート環境の特性を変更できます。

bename 新しいブート環境に bnvという名前を
付けます。

dataset ROOTデータセットとは別に /var

データセットを作成します。dataset

の値は、/varだけです。
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ZFSルート (/)ファイルシステムの JumpStartキーワード
(リファレンス)

この節では、JumpStartプロファイルで使用できる ZFS固有のキーワードについて説
明します。この節で説明しているキーワードは、UFSプロファイルの場合とは使用
方法が異なるか、ZFSプロファイルでのみ使用されるかのいずれかです。

■ UFS、ZFS両方のプロファイルキーワードのクイックリファレンスが、118ページ
の「プロファイルキーワードのクイックリファレンス」にあります。

■ 次のリストにあるキーワードを ZFSプロファイルで使用できます。使用方法
は、UFSと ZFS両方のプロファイルで同じです。これらのキーワードの詳細につ
いては、120ページの「プロファイルキーワードの説明と例」を参照してくださ
い。
■ boot_device
■ cluster
■ dontuse
■ fdisk
■ filesys (リモートファイルシステムをマウントする場合)
■ geo
■ locale
■ package
■ usedisk

bootenvプロファイルキーワード (ZFSとUFS)
bootenvキーワードでは、ブート環境の特性を指定します。ブート環境は、pool

キーワードに従ってインストール時にデフォルトで作成されます。bootenv

キーワードに installbeオプションを付けて使用すると、新しいブート環境に名前を
付け、そのブート環境内に /varデータセットを作成することができます。

このキーワードは、UFSファイルシステムまたは ZFSルートプールのインストール
用にプロファイルで使用できます。

■ UFSファイルシステムでは、このキーワードを使用して、将来の Solarisフ
ラッシュアーカイブのインストール用に空のブート環境を作成します。UFSの
bootenvキーワードの詳細については、129ページの「bootenvプロファイル
キーワード (UFSと ZFS)」を参照してください。

■ ZFSルートプールでは、bootenvキーワードで、インストール時に作成されたデ
フォルトのブート環境の特性を変更します。このブート環境は、インストールす
るルートファイルシステムのコピーです。

ZFSルート (/)ファイルシステムの JumpStartキーワード (リファレンス)
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bootenvキーワードには、installbe、bename、および datasetオプションを指定
できます。これらのオプションにより、ブート環境に名前が付けられ、/var

データセットが別個に作成されます。

bootenv installbe bename new-BE-name [dataset mount-point]

installbe インストール時に作成されるデフォルトのブート環境の特性
を変更します。

bename 新しく作成するブート環境の名前を new_BE_nameに指定しま
す。名前は、30文字以内で指定できます。使用できるのは英
数字のみで、複数バイト文字は使用できません。名前は、シ
ステム上で一意となるように指定する必要があります。

dataset mount-point オプションの datasetキーワードを使用して、ROOTデータ
セットと別個の /varデータセットを指定できま
す。mount-pointの値は、/varに限定されています。たとえ
ば、別個の /varデータセットを指定する bootenv構文行は次
のようになります。

bootenv installbe bename zfsroot dataset /var

ブート環境のアップグレードとアクティブ化の方法については、『Oracle Solaris 10 8/
11インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画)』の第 11
章「Solaris Live Upgradeと ZFS (概要)」を参照してください。

install_typeキーワード (ZFSとUFS)
install_typeキーワードはすべてのプロファイルで必須です。UFSインストールで
はいくつかのオプションを利用できます。ZFSインストールで利用できるオプション
は、initial_installキーワードだけです。このオプションでは、システムにOracle
Solaris OSを新規インストールします。プロファイルの構文は次のとおりです。

install_type initial_install

注 –次のUFSのオプションは、ZFSインストールでは使用できません。

■ upgrade - ZFSルートプールをアップグレードするには、Solaris Live Upgradeを使用
します。『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップ
グレードの計画)』の第 11章「Solaris Live Upgradeと ZFS (概要)」を参照してくだ
さい。

■ flash_install - Solarisフラッシュアーカイブはインストールできません。
■ flash_update - Solarisフラッシュアーカイブはインストールできません。

ZFSルート (/)ファイルシステムの JumpStartキーワード (リファレンス)
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poolプロファイルキーワード (ZFSのみ)
poolキーワードでは、作成する新しいルートプールを定義します。プール
は、clusterキーワードで指定したソフトウェアグループと共にインストールされま
す。新規ルートプールの作成には、poolsize、swapsize、dumpsize、および vdevlistオプ
ションが必須です。

pool poolname poolsize swapsize dumpsize vdevlist

poolname 新しく作成するプールの名前を指定します。新しいプールは、指定した
sizeと指定したデバイス vdevlistで作成されます。

poolsize 作成する新しいプールのサイズ。容量を表記する場合、g (Gバイト)を
指定しないかぎり、サイズはMバイト単位とみなされます。autoオプ
ションを使用することもできます。

auto ディスクの容量、保存されているスライスなどの制約を考慮し
たうえで、可能な最大のプールサイズを割り当てます。

注 – poolsizeキーワードの autoの意味は、UFSファイルシステム
で filesysキーワードの autoを使用する場合とは異なりま
す。ZFSでは、最小限の容量を確保できるかどうかを確認する
ために、ディスクのサイズをチェックします。最小限の容量が
利用可能な場合、ディスクの容量、保存されているスライスな
どの制約を考慮したうえで、可能な最大のプールサイズを割り
当てます。

swapsize 新しいルートプール内に作成されるスワップボリューム (zvol)のサイ
ズ。オプションは、autoまたは sizeのいずれかです。

auto スワップ領域のサイズが自動的に設定されます。デフォルトの
サイズは物理メモリーサイズの 1/2ですが、512Mから 2Gバイ
トの範囲を超えることはできません。sizeオプションを使用す
れば、この範囲外のサイズを設定できます。

size 容量を直接指定できます。g (Gバイト)を指定しないかぎ
り、サイズはMバイト単位とみなされます。

dumpsize 新しいプール内に作成されるダンプボリュームのサイズ。

auto デフォルトのスワップサイズを使用します。

size 容量を直接指定できます。g (Gバイト)を指定しないかぎ
り、サイズはMバイト単位とみなされます。

vdevlist プールの作成に使用される 1つ以上のデバイス。
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vdevlistに指定するデバイスは、ルートプール用のスライスにしてくだ
さい。vdevlistには、cwtxdyszの形式の single-device-name、mirrorオプ
ション、anyオプションのいずれかを指定できます。

注 – vdevlistの書式は、zpool createコマンドの書式と同じです。

single-device-name c0t0d0s0など、cwtxdyszの形式のディスク
スライス。

mirror [device-names| any] ディスクのミラー化を指定します。

複数デバイスを指定する場合、現時点でサ
ポートされているのは、ミラー化構成だけ
です。ディスクはいくつでもミラー化でき
ますが、作成されるプールのサイズは、指
定したディスクのなかで最も小さいものに
よって決まります。ミラー化ストレージ
プールの作成の詳細については、『Oracle
Solaris ZFS管理ガイド』の「ミラー化され
たストレージプール構成」を参照してくだ
さい。
■ device-namesにミラー化するデバイスを
指定します。名前は、cwtxdyszの形式
になります (例: c0t0d0s0、c0t0d1s5)。

■ anyオプションを指定すると、インス
トーラによるデバイスの選択が可能に
なります。

any インストーラが適切なデバイスを選択でき
るようにします。

root_deviceプロファイルキーワード (ZFSとUFS)
root_device cwtxdysz

root_deviceでは、ルートプールに使用するデバイスを指定します。root_device

キーワードは、オペレーティングシステムがインストールされている場所を特定し
ます。いくつかの制限はありますが、このキーワードは ZFSとUFSファイルシステ
ムの両方で同じように使用できます。ZFSルートプールでは、ルートデバイスは単一
のシステムに限られます。このキーワードは、ミラー化されたプールには使えませ
ん。
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cwtxdysz オペレーティングシステムがインストールされているルートディスクを
指定します。

追加情報
この章のトピックの追加情報については、表 9–2に示す内容を参照してください。

表 9–2 追加情報

リソース 場所

概要、計画、詳細な手順を含む ZFSの情報 『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』

すべての JumpStartキーワードの一覧 第 8章「カスタム JumpStart (リファレンス)」

Solaris Live Upgradeを使用してUFSから ZFSに移
行する、または ZFSルートプールに新規ブート
環境を作成する方法

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド
(Solaris Live Upgradeとアップグレードの計
画)』の第 11章「Solaris Live Upgradeと ZFS (概
要)」

追加情報
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付録
このパートでは、問題への対処方法と参考情報を提供します。

パ ー ト I I
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問題発生時の解決方法 (作業)

この章では、Oracle Solaris 10 8/11ソフトウェアのインストール時に発生する可能性の
あるエラーメッセージと一般的な問題の一覧を示します。それぞれの問題の解決方
法を示します。まず、次のリストを使用して、インストールプロセスのどこで問題
が発生したか確認してください。

■ 187ページの「ネットワークインストールの設定に関する問題」
■ 188ページの「システムのブートに関する問題」
■ 195ページの「Oracle Solaris OSの初期インストール」
■ 197ページの「Oracle Solaris OSのアップグレード」

注 –この付録で「ブート可能なメディア」と記載されている場合、これはインス
トールプログラムおよび JumpStartインストールを意味します。

ネットワークインストールの設定に関する問題
Unknown client “host_name ”

原因: add_install_clientコマンドの host_name引数は、ネームサービス内のホス
トではありません。

対処方法:ホスト host_nameをネームサービスに追加し、add_install_clientコマ
ンドを実行し直してください。

Error: <system name> does not exist in the NIS ethers map

Add it, and rerun the add_install_client command

説明: add_install_clientコマンドを実行すると、上記のエラーが出てコマンドが
失敗します。

原因:インストールサーバーに追加しようとしているクライアントが、サーバーの
/etc/ethersファイルに存在しません。
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対処方法:必要な情報をインストールサーバー上の /etc/ethersファイルに追加
し、add_install_clientコマンドを実行し直してください。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

注 –役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細について
は、『Solarisのシステム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業
マップ)」を参照してください。

2. このクライアント上で ethersアドレスを見つけます。

# ifconfig -a grep ethers

ether 8:0:20:b3:39:1d

3. インストールサーバー上で、エディタを使って /etc/ethersファイルを開きま
す。そのアドレスをリストに追加します。

4. この例のように、クライアント上で add_install_clientをもう一度実行しま
す。

# ./add_install_client bluegill sun4u

システムのブートに関する問題

メディアからのブート時のエラーメッセージ

le0: No carrier - transceiver cable problem

原因:システムがネットワークに接続されていません。

対処方法:ネットワークに接続せずに使用しているシステムの場合は、この
メッセージは無視してください。ネットワークに接続されているシステムの場合
は、Ethernetが正しく接続されているかどうか確認してください。

The file just loaded does not appear to be executable

原因:ブート用の適切な媒体が見つかりません。

対処方法:インストールサーバーからネットワークを介してOracle Solaris 10 8/11ソ
フトウェアをインストールするようにシステムが正しく設定されていることを確
認します。たとえば、次のような確認を行います。

■ Oracle Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE CDのイメージを
インストールサーバーにコピーした場合は、設定時にシステムのプラット
フォームグループを正しく指定したかどうかを確認します。
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■ DVDまたはCDメディアを使用する場合は、Oracle Solaris Operating System
DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDがインストールサーバー上にマウントさ
れていてアクセスできることを確認します。

boot: cannot open <filename> (SPARC ベースのシステムのみ)

原因: PROMの boot -fileの値を明示的に指定したときに発生するエラーです。

注 – filenameは、対象となるファイルの名前です。

対処方法:次の手順を実行します。

■ PROMの boot -fileの値を (無指定)に設定変更します。
■ diag-switchが offと trueに設定されているか確認します。

Can’t boot from file/device

原因:インストールメディアがブート可能なメディアを見つけることができませ
ん。

対処方法:次の条件が満たされているか確認します。

■ DVD-ROMまたはCD-ROMドライブがシステムに適切に取り付けられ、電源
が入っている。

■ Oracle Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDがドライブ
に挿入されている。

■ ディスクに傷や埃が付いていない。

WARNING: clock gained xxx days -- CHECK AND RESET DATE! (SPARC システムのみ)

説明:これは参考情報です。

対処方法:メッセージは無視して、インストールを継続してください。

Not a UFS file system (x86 システムのみ)

原因: Oracle Solaris 10 8/11ソフトウェアをインストールしたとき (Solarisインス
トールプログラムまたはカスタム JumpStartを使って)、ブートドライブを選択し
ませんでした。BIOSを編集してシステムをブートする必要があります。

対処方法: BIOSを選択してブートします。詳細は、BIOSのマニュアルを参照して
ください。

システムのブートに関する問題
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メディアからのブート時の一般的な問題

システムがブートしない。
説明:初めてカスタム JumpStartサーバーを設定する場合、エラーメッセージを返
さないブート問題が発生することがあります。システムについての情報およびシ
ステムがどのようにブートするかを調べるには、-vオプションを指定してブート
コマンドを実行してください。-vオプションを使用すると、ブートコマンドは画
面に詳しいデバッグ情報を表示します。

注 –このフラグを指定しなくてもメッセージは出力されますが、システムログ
ファイルが出力先となります。詳細については、syslogd(1M)を参照してくださ
い。

対処方法: SPARCシステムの場合、okプロンプトで次のコマンドを入力します。

ok boot net -v - install

Toshiba SD-M 1401 DVD-ROM が搭載されたシステムで DVD メディアからのブートが失
敗する
説明:使用しているシステムにファームウェアバージョン 1007のToshiba
SD-M1401 DVD-ROMが搭載されている場合、システムはOracle Solaris Operating
System DVDからブートできません。

対処方法: 111649–03以降のパッチを適用してToshiba SD-M1401 DVD-ROMドライ
ブのファームウェアを更新します。パッチ 111649–03は、http://

support.oracle.com (My Oracle Support)の「パッチと更新版」タブから入手できま
す。

メモリー増設用以外の PC カードを挿入すると、システムがハングまたはパニックを
起こす。(x86 システムのみ)

原因:メモリー増設用以外のPCカードは、ほかのデバイスが使用するのと同じメ
モリーリソースを使用できません。

対処方法:この問題を解決するには、PCカードのマニュアルを参照してアドレス範
囲を確認してください。

システムがプロンプトを出す前にハングする。(x86 システムのみ)

対処方法:サポートされていないハードウェアです。ハードウェアのマニュアルを
参照してください。
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ネットワークからのブート時のエラーメッセージ

WARNING: getfile: RPC failed: error 5 (RPC Timed out).

説明:インストールクライアントのブート要求に対して、ネットワーク上の複数の
サーバーが応答したときに発生するエラーです。インストールクライアントの接
続先のブートサーバーが間違っているため、インストールは停止します。次の原
因が考えられます。

原因: 1このインストールクライアントが登録された /etc/bootparamsファイルが複
数のサーバーに存在する可能性があります。

対処方法: 1ネットワーク上の複数のサーバーの /etc/bootparamsエントリにインス
トールクライアントが登録されていないか調べます。複数のサーバーに登録がさ
れている場合は、インストールに使用するインストールサーバー（またはブート
サーバー）以外のサーバーの /etc/bootparamsファイルから、クライアントの登
録を削除します。

原因: 2複数の /tftpbootまたは /rplbootディレクトリにこのインストールクライ
アントが登録されている可能性があります。

対処方法: 2ネットワーク上の複数のサーバーの /tftpbootまたは /rplbootディレ
クトリにインストールクライアントが登録されていないか調べます。複数の
サーバーに登録されている場合は、インストールに使用するインストール
サーバー（またはブートサーバー）以外のサーバーの /tftpbootまたは /rplboot

ディレクトリから、クライアントの登録を削除します。

原因: 3あるサーバーの /etc/bootparamsファイルにこのインストールクライアント
が登録されており、別のサーバーの /etc/bootparamsファイルで、すべてのシス
テムがプロファイルサーバーにアクセスできるように記述されている可能性があ
ります。次に示すようにすべてのシステムがプロファイルサーバーにアクセスで
きるように記述しています。

* install_config=profile_server:path

このエラーは、NISまたはNIS+の bootparamsテーブルにこのような行が存在し
ていても発生します。

対処方法: 3ワイルドカードエントリがネームサービスの bootparamsマップまたは
テーブル (* install_config=など)にある場合は、そのエントリを削除し、ブート
サーバーの /etc/bootparamsファイルに追加します。

No network boot server. Unable to install the system. See installation

instructions. (SPARC システムのみ)

原因:このエラーは、ネットワークからインストールしようとしているシステムで
発生します。このシステムは、適切に設定されていません。

システムのブートに関する問題
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対処方法:ネットワークを介してインストールするようにシステムが適切に設定さ
れているか確認します。『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (ネットワーク
インストール)』の「CDイメージを使用してネットワークからインストールする
システムの追加」を参照してください。

prom_panic: Could not mount file system (SPARC システムのみ)

原因:このエラーはネットワークから Solarisをインストールしようとしてブートソ
フトウェアが次のものを見つけられない場合に発生します。

■ Oracle Solaris Operating System DVDまたはインストールサーバー上のOracle
Solaris Operating System DVDイメージコピー

■ Solaris SOFTWARE - 1 CDまたはインストールサーバー上の Solaris SOFTWARE
- 1 CDイメージコピー

対処方法:インストール用のソフトウェアがマウントされ共有されるように設定し
てあることを確認します。

■ インストールサーバーのDVD-ROMまたはCD-ROMドライブから Solarisをイ
ンストールする場合は、Oracle Solaris Operating System DVDまたは Solaris
SOFTWARE - 1 CDがCD-ROMドライブに挿入されてマウントされているこ
と、および /etc/dfs/dfstabファイルで共有されるように設定してあることを
確認します。

■ インストールサーバーのディスク上にあるOracle Solaris Operating System DVD
イメージまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDイメージのコピーからインストール
する場合は、そのコピーのディレクトリパスが /etc/dfs/dfstabファイル内で
共有されていることを確認します。

Timeout waiting for ARP/RARP packet...(SPARC システムのみ)

原因: 1クライアントはネットワークを介してブートしようとしていますが、認識
してくれるシステムを見つけることができません。

対処方法: 1システムのホスト名がNISまたはNIS+のネームサービスに登録されて
いることを確認します。また、ブートサーバーの /etc/nsswitch.confファイル内
の bootparamsの検索順序を確認します。

たとえば、/etc/nsswitch.confファイル内にある次の行は、JumpStartまたは
Solarisインストールプログラムが最初にNISマップから bootparams情報を探すこ
とを示しています。ここで情報が見つからない場合、インストーラはブート
サーバーの /etc/bootparamsファイルを調べます。

bootparams: nis files

原因: 2クライアントの Ethernetアドレスが不正です。

対処方法: 2インストールサーバーの /etc/ethersファイルにあるクライアントの
Ethernetアドレスが正しいことを確認します。
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原因: 3カスタム JumpStartインストールでは、特定のサーバーをインストール
サーバーとして使用するようにプラットフォームグループを add_install_client

コマンドによって指定します。add_install_clientを使用する際に不正な構成値
を使用すると、この問題が発生します。たとえば、インストールするマシンが
sun4uであるのに誤って i86pcと指定した場合などが考えられます。

対処方法: 3正しいアーキテクチャー値を使用して add_install_clientを実行し直
します。

ip: joining multicasts failed on tr0 - will use link layer broadcasts for

multicast (x86 システムのみ)

原因:このエラーメッセージは、トークンリングカードを使ってシステムをブート
したときに表示されます。Ethernetのマルチキャストとトークンリングのマルチ
キャストの動作は異なります。ドライバはこのエラーメッセージを返して、マル
チキャストアドレスが無効なことを知らせます。

対処方法:このエラーメッセージは無視してください。マルチキャストがうまく動
作しなければ、IPは代わりにレイヤーブロードキャストを使用し、インストール
は失敗しません。

Requesting Internet address for Ethernet_Address (x86 システムのみ)

原因:クライアントはネットワークを介してブートしようとしていますが、認識し
てくれるシステムを見つけることができません。

対処方法:システムのホスト名がネームサービスに登録されていることを確認しま
す。システムのホスト名がNISまたはNIS+のネームサービスに登録されている
のに、システムがこのエラーメッセージを表示し続ける場合は、リブートしてく
ださい。

RPC: Timed out No bootparams (whoami) server responding; still trying... (x86 シ
ステムのみ)

原因:クライアントはネットワークからブートしようとしていますが、インス
トールサーバー上の /etc/bootparamsファイルにエントリを持つシステムを見つ
けることができません。

対処方法:インストールサーバー上で add_install_clientを実行します。これによ
り /etc/bootparamsファイルに適切なエントリが追加され、クライアントが
ネットワークからブートできるようになります。

Still trying to find a RPL server... (x86 システムのみ)

原因:システムはネットワークからブートしようとしていますが、サーバーではこ
のシステムをブートするように設定されていません。

対処方法:インストールサーバー上で、インストールするシステム用に
add_install_clientを実行します。add_install_clientコマンドは、必要な
ネットワークブートプログラムを含む /rplbootディレクトリを設定します。

システムのブートに関する問題
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CLIENT MAC ADDR: FF FF FF FF FF FF (DHCP によるネットワークインストールのみ)

原因: DHCPサーバーが正しく構成されていません。このエラーは、DHCPマ
ネージャ内でオプションやマクロが正しく定義されていない場合に発生する可能
性があります。

対処方法: DHCPマネージャで、オプションおよびマクロが正しく定義されている
ことを確認します。ルーターオプションが定義されており、その値がネット
ワークインストールで使用するサブネットを正しく表していることを確認しま
す。

ネットワークからのブート時の一般的な問題

システムはネットワークを介してブートされるが、指定したインストール
サーバー以外のシステムからブートされる。
原因:このクライアントが登録された /etc/bootparamsエントリと /etc/ethersエン
トリが別のシステム上に存在します。

対処方法:ネームサーバー上で、インストールするシステムの /etc/bootparamsエ
ントリを更新します。このエントリは、次の構文に従う必要があります。

install_system root=boot_server:path install=install_server:path

また、サブネット内で複数のサーバーの bootparamsファイルにインストールクラ
イアントが登録されていないか確認します。

システムがネットワークからブートしない (DHCP によるネットワークインストール
のみ)。
原因: DHCPサーバーが正しく構成されていません。このエラーは、システムが
DHCPサーバーのインストールクライアントとして構成されていない場合に発生
することがあります。

対処方法: DHCPマネージャーソフトウェアで、クライアントシステムのインス
トールオプションとマクロが定義されていることを確認します。詳細
は、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (ネットワークインス
トール)』の「DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設定 (作業)」を参照
してください。
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Oracle Solaris OSの初期インストール
初期インストールが失敗する
対処方法: Solarisのインストールが失敗する場合、インストールを再実行する必要
があります。インストールを再実行するには、Oracle Solaris Operating System
DVD、Solaris SOFTWARE - 1 CD、またはネットワークを利用してシステムを
ブートする必要があります。

Solarisソフトウェアが部分的にインストールされたあとでは、このソフトウェア
のインストールを解除することはできません。バックアップからシステムを復元
するか、Solarisインストールの処理をもう一度行う必要があります。

/cdrom/cdrom0/SUNW xxxx/reloc.cpio: Broken pipe

説明:このエラーメッセージは参考情報であり、インストールには影響しませ
ん。パイプへ書き込みをしたときに読み取りプロセスが存在しないと、この状況
が発生します。

対処方法:メッセージは無視して、インストールを継続してください。

WARNING: CHANGE DEFAULT BOOT DEVICE (x86 システムのみ)

原因:これは参考情報です。システムのBIOSに設定されているデフォルトブート
デバイスが、ブート時に Solaris Device Configuration Assistant (デバイス構成用補
助)を必要とするように設定されている可能性があります。

対処方法:インストールを続行します。Solaris Device Configuration Assistant (デバイ
ス構成用補助)を必要としないデバイスに Solarisソフトウェアをインストールし終
わったら、必要に応じて、BIOSに指定されたシステムのデフォルトのブートデバ
イスを変更します。

x86のみ – localeキーワードを使用して初期インストール用のカスタム JumpStartプロ
ファイルをテストする場合は、pfinstall -Dコマンドでプロファイルをテストすると
失敗します。回避方法については、197ページの「Oracle Solaris OSのアップグ
レード」節のエラーメッセージ「could not select locale」を参照してください。

▼ x86: IDEディスクの不良ブロックの検査
IDEディスクドライブは、Solarisソフトウェアがサポートするほかのドライブのよう
に、不良ブロックを自動的に無効にしません。IDEディスク上に Solarisをインス
トールする前に、ディスクを検査することをお勧めします。IDEディスクの検査を
行うには、次の手順に従います。
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スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

インストールメディアに応じた方法でブートします。

インストールタイプの選択を求めるプロンプトが表示されたら、オプション
6「Single user shell」を選択します。

format(1M)プログラムを起動します。
# format

ディスク面の検査をする IDEディスクドライブを指定します。
# cxdy

cx コントローラ番号

dy デバイス番号

fdiskパーティションが存在するかどうかを確認します。

■ Solaris fdiskパーティションが存在する場合、手順 7へ進みます。
■ Solaris fdiskパーティションが存在しない場合、fdiskコマンドを使用してディス
ク上に Solarisパーティションを作成します。

format> fdisk

次のように入力して、表面解析を開始します。
format> analyze

次のように入力して、現在の設定を確認します。
analyze> config

(省略可能)次のように入力して、設定を変更します。
analyze> setup

次のように入力して、不正ブロックを探します。
analyze> type_of_surface_analysis

type_of_surface_analysis read、write、または compareを指定します。

formatが不良ブロックを発見すると、それらの再マッピングを実行します。

次のように入力して、解析を終了します。
analyze> quit

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11
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再マッピングするブロックを指定するかどうか決定します。

■ しない場合は、手順 13へ進みます。
■ する場合は、次のコマンドを入力します。

format> repair

次のように入力して、formatプログラムを終了します。
quit

次のコマンドを入力して、マルチユーザーモードでメディアを再起動します。
# exit

Oracle Solaris OSのアップグレード

アップグレード時のエラーメッセージ

No upgradable disks

原因: /etc/vfstabファイルのスワップエントリが原因でアップグレードに失敗し
ました。

対処方法: /etc/vfstabファイルの次の行をコメントにします。

■ アップグレードしないディスク上のスワップファイルとスライスを指定してい
る行

■ 存在しないスワップファイルを指定している行
■ 使用していないスワップスライスを指定している行

usr/bin/bzcat not found

原因:パッチクラスタが必要なために Solaris Live Upgradeが失敗しています。

対処方法: Solaris Live Upgradeのインストールでパッチを使用する必要が生じまし
た。http://support.oracle.com (My Oracle Support)で最新のパッチリストを確認して
ください。My Oracle Supportで、ナレッジドキュメント 1004881.1 - Solaris Live
Upgrade Software: Patch Requirements (以前の 206844)を検索してください。

Upgradeable Solaris root devices were found, however, no suitable partitions to

hold the Solaris install software were found. Upgrading using the Solaris

Installer is not possible. It might be possible to upgrade using the Solaris

Software 1 CDROM. (x86 システムのみ)

原因:十分な容量がないため、Solaris SOFTWARE - 1 CDでアップグレードできませ
ん。

12

13

14
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対処方法:アップグレードするには、512Mバイト以上のスワップスライスを作成
するか、またはOracle Solaris Operating System DVDの Solarisインストールプログ
ラム、ネットインストールイメージ、JumpStartなどの別のアップグレード方法
を選択します。

ERROR: Could not select locale (x86 システムのみ)

原因: pfinstall -Dコマンドを使用して JumpStartプロファイルをドライランテスト
するとき、次のような条件下ではテストが失敗します。

■ プロファイルに localeキーワードが含まれている。
■ GRUBソフトウェアが含まれているリリースをテストしている。Solaris 10 1/06
以降のリリースでは、GRUBブートローダーにより、システムにインストール
されているさまざまなオペレーティングシステムをGRUBメニューで簡単に
ブートできます。

GRUBソフトウェアの導入に伴い、ミニルートは圧縮されています。ソフト
ウェアでは、圧縮されたミニルートからロケールのリストを見つけることができ
なくなりました。ミニルートは最小の Solarisルート (/)ファイルシステムであ
り、Solarisインストールメディアに収録されています。

対処方法:次の手順を実行します。次の値を使用してください。

■ MEDIA_DIRは /cdrom/cdrom0/

■ MINIROOT_DIRは $MEDIA_DIR /Solaris_10/Tools/Boot

■ MINIROOT_ARCHIVEは $MEDIA_DIR/boot/x86.miniroot

■ TEMP_FILE_NAMEは /tmp/test

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。
役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細について
は、『Solarisのシステム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業
マップ)」を参照してください。

2. ミニルートアーカイブを圧縮解除します。

# /usr/bin/gzcat $MINIROOT_ARCHIVE > $TEMP_FILE_NAME

3. lofiadmコマンドを使用して、ミニルートデバイスを作成します。

# LOFI_DEVICE=/usr/sbin/lofiadm -a $TEMP_FILE_NAME

# echo $LOFI_DEVICE

/dev/lofi/1

4. lofiコマンドを使用して、ミニルートディレクトリの下にミニルートをマウ
ントします。

# /usr/sbin/mount -F ufs $LOFI_DEVICE $MINIROOT_DIR

5. プロファイルをテストする

# /usr/sbin/install.d/pfinstall -D -c $MEDIA_DIR $path-to-jumpstart_profile

6. テストが完了したら、lofiデバイスのマウントを解除します。
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# umount $LOFI_DEVICE

7. lofiデバイスを削除します。

# lofiadm -d $TEMP_FILE_NAME

アップグレード時の一般的な問題

システム上にアップグレード可能なバージョンの Solaris ソフトウェアが存在する
にもかかわらず、アップグレードオプションが提供されない。
原因: 1 /var/sadmディレクトリがシンボリックリンクであるか、別のファイルシス
テムからマウントされたディレクトリです。

対処方法: 1 /var/sadmディレクトリをルート (/)または /varファイルシステムに移
動します。

原因: 2 /var/sadm/softinfo/INST_RELEASEファイルが存在しません。

対処方法: 2次の形式で新しく INST_RELEASEファイルを作成します。

OS=Solaris

VERSION=x
REV=0

x システム上の Solarisソフトウェアのバージョン

原因: 3 /var/sadm/softinfoに SUNWusrが存在しません。

対処方法: 3初期インストールを行う必要があります。この Solarisソフトウェアは
アップグレードできません。

md ドライバの停止または初期化に失敗する
対処方法:次の手順を実行します。

■ ファイルシステムがRAID-1ボリュームでない場合は、vsftabファイル内でコ
メントにします。

■ ファイルシステムがRAID-1ボリュームであれば、ミラーを解除し、インス
トールし直します。ミラー化の解除については、『Solarisボリュームマ
ネージャの管理』の「RAID-1ボリュームの削除 (ミラー化の解除)」を参照し
てください。

Solaris インストールプログラムがファイルシステムをマウントできないた
め、アップグレードに失敗する。
原因:アップグレード時に、スクリプトは、アップグレード対象のルート (/)
ファイルシステム上に、システムの /etc/vfstabファイルに記載されているすべ
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てのファイルシステムをマウントしようとします。インストールプログラムが
ファイルシステムをマウントできない場合、失敗して終了します。

対処方法:システムの /etc/vfstabファイル内のすべてのファイルシステムがマウ
ントできることを確認します。/etc/vfstabファイル内のマウントできない、あ
るいは問題の原因になっている可能性があるファイルシステムは、すべてコメン
トにします。Solarisインストールプログラムはアップグレード中、コメントにし
たファイルシステムをマウントしません。アップグレードされるソフトウェアを
含む、システムベースのファイルシステム (たとえば /usr)はコメントにできませ
ん。

アップグレードが失敗する
説明:システムにアップグレードに対応できるだけの十分なディスク容量がありま
せん。

原因:『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (インストールとアップグレード
の計画)』の「ディスク容量の再配置を伴うアップグレード」で容量の問題を確認
し、自動配置機能による領域の再割り当てを行わずに修正できるかどうかを調べ
ます。

RAID–1 ボリュームのルート (/) ファイルシステムのアップグレードに関連する問題
対処方法:ルート (/)ファイルシステムが SolarisボリュームマネージャーのRAID-1
ボリュームである場合に、アップグレードの問題が発生するときは、『Solarisボ
リュームマネージャの管理』の第 25章「Solarisボリュームマネージャのトラブル
シューティング (作業)」を参照してください。

▼ 問題発生後にアップグレードを継続する方法
アップグレードに失敗し、システムをブートできない場合があります。このような
状況は、電源の故障やネットワーク接続の障害などが発生した場合に起こる可能性
があります、制御できない場合に発生します。

Oracle Solaris Operating System DVD、Solaris SOFTWARE - 1 CD、またはネットワークを利
用してシステムをリブートします。

インストール用のアップグレードオプションを選択します。

Solarisインストールプログラムは、システムが部分的にアップグレードされている
か判断し、アップグレードを継続します。

1

2
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x86: GRUBを使用する場合の Solaris Live Upgradeに
関する問題
x86システムで Solaris Live UpgradeとGRUBブートローダーを使用すると次のような
エラーが発生する可能性があります。

ERROR: The media product tools installation directory path-to-installation-directory
does not exist.

ERROR: The media dirctory does not contain an operating system upgrade image.

説明:これらのエラーメッセージは、新しいブート環境をアップグレードするため
に luupgradeコマンドを使用するときに発生します。

原因:古いバージョンの Solaris Live Upgradeが使用されています。システムにイン
ストールした Solaris Live Upgradeパッケージは、メディアおよびメディアに記録
されているリリースと互換性がありません。

対処方法: Solaris Live Upgradeパッケージは、常にアップブレード先のリリースのも
のを使用してください。

例:次の例のエラーメッセージは、システムの Solaris Live Upgradeパッケージの
バージョンがメディアのパッケージのバージョンと異なることを示しています。

# luupgrade -u -n s10u1 -s /mnt

Validating the contents of the media </mnt>.

The media is a standard Solaris media.

ERROR: The media product tools installation directory

</mnt/Solaris_10/Tools/Boot/usr/sbin/install.d/install_config> does

not exist.

ERROR: The media </mnt> does not contain an operating system upgrade

image.

ERROR: Cannot find or is not executable: </sbin/biosdev>.

ERROR: One or more patches required by Solaris Live Upgrade has not been

installed.

原因: Solaris Live Upgradeで必要とされる 1つ以上のパッチが、システムにインス
トールされていません。このエラーメッセージでは、欠落しているすべての
パッチを認識しているわけではありません。

対処方法: Solaris Live Upgradeを使用する前に、必要なパッチすべてを必ずインス
トールしてください。http://support.oracle.com (My Oracle Support)で最新のパッチ
リストを確認してください。My Oracle Supportで、ナレッジドキュメント
1004881.1 - Solaris Live Upgrade Software: Patch Requirements (以前の 206844)を検索し
てください。
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ERROR: Device mapping command </sbin/biosdev> failed. Please reboot and try

again.

原因: 1 Solaris Live Upgradeが、以前の管理作業が原因でデバイスをマップできませ
ん。

対処方法: 1システムをリブートして、もう一度 Solaris Live Upgradeを実行します

原因: 2システムをリブートしても同じエラーメッセージが表示される場合は、2
つ以上の同一ディスクがあります。デバイスのマッピングコマンドがそれらの
ディスクを区別できません。

対処方法: 2ディスクの一方に、新しいダミーの fdiskパーティションを作成しま
す。fdisk(1M)のマニュアルページを参照してください。そのあとで、システム
をリブートします。

Cannot delete the boot environment that contains the GRUB menu

原因: Solaris Live Upgradeには、ブート環境にGRUBメニューが含まれる場合は
ブート環境を削除できないという制限があります。

対処方法: lumake(1M)コマンドまたは luupgrade(1M)コマンドを使用してブート環
境を再使用します。

The file system containing the GRUB menu was accidentally remade. However, the

disk has the same slices as before. For example, the disk was not re-sliced.

原因: GRUBメニューを含むファイルシステムは、システムをブート可能な状態に
維持するために不可欠です。Solaris Live Upgradeコマンドは、GRUBメニューを破
棄しません。ただし、Solaris Live Upgradeコマンド以外のコマンドを使用して
GRUBメニューのあるファイルシステムを誤って再作成または破棄すると、回復
ソフトウェアはGRUBメニューの再インストールを試みます。回復ソフトウェア
は、次のリブート時にGRUBメニューを同じファイルシステムに戻します。たと
えば、ファイルシステムで newfsまたは mkfsコマンドを使用し、誤ってGRUBメ
ニューを破棄してしまったとします。GRUBメニューを正しく復元するには、ス
ライスが次の条件を満たす必要があります。

■ マウント可能なファイルシステムが含まれている
■ スライスが以前に存在していた Solaris Live Upgradeブート環境の一部である

システムをリブートする前に、必要であればスライスを修正します。

対処方法:システムを再起動します。GRUBメニューのバックアップコピーが自動
的にインストールされます。

The GRUB menu’s menu.lst file was accidentally deleted.

対処方法:システムを再起動します。GRUBメニューのバックアップコピーが自動
的にインストールされます。
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▼ Veritas VxVmの実行中に Solaris Live Upgradeを使
用してアップグレードするとシステムパニックが
発生する
Veritas VxVMの実行中に Solaris Live Upgradeを使用してアップグレードを行う場
合、次の手順でアップグレードを行わないと、リブート時にシステムパニックが発
生します。この問題は、パッケージが Solarisの最新のパッケージガイドラインに
従っていない場合に発生します。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

非アクティブブート環境を作成します。『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド
(Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画)』の「新しいブート環境の作成」を参
照してください。

非アクティブブート環境をアップグレードする前に、非アクティブブート環境上の
既存のVeritasソフトウェアを無効にする必要があります。

a. 非アクティブブート環境をマウントします。
# lumount inactive_boot_environment_name mount_point

次に例を示します。

# lumount solaris8 /mnt

b. 次の例のように、vfstabが含まれているディレクトリに移動します。
# cd /mnt/etc

c. 次の例のように、非アクティブブート環境の vfstabファイルをコピーします。
# cp vfstab vfstab.501

d. 次の例のように、コピーされた vfstab内のすべてのVeritasファイルシステムエン
トリをコメントにします。
# sed ’/vx\/dsk/s/^/#/g’ < vfstab > vfstab.novxfs

各行の最初の文字が #に変わり、その行がコメント行になります。このコメント
行は、systemファイルのコメント行とは異なります。

e. 次の例のように、変更した vfstabファイルをコピーします。
# cp vfstab.novxfs vfstab
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f. 次の例のように、非アクティブブート環境の systemファイルがあるディレクトリ
に移動します。
# cd /mnt/etc

g. 次の例のように、非アクティブブート環境の systemファイルをコピーします。
# cp system system.501

h. drv/vxを含むすべての forceload:エントリをコメントにします。
# sed ’/forceload: drv\/vx/s/^/*/’ <system> system.novxfs

各行の最初の文字が *に変わり、その行がコメント行になります。このコメント
行は、vfstabファイルのコメント行とは異なります。

i. 次の例のように、Veritas install-dbファイルを作成します。
# touch vx/reconfig.d/state.d/install-db

j. 非アクティブブート環境のマウントを解除します。
# luumount inactive_boot_environment_name

非アクティブブート環境をアップグレードします。『Oracle Solaris 10 8/11インス
トールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画)』の第 5章「Solaris Live
Upgradeによるアップグレード (作業)」を参照してください。

非アクティブブート環境をアクティブにします。『Oracle Solaris 10 8/11インストール
ガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画)』の「ブート環境のアクティブ
化」を参照してください。

システムをシャットダウンします。
# init 0

非アクティブブート環境をシングルユーザーモードでブートします。
OK boot -s

vxvmまたはVXVMを含むメッセージとエラーメッセージがいくつか表示されます
が、これらは無視してかまいません。非アクティブブート環境がアクティブになり
ます。

Veritasをアップグレードします。

a. 次の例のように、システムからVeritas VRTSvmsaパッケージを削除します。
# pkgrm VRTSvmsa

b. Veritasパッケージがあるディレクトリに移動します。
# cd /location_of_Veritas_software

4
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c. システムに最新のVeritasパッケージを追加します。
# pkgadd -d ‘pwd‘ VRTSvxvm VRTSvmsa VRTSvmdoc VRTSvmman VRTSvmdev

元の vfstabと systemファイルを復元します。
# cp /etc/vfstab.original /etc/vfstab

# cp /etc/system.original /etc/system

システムを再起動します。
# init 6

x86:既存のサービスパーティションが存在しない
システムでは、デフォルトでサービス
パーティションが作成されない
診断・サービスパーティションの存在しないシステム上にOracle Solaris 10 8/11 OSを
インストールすると、インストールプログラムがデフォルトでサービス
パーティションを作成しない場合があります。パーティションと同じディスクに
サービスパーティションを作成する場合、Oracle Solaris 10 8/11 OSをインストールす
る前にサービスパーティションを作り直す必要があります。

サービスパーティションが存在しているシステムに Solaris 8 2/02 OSをインストール
した場合、インストールプログラムがサービスパーティションを保持しなかった可
能性があります。サービスパーティションを保持するように fdiskブート
パーティションレイアウトを手動で編集しなかった場合、インストールプログラム
はインストール時にサービスパーティションを削除しています。

注 – Solaris 8 2/02 OSのインストール時にサービスパーティションを明確に保持しな
かった場合、サービスパーティションを作り直してOracle Solaris 10 8/11 OSにアップ
グレードすることができない可能性があります。

Solarisパーティションを含むディスクにサービスパーティションを含めたい場
合、次のいずれかの方法を選択してください。

9
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▼ ネットワークインストールイメージまたはOracle
Solaris Operating System DVDからのソフトウェア
のインストール
ソフトウェアを、ネットインストールイメージからインストールするか、ネット
ワーク経由でOracle Solaris Operating System DVDからインストールする場合、次の手
順を実行します。

ディスクの内容を削除します。

インストールする前に、システムの診断用CDを使用してサービスパーティションを
作成します。

サービスパーティションの作成方法の詳細は、ハードウェアのマニュアルを参照し
てください。

ネットワークからシステムをブートします。

「fdiskパーティションのカスタマイズ」画面が表示されます。

「デフォルト」をクリックし、デフォルトのブートディスクパーティションレイア
ウトを読み込みます。

インストールプログラムにより、サービスパーティションが保持され、Solaris
パーティションが作成されます。

▼ Solaris SOFTWARE - 1 CDまたはネットワークインス
トールイメージからのインストール
Solarisインストールプログラムを使用して、Solaris SOFTWARE - 1 CDまたはブート
サーバー上のネットワークインストールイメージからインストールを実行するに
は、次の手順を実行します。

ディスクの内容を削除します。

インストールする前に、システムの診断用CDを使用してサービスパーティションを
作成します。

サービスパーティションの作成方法の詳細は、ハードウェアのマニュアルを参照し
てください。

インストールプログラムにより、Solarisパーティションの作成方法を選択するよう
求められます。

1

2

3

4

1

2

3

Oracle Solaris OSのアップグレード

Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編) • 2011年 8月206



システムをブートします。

「残りのディスクを使用して Solaris パーティションを配置します」を選択しま
す。

インストールプログラムにより、サービスパーティションが保持され、Solaris
パーティションが作成されます。

インストールを完了します。

4
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その他の SVR4パッケージ要件 (リファレ
ンス)

この付録は、パッケージ (特に Sun以外のパッケージ)のインストールや削除を行う
システム管理者を対象としています。ここで説明するパッケージ要件に従うことに
より、次のことが可能になります。

■ 現在稼働中のシステムへの変更を防いで、Solaris Live Upgradeによるアップグ
レードと、非大域ゾーンやディスクレスクライアントの作成・管理とを可能にし
ます。

■ カスタム JumpStartなどのインストールプログラムを使用する場合
に、パッケージを対話式にしないで自動インストールを可能にします。

この章の内容は次のとおりです。

■ 209ページの「稼働中のOSに対する変更の防止」
■ 213ページの「インストール中およびアップグレード中のユーザー操作の回避」
■ 214ページの「ゾーンのパッケージパラメータの設定」

稼働中のOSに対する変更の防止
この節で説明する要件に従えば、現在稼働中のOSは変更されません。

絶対パスの使用
オペレーティングシステムのインストールが成功するには、Solaris Live Upgradeの非
アクティブブート環境などの代替ルート (/)ファイルシステムをパッケージが認識し
て、それに従う必要があります。

パッケージの pkgmapファイル (パッケージマップ)には、絶対パスを指定できま
す。これらのパスが存在する場合、そのファイルは、pkgaddコマンドの -Rオプ
ションとの相対パスに書き込まれます。絶対パスと相対 (再配置可能)パスの両方を
含むパッケージは、代替ルート (/)ファイルシステムにもインストールできます。絶
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対ファイルであれ再配置可能ファイルであれ、その前には $PKG_INSTALL_ROOTが付加
されるため、pkgaddによるインストールでは、すべてのパスが正しく解釈されま
す。

pkgadd -Rコマンドの使用
pkgadd -Rオプションを使ってパッケージをインストールしたり、pkgrm -Rオプ
ションを使ってパッケージを削除する場合には、パッケージが、動作中のシステム
を変更してはいけません。この機能は、カスタム JumpStart、Solaris Live Upgrade、非
大域ゾーン、およびディスクレスクライアントで使用されます。

さらに、pkgadd -Rオプションを使ってパッケージをインストールしたり、pkgrm -R

オプションを使ってパッケージを削除する場合には、パッケージに同梱のスクリプ
トで、動作中のシステムを変更してはいけません。インストールスクリプトを作成
する場合には、参照するディレクトリやファイルの前に $PKG_INSTALL_ROOT変数を付
加する必要があります。パッケージでは、書き込むすべてのディレクトリやファイ
ルの前に $PKG_INSTALL_ROOTを付加する必要があります。さらに、パッケージで
は、$PKG_INSTALL_ROOT接頭辞を付加せずにディレクトリを削除すべきではありませ
ん。

表 B–1に、スクリプト構文の例を示します。

表B–1 インストールスクリプト構文の例

スクリプトタイプ 正しい構文 正しくない構文

Bourne
シェル「if」ス
テートメントの一
部

if [ -f ${PKG_INSTALL_ROOT}\

/etc/myproduct.conf ] ; then

if [ -f /etc/myproduct.conf ] ; \

then

ファイルの削除 /bin/rm -f ${PKG_INSTALL_ROOT}\

/etc/myproduct.conf

/bin/rm -f /etc/myproduct.conf

ファイルの変更 echo "test=no" > ${PKG_INSTALL_ROOT}\

/etc/myproduct.conf

echo "test=no" > \

/etc/myproduct.conf

$PKG_INSTALL_ROOTと$BASEDIRの相違点の概要
$PKG_INSTALL_ROOTは、パッケージを追加しようとするマシンのルート (/)ファイル
システムの場所です。この値は、pkgaddコマンドの -R引数の後にセットされま
す。たとえば、次のコマンドを実行すると、パッケージのインストール時に
$PKG_INSTALL_ROOTの値は /aになります。

# pkgadd -R /a SUNWvxvm

稼働中のOSに対する変更の防止
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$BASEDIRは、再配置可能なパッケージオブジェクトがインストールされる「再配置
可能」なベースディレクトリを指しています。ここにインストールされるのは、再
配置可能オブジェクトだけです。再配置可能でないオブジェクト (pkgmapファイルに
「絶対」パスが指定されているオブジェクト)は、必ず、非アクティブブート環境か
らの相対位置にインストールされます。$BASEDIRからの相対位置ではありませ
ん。再配置可能なオブジェクトがないパッケージは、絶対パッケージ (再配置不可)
と呼ばれます。その場合、$BASEDIRは未定義であるため、これをパッケージに添付
されているスクリプトで使用することはできません。

たとえば、パッケージの pkgmapファイルに次のエントリがあるとします。

1 f none sbin/ls 0555 root sys 3541 12322 1002918510

1 f none /sbin/ls2 0555 root sys 3541 12322 2342423332

さらに、pkginfoファイルには、 $BASEDIRが次のように指定されているとします。

BASEDIR=/opt

このパッケージを次のコマンドでインストールすると、 lsは、 /a/opt/sbin/lsとし
てインストールされますが、ls2は、 /a/sbin/ls2としてインストールされます。

# pkgadd -R /a SUNWtest

スクリプト作成のガイドライン
パッケージ処理のスクリプトを作成するときは、現在稼働中のOSへの変更を防ぐた
めに、OSに依存しないようにしてください。スクリプトには、パッケージのインス
トールや削除の実行中に行うアクションを定義します。事前に決められたプロ
シージャー名で作成できるスクリプトが 4つあります。
preinstall、postinstall、preremove、および postremoveです。

表B–2 スクリプト作成のガイドライン

ガイドライン

Solaris Live
Upgradeへの
影響

非大域ゾーン
への影響

スクリプトは Bourneシェル (/bin/sh)で書き込む必要があります。pkgaddコマンドは、スク
リプトの実行時にインタープリタとして Bourneシェルを使用します。

X X

スクリプトはプロセスの開始や停止を行なったり、psや trussなどのコマンドの出力に依存
したりしてはいけません。psや trussはオペレーティングシステムに依存し、稼働中のシス
テムに関する情報を報告します。

X X

スクリプトでは、expr、cp、lsなどの標準的なUNIXコマンドや、シェルスクリプトの作成
を容易にするそのほかのコマンドを自由に使用できます。

X X
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表 B–2 スクリプト作成のガイドライン (続き)

ガイドライン

Solaris Live
Upgradeへの
影響

非大域ゾーン
への影響

パッケージはサポートされているすべてのリリースで動作する必要があるため、スクリプト
で呼び出すコマンドはこれらすべてのリリースで利用可能なものでなければなりません。し
たがって、Solaris 8リリースのあとで追加または削除されたコマンドは使用できません。

特定のコマンドまたはオプションが Solaris 8、9、または 10リリースでサポートされている
ことを確認するには、http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/

index.htmlで該当するバージョンの Solaris Reference Manual AnswerBookを参照してくださ
い。

X

ディスクレスクライアントの互換性維持
パッケージでは、パッケージ自体が提供しているコマンドを実行してはいけませ
ん。これは、ディスクレスクライアントの互換性を維持するためであると同時
に、まだインストールされていない共有ライブラリを必要とするコマンドの実行を
避けるためです。

パッケージの検証
すべてのパッケージは pkgchkの検証にパスしなければなりません。パッケージを作
成したらインストールする前に、次のコマンドでパッケージをチェックする必要が
あります。

# pkgchk -d dir_name pkg_name

dir_name パッケージがあるディレクトリの名前を指定します。

pkg_name パッケージの名前を指定します。

例B–1 パッケージをテストする

パッケージを作成したら、pkgaddコマンドに -R dir_nameオプションを指定して、こ
れを代替ルート (/)ファイルシステムにインストールしてテストする必要がありま
す。パッケージをインストールしたら、次のように、パッケージが正しいかどうか
を pkgchkコマンドでチェックします。

# pkgadd -d . -R /a SUNWvxvm

# pkgchk -R /a SUNWvxvm

エラーが表示されないことを確認します。
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例 B–2 /export/SUNWvxvmにあるパッケージをテストする

たとえば、パッケージが /export/SUNWvxvmにあるなら、コマンドを次のように指定
します。

# pkgchk -d /export SUNWvxvm

エラーが表示されないことを確認します。

ファイルの作成、変更、削除を行うときに、ほかのコマンドでパッケージを検証す
ることもできます。次にコマンド例を示します。

■ たとえば、パッケージが正しく動作するかどうかを dircmpや fssnapコマンドを
使って検証できます。

■ さらに、psコマンドでは、パッケージによりデーモンの開始や停止が行われてい
ないことを確認することによってデーモンに対する要件準拠を確認できます。

■ truss、pkgadd -v、および pkgrmコマンドで、パッケージインストールの実行要件
に準拠しているかどうかを確認できます。ただし、これが常に機能するとはかぎ
りません。次の例では、trussコマンドは、読み取り専用ディレクトリおよび
$TEMPDIR以外のディレクトリへのアクセス情報をすべて除外し、指定された非ア
クティブブート環境以外のディレクトリへの読み取り専用でないアクセス情報の
みを表示します。

# TEMPDIR=/a; export TEMPDIR

# truss -t open /usr/sbin/pkgadd -R ${TEMPDIR} SUNWvxvm \

2>&1 > /dev/null | grep -v O_RDONLY | grep -v \

’open("’${TEMPDIR}

インストール中およびアップグレード中のユーザー操作
の回避

次の Solaris標準ユーティリティーを使用するときは、ユーザーの情報入力なし
に、パッケージの追加や削除が行われる必要があります。

■ カスタム JumpStartプログラム
■ Solaris Live Upgrade
■ Solarisインストールプログラムプログラム
■ Solarisゾーン

パッケージをテストして、ユーザー操作なしでインストールされるようにするに
は、pkgadd -aコマンドで新しい管理ファイルを設定します。-aオプションは、デ
フォルトの管理ファイルの代わりにユーザー定義の管理ファイルを使用することを
意味します。デフォルトのファイルを使用すると、情報の入力が必要になることが
あります。管理ファイルを作成すれば、pkgaddでこのようなチェックを省略

インストール中およびアップグレード中のユーザー操作の回避
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し、ユーザーの確認なしでパッケージをインストールすることができます。詳細に
ついては、admin(4)または pkgadd(1M)のマニュアルページを参照してください。

次の例では、pkgaddコマンドによる管理ファイルの扱いを示します。

■ 管理ファイルを指定しないと、pkgaddは /var/sadm/install/admin/defaultを使用
します。このファイルを使用すると、ユーザーの入力が必要になることがありま
す。

# pkgadd

■ コマンド行に相対的な管理ファイルを指定すると、pkgaddは
/var/sadm/install/adminからこのファイル名を探して使用します。この例では相
対的な管理ファイルの名前が nocheckであるため、pkgaddは
/var/sadm/install/admin/nocheckを探します。

# pkgadd -a nocheck

■ 絶対パスでファイルを指定すると、 pkgaddはこれを使用します。この例で
は、pkgaddは /tmp内で nocheck管理ファイルを検索します。

# pkgadd -a /tmp/nocheck

例B–3 インストール管理ファイル

次に示すのは、pkgaddユーティリティーでユーザーの入力をほとんど必要としない
インストール管理ファイルの例です。パッケージがシステムで利用可能な容量を超
えた容量を必要としない限り、 pkgaddユーティリティーはこのファイルを使用し
て、ユーザーに情報の入力を求めることなくインストールを実行します。

mail=

instance=overwrite

partial=nocheck

runlevel=nocheck

idepend=nocheck

space=ask

setuid=nocheck

confiict=nocheck

action=nocheck

basedir=default

ゾーンのパッケージパラメータの設定
パッケージが保持するパラメータにより、非大域ゾーンのインストールされたシス
テムで内容を配布および可視にする方法が制御されま
す。SUNW_PKG_ALLZONES、SUNW_PKG_HOLLOW、および SUNW_PKG_THISZONEパッケージパ
ラメータは、ゾーンがインストールされているシステムでのパッケージの特性を定
義します。非大域ゾーンのインストールされたシステムでパッケージを管理できる
ようにするには、これらのパラメータを設定する必要があります。

ゾーンのパッケージパラメータの設定
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次の表に、パッケージパラメータの設定に使用できる 4つの有効な組み合わせを示
します。次の表に示されていない設定の組み合わせは無効であり、そのような設定
を選択するとパッケージのインストールは失敗します。

注 – 3つのパッケージパラメータをすべて設定したことを確認してください。3つの
パッケージパラメータをすべて空のままにしてもかまいません。ゾーンの
パッケージパラメータが見つからない場合、パッケージツールでは falseの設定とし
て解釈されますが、パラメータの設定を省略しないように強くお勧めします。3つの
パッケージパラメータをすべて設定することにより、パッケージをインストールま
たは削除するときのパッケージツールの動作を正確に指定します。

表B–3 ゾーンのパッケージパラメータの有効な設定

SUNW_PKG_ALLZONES

の設定
SUNW_PKG_HOLLOW

の設定
SUNW_PKG_THISZONE

の設定 パッケージの説明

false false false これは、ゾーンのパッケージパラメータのすべて
に値を指定しないパッケージに対するデフォルト
設定です。

この設定を持つパッケージは、大域ゾーンまたは
非大域ゾーンにインストールできます。
■ 大域ゾーン内で pkgaddコマンドを実行する
と、パッケージは大域ゾーンおよびすべての
非大域ゾーンにインストールされます。

■ 非大域ゾーン内で pkgaddコマンドを実行する
と、パッケージはその非大域ゾーンだけにイ
ンストールされます。

どちらの場合も、パッケージがインストールされ
たすべてのゾーンで、パッケージの内容全体が可
視になります。

ゾーンのパッケージパラメータの設定
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表 B–3 ゾーンのパッケージパラメータの有効な設定 (続き)
SUNW_PKG_ALLZONES

の設定
SUNW_PKG_HOLLOW

の設定
SUNW_PKG_THISZONE

の設定 パッケージの説明

false false true この設定を持つパッケージは、大域ゾーンまたは
非大域ゾーンにインストールできます。インス
トール後に新しい非大域ゾーンを作成した場
合、パッケージはこれらの新しい非大域ゾーンに
は伝達されません。
■ 大域ゾーン内で pkgaddコマンドを実行する
と、パッケージは大域ゾーンだけにインス
トールされます。

■ 非大域ゾーン内で pkgaddコマンドを実行する
と、パッケージはその非大域ゾーンだけにイ
ンストールされます。

どちらの場合も、パッケージがインストールされ
たゾーンで、パッケージの内容全体が可視になり
ます。

true false false この設定を持つパッケージは、大域ゾーンだけに
インストールできます。pkgaddコマンドを実行す
ると、パッケージは大域ゾーンおよびすべての非
大域ゾーンにインストールされます。すべての
ゾーンで、パッケージの内容全体が可視になりま
す。

注 –パッケージを非大域ゾーンにインストールし
ようとすると失敗します。

ゾーンのパッケージパラメータの設定
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表 B–3 ゾーンのパッケージパラメータの有効な設定 (続き)
SUNW_PKG_ALLZONES

の設定
SUNW_PKG_HOLLOW

の設定
SUNW_PKG_THISZONE

の設定 パッケージの説明

true true false この設定を持つパッケージは、大域管理者が大域
ゾーンだけにインストールできます。pkgaddコマ
ンドを実行すると、パッケージの内容が大域
ゾーンに完全にインストールされま
す。パッケージパラメータの値がこのように設定
されている場合、パッケージの内容自体はどの非
大域ゾーンにも提供されません。パッケージをイ
ンストール済みとして表示するために必要な
パッケージインストール情報だけが、すべての非
大域ゾーンにインストールされます。これによ
り、このパッケージに依存するほかのパッケージ
をインストールできるようになりま
す。「hollow」パッケージの詳細について
は、『Oracle Solarisのシステム管理 (Oracle Solaris
コンテナ :資源管理とOracle Solarisゾーン)』の第
25章「ゾーンがインストールされている Solaris
システムでのパッケージとパッチについて (概
要)」を参照してください。

パッケージの依存関係を検査できるよう
に、パッケージはすべてのゾーンでインストール
済みとして表示されます。
■ 大域ゾーンでは、パッケージの内容全体が可
視になります。

■ 完全ルート非大域ゾーンでは、パッケージの
内容全体が不可視になります。

■ 非大域ゾーンが大域ゾーンからファイルシス
テムを継承する場合、このファイルシステム
にインストールされているパッケージは非大
域ゾーンで可視になります。パッケージで提
供されるほかのすべてのファイルは、非大域
ゾーン内では不可視になります。
たとえば、疎ルート非大域ゾーンは、特定の
ディレクトリを大域ゾーンと共有します。こ
れらのディレクトリは読み取り専用です。疎
ルート非大域ゾーンは、/platformファイル
システムをほかのゾーンと共有します。もう
1つの例は、起動するハードウェアだけに関
連するファイルがパッケージで提供されてい
る場合です。

注 –パッケージを非大域ゾーンにインストールし
ようとすると失敗します。

ゾーンのパッケージパラメータの設定
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説明 詳細

パッケージとゾーンの詳細 『Oracle Solarisのシステム管理 (Oracle Solarisコ
ンテナ :資源管理とOracle Solarisゾーン)』の第
25章「ゾーンがインストールされている Solaris
システムでのパッケージとパッチについて (概
要)」

疎ルートゾーンと完全ルートゾーンの概要 『Oracle Solarisのシステム管理 (Oracle Solarisコ
ンテナ :資源管理とOracle Solarisゾーン)』の第
16章「Solarisゾーンの紹介」

パッケージの特性およびパラメータの詳細 pkginfo(4)

パッケージパラメータ値の表示の詳細 pkgparam(1)

背景情報
パッケージの要件および特定のコマンドの構文については、次の情報を参照してく
ださい。

パッケージの要件の詳細および
用語の定義

『アプリケーションパッケージ開発者ガイド』の第 6
章「パッケージの作成のための高度な手法」

パッケージの追加と削除および
インストール管理ファイルに関
する基本情報

『Solarisのシステム管理 (基本編)』の第 20章「ソフトウェアの
管理 (概要)」

この付録に記載されている
個々のコマンドの詳細について
参照するマニュアルページ

dircmp(1)、fssnap(1M)、ps(1)、または
truss(1)、pkgadd(1M)、pkgchk(1M)、または pkgrm(1M)

Solaris Live Upgradeの概要 『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (Solaris Live Upgrade
とアップグレードの計画)』の第 2章「Solaris Live Upgrade (概
要)」

カスタム JumpStartの概要 第 2章「カスタム JumpStart (概要)」

Solarisゾーンの概要 『Oracle Solarisのシステム管理 (Oracle Solarisコンテナ :資源管理
とOracle Solarisゾーン)』の第 16章「Solarisゾーンの紹介」

背景情報
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用語集

3DES Triple-Data Encryption Standard (Triple DES)の略。168ビットの鍵を提供する対称鍵暗号化
方法。

AES Advanced Encryption Standardの略。対称 128ビットブロックのデータ暗号技術。米国政
府は、2000年の 10月に暗号化標準としてこのアルゴリズムのRijndael方式を採用しまし
た。DES暗号化に代わる米国政府の標準として、AESが採用されています。

bootlog-cgiプログラム WANブートインストール時に、リモートクライアントのブートおよびインストールの
コンソールメッセージをWebサーバーで収集し保存できるようにするCGIプログラ
ム。

certstoreファイル 特定のクライアントシステムに関するデジタル証明書を格納しているファイル。SSLネ
ゴシエーションの際、クライアントは証明書ファイルをサーバーに提供するよう要求さ
れることがあります。サーバーはこのファイルを使ってクライアントの識別情報を確認
します。

CGI Common Gateway Interfaceの略。外部プログラムがHTTPサーバーと通信するためのイ
ンタフェース。CGIを使用するプログラムは、CGIプログラムまたはCGIスクリプトと
呼ばれます。通常サーバーでは処理されないフォームや解析されない出力を、CGIプロ
グラムが処理したり解析したりします。

DES Data Encryption Standardの略。対称鍵暗号化方法の 1つ。1975年に開発され、ANSIによ
り 1981年にANSI X.3.92として標準化されました。DESでは 56ビットの鍵を使用しま
す。

DHCP Dynamic Host Configuration Protocol (動的ホスト構成プロトコル)の略。アプリ
ケーション層のプロトコル。TCP/IPネットワーク上の個々のコンピュータつまりクライ
アントが、中央管理を行なっている指定のDHCPサーバーから IPアドレスなどの
ネットワーク構成情報を抽出できるようにします。この機能は、大規模な IPネット
ワークの保持、管理によるオーバーヘッドを削減します。

disk 1枚以上の磁性体の円盤から成るメディアであり、ファイルなどのデータを格納する同
心トラックとセクターで構成されます。「ディスク (disc)」も参照してください。

/etc/netbootディレク
トリ

WANブートインストールに必要なクライアント構成情報とセキュリティーデータが格
納されている、WANブートサーバー上のディレクトリ。

/etcディレクトリ 重要なシステム構成ファイルや保守コマンドが収められているディレクトリ。
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/exportファイルシステ
ム

OSサーバー上のファイルシステムで、ネットワーク上のほかのシステムと共有されま
す。たとえば、/exportファイルシステムには、ディスクレスクライアント用のルート
(/)ファイルシステムとスワップ空間、それにネットワーク上のユーザーのホーム
ディレクトリを収めることができます。ディスクレスクライアントは、起動と実行の際
にOSサーバー上の /exportファイルシステムに依存します。

fdiskパーティション x86ベースのシステム上にある特定のオペレーティングシステム専用のディスクドライ
ブの論理パーティション。Solarisソフトウェアをインストールするには、x86システム
上に 1つ以上の Solaris fdiskパーティションを設定する必要があります。x86ベースのシ
ステムでは、1台のディスクに最大 4つの fdiskパーティションを作成できます。これら
のパーティションは、個別のオペレーティングシステムをインストールして使用できま
す。各オペレーティングシステムは、独自の fdiskパーティション上に存在しなければ
なりません。個々のシステムの Solaris fdiskパーティションの数は、1台のディスクに
つき 1つに限られます。

format データを一定の構造にしたり、データを保存できるようにディスクをセクターに分割し
たりすること。

GRUB x86のみ: GRUB (GNU GRand Unified Bootloader)は、簡単なメニューインタフェースを備
えたオープンソースのブートローダーです。メニューには、システムにインストールさ
れているオペレーティングシステムのリストが表示されます。GRUBを使用する
と、Oracle Solaris OS、Linux、Microsoft Windowsなどの各種オペレーティングシステム
を簡単にブートすることができます。

GRUB編集メニュー x86のみ: GRUBメインメニューのサブメニューであるブートメニュー。このメニューに
は、GRUBコマンドが表示されます。これらのコマンドを編集して、ブート動作を変更
できます。

GRUBメインメニュー x86のみ:システムにインストールされているオペレーティングシステムがリストされた
ブートメニュー。このメニューから、BIOSまたは fdiskパーティションの設定を変更す
ることなく、簡単にオペレーティングシステムをブートできます。

HMAC メッセージ認証を行うためのキー付きハッシュ方法。HMACは秘密共有鍵と併用し
て、MD5、SHA-1などの繰り返し暗号化のハッシュ関数で使用します。HMACの暗号の
強さは、基になるハッシュ関数のプロパティーによって異なります。

HTTP (Hypertext Transfer Protocolの略)リモートホストからハイパーテキストオブジェクトを
フェッチするインターネットプロトコル。このプロトコルはTCP/IPに基づいていま
す。

HTTPS HTTPのセキュリティー保護されたバージョン。SSL (Secure Sockets Layer)を使って実装
されます。

IPv6 IPv6は、現在のバージョン IPv4 (バージョン 4)から拡張されたインターネットプロトコ
ル (IP)のバージョン (バージョン 6)です。定められた移行方法を使用して IPv6を採用す
ると、現在の運用を中断する必要はありません。また、IPv6には、新しいイン
ターネット機能用のプラットフォームも用意されています。

JumpStartインストール インストール方法の 1つ。出荷時にインストールされている JumpStartソフトウェアを使
用することによって、Solarisソフトウェアをシステムに自動インストールできます。

/exportファイルシステム
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JumpStartディレクトリ カスタム JumpStartインストールの実行に必要なファイルが含まれているディレクト
リ。プロファイルフロッピーディスクを使用してインストールする場合は、フ
ロッピーディスク上のルートディレクトリが JumpStartディレクトリとなります。カス
タム JumpStartインストール用にプロファイルサーバーを使用する場合、必要なカスタ
ム JumpStartファイルをすべて格納するサーバー上のディレクトリが JumpStartディレク
トリとなります。

Kerberos 強力な秘密鍵暗号方式を使用して、クライアントとサーバーが、セキュリティー保護さ
れていないネットワーク接続で相互を認識できるようにするネットワーク認証プロトコ
ル。

keystoreファイル クライアントとサーバーとで共有される鍵を格納しているファイル。WANブートイン
ストール時に、クライアントシステムは鍵を使って、サーバーから送信されるデータや
ファイルの整合性の確認と復号化を行います。

LAN local area networkの略。接続用のハードウェアとソフトウェアを介して通信できる、近
接したコンピュータシステムの集まり。

LDAP Lightweight Directory Access Protocolの略。LDAPネームサービスクライアントと
サーバー間の通信に使用される標準の拡張可能なディレクトリアクセスプロトコル。

MD5 Message Digest 5の略。デジタル署名などのメッセージ認証に使用する繰り返し暗号化の
ハッシュ関数。1991年にRivest氏によって開発されました。

menu.lstファイル x86のみ:システムにインストールされているすべてのオペレーティングシステムがリス
トされたファイル。このファイルの内容は、GRUBメニューに表示されるオペ
レーティングシステムの一覧を記述したものです。GRUBのメニューから、BIOSまたは
fdiskパーティションの設定を変更することなく、簡単にオペレーティングシステムを
ブートできます。

mount マウント要求を行うマシンのディスクまたはネットワーク上のリモートディスクか
ら、ディレクトリにアクセスするプロセス。ファイルシステムをマウントするに
は、ローカルシステム上のマウントポイントと、マウントするファイルシステム名 (た
とえば /usr)が必要です。

NIS SunOS 4.0 (以上)のネットワーク情報サービス。ネットワーク上のシステムとユーザーに
関する重要な情報が収められている分散型ネットワークデータベース。NISデータ
ベースは、マスターサーバーとすべてのスレーブサーバーに格納されています。

NIS+ SunOS 5.0 (以上)のネットワーク情報サービス。NIS+は、SunOS 4.0 (以上)のネット
ワーク情報サービスであるNISに代わるものです。

/optファイルシステム Sun以外のソフトウェア製品や別製品のソフトウェア用のマウントポイントが収められ
ているファイルシステム。

OSサーバー ネットワーク上のシステムにサービスを提供するシステム。ディスクレスクライアント
にサービスを提供するには、OSサーバーは、ディスクレスクライアントごと
に、ルート (/)ファイルシステムとスワップ空間 (/export/root、/export/swap)用の
ディスク容量が必要です。

OSサーバー
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pool デバイスの論理グループ。使用可能な ZFSストレージのレイアウトおよび物理特性を記
述します。データセットの領域は、プールから割り当てられます。

RAID-0ボリューム ストライプ方式または連結方式のボリューム。これらはサブミラーとも呼ばれます。ス
トライプや連結は、ミラーを構築する基本構成ブロックです。

RAID-1ボリューム 同じデータのコピーを複数保持しているボリューム。RAID-1ボリュームは、「サブミ
ラー」と呼ばれる 1つまたは複数のRAID-0ボリュームから構成されます。RAID-1ボ
リュームは「ミラー」と呼ばれることもあります。

RAID-Zストレージ
プール

ZFSストレージプールとして使用できる複数のディスク上にデータとパリティーを格納
する仮想デバイス。RAID-ZはRAID-5に似ています。

root 複数の項目から成る階層構造の最上位。ルートは、ほかのすべての項目を子孫として持
つ唯一の項目です。「ルートディレクトリ」または「ルート (/)ファイルシステム」を
参照してください。

rules.okファイル rulesファイルから生成されたファイル。カスタム JumpStartインストールソフトウェア
は、rules.okファイルを使ってシステムとプロファイルを照合します。rules.okファイ
ルは、checkスクリプトを使用して作成してください。

rulesファイル 自動的にインストールするシステムの各グループまたは単一のシステムのルールを含ん
でいるテキストファイル。各ルールは 1つ以上のシステム属性に基づいてシステムグ
ループを識別します。rulesファイルは、各グループをプロファイル (Solarisソフト
ウェアをどのようにしてグループ内の個々のシステムにインストールするかを定めたテ
キストファイル)にリンクします。rulesファイルは、カスタム JumpStartインストール
で使用されます。「プロファイル」も参照してください。

Secure Sockets Layer (SSL)クライアントとサーバーの間にセキュリティー保護された接続を確立するソフト
ウェアライブラリ。HTTPのセキュリティー保護されたバージョンであるHTTPSを実装
するために使用されます。

SHA1 Secure Hashing Algorithmの略。このアルゴリズムは、長さが 264未満の入力に対して演
算を行い、メッセージダイジェストを生成します。

snapshot 特定の時点における ZFSファイルシステムまたはボリュームの読み取り専用イメージ。

Solaris Live Upgrade アクティブブート環境が稼動している間に複製ブート環境のアップグレードを行うこと
により、稼動中の環境のダウンタイムをなくすことを可能にするアップグレード方法。

Solarisフラッシュ 「マスターシステム」と呼ばれるシステムからファイルのアーカイブを作成する Solaris
インストール機能。このアーカイブを使ってほかのシステムのインストールを行う
と、そのシステムの構成はマスターシステムと同じになります。「アーカイブ」も参照
してください。

Solaris DVDまたはCD
イメージ

システムにインストールされる Solarisソフトウェア。Solaris DVDやCDから、または
Solaris DVDやCDイメージをコピーしたインストールサーバーのハードディスク上から
利用できます。

pool
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Solarisインストールプ
ログラム

グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)とコマンド行インタフェース (CLI)を備え
たインストールプログラム。ウィザードパネルに、Solarisソフトウェアやサード
パーティソフトウェアをインストールする手順が示されます。

Solarisゾーン ソフトウェアによるパーティション分割技術。オペレーティングシステムのサービスを
仮想化し、隔離された安全なアプリケーション実行環境を提供します。非大域ゾーンを
作成すると、そのアプリケーション実行環境で実行されるプロセスは、ほかのゾーンと
は隔離されます。このように隔離することで、あるゾーンで実行中のプロセスが、ほか
のゾーンで実行中のプロセスを監視したり操作したりすることを防ぐことができま
す。「大域ゾーン」と「非大域ゾーン」も参照してください。

sysidcfgファイル システムを事前設定する特殊な一連のシステム構成キーワードを指定するファイル。

truststoreファイル 1つ以上のデジタル証明書を格納しているファイル。WANブートインストール時に、ク
ライアントシステムは truststoreファイル内のデータを参照して、インストールを実行
しようとしているサーバーの識別情報を確認します。

update システムにインストールを実行して同じタイプのソフトウェアを変更することまたはそ
のインストール自体。アップグレードとは異なり、更新によりシステムがダウング
レードされる場合があります。初期インストールとは異なり、更新を実行するには同じ
タイプのソフトウェアがあらかじめインストールされていなければなりません。

upgrade ファイルを既存のファイルとマージし、可能な場合には変更を保持するインストール。

Oracle Solaris OSのアップグレードでは、Oracle Solaris OSの新しいバージョンがシステム
のディスク (1つまたは複数)上の既存のファイルにマージされます。アップグレードで
は、Oracle Solaris OSの以前のバージョンに対して行なった変更は最大限に保存されま
す。

URL Uniform Resource Locatorの略。サーバーやクライアントがドキュメントを要求するため
に使用するアドレス方式。URLはロケーションとも呼ばれます。URLの形式は
protocol://machine:port/documentです。

たとえば、http://www.example.com/index.htmlはURLの一例です。

/usrファイルシステム スタンドアロンシステムまたはサーバー上のファイルシステム。標準UNIXプログラム
の多くが格納されています。ローカルコピーを保持する代わりに、大きな /usrファイル
システムをサーバーと共有することにより、システム上で Solarisソフトウェアをインス
トールおよび実行するために必要なディスク容量を最小限に抑えることができます。

/varファイルシステム システムの存続期間にわたって変更または増大が予想されるシステムファイルが格納さ
れている (スタンドアロンシステム上の)ファイルシステムまたはディレクトリ。これら
のファイルには、システムログ、viファイル、メールファイル、UUCPファイルなどが
あります。

WAN wide area networkの略。複数のローカルエリアネットワーク (LAN)または地理的に異な
る場所にあるシステムを、電話、光ファイバ、衛星などの回線を使って接続するネット
ワーク。

wanboot-cgiプログラム WANブートインストールで使用されるデータとファイルの取得と転送を行うCGIプロ
グラム。

wanboot-cgiプログラム
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wanboot.confファイル WANブートインストールに必要な構成情報とセキュリティー設定値を指定するテキス
トファイル。

wanbootプログラム WANブートインストールの実行に必要な、WANブートミニルート、クライアント構成
ファイル、およびインストールファイルを読み込む、二次レベルのブートプログラ
ム。WANブートインストールでは、wanbootバイナリが、ufsbootまたは inetboot二次
ブートプログラムと同様の処理を実行します。

WANブートインス
トール

HTTPまたはHTTPSを使って広域ネットワーク (WAN)を介してソフトウェアをブート
しインストールできるインストール方式。WANブートインストールでは、暗号化され
た Solarisフラッシュアーカイブをパブリックネットワークを介して転送し、リモートク
ライアントに対してカスタム JumpStartインストールを実行できます。

WANブートサーバー WANブートインストールで使用される構成ファイルとセキュリティーファイルを提供
するWebサーバー。

WANブートミニルート WANブートインストールを実行するために変更されたミニルート。WANブートミニ
ルートには、Solarisミニルートにあるソフトウェアのサブセットが格納されます。「ミ
ニルート」も参照してください。

ZFS ストレージプールを使用して物理ストレージを管理するファイルシステム。

アーカイブ マスターシステムからコピーされたファイルの集合体。このファイルには、アーカイブ
の名前や作成した日付など、アーカイブの識別情報が含まれています。アーカイブをシ
ステムにインストールすると、システムはマスターシステムとまったく同じ構成になり
ます。

更新前のマスターイメージと更新されたマスターイメージの相違部分のみを含む Solaris
フラッシュアーカイブを、差分アーカイブとして使用することも可能です。差分アーカ
イブには、クローンシステムで保持、変更、または削除するファイルが含まれます。差
分更新により、指定されたファイルだけが更新されます。また、差分更新を使用可能な
システムは、更新前のマスターイメージとの整合性を保持するソフトウェアを含むシス
テムのみに限定されます。

アップグレードオプ
ション

Solarisインストールプログラムによって提示されるオプション。アップグレード時に
は、新しいバージョンの Solarisとディスク (1つまたは複数)上の既存のファイルが結合
されます。前回 Solarisをインストールしてから加えられたローカルの変更内容は、でき
る限り残されます。

暗号化 認められたユーザー以外は情報を使用できないように、情報を判読不可能にして保護す
る処理。暗号化は鍵と呼ばれるコードに基づいて行われ、この鍵は情報の復号化に使用
されます。「復号化」も参照してください。

一次ブートアーカイブ システムでOracle Solaris OSをブートするために使用されるブートアーカイブ。この
ブートアーカイブは、一次ブートアーカイブと呼ばれることもあります。「ブート
アーカイブ」を参照してください。

インストールサーバー インストール用に、Solaris DVDまたはCDのイメージをネットワーク上のほかのシステ
ムに提供するサーバー (「メディアサーバー」とも呼ばれる)。Solaris DVDまたはCDの
イメージをサーバーのハードディスクにコピーすることによってインストール
サーバーを作成できます。

wanboot.confファイル
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エンドユーザーシステ
ムサポート

コアシステムサポートソフトウェアグループのほかに、エンドユーザーに推奨するソフ
トウェアが収められているソフトウェアグループ。これには共通デスクトップ環境
(CDE)やDeskSetソフトウェアが含まれます。

開始スクリプト ユーザーが定義する Bourneシェルスクリプト。rulesファイル内で指定され、Solarisソ
フトウェアがシステムにインストールされる前に作業を実行します。このスクリプト
は、カスタム JumpStartインストールでのみ使用できます。

開発者システムサ
ポート

エンドユーザーシステムサポートソフトウェアグループのほかに、ソフトウェア開発用
ライブラリ、インクルードファイル、マニュアルページ、およびプログラミングツール
が収められているソフトウェアグループ。

鍵 データの暗号化および復号化に使用されるコード。「暗号化」も参照してください。

カスタム JumpStart ユーザーが定義するプロファイルに基づいて、Solarisソフトウェアをシステムに自動的
にインストールする方法。ユーザーやシステムの種類ごとに、カスタマイズされたプロ
ファイルを作成できます。カスタム JumpStartインストールは、ユーザーが作成する
JumpStartインストールです。

カスタムプローブ
ファイル

rulesファイルと同じ JumpStartディレクトリに存在しなければならないファイルで、次
の 2つのタイプの関数を含む Bourneシェルスクリプト。含む 2つのタイプは、プローブ
と比較です。プローブ関数は、必要な情報を収集し、実際の作業を行なって、定義に対
応した SI_環境変数を設定します。プローブ関数は、プローブキーワードになりま
す。比較関数は、対応するプローブ関数を呼び出してプローブ関数の出力を比較
し、キーワードが一致する場合は 0、キーワードが一致しない場合は 1を返します。比
較関数はルールキーワードになります。「rulesファイル」も参照してください。

仮想デバイス ZFSプール内の論理デバイス。物理デバイス、ファイル、または一連のデバイスを仮想
デバイスに設定できます。

共有可能ファイルシス
テム

/export/homeや /swapのようなユーザー定義のファイルシステム。Solaris Live Upgradeの
使用時に、アクティブブート環境と非アクティブブート環境によって共有されます。共
有可能ファイルシステムは、アクティブブート環境と非アクティブブート環境の両方の
vfstabファイル内に同じマウントポイントを持ちます。このため、アクティブブート環
境内の共有ファイルを更新すると、非アクティブブート環境のデータも更新されま
す。共有可能ファイルシステムはデフォルトで共有されますが、ユーザーが宛先スライ
スを指定することもできます。この場合、そのファイルシステムがコピーされます。

クライアント 通信用のクライアントサーバーモデルでは、計算機能や大容量のメモリーといった
サーバーの資源にリモートアクセスするプロセスがクライアントに相当します。

クラスタ パッケージ (ソフトウェアモジュール)を論理的に集めたもの。Solarisソフトウェアは複
数の「ソフトウェアグループ」に分割され、それぞれが「クラス
タ」と「パッケージ」から構成されています。

クリティカルファイル
システム

Oracle Solaris OSが必要とするファイルシステム。Solaris Live Upgradeを使用すると
き、これらのファイルシステムは、アクティブブート環境と非アクティブブート環境そ
れぞれの vfstabファイルでは独立したマウントポイントになります。root

(/)、/usr、/var、/optなどがクリティカルファイルシステムの例です。これらのファイ
ルシステムは、必ずソースブート環境から非アクティブブート環境にコピーされます。

クリティカルファイルシステム

225



クローンシステム Solarisフラッシュアーカイブを使用してインストールするシステム。クローンシステム
は、マスターシステムと同一のインストール構成になります。

限定ネットワークシス
テムサポート

ソフトウェアグループの 1つ。Solarisシステムのブートおよび実行に必要な最小限の
コードが含まれ、ネットワークサービスのサポートも制限されます。限定ネットワーク
システムサポートは、テキストベースのマルチユーザーコンソールと、システム管理
ユーティリティーを提供します。このソフトウェアグループを使用すると、システムで
ネットワークインタフェースを認識できますが、ネットワークサービスがアクティブに
なることはありません。

コアソフトウェアグ
ループ

システムでOracle Solaris OSをブートして実行するために必要な最小限のソフトウェアが
収められているソフトウェアグループ。コアには共通デスクトップ環境 (CDE)を実行す
るために必要ないくつかのネットワーク用ソフトウェアとドライバが含まれます。CDE
ソフトウェアは、コアには含まれません。

公開鍵 公開鍵暗号方式で使用される暗号化鍵。

公開鍵暗号化 2つの鍵を使用する暗号方式。その 1つは、全員が知っている公開鍵、もう 1つ
は、メッセージの受取人だけが知っている非公開鍵です。

コマンド行 コマンドで始まる文字列。多くの場合、コマンドの後には引数 (オプション、ファイル
名、式などの文字列)が続き、行末 (EOL)文字で終わります。

サーバー 資源を管理し、クライアントにサービスを提供するネットワークデバイス。

サブネット 経路指定を簡単にするため、1つの論理ネットワークを小さな物理ネットワークに分割
する方式。

サブネットマスク サブネットアドレス指定のため、インターネットアドレスからビットを選択するために
使用されるビットマスク。マスクは 32ビット。インターネットアドレスのネットワーク
部分と、ローカル部分の 1個以上のビットを選択します。

サブミラー 「RAID-0ボリューム」を参照してください。

差分アーカイブ 更新前のマスターイメージと更新されたマスターイメージの相違部分のみを含む Solaris
フラッシュアーカイブ。差分アーカイブには、クローンシステムで保持、変更、または
削除するファイルが含まれます。差分更新により、指定されたファイルだけが更新され
ます。また、差分更新を使用可能なシステムは、更新前のマスターイメージとの整合性
を保持するソフトウェアを含むシステムのみに限定されます。

システム構成ファイル (system.conf) WANブートインストールで使用する sysidcfgファイルおよびカスタム
JumpStartファイルの場所を指定するテキストファイル。

終了スクリプト ユーザーが定義する Bourneシェルスクリプト。rulesファイル内で指定され、Solarisソ
フトウェアがシステムにインストールされてから、システムがリブートされるまでの間
に作業を実行します。このスクリプトは、カスタム JumpStartインストールで使用しま
す。

クローンシステム
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状態データベース Solarisボリュームマネージャー構成の状態に関する情報を保存するデータベース。状態
データベースは、複製された複数のデータベースコピーの集まりです。各コピーは「状
態データベースの複製」と呼ばれます。状態データベースは、既知の状態データベース
の複製の格納場所と状態をすべて記録しています。

状態データベースの複
製

状態データベースのコピー。複製により、データベース内のデータの有効性が保証され
ます。

初期インストール 現在実行中のソフトウェアを上書きするか、空のディスクを初期化するインストール。

Oracle Solaris OSの初期インストールでは、システムのディスク (1つまたは複数)が
Oracle Solaris OSの新しいバージョンで上書きされます。システム上でOracle Solaris OS
が稼働していない場合は、初期インストールを行う必要があります。アップグレード可
能なOracle Solaris OSがシステム上で稼働している場合は、初期インストールによって
ディスクが上書きされ、OSやローカルの変更は保持されません。

ジョブ コンピュータシステムで実行されるユーザー定義の処理。

スーパーユーザー システム上ですべての管理タスクを実行する特権を持つ、特殊な
ユーザー。スーパーユーザーは全ファイルの読み取り権とアクセス権、全プログラムの
実行権を持ち、任意のプロセスに終了シグナルを送ることができます。

スタンドアロン ほかのマシンからのサポートを一切必要としないコンピュータ。

スライス ソフトウェアごとに分割される、ディスク領域の区分。

スワップ空間 メモリーに再ロードできる状態になるまで、メモリー領域の内容を一時的に保持するス
ライスまたはファイル。/swapまたは swapボリュームとも呼ばれます。

全体ディストリ
ビューション

Solarisリリース全体が含まれているソフトウェアグループ。

全体ディストリ
ビューションとOEMサ
ポート

Solarisリリース全体と、OEMのための追加ハードウェアサポートを含むソフトウェアグ
ループ。Solarisを SPARC搭載サーバーシステムにインストールする場合は、このソフト
ウェアグループを推奨します。

ゾーン 「非大域ゾーン」を参照してください。

ソフトウェアグループ Solarisソフトウェアの論理グループ (クラスタとパッケージ)。Solarisのインストール時
には、次のいずれかのソフトウェアグループをインストールできます。コアシステムサ
ポート、エンドユーザーシステムサポート、開発者システムサポート、または全体
ディストリビューションです。また、SPARCシステムのみ、全体ディストリ
ビューションとOEMサポートもインストールできます。

大域ゾーン Solarisゾーンでは、大域ゾーンはシステムのデフォルトのゾーンであり、システム全体
での管理に使用されるゾーンでもあります。非大域ゾーンの構成、インストール、管
理、およびアンインストールは、大域ゾーンからのみ行うことができます。物理デバイ
ス、ルーティング、動的再構成 (DR)といったシステムインフラストラクチャーの管理
は、大域ゾーンでのみ行うことができます。大域ゾーンで実行されるプロセスは、適切
な権限が付与されていれば、ほかのゾーンに関連付けられているオブジェクトにもアク
セスできます。「Solarisゾーン」と「非大域ゾーン」も参照してください。

大域ゾーン
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タイムゾーン グリニッジ標準時間を基準に地球の表面を 24の地域に経度分割したもの。

チェックサム 一連のデータ項目を合計した結果。一連のデータ項目を検査するために使用されま
す。データ項目は、数値でも、文字列でもよく、文字列の場合はチェックサム計算時に
数値として扱われます。チェックサムの値から、2つのデバイス間の情報交換が正しく
行われたかを確認できます。

ディスク
(disc)

磁気ディスク (disk)に対する光学式ディスク。CD (コンパクトディスク)業界では共通の
綴りを使用します。たとえば、CD-ROMやDVD-ROMは光学式ディスクです。

ディスク構成ファイル ディスクの構造 (たとえば、バイト/セクター、フラグ、スライス)を表現するファイ
ル。ディスク構成ファイルにより、単一システムから pfinstallコマンドを使用し
て、サイズの異なるディスク上のプロファイルをテストできます。

ディスクレスクライア
ント

ディスク記憶装置を持たないためサーバーに依存するクライアント。

データセット 次の ZFSエンティティーの総称名。クローン、ファイルシステム、スナップ
ショット、またはボリューム。

デジタル証明書 移転や偽造の不可能なデジタルファイルで、通信する両者によって信頼済みの第三者機
関から発行されたもの。

電源管理 30分間アイドル状態が続くとシステムの状態を自動的に保存し、電源を切断するソフト
ウェア。米国環境保護庁の省電力 (Energy Star)ガイドライン第 2版に準拠したシステム
に Solarisソフトウェアをインストールすると、デフォルトで電源管理システムソフト
ウェアがインストールされます。デフォルトで電源管理がインストールされているシス
テムの例として、sun4u SPARCベースのシステムがあります。リブート後、電源管理ソ
フトウェアを有効にするかどうかを確認するメッセージが表示されます。

Energy Starガイドラインでは、システムまたはモニターを使用していない場合は、自動
的に「休眠状態」(30ワット以下の消費)に入ることが要求されます。

ドキュメントルート
ディレクトリ

Webサーバーにアクセスするユーザーに公開されるファイル、画像、およびデータが格
納されている、Webサーバーマシン上の階層のルート。

ドメイン インターネットのネーミング階層の一部。ドメインは管理ファイルを共有する、ローカ
ルネットワーク上のシステムグループを表します。

ドメイン名 ローカルネットワーク上のシステムグループに割り当てられた名前であり、管理ファイ
ルを共有します。ネットワーク情報サービス (NIS)のデータベースが正常に動作するた
めにはドメイン名が必要です。ドメイン名は、ピリオドで区切られた一連の構成要素名
から構成されます (たとえば、 tundra.mpk.ca.us)。ピリオドで区切られた各構成要素名
は右側に行くにしたがって、全体的な (リモートな)管理権限領域を表します。

認証局
(CA)

CAは、Certificate Authorityの略。デジタル署名および公開鍵と非公開鍵のペアの作成に
使用するデジタル証明書を発行する、公証された第三者機関または企業。CAは、一意
の証明書を付与された個人が当該の人物であることを保証します。

ネームサーバー ネットワーク上のシステムに対してネームサービスを提供するサーバー。

タイムゾーン
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ネームサービス ネットワーク上の全システムに関する重要なシステム情報が収められている分散型
ネットワークデータベース。ネットワーク上のシステムは、これを利用して相互通信を
行います。ネームサービスを使用することによって、ネットワーク全域にわたるシステ
ム情報を保守、管理、または取得できます。ネームサービスを使用しない場合、各シス
テムはローカルの /etcファイルにシステム情報のコピーを保持する必要がありま
す。Oracleは次のネームサービスをサポートしています。LDAP、NIS、およびNIS+で
す。

ネットワークインス
トール

CD-ROMまたはDVD-ROMドライブがあるシステムからCD-ROMまたはDVD-ROMド
ライブがないシステムにネットワークを介してソフトウェアをインストールする方
法。ネットワークインストールを行うには、「ネームサーバー」と「インストール
サーバー」が必要です。

ネットワークに接続さ
れたシステム

ハードウェアやソフトウェアを介して接続されているシステムのグループ (ホスト)。通
信や情報の共有が可能です。ローカルエリアネットワーク (LAN)とも呼ばれます。シス
テムをネットワークに接続するには、通常、1台以上のサーバーが必要です。

ネットワークに接続さ
れていないシステム

ネットワークに接続されていない、またはほかのシステムに依存しないシステム。

ハードリンク ディスク上のファイルを参照するディレクトリエントリ。複数のハードリンクから同じ
物理ファイルを参照することができます。

派生プロファイル カスタム JumpStartインストール時に、開始スクリプトによって動的に作成されるプロ
ファイル。

パッケージ モジュール形式でのインストールを可能にするソフトウェアの集まり。Solarisソフト
ウェアは複数の「ソフトウェアグループ」に分割され、それぞれが「クラス
タ」と「パッケージ」から構成されています。

ハッシュ 入力よりもかなり短い数値を生成する処理によって得られる数値。同じ入力に対して
は、常に同じ値が出力されます。ハッシュ関数は、テーブル検索アルゴリズム、エ
ラー検出、改ざん検出などに使用できます。改ざん検出に使用する場合は、同じ結果を
生成する別の入力を見つけにくいようなハッシュ関数を選択します。1方向の
ハッシュ関数の一例としては、MD5および SHA-1があります。たとえば、メッセージ
ダイジェストはディスクファイルなどの可変長入力を受け取り、小さい値に変換しま
す。

ハッシュ化 文字列を変換して、この元の文字列を表す値 (キー)を得る処理。

パッチアナライザ 手作業でも、Solarisインストールプログラム内でも実行できるスクリプト。パッチアナ
ライザは、システムを解析し、Solaris Updateへのアップグレードを行うことで削除され
るパッチがどれであるかを判断します。

パネル ウィンドウ、ダイアログボックス、アプレットの内容を編成するコンテナ。パネルで
は、ユーザーの入力をまとめて受け取り確認することができます。ウィザードでパネル
を使用することで、正しい順序で操作を行い、目的の作業を完了することができます。

非公開鍵 公開鍵暗号方式で使用される復号化鍵。

非公開鍵
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非大域ゾーン Oracle Solarisオペレーティングシステムの単一インスタンス内に作成された仮想オペ
レーティングシステム環境。非大域ゾーンでは、システムのほかの部分と相互に作用す
ることなく、1つ以上のアプリケーションを実行できます。非大域ゾーンはゾーンとも
呼ばれます。「Solarisゾーン」と「大域ゾーン」も参照してください。

ファイルサーバー ネットワーク上のシステムに対して、ソフトウェアやファイルの記憶領域を提供する
サーバー。

ファイルシステム SunOSオペレーティングシステムにおいて、ユーザーがアクセスできるファイルおよび
ディレクトリから成るツリー構造のネットワークのこと。

ファンクションキー F1、F2、F3などの名前が付いた 10個以上のキーボードキー。これらのキーにはそれぞ
れ特定の機能が割り当てられています。

ブート メモリーにシステムソフトウェアを読み込んで起動すること。

ブートアーカイブ x86のみ:ブートアーカイブは、Oracle Solaris OSのブートに使用されるクリティカルな
ファイルの集まりです。これらのファイルは、ルート (/)ファイルシステムがマウント
される前、システムの起動中に必要です。システムは、2つのブートアーカイブを維持
管理しています。
■ システムでOracle Solaris OSをブートするために使用されるブートアーカイブ。この
ブートアーカイブは、一次ブートアーカイブと呼ばれることもあります。

■ 一次ブートアーカイブが損傷を受けたとき、回復のために使用されるブートアーカイ
ブ。このブートアーカイブは、ルート (/)ファイルシステムをマウントすることなくシス
テムを起動します。GRUBメニューでは、このブートアーカイブはフェイルセーフと呼ば
れます。アーカイブの重要な目的は一次ブートアーカイブを再生成することであり、通
常、一次ブートアーカイブがシステムのブートに使用されます。

ブート環境 Oracle Solaris OSを操作する上で重要な必須ファイルシステム (ディスクスライスおよび
マウントポイント)の集まり。ディスクスライスは、同じ 1つのディスク上に存在する
ことも、分散された複数のディスク上に存在することもあります。

アクティブなブート環境とは、現在ブートしている環境を指します。単一のアクティブ
なブート環境からだけブートできます。アクティブでないブート環境とは、現在ブート
していないが、次回のリブート時にアクティブ化できる状態にある環境のことを指しま
す。

ブートサーバー 同じネットワークのサブネット上のクライアントシステムに、起動に必要なプログラム
と情報を提供するサーバーシステム。インストールサーバーの存在するサブネット
が、Solarisソフトウェアをインストールする必要があるシステムと異なる場合、ネット
ワークを介してインストールするにはブートサーバーが必要です。

ブートローダー x86のみ:ブートローダーは、システムの電源を入れた後に最初に実行されるソフト
ウェアプログラムです。このプログラムがブートプロセスを開始します。

非大域ゾーン
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フェイルセーフブート
アーカイブ

x86のみ:一次ブートアーカイブが損傷を受けたとき、回復のために使用されるブート
アーカイブ。このブートアーカイブは、ルート (/)ファイルシステムをマウントするこ
となくシステムを起動します。このブートアーカイブは、GRUBメニューではフェイル
セーフと呼ばれます。アーカイブの重要な目的は一次ブートアーカイブを再生成するこ
とであり、通常、一次ブートアーカイブがシステムのブートに使用されます。「ブート
アーカイブ」を参照してください。

フォールバック 以前に動作していた環境に戻すこと。ブート環境のアクティブ化の処理中や、ブート対
象として指定されたブート環境に問題または望ましくない動作が発生する場合には
フォールバックを行います。

復号化 符号化されたデータを平文に変換する処理。「暗号化」も参照してください。

プラットフォームグ
ループ

特定のソフトウェア用にベンダーが定義するハードウェアプラットフォームのグ
ループ。たとえば i86pcや sun4cなどです。

プラットフォーム名 uname -iコマンドによって出力される情報。たとえば Ultra 60のプラットフォーム名
は、SUNW,Ultra-60です。

プローブキーワード インストールにカスタム JumpStartを使用する場合、システムに関する属性情報を抽出
する構文要素。プローブキーワードでは、ルールに必要な一致条件の設定およびプロ
ファイルの実行は必要ありません。「ルール」も参照してください。

プロファイル カスタム JumpStartを使用する場合に、Solarisソフトウェアのインストール方法を定義す
るテキストファイル。たとえば、プロファイルでインストールするソフトウェアグ
ループを定義します。各ルールは、そのルールが一致したときにシステムがインス
トールされる方法を定義してあるプロファイルを指定します。通常は、ルールごとに異
なるプロファイルを作成します。しかし、複数のルールで同じプロファイルを使用する
ことも可能です。「rulesファイル」も参照してください。

プロファイルサーバー すべての重要なカスタム JumpStartファイルを JumpStartディレクトリに持つサーバー。

プロファイルフ
ロッピーディスク

すべての重要なカスタム JumpStartファイルを、そのルートディレクトリ (JumpStart
ディレクトリ)に持つフロッピーディスク。

ホスト名 システムがネットワーク上のほかのシステムから識別される名前。この名前は、特定の
ドメイン (通常、これは 1つの組織内にあることを意味する)内にある全システム間で固
有でなければなりません。ホスト名は、文字、数字、マイナス符号 (-)を任意に組み合
わせて作成できますが、先頭と末尾にマイナス符号は使用できません。

ボリューム システムで単一の論理デバイスとして扱われる、物理スライスやボリュームの集ま
り。ボリュームは、アプリケーションやファイルシステムにとって物理ディスクと同じ
ように機能します。

一部のコマンド行ユーティリティーでは、ボリュームはメタデバイスと呼ばれます。一
般的なUNIX用語では、ボリュームは、「擬似デバイス」または「仮想デバイス」とも
呼ばれます。

ボリュームマ
ネージャー

DVD-ROM、CD-ROM、およびフロッピーディスク上のデータへのアクセスを管理およ
び実行するための手段を提供するプログラム。

ボリュームマネージャー
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マウント解除 マシンに接続されたディスクまたはネットワーク上のリモートディスク上のディレクト
リへのアクセスを解除するプロセス。

マウントポイント リモートマシン上に存在するファイルシステムのマウント先となる、ワークス
テーション上のディレクトリ。

マスターシステム Solarisフラッシュアーカイブを作成するシステム。このシステム構成がアーカイブに保
存されます。

マニフェストセク
ション

クローンシステムの検証に使用される Solarisフラッシュアーカイブのセクション。マニ
フェストセクションには、クローンシステムに保持、追加または削除されるシステム上
のファイルが一覧表示されます。このセクションは、情報提供専用です。このセク
ションは、ファイルを内部形式でリストするため、スクリプトの記述には使用できませ
ん。

ミニルート Solarisインストールメディアに収録されている、起動可能な最小のルート (/)ファイル
システム。ミニルートは、システムのインストールおよびアップグレードに必要な
Solarisソフトウェアで構成されます。x86システムでは、ミニルートはシステムにコ
ピーされて、フェイルセーフブートアーカイブとして使用されます。「フェイルセーフ
ブートアーカイブ」を参照してください。

ミラー 「RAID-1ボリューム」を参照してください。

メタデバイス 「ボリューム」を参照してください。

メディアサーバー 「インストールサーバー」を参照してください。

矢印キー 数値キーパッド上にある方向を示す 4つのキーの 1つ。

ユーティリティー コンピュータを購入すると通常無料で提供される、標準プログラム。

ルート
(/)ファイルシステム

ほかのすべてのファイルシステムの元となる最上位ファイルシステム。ルート (/)
ファイルシステムはほかのすべてのファイルシステムがマウントされる元となり、マウ
ント解除されることはありません。ルート (/)ファイルシステムには、カーネル、デバ
イスドライバ、システムの起動 (ブート)に使用されるプログラムなど、システムの稼働
に不可欠なディレクトリやファイルが含まれています。

ルートディレクトリ ほかのすべてのディレクトリの元となる最上位ディレクトリ。

ルール 1つ以上のシステム属性をプロファイルに割り当てる一連の値。ルールは、カスタム
JumpStartインストールで使用されます。

連結 RAID-0ボリューム。複数のスライスが連結された方式では、利用可能な最初のスライ
スがいっぱいになるまでそのスライスにデータが書き込まれます。そのスライスが
いっぱいになると次のスライスに連続してデータが書き込まれます。ミラーに含まれて
いる場合を除き、連結にはデータの冗長性はありません。「RAID-0ボリューム」も参
照してください。

ロケール 同一の言語、風俗、慣習、文化などを共有する地理上または政治上の地域圏 (コミュニ
ティー)。たとえば、米国英語のロケールは en_US、英国英語のロケールは en_UKです。

マウント解除
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論理デバイス システムで単一のデバイスとして扱われる、1つまたは複数のディスク上にある物理ス
ライスの集まり。論理デバイスは、Solarisボリュームマネージャーではボリュームと呼
ばれます。ボリュームは、アプリケーションやファイルシステムにとって物理ディスク
と同じように機能します。

論理デバイス
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disksプローブキーワード、説明と値, 170
domainnameプローブキーワード, 170
domainnameルールキーワード, 114, 170
dontuseプロファイルキーワード, 135, 167

E
eng_profileの例, 108
/etc/bootparamsファイル

JumpStartディレクトリアクセスの有効化, 194
JumpStartディレクトリのアクセスの有効
化, 30

/etc/dfs/dfstabファイル, 26, 107
/etc/mnttabファイル, 32

F
fdiskコマンド, 73
fdiskプロファイルキーワード
説明と値, 135–138
例, 41

filesysキーワード, 139–142, 142–144

filesysプロファイルキーワード
説明と値, 138–139
例, 41

finish.logファイル, 65
finishルールフィールド、説明, 38

G
geoキーワード, 145
getfile: RPC failed: error 5: RPC Timed out
メッセージ, 31

GRUBベースのブート
インストール, 94, 96
コマンドリファレンス, 98
プロファイルフロッピーディスクの作成, 34

H
hostaddressプローブキーワード, 170
hostaddressルールキーワード, 114, 170
hostnameプローブキーワード,説明と値, 170
hostnameルールキーワード
説明と値, 114, 170
例, 113–117

I
install_configコマンド, 30, 31
install_typeキーワード, 146
install_typeプロファイルキーワード
プロファイルのテスト, 58
要件, 40, 41
例, 41

installedプローブキーワード、説明と値, 170
installedルールキーワード、説明と値, 115, 170
IPアドレス
プローブキーワード, 170
ルールキーワード, 114, 170
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J
JumpStartディレクトリ

rulesファイルの例, 36
アクセス権, 25, 31
共有, 25, 107
作成

SPARCベースのシステム用フ
ロッピーディスク, 32

x86ベースのシステム用フロッピーディス
ク, 31, 34

サーバー, 25
例, 107

終了スクリプトでファイルを追加, 66
ファイルのコピー
インストールファイル, 27, 33, 35
終了スクリプトの使用, 65

JumpStartディレクトリの共有, 26, 107

K
karchプローブキーワード, 170
karchルールキーワード, 115, 170

L
layout_constraintキーワード, 147–149
le0: No carrier - transceiver cable problem
メッセージ, 188

localeキーワード, 150

M
marketing_profileの例, 108
memsizeプローブキーワード、説明と値, 170
memsizeルールキーワード、説明と値, 115, 170
metadbプロファイルキーワード, 150–151
mnttabファイル, 32
modelプローブキーワード、説明と値, 170
modelルールキーワード、説明と値, 116, 170

N
networkプローブキーワード、説明と値, 170
networkルールキーワード、説明と値, 116, 170
no_master_checkキーワード, 151
No carrier - transceiver cable problem
メッセージ, 188

noneuclideanプロファイルキーワード, 152
Not a UFS filesystemメッセージ, 188

O
osnameプローブキーワード, 170
osnameルールキーワード, 116, 170

P
partitioning

fdiskパーティション, 41
例, 41

partitioningキーワード, 158
pfinstallコマンド, 54
probeルールキーワード,説明と値, 117
prtvtocコマンド

SPARC:ディスク構成ファイルの作成, 71
x86:ディスク構成ファイルの作成, 73

R
root_deviceキーワード, 164
rootdisk

filesysのスライス値, 139
JumpStartで設定される値, 165
定義, 165

RPC failed: error 5: RPC Timed outメッセージ, 31
RPC Timed outメッセージ, 31, 193
rule_keywordルールフィールド, 37
rule_valueルールフィールド, 37
rules
妥当性検査, 60
派生プロファイル, 62, 63
フィールドの説明, 38
複数行のルール, 37
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rules (続き)
例, 38

rules.okファイル
作成, 59
説明, 59

rules.okファイル,ルールの順序を一致させ
る, 38

rules.okファイル
ルールの順序を一致させる, 86, 93

rulesファイル
checkによる妥当性検査, 60
カスタム JumpStartの例, 110
派生プロファイルと, 63

カスタム JumpStartの例, 109
構文, 37
コメント, 36
作成, 36
説明, 36
名前の指定, 36, 37
複数行のルール, 37
ルールの追加, 37
ルールのテスト, 60
例, 36

rulesファイル内のバックスラッシュ, 37
rulesファイルの行を折り返す, 37

S
setup_install_serverコマンドの -bオプション, 107
shareallコマンド, 26, 107
shareコマンド

JumpStartディレクトリの共有, 26, 107
SI_PROFILE環境変数, 63
Solarisソフトウェア
グループ, 132–133
アップグレード, 134
プロファイルの例, 41

リリースまたはバージョン
installedプローブキーワード, 170
installedルールキーワード, 115, 170
osnameプローブキーワード, 170
osnameルールキーワード, 116, 170

Solarisソフトウェアのバージョン
installedプローブキーワード, 170

Solarisソフトウェアのバージョン (続き)
installedルールキーワード, 115, 170
osnameプローブキーワード, 170
osnameルールキーワード, 116, 170

Solarisソフトウェアのリリース
installedプローブキーワード, 170
installedルールキーワード, 115, 170
osnameプローブキーワード, 170
osnameルールキーワード, 116, 170

sttyコマンド, 89, 94
SUNWCallグループ, 132–133
SUNWCprogグループ, 132–133
SUNWCreqグループ, 132–133
SUNWCrnetグループ, 132–133
SUNWCuserグループ, 132–133
SUNWCXallグループ, 132–133
system_typeプロファイルキーワード
説明と値, 166
例, 41

T
timed out RPCエラー, 193
tipライン接続ディスプレイの要件, 94
tipライン接続の要件, 89
totaldiskプローブキーワード, 171
totaldiskルールキーワード, 117, 171
transceiver cable problemメッセージ, 188

U
UFS, 32
Unknown client errorメッセージ, 187
usediskプロファイルキーワード,説明と値, 167

V
/var/sadm/system/logs/begin.logファイル, 62
/var/sadm/system/logs/finish.logファイル, 65
volcheckコマンド, 32, 34
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W
WARNING: CHANGE DEFAULT BOOT

DEVICE, 195
WARNING: clock gained xxx daysメッセージ, 188

Z
ZFS
概要と計画, 174
キーワード、説明, 180
制限事項, 174
プロファイルキーワード
クイックリファレンス, 118

プロファイルの例, 176
ZFSの制限事項, 174

あ
アーカイブ

JumpStartプロファイルの例, 45, 46, 47, 48
キーワード、カスタム JumpStart, 120–126

アクセス権
JumpStartディレクトリ, 25, 31
開始スクリプト, 62
終了スクリプト, 65

アップグレード
アップグレードの失敗, 199
カスタム JumpStartインストール, 83
プロファイルキーワード, 134, 146, 158

アップグレードの失敗,リブートの問題, 199
アンパサンド (&&)ルールフィールド, 37

い
一致

rootdisk値, 165
一致させる
ルールの順序, 38, 86, 93

インストールの準備、カスタム JumpStart, 21, 60

え
エンドユーザーシステムサポート, 132–133

か
開始、checkスクリプト, 59, 60
開始スクリプト
アクセス権, 62
インストール継続期間の追跡, 63
概要, 61
サイト固有のインストールプログラム, 76
派生プロファイルの作成, 62, 63
ルールフィールド, 37

開発者システムサポート, 132–133
開発者システムサポートソフトウェアグループ,
プロファイルの例, 41

カスタム JumpStartインストール, 83
tipライン接続の要件, 89, 94
オプション機能, 61
開始スクリプト, 61, 63
概要, 61
サイト固有のインストールプログラム, 76
終了スクリプト, 64

概要, 21
起動とインストール, 83
準備, 21, 60
説明, 21
プロファイルキーワード, 118
例, 103, 112

checkスクリプト, 110
eng_profileの作成, 108
Solarisフラッシュプロファイル, 45, 47, 48
JumpStartディレクトリ, 107
marketing_profileの作成, 108
RAID-1ボリュームプロファイル, 49, 52
rulesファイルの編集, 109
WANブートインストールプロファイル, 46
エンジニアリングシステムの設定, 110
サイトの設定, 104
スタンドアロンシステム, 19
ネットワークに接続された, 20
ネットワークに接続されていない, 19
ブートとインストール, 112
マーケティングシステムの設定, 106, 111
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! (感嘆符)ルールフィールド, 37
感嘆符 (!)ルールフィールド, 37

き
キーワード

Solarisフラッシュアーカイブ、カスタム
JumpStart, 120–126

プローブ, 77

け
限定ネットワークシステムサポート, 132–133

こ
コアシステムサポート, 132–133
構成,ディスク構成ファイルの作成, 70
コピー

JumpStartインストールファイル, 27, 33, 35
JumpStartディレクトリファイル, 65

コメント
rulesファイル内の, 36
プロファイル内の, 40

さ
サーバー

JumpStartディレクトリの作成, 25
ルート領域, 131

サイズ
tipライン接続ディスプレイのサイズ, 89, 94
スワップ空間
最大サイズ, 132
ディスクレスクライアント, 131
プロファイルの例, 21

ハードディスク
プローブキーワード, 170, 171
ルート領域, 131
ルールキーワード, 114, 117, 170, 171

メモリー, 115, 170

サイト固有のインストールプログラム, 76
削除,アップグレード時のクラスタ, 134
作成

custom_probes.okファイル, 80, 81
JumpStartディレクトリ、サーバー上, 25
RAID-1ボリューム, 142–144
rules.okファイル, 59, 80
rulesファイル, 36
UFS, 32
ディスク構成ファイル, 70
プロファイル
説明, 40
派生, 62

ローカルファイルシステム, 139–142

し
終了スクリプト
インストール継続期間の追跡, 63
パッケージとパッチの追加, 66
ルート環境のカスタマイズ, 68
ルールフィールド, 38

出力ファイル
開始スクリプトログ, 62
終了スクリプトログ, 65

照合,派生プロファイル, 63

す
スクリプト
開始スクリプト, 61, 63, 76
終了スクリプト, 64, 76
ルールフィールド内の Bourneシェルスクリプ
ト, 37

スタンドアロンシステム
カスタム JumpStartインストールの例, 19
プロファイルの例, 41

スライス
プローブキーワード, 170
プロファイルの例, 41
ルールキーワード, 115, 170

スワップファイルシステム
サイズの決定, 132
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スワップファイルシステム (続き)
ディスクレスクライアントのスワップ空
間, 131

プロファイルの例, 21
メモリーサイズと, 132

せ
全体ディストリビューション, 132–133
全体ディストリビューションとOEMサ
ポート, 132–133

そ
ソフトウェアグループ
アップグレード, 134
プロファイルの例, 41
プロファイル用, 132–133

た
代替インストールプログラム, 76
妥当性

custom_probesファイル
テスト, 81

妥当性検査
custom_probesファイル

checkの使用, 81
rulesファイル

checkの使用, 59, 60, 81
カスタム JumpStartの例, 110
派生プロファイルと, 63
ルールのテスト, 60

つ
追加
アップグレード時のクラスタ, 134
終了スクリプトでパッケージとパッチを, 66
ソフトウェアグループからパッケージを, 152
ルールを rulesファイルに, 37

て
ディスク構成ファイル
作成

SPARCベースのシステム, 71
x86ベースのシステム, 73

説明, 54, 71
ディスクレスクライアント
スワップ空間, 131
プラットフォーム, 131

ディスプレイ
tipライン接続の要件, 89, 94

ディレクトリ
JumpStart

rulesファイルの例, 36
アクセス権, 25, 31
インストールファイルのコピー, 27, 33, 35
システム用に作成, 31
ディレクトリの共有, 26, 107
ディレクトリの作成, 107
ファイルのコピー, 65
ファイルの追加, 66

移動
JumpStartディレクトリへ, 59, 81
ローカルディスク上の Solaris SPARCソフト
ウェアのイメージ, 33

ローカルディスク上の Solarisソフトウェア
のイメージ, 27

ローカルディスク上の x86ベースの Solaris
イメージ, 35

ディレクトリの移動
JumpStartディレクトリへ, 59, 81
ローカルディスク上の Solaris SPARCソフト
ウェアのイメージ, 33

ローカルディスク上の Solarisソフトウェアの
イメージ, 27

ローカルディスク上の x86ベースの Solarisイ
メージ, 35

テスト
custom_probesファイルの妥当性検査

checkの使用, 80
custom_probesのテスト, 81

rulesファイルの妥当性検査
checkの使用, 59, 60, 81
カスタム JumpStartの例, 110
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テスト, rulesファイルの妥当性検査 (続き)
派生プロファイルと, 63
ルールのテスト, 60

プロファイル, 54, 58
デフォルト
インストールするソフトウェアグループ, 133
パーティション分割
ディスクの指定, 167
ディスクの除外, 135

派生プロファイル名, 63

と
トークンリングカード、ブートエラー, 193
ドメイン
プローブキーワード, 170
ルールキーワード, 114, 170

トラブルシューティング
DHCPによるネットワークブート, 194
インストールの一般的な問題

DHCPによるネットワークブート, 194
システムのブート, 194

間違ったサーバーからのブート, 194

な
名前/名前の指定

custom_probesファイル, 78
rulesファイル, 36, 37
システムモデル名, 116, 170
派生プロファイル名, 63
ホスト名, 114, 170

ね
ネットワークインストール,カスタム JumpStartイ
ンストール、例, 20

ネットワーク番号, 116, 170

は
パーティション分割

fdiskパーティション, 135–138
ディスクの除外, 135
プロファイルキーワード, 158, 167

ハードディスク
partitioning
プロファイルキーワード, 158
例, 41

rootdisk値, 165
サイズ
プローブキーワード, 170, 171
ルート領域, 131
ルールキーワード, 114, 117, 170, 171

スワップ空間
最大サイズ, 132
ディスクレスクライアント, 131
プロファイルの例, 21, 41

パーティション分割
partitioning default用に指定, 167
partitioning default用に除外, 135

マウント, 138–139
パス、checkスクリプト, 59, 81
派生プロファイル, 62, 63
パッケージ

Solaris Live Upgrade
要件, 209

カスタム JumpStartを使用する要件, 209
管理ファイル, 61
追加

chrootによる, 68
終了スクリプトで, 66

パッチ
追加

chrootによる, 68
終了スクリプトで, 66

ふ
ファイルとファイルシステム

UFSの作成, 32
開始スクリプトの出力, 62
コピー

JumpStartインストールファイル, 27, 33, 35
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ファイルとファイルシステム,コピー (続き)
終了スクリプトによる JumpStartディレクト
リファイルの, 65

作成
RAID-1ボリューム, 142–144
ローカルファイルシステム, 139–142

終了スクリプトの出力, 65
リモートファイルシステムのマウン
ト, 138–139

ブート
GRUBによるインストール, 94, 96
GRUBの使用、コマンドリファレンス, 98
プロファイルフロッピーディスクの作成, 34

複数行ある rulesファイル, 37
プラットフォーム
システム属性とプロファイルを一致させ
る, 38, 86, 93

システムモデル名, 116, 170
ディスクレスクライアント, 131
プローブキーワード, 170
ルールキーワード, 115, 170

プローブキーワード
arch, 170
disks, 170
domainname, 170
hostaddress, 170
hostname, 170
installed, 170
karch, 170
memsize, 170
model, 170
network, 170
osname, 170
rootdisk, 170
totaldisk, 171

プロセッサ
プローブキーワード, 170
ルールキーワード, 113, 170

フロッピーディスク
JumpStartディレクトリのアクセス, 29
x86: JumpStartディレクトリ, 31

プロファイル
コメント, 40
作成, 40

プロファイル (続き)
システムを一致させる, 38, 86, 93
説明, 40
テスト, 58
名前の指定, 41
派生プロファイル, 62, 63
要件, 36, 40
ルールフィールド, 37
例, 41

eng_profile, 108
marketing_profile, 108
Solarisフラッシュ, 45, 47, 48
WANブートインストール, 46
ZFS, 176

プロファイルキーワード, 118, 167
archive_location, 120–126
backup_media, 126–128
boot_device, 128
bootenv createbe, 129
client_arch, 131
client_root, 131
client_swap, 131
cluster
説明と値, 132–133, 134
例, 41

dontuse
usediskと, 167
説明と値, 135

fdisk

説明と値, 135–138
例, 41

filesys
RAID-1ボリューム, 142–144
説明と値, 138–139
リモートファイルシステム, 138–139
例, 41
ローカルファイルシステム, 139–142

forced_deployment、説明と値, 144
geo
説明と値, 145

install_type
ZFS用, 181
説明と値, 146
要件, 40, 41
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プロファイルキーワード, install_type (続き)
例, 41

layout_constraint、説明と値, 147–149
local_customization、説明と値, 149
locale、説明と値, 150
metadb
説明と値, 150–151
例, 41

no_master_check、説明と値, 151
noneuclidean, 152
partitioning
説明と値, 158
例, 41

root_device, 164
system_type
説明と値, 166
例, 41

usedisk、説明と値, 167
ZFS用の bootenv installbe, 180
ZFS用の root_device, 183
ZFS用プール, 182
大文字小文字の区別, 118
クイックリファレンス, 118
状態データベースの複製 (meatball)の作
成, 150–151

パーティション分割
ディスクの指定, 167
ディスクの除外, 135

プロファイルフィールドの等号 (=), 63

へ
変数

SI_PROFILE, 63
SYS_MEMSIZE, 57

ま
マイクロプロセッサ
プローブキーワード, 170
ルールキーワード, 113, 170

マウント
Solarisインストールによる, 65

マウント (続き)
開始スクリプトに関する注意事項, 62
リモートファイルシステム, 138–139

め
メモリー
スワップ空間のサイズと, 132
プローブキーワード, 170
ルールキーワード, 115, 170

よ
要件

custom_probesファイル, 78
プロファイル, 36, 40

り
リモートファイルシステム,マウント, 138–139

る
ルート (/)ファイルシステム,プロファイルの
例, 21

ルート環境、終了スクリプトによるカスタマイ
ズ, 68

ルートファイルシステム,非アクティブブート環
境のパッケージ要件, 209

ルール
rootdiskの一致規則, 165
構文, 37
順序を一致させる, 38, 86, 93
妥当性検査, 81
フィールドの説明, 37

ルールキーワード, 113
any、説明と値, 113, 169
arch, 113, 170
disksize、説明と値, 114, 170
domainname, 114, 170
hostaddress, 114, 170

索引

Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編) • 2011年 8月244



ルールキーワード (続き)
hostname, 113–117, 170
installed、説明と値, 115, 170
karch, 115, 170
memsize, 115, 170
model, 116, 170
network, 116, 170
osname, 116, 170
probe, 117
totaldisk, 117, 171

ルールフィールド内の Bourneシェルスクリプ
ト, 37

ろ
ログファイル
開始スクリプトの出力, 62
終了スクリプトの出力, 65
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